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表紙に1吏われているロゴデザインは、
平成11年に、教養学部創立50周年を記念して、

東京大学大学院総合文化liJf究科教養学部の新たなγンボルとして作成された。

東京大学の伝統的なシンボルて、あるイチョウを3枚'lJ:ねることにより、

学1]1前脚J.1去J!II'大学院の3附にわたる教育の融合とtill造、
学問の領域を越えて位界に発展する駒場の学問iの未来をイメージしてl喝。

:1;11作は(株)科iの石塚静夫氏。



表紙について

骨格標本 ニホンイシガメMauremvsjaponica 

作成年不明 骨格本体14cmX21cmX6cm

写真のカメの骨格標本は、旧制第一高等学校の資料である。柴山

自然科学研究所から移符されたものと忠われる。

J'i然科学博物館には、現在、 2う純30体余りの骨格標本が保1Tさ
れている。これらの竹格標本は、収容するための木箱が用意されて

b 、るものがほとんどである。木箱はIllrfがヵ・ラス面になっているも

のが多く、頻繁に出し入れせずに、箱に入れたままガラス越しに見

て観察したのではないかと考えられる。木箱の外側lには「一高生物

学教室」の焼印があり、当時分類整JlI[するために貼られたと思われ

るシールも残ってし、る。現在ではこの木製の箱も傍:本と共に貴重な

資料である。

第 a高等学校の111蔵資料は、駒場|立l書館からすでに'屯子化され-

ifl5公開を始めてし・る。 2009年3月には教育Itl掛図も加わる。生物の
掛l刈の中には、竹格標本と対応する絵も残されてレる。カメもその

一つで、ほかにはコウモリがある。所蔵品展では掛図の複製パネル

とfTわせて展示することが多い。
2008年夏には、駒場博物館で自然科学博物館主催の「進化学の

世界」展を開催した。進化学の世界展では写真のイシガメの他、ニ

ワトリ、アオダイショウ、スズキ、カンガルー属のー幌、タイワン

ザル、ドプネズ之、コウモリなど8体の第一高等学校の廿終標本が、

動物の進化のコーナーの中で展示された。

カメ類は、背筋・腹筋が消失し、 -1'1'1'1". IJIJ骨と皮膚!討が融合し甲

縦を形成している。ニワトリなどの様本とイシガメの様本を比べれ

ば、他の生物の背骨・削j骨と甲羅の各部位の対応づけを試みること

ができる。第一高等学校では、「博物」の授業で、これらの標本や

針|究lを朋"て、相I，;Jについて理解を促していったのだろう o以前は、
教養学部でも、これらの骨格標本を使い、学生にスケッチをして観

祭させる授業が行われていた。

本的は、 183う年、ライデン博物館のテミンク (CoenraadJacob Tem-

minck 1778-18ラ8)とシュレーゲル (HermannSchlegel 1804-1884) 

によって、 EI1;り'5VU会'arisjaponicaとして記載された。シュレーゲル

は11本li'i1布純であるシュレーゲルアオガエルに名前が泌されている

から、ご存じのHも多いだろう。日本の大則脊椎動物には、シーボ
ルトの『日本動物誌』編纂に傍わったこのコンビによって学名が命

名されたものが多しh

その後、大英博物館のグレイ{JohnEdward Gray 1800-187う)に

よって、亜禄から絡 kげされ、 Emysjaponicaとされた (1844年)。

1862iドドは、ロシアのストラウチ (AlexanderStrauch 1832-93)が

所属を変更し、 Clemmysjaponiftlとした。さらに、 1964年、米ラトガ

ース大学のマクダウェル (Samue!B. McDowell)によってMallremys

凶に分類し直された。本種を含むグループは近年分子系統学的検討

が進められていて、内分類の必要が111¥えられている。

標本プレートには、混乱が見受けられる。まず、学名 Cルmmys
jahoniftl Grayの干'p.小:I'ljahonicaはJapo即日の単純ミスだろう。ま

た、上記の経緯からすると、 Emysjaponica Grayもしくは Clemmys

japonica Strauchとなってし、なければならな， '0 標準有l名も現在では

ニホンイシガメであるが、プレートでは単にイシガメとなっている。

本経は日本1，'，1有穐であり、本州・四kli].九州に生心.している。た

だし、北関東以北は人為的導入の"J能性が高し、。ミシシッピーアカ

ミミガメなと'外来械の侵入や生息J碁所の減少のため、かつてありふ

れていたニホンイシガメもだレぶ1同体数を減少させたようだ。 /1111

保などでは準絶滅危倶種に指定されている。 環境省レッドデータで

は「情報不足」となっている。

幼体の'11縦は扇平な円形で、江戸期には文銭を思い起こさせるた
め、銭f色と呼ばれた。しかし、銭亀として売られるチ亀は、日本政

クサガメの幼体に、そして養刑できる外国産のクサガメの幼体にIi順

次置き換わっていった。これも、減少により、ニホンイシガメの幻J

体が手に入りにくくなったことのあらわれだと考えられるだろう。

本骨裕標本は教育用であり、生物資料としてよりは、歴史史料と

しての側i，tiが向1;'0 しかし、そのうち貴重種の標本となってしまう
のかもしれなし、
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まえがき

本書「駒場2008J は、大学院総合文化研究科・教養学 t~:I~の年報で、あり、前年度発行した「駒

場2007JのSUPPLEMENTである o 2008年度の活動報告を記した第 I章、 08年4月以降に着任

した専任教員と特任・省:員教員を紹介する第E章、および付属資料l、2で成り立つ本書には、

リベラルアーツの翌日念を掲げる駒場の教育および研究活動の実態が余すところ記されている二

特に「駒場2007J に比べ、第 U'iの分量と付属資料2~こ記されたシンポジウムと講演会の量が大

幅に増えていることは、 2009度に教養学部設立60周年を迎える駒場での教育と研究活動が、ま

すます活発となっている誌と言えよう C

各教員にとって本書は、改めて東大駒場の様々な活動や将米計画を認識し、新しい駒場のメ

ンバーを知るためのよき煤体となるであろう。また、学生のみなさんにとって本書は、 ')1拘場2007J

との併読により、多様な側面をもっ駒場の制度・組織や、授業で出会う様々な教員の主要な研

究テーマとパックグランドなどについての貴重な情報淑となるであろう乙

駒場に集うすべての人骨のために、多くの方々の協力を科て編まれたこの書物が、より多く

の読者の方今に活用されることをWIiってやまない二

2009{1三2月

広報委員会
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2008年度における大学院総合
文化研究科・教養学部



1 研究科長・学部長の交代にあたって

大学院総合文化研究科長・教養学部長が、 2009年2JJ16U付けで小島憲道教授から私こと山

影進に交代しました。以前なら定年退官の歳になる今年に、このような重責を担うことになる

とは夢にも思っていませんでした。そのような私事はさておき、今年は、 1949年の新il川東京大

学の発足と同時に設立された教養学部の60周年にあたります。また、これから2年の任期中に、

第l期中期目標・中期計[，hiの結果を出すとともに、第2期のそれを策定することになります。あ

る意味で節Hとなる時期の{ijf究科長・学部長に選出されたことに、身の引き締まる思いがして

おります。

小島研究科長の時代の大学院総合文化研究科・教養学部(以下、東大駒場)についてご紹介

したいことが多々ありますが、それらについては、年報『駒場2007~ 及びこの小文が載ってい

る『駒場2008~ に詳しく，JíIVJ されているので、是非お読みいただきたく存じます。この2年間、

学部教育、大学院教育そして仰l究、さらにはキャンパス環境についてめざましい変化がありま

したが、それらは教職員が一丸になっての努力が引き起こしたものですc このようなエネルギ

ーが今後とも持続することを確信しております。

以ドの文章は、これまで白分の狭い専攻の教育研究とごく限られた学内行政とを辛うじてこ

なしてきた平教員が、はじめて東大駒場なるものを管見しながらの独り言です。もし11障りな

文章があれば、予めお詑びrllし上げます。

東大駒場は複雑な組織です。学部I、2年生に対する学部前期課程教育、 3、4年生に対する学

部後期課程教育、そして大学院教育の全てを担当して、教育における3層構造を形成していると

ともに、文系・理系lこ亘る広範な研究分野を専攻する教員を擁して、伝統的な学問の継承・発

展から先端的・融合的な学111]の創成まで多面的な研究活動の場となっています。この意味で、

東大駒場自体が、東大全体の中のミニ総合大学としての特徴を有していると言えましょう。ま

た、東大の学部生全員に対する前期課程教育の責任母体であるという東大駒場の特徴は、全国

的に凡ても、ユニークなものと言えましょう c

ちなみに、大学院総介文化研究科・教養学部を東大駒場・と言い換えるのは必ずしも正雄では

ありません。大学院総合文化研究科・救養学部は、東大キャンパスの3拠点のーっとしての駒場

地区キャンパスの全部ではなく、その約半分にあたる駒場第lキャンパスにあり、さらにこのキ

ャンパスの一角には大学院数環科学研究科もあって、そこに所属する教員は学部前期課程の数

学教育を担当しています。とは言え、ここでは大学院総介文化研究科・教養学部を東大駒場と

呼ぶことにしますc

かつて、井の頭線には駒場と東大前という2つの駅がありました。キャンパスから南西と南東

のところです。今でも、その名残を線路に沿ってあちこちに見つけることができます。この2つ

の駅が廃止・統合されて、ちょうど中間に新駅が生まれるとき、駅名を東大駒場前とすべきだ

という声が東大駒場の教員の一部からあがったという伝説を若い頃聞いた記憶がありますc 真

偽のほどを確かめたわけではありませんが、もし実現していたら東大駒場という言葉はどのよ

うに使われていたでしょうか。閑話休題

iニで、述べた東大駒場の特徴は、リベラルアーツ重視という教育現念に繋がっています。リベ

ラルアーツは、もちろん日本語では教養と訳される言葉ですが、一般的な用法から見ると、東

大の制度を考える上で誤解を招きかねない訳語です。すなわち、教養教育は第2次世界大戦前の

制度では高等学校が担うものとされ、戦後のnjlJ皮では一般教育を担当する大学教養部が担うも

のとされたからです。しかし京大では、 4年制のリベラルアーツ・カレッジとしての教養学部が

設問されました。¥0学部を擁する京大の前期謀れが6つの科類に分けられていること、さらに授

業を受ける単位としては実質的には4つにしか分かれていないことに、リベラルアーツ教育の埋

ハUl
 



1 20()ド1'1主におけ九k'tl':，総作主化研究科教』豊中部

念が体現しています。そして何よりも、少人数授業と狭い専門に特化しないカリキュラムを特

徴とする学部後期課程の存在は、教養教育が学部l、2年生で完了するわけではないことを象徴

してきました)教養学科として発足した後期課程の名称や構成は、その後、大きく変わります

が、リベラルアーツ・カレッジとしての教養学部という京大の巾でのユニークさは今後とも活

かされていくべきではなレでしょうか。

リベラルアーツという基盤を利用して、当時は新奇だった学際的な学111]を日本の学界に持ち

込んだのも京大駒場でした二具体的には、地域研究という外[.I<J語を介しての外|司の(文学・語

学ではなく)文化・社会への接近、国際関係論、科学史科学哲学、文化人類学、人文地開学の

コースが相次いで立ち上がりました。当時はアイデンテイティを確立すべくさまざまな議論が

なされたようですが、どれも今1Iでは違和感を党えない学IIlJとして定着しています。また、新

市IJ大学院のHiIJ度ができた19日年には、早くも教養学部を世話学部とするl深紅として、西洋古典

学、比較文学比較文化、国際関係論が設置されました。このような草創!切における教養学部の

東大全体のrtlでの存在(プレゼンス)が、今11、総合文化研究科・教養学部の特色として強調
されている '~f:際性と国際性に継承されているのだと思います。

こうしたリベラルアーツ・カレッジとしての教養学部とその 1..の総合文化研究科という京大

駒場の構成は、もちろん古典的な意味でのリベラルアーツ長悦ということではなく、アメリカ

の高等教育におけるリベラルアーツ・カレッジと研究大学院という構成に近いものです。ちな

みに、東大駒場の英語名称は、 TheCollege of Arrs and Sciencesで・あり、 TheGraduare School of 

Arrs and Sciencesです。これは教育内容の実態を表しているとは41いますが、ときに外国人から

誤解を受けるようですc なぜなら、アメリカでは、 Universiryの学部レベル全体の名称が前者で

あり、専門職大学院(医科、法科、経営、公共政策など)つまりProfessionalSchoolsを除く大学

院全体が後者であることが普通だからです3 つまり、専門職大学院の除く東大の中核が、東大

駒場であると忠わせてしまうことがあるようです。学位号である博士(学術)の英語名称、Docror

of Philosophyも、いかにもそのような誤解を産みかねない京大駒場に相応しいで、すね。

制度的な実態としては、教養学部は7，000人近くの前期課程学生と400人以上の後期課程学生

とに対する教育を提供しています。総合文化研究科についても、 1，400人もの学生が日夜勉学に

いそしんでいます。この3層構造の教育のために、 300人以上の教員が東大駒場に所属していま

す。もしも-貫した4年制リベラルアーツ・カレッジとしてl学年200人合計800人の学部学生を

抱えていたならば、教員数は現状よりはるかに少ないものとなり、その結果、後期課程で見ら

れるような少人数の濃密な授業を提供することは不可能となるでしょう。また、大学院教育と

術接に結びついた研究面でも、現状のような広範で活発な活動は期待できないでしょう。教員

サイドからは3府構造の中での綬業負担の重さに対する苦情・ィ~ìì~jが聞こえてくることがありま

す。研究に捌きたい時間のことを考えれば、理解できないこともありませんが、高校までの教

育と受験準備に染まって入学してきた若考をリベラルアーツ教育で、染め[1'(す再びをもっと味わ

ってもらいたいものです。そして学生にとっての教育環境という観点からは、多種多様な学111]

的刺激がJIJAT:されており、とくに後期課税については奇跡的と表現してlllt、ほど、恵まれてい

ると言えるでしょうこ

もちろん、一高H寺代と同じ大きさのキャンパスで、その当時の，';':'1:の何倍もの学生が勉学・

研究をはじめとするさまざまな活動をしているわけですから、過1出:・出事ff・スペース不足とい

った物理的問題が京大駒場にとっての懸案で、した。しかし幸いなことに、在、の学生時代はもち

ろん数年前と比べても、この問題は大きく改善したと実感しています。また、景観についても

見逃えるくらいに改詳しましたこ東大出身の来訪符は兇UI百]音にこの点を折摘しますから、よ

ほど今のキャンパスが印象深いのでしょう。

要するに、矢内原忠雄教授に始まり小島憲道教授に至る歴代の研究科長・学部長の下で教職

員が不断の努力を払ってきたことが突って、東大駒場の現在があるわけです。だから私は安心

して、その延長線上でこれからの仕事をしていけば良いのだと思います。

直前iしている具体的な課題のひとつは東大駒場の同際化でしょう O 作!際社会から眺めた際の
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東大駒場の魅力とは、大学院だけでなく学部でもそして教員団でも、どれだけ外国人が普通に

溶け込んでいるかという指標で近似できるのではないかと思います。それを実現するためには、

キャンパス内外のインフラ繋f持を一層進める必要があります。もっとも、 Ilil際化というのは外

国人が増えるということだけを意味しません。英語での授業が増えれば良いというわけで、もな

いでしょう。国際化の必要性について、荘、が授業していていつも感じるのは、日本人学生から

の質問の極端な少なきですっ講義やゼミ発表を聴きながら、終わった瞬間にいくつもの質問を

出し、デイスカッションをできるような勉学態度をなるべく多くの日本人学生に身につけさせ

たいものです。それは留学する先だけでなく、国際社会で生き延びる上で不可欠の能力ではな

いかと思うからです。

もうひとつの課題は、急速に変化している研究の最先端・フロンテイアを大学院教育はもち

ろん、リベラルアーツ教育に制度的に反映させることです。これは授業内容の見直しにとどま

らず、前期課程、後期課程の制度改革にも及ぶ課題です。前期課程については全学的な調整も

必要で、しょうが、後期j課税は東大駒場がイニシアテイプをとることが可能です。 21世紀の東京

大学が社会に送り出す学生の身につけるべき教養とは何なのかを指し示すような理念を掲げる

必要があるでしょうっそれは、言うまでもなく、新しい風潮・流行を追いさえすればよいとい

うものではありません。むしろ、現時点では予測できないような新しい|村難で複雑な状況に対

しでも自分の分別で立ち向かえる能力の泌養でしょう C

もちろん喫緊の課題に取り組むという点では、従来からの不断の努力を今後とも続けていく

必要があるでしょうっ当たり前のことですが、教育環境・研究環境・労働環境・生活環境をさ

らに改善することが諜せられていると認識しています。教職員や学生のエネルギーがi弗きかえ

り、その交通整理さえしていれば東大駒場が研究教育の場として一層すばらしいものになるこ

とを信じながら、無事に任期満了の日が米ることを待ち望むことにします。最後に、i'I戒を込

めて扱えめに言いたいのですが、狭い専門に関心の{j，，¥りがちな教員が教えていても、東大駒場

というところは、個々の学生を(少なくとも私よりは)幅広い知識を持ち裂かな教養を兼ね1i耐

えた大人にして社会に送り出して来たし、これからもそういう教育のできる場でありつづける

と確信しておりますc

(大学院総合文化研究科長・教養学部長 山影進)
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lOOB~I'1主における )， 'i 院総合文化研究科教産't ~i;

2 運営諮問委員会(第3期第1回会議)

大学院総合文化研究科・ 教養学音1¥の教育研究計画やその実践に|期して、審議、助言を行って

いく述営諮問会議の第3期が2008年9月に発足した。第3期の運営諮問会議の委員は以下の6名の

方々である (うO音)llft}。

石井紫郎委員 (学術振興会相談役)

小倉和l夫委員 (匡|際交流基金理事長)

川本時嗣委員(大手前大学学長)

北津宏一委員(JST理事長)

小泉英明委員 (日立製作所フェロー)

室伏きみ子委員 (お茶の水友子大教授)

第31羽第l回会議は、 「教育の国際化」を諮問事項として10月9日(木)に開催された。委員6

名全員の出席に加えて、学内から、研究科長をはじめとする研究科長室のメンバや専攻長 ・系

長が出席し、諮問事項に関連して、外国語教育に携わる前期課程外凶語部会主任、教育の国際

化に|共!iiliするプログラム委員長等も加わった。

会議は、 小島研究科長の挨拶の後、議長として選出された川本委員の司会により進められた。

まず、第一回目にあたり、長谷川副研究科長から大学院総合文化研究科 ・教養学部の概要説明

が行われ、続いて、木村副研究科長から、教育の国際化に関連して、前jlfj課程の外国語教育、

EAlλ1 (Easr Asia Liberalんrslniriarive)及びAIKOM(Abroad in KOMaba)プログラムにつし、

て概要説明が行われた。

その後、委員の方々から、様々な質問や提言を頂いた。以下はそれを論点にしたがって推理

したものである。総合文化研究科 ・教養学部側IJからの発言内容も感り込んであるが、その発言

者名は下線をヲ|いである。

語学教育を中心とした教養教育の情報発信

駒場の外国語教育に関する様々な取り組みを他大学に提供していくという視点を持ってほ

しい (石井)

教養学部は学際性の拠点として、様々なデイシプリンを架橋 ・融合する力を持っている。

この架橋・融合の経験等を世界に発信していくべきである (小泉)

リベラルアーツへの回帰とあわせて、教養学部の成果を他大学:でも活かせるよう情報発信

をしてほしい (室伏)

国際化の進め方

|玉l際化=アメリカ化となっていないか。カリキュラムをみてもアメリカ、ヨーロッパに絞

べ、アジア、ア フリカが少ない (小倉)

英語教育と国際化は分けて進めなければならない。大学が一流であって、バリアがなけれ

ば、大学は自然と国際化する。そのバリアのひとつが授業を英語で行っていないことであ

る (注 前期課程ではALESSの119クラスとその他の2科目、後期諜程では31科目が英語で

の授業となっている)ので、この点を考えてゆくべきであるはヒ津)

AlKOMについては、型E系への拡大、人数の増加を考えていくべきである。加えて、学生の
交流を深めるこ とも重要である (室伏)

東アジア四大学フォーラムを通じて、東アジアにリベラルアーツを発信 している。歴史|問

題を考えるための各大学:の先生を招いてのテーマ講義、教科告4やブックガイドの制作、集
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1:1"講義の形での東アジアへの我々のリベラルアーツの輸出等を精力的に進めている (刈問)

語学教育のあり方

大学に入学してからの英語教育では遅い。世界ーの大学となるために、入試において他大

学よりも高い基準を受験生に諜すことも検討すべきである。例えば、 TOEFLの点数で選抜

するような方針もありうる(小倉)

日本の外国語教育は成果を出していない。学際性と同様、様々な領域(言語教育学、言語

学、認知科学、神経科学)の架橋 ・融合を通じて、新しい語学教育を考えていくべきであ

る(小泉)

ALESSのような自ら学び研鈴する機会を与える授業は重要である(室伏)

教育の運用について

独自のカリキュラムを初めとした椴々な全学的な取り組みには敬立を表するが、 一方で、、

大規模クラスの問題や教員の負担の問題がある。これらの問題を続減するための全学的な

支援体制を考える必要がある (室伏)

東大の国際化はたしかなヴィジョンのもとに全学 ・全学部体制で、取り組むべき問題であり、

英語など外国語教員の判断や努力に多くを委ねるのは、やや筋違いではないか。11本)

教員の学問レベルが国際化や教育全体の保証となる。目先の改革等にとらわれすぎず、し

っかり勉強をする必要がある。言語学教育においてもある種のアウトソーシングやカリキュ

ラムの工夫で省力化し、勉強のH寺問をつくるべきである(川本)

次回以降の課題

以下の項目について、次回以降の諮問会議で議論すべきとのご意見を頂いた。

大学院重点化以降の基本的なコンセプトの変化と進学振り分け(石井)

グローパル化の中での地域研究 (リージョ ナルスタデイ )のすすめ方(小倉)

歴史教育についての考え方(小倉)

ま11性に対して、感性の教育や意欲についてどう考えているのか(小倉、小泉)

具体的な提案を含めて様々な意見をl頁き、議論のl時聞が足りなくなる税、充実した2時間の会

議であった。頂いた提言を重く受け止め、外国語教育を含む教養教育の充実、教育の国際化に

取り組んでいく。第3期運営諮問委員会は、 二年間、年二回ずつ四回の諮問会議を開催する予定

で、次回第21司会議は、 2008年度末を目処に「後期課程における教育」を諮問事項として開催さ

れる予定である。

(学部長室 加藤恒昭)
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2006年度におけるJ::'?院総合主化研究科教ft?部

3 新カリキュラム・新しい進学振分け制度の学生評価

平成20年3}Jは、 2年前の4)Jに導入された新カリキュラムで学んだ学生が専門学部(後期課秘)

に進学するH寺j割にあたったことから、教養学部で、は、これらの学生(前期課程の修了生)全員

を対象に「教養教育の達成度についての調資」を実施したc 具体的には、 3JJ2111 ~28 日までの

期間、教養学部の教務電算システム (UTask-Web)のJ二で、実施した。冬学期の成績を確認する

ためにインターネットでアクセスした2年生に、教養学部長名でこの調査への協力を求め、ネッ

ト上で同符してもらった 3 この手法は教養学部では初めての経験だったが、 1(11答数は約720で、

およそ22%の学生が回答してくれた。

今|口lの請IJftのli的は、平成18年度の改革で導入されたカリキユラムが、*たして目標通りの

成果をあげているかを点検することであったコ質問票の作成にあたっては、ハーバード大学の

シニアサーベイなどを参考にし、(])教育達成をどの程度身についたかというアウトカム視点

から聞く設tflJになっていること、(2)カリキュラムや授業内存だけでなく、教室や図書館をは

じめとする施設、さらに:窓口での教職員の学生支援などを含めた、大学の教育活動全体につい

て成果を1.小、ていることに特色があった。

調査;頃日とi'I山記述以外の集計結呆を次頁に示す。

主要な結*を要約すると、知識 (Q])や論環的、分析的に考える力 (Q2) については身に

ついたという I"J答がそれぞれ7う%、 64%に達し、 20年度のカリキュラム改革が一定の成果を達

成できたことが示された 3 他方、討議力 (Q3)については約8刻の学生が身につかなかったと

答え、課題発見能力や主体的に行動する力についても、達成度は約う割にとどまり、課題がIVJら

かになったのカリキユラムや授業に関する評価は概ね肯定的だったが、教員との接触につレて

は8割近い学生が不十分であると符え、事務の対比、についても行き届いていると1"1符した学生は

う割を切ったりまた、学生相談|刻係の対応についてはほぼ6制が17定的であった。施設而では、

教育施設、柄利厚生施設ともり割に近い学生が整備されていると評価している点は、特筆すべき

であろう。対して、学生交流施設に対しては整備が遅れていることが浮かび上ーがった。白山記

述では、学生からの率直で真青島な意見が多数聞かれた。全意見を教授会で教員に配布し、ファ

カルティ・デベロップメントにとって貴重な材料であることが、確認された。

出口調査は、今後、継続的に定点調査していくことに意義がある c 明らかになった課題に対

応しながら、教育改革を進めていきたし、。

(学部長室 長谷川寿一)

lう



Q1 :あなたは教養学部での学習を通して、

学問的知識がどの程度、身についたと思いま

すか 7

Q2:あなたは教養学部での学習を通して、

論理的・分析的に考える力がどの程度、身に

ついたと思いますか?

Q3:あなたは教養学部での学習を通して、

自分の知識や考えを表現する力がどの程度、

身についたと思いますか 7

Q4:あなたは教養学部での学習を通して、

他者と討論する力がどの程度、身についたと

思いますか7
Q5:あなたは教養学部での学習を通して、

問題を発見し、解決する力がどの程度、身に

ついたと思いますか?

Q6:あなたは教養学部での学習を通して、

主体的に行動する力がどの程度、身についた

と恩いますか?

Q7 :教養学部のカリキュラムは、 Ql-Q6

であげた知識や能力を学生に養わせるという

目的と整合的に整備され、実施されていると

思いますか?

1.とても身
についた

87 

12.1% 

87 

12.1% 

53 

7.4% 

18 

2.5% 

58 

8.1% 

82 

11.4% 

2.ある程度、 3.あまり身
身についた につかなか

った

457 146 

63.4% 20.2% 

373 202 

51.9% 28.1% 

279 313 

38.9% 43.7% 

122 357 

17.0% 49.7% 

302 268 

42.2% 37.4% 

252 285 

35.0% 39.6% 

Q8:そのように思う理由を具体的に記してください。[記述式250文字以内]

4.身につか
なかった 合計

31 721 

4.3% 100.0% 

56 718 

7.8% 100.0% 

72 717 

10.0% 100.0% 

221 718 

30.8% 100.0% 

88 716 

12.3% 100.0% 

100 719 

13.9% 100.0% 

Q9:教養学部での学習からあなたが最も学んだこと、残念に思ったことを書いてください。[記述式250文字以内]

教養学部のカリキュラム、教職員、施設や設備

について、あなたの評価を聞かせてください。

Q1Q:履修しやすいカリキュラムになってい

る

Q11 :授業が充実している

Q12 :教員と学生が接触する機会が+分ある

Q13 :事務の窓口での対応が行き届いている

Q14:学生相談所、進学情報センターなどの

相談窓口が整っている

Q15 :教室や図書館、情報教育棟、スポーツ

設備などが整っている

Q16 :食堂や書底、購買部などの施設が整つ

ている

Q17 :学生聞の交流活動を促す環境が整って

いる

1.そう思う

116 

16.5% 

207 

29.3% 

25 

3.5% 

85 

12.0% 

93 

13.2% 

360 

51.1% 

390 

55.6% 

57 

8.1% 

2.ややそう

思う

291 

41.3% 

320 

45.3% 

139 

19.7% 

237 

33.6% 

328 

46.7% 

262 

37.2% 

212 

30.2% 

208 

29.5% 

3.あまりそ 4.そう思わ

う恩わない ない
合計

199 98 704 

28.3% 13.9% 100.0% 

129 51 707 

18.2% 7.2% 100.0% 

333 210 707 

47.1% 29.7% 100.0% 

239 145 706 

33.9% 20.5% 100.0% 

226 56 703 

32.1% 8.0% 100.0% 

57 25 704 

8.1% 3.6% 100.0% 

73 27 702 

10.4% 3.8% 100.0% 

326 115 706 

46.2% 16.3% 100.0% 

Q18 : Q10-Q17でお聞きしたことについて、特にご意見があれば自由に書いてください。[記述式250文字以内】

Q19 :進学振分けについてお聞きします。進

学先の決定は希望通りでしたか 7

Q20 :進学振分けについて意見があれば、自由に記入してください。 I記述式250文字以内]

Q21 :総合的に判断して、あなたは、教養学

部で学んだことについて満足していますか 7

Q22 :教養学部のあり方をもっとよくするために何が必要と考えますか 7 お考えがあれば、聞かせてください。

[記述式250文字以内]
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1 100A~1 世におけるk学院総合文化研'尭科教葺宇都

4 法人評価(暫定)の実施と教養学部の対応

平成20年度(資料がすべて元号なのでそれに従う)、大学評価機構によるいわゆる「法人評価

(暫定)Jが国立大学法人東京大学に対して実施されたご結果は本稿執筆時点では未確定である。

このいわゆる「暫定評価IJが実施されるようになった経緯は次の通りである。

1)平成16年4月をもって東京大学は困立大学法人に改組され、平成16-21年度にかけて第一

次中期計画を実施することとなった。第一次中期目標がどの程度達成されたかの評価は、

第一次計画が終了した翌年にあたる後の平成22年度に実施されるものと当初は考えられて

いた。

2)三年目の平成18年夏になって二つの追加的方針が明らかになった。ひとつは、計画ラ年目

の平成20年度に、計画4年目の平成19年度末の時点で中期目標がどれほど達成されたかに

ついて「暫定評価」を実施することであるc その理由は、法人評価の結果を運営費交付金

の配分に反映させるうえで、中期計画終了後の平成22年度に評価を行ったのでは、その結

果を第二期中期計画の運営費交付金配分に反映させるには間に合わない、ということであ

った。平成22年度にはかさねて「最終評価」が実施されることとなった。

3) もうひとつの追加的方針は、平成20年度の暫定評価でも平成22年度の最終評価でも、「国

立大学法人」全体が中期H標をどの程度達成したかの評価が行われるだけでなく、その構

成部局のひとつひとつについて教育と研究の「水準評価」を実施するというものであった。

「水準評価」とは目標達成度の評価ではなく、各部局がターゲツトとしている「関係者J(マ

ーケット)を定義し、その「関係者」の期待を基準として、関係者の期待を「大いに上ま

わるJ I上まわるJ I期待通りであるJ I期待を下回る」の問段階(俗にS、A、B、Cと呼ば

れる)の評価をつけるものである。さらに各部局の研究教育につき「質の向上度の判断」

を「大きく改善、向上している(又は高い水準を維持している)JI相応に改善、向上して

いるJ I改善、向上しているとは言えな~ 'Jの三段階 (A、B、C)で示す。

これに対して東京大学は以下のように対処した。

1)評価の全学的責任者は佐藤慎一理事とし、そのもとに「評価支援室J (岡本和夫副室長)

と「評価委員会」を設け、事務方は本部の総務グループ評価チームとする。「評価委員会」

の下に「評価実施委員会J (第III1Jは平成18年9月26日開催)をおき、ここに各部局から委

員を集める O

2)総合文化研究科の評価責任者は木畑洋一(のち小島憲道)研究科長、西中村浩(のち長谷

川寿一)副研究科長、教育研究評価委員長遠藤泰樹教授で、あった。ほかに取り組み(effons)

の掘りおこしと研究業績の絞り込みを中心に多数教員が参加したがとくに名を秘する。全

学「評価実施委員会」委員には高橋均教授と加藤貴彦総務副議長が任命された。

3)この時点で教養学部・総合文化研究科はすでに何度か評価を受けており、そのデータとノ

ウハウとを活かすことができた。平成13年度には大学評価機構による「教養教育」評価が、

平成lう年度には同じく「総合科学」評価があった。後者の準備に高橋は、木畑副研究科長

(当時)、石井洋二郎、大沢育博、赤沼宏史各教授とともに携わった。法人化後の平成18年

度には「研究」外部評価が教育研究評価委員会により実施された。

4)評価実施委員会は、平成18年度に4凶、 19年度に3回、 20年度に2回開催された。

ラ)教養学部・総合文化研究科は三つの「現況調査表」を作成することとなった。 I教養学部・

教育」、「総合文化研究科・教育」、「教養学部・総合文化研究科・研究」である。分量はそ

れぞれ9，000字、 9，000字、 6，000字と小さいが、ほとんとーパラグラフごとに本文の何倍も

の分量の「資料」がカコミ記事の形式で入るので、全体の分量は相当になる。とくに最後

の「研究」には、「学部・研究科等を代表する優れた研究業績のリスト J (点数は構成員数

の2割程度)と、それぞれの業績についての「研究業績説明書」を付するように求められ
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た。

6)これら業績についてはそれが優れたものであることの「客観的根拠」を示すように求めら

れた。ちょっと考えると理科系の業績については引用数が使えそうだが、実際にやってみ

ると過去4年間の業績なのでまだ引用数が小さく、差が出なかった。その結果、ほとんど

もっぱら掲載ジャーナルのインパクトファクターによることとなった。文科系の業績につ

いては、受賞したものをのぞけばほとんど書評によった。書評については、掲載新聞雑誌

名、号数、発行年月、評者名と、具体的にどこを何と言って褒められたか、書評のその箇

所を短く引用して示すように求められた。

7)実質作業に入る前、平成19年6月8日と21日に、総務グループ評価チーム員が駒場キャン

パスを訪れ、長谷川・高橋・加藤との問で暫定評価における教養教育の取扱いについて調

整が行われた。評価チームは、教養教育は全学で実施しているとの建前なので全学の「中

期目標の達成状況報告書」で扱うこととし、現況調査表「教養学部・教育」では後期課程

のことだけを書くことにしてはくれないか、との案を提示した。教養学部側では、原則は

それでよろしいが、しかし駒場の教員の業務負担率は、授業担当でいうと前期課程3、後

期課程l、大学院lであり、前期課程のことを何も書かないと教育活動の水準がごく低いこ

とになってしまう。授業評価や、教養教育開発機構をはじめとするファカルテイ・デイヴ

エロプメント活動などは「達成状況報告書」には書ききれないであろうから、こちらで書

かせてくれないか、と提案した。結局その線で合意し、その方針の下に作業は進められた。

8)研究業績の選定は各専攻・系により平成17年夏期休暇中に行われた。「研究業績説明書」

は著者に作成を依頼した。

9)最大の難関と思われた「就職先金業の本学卒業生に対する評価」については、後期課程理

系三学科が毎年実施している「企業説明会J (平成19年12月8日)の席で、参加企業の代

表者に対する「雇用者インタビュー」を実施してデータとした。

10)学生による教育評価は、学部前期課程においては毎年の「授業評価」と平成20年3月に実

施した「新カリキュラム出口調査」のデータを使った。学部後期課程と大学院について

は、全体評価は実施していないが、実施している一部学科・専攻のデータをあげてもら

ってこれを使った。

11) r質の向上度の判断」では、中期計画期間中の取り組みにより研究・教育の質が向上した

ことを具体的「事例」によって示すことを求められた。選定した「事例」は以下の通り

である。
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or教養学部・教育J 1) r前期課程教養教育の一層の充実と高度化(教養教育開発機構、

前期課税カリキュラム改革、生命科学構造化センター、駒場コミュニケーションプラザ

新営)J、2)r教育の国際化の一層の進展 (EALAI、第二期運営諮問会議、 AIKOM拡充)J

o r総合文化研究科・教育J 1) r大学院教育における学際性・社会貢献の一層の高度化
(人間の安全保障プログラム、科学技術インタープリター養成プログラム)J、2)r大学院

教育における国際化の一層の進展(欧州研究プログラム、日独共同大学院プログラム、

新UTCP教育プログラム)J

or教養学部・総合文化研究科・研究J 1) r国家と文化の壁を超えた領域横断的学知創

成の一層の高度化(新UTCP、DESK)J、2)r学問分野の壁を超えた領域横断的学知創成

の一層の高度化(生命科学構造化センタ一、 21世紀COEプログラム『心とことば一進化

認知科学的展開J)J、3)r領域横断的学知創成による国際社会貢献の進展(人文社会科学

振興プロジェクト「ジェノサイド研究の展開J)J

12)各部局は現況調査表の案を本部に三回提出し、その都度本部が査読・検討の上意見を添

えて差し戻し、徐々に練り上げていくこととされた。第一次案の締切は平成17年9月であ

った。評価支援室・評価チームがこれに朱を入れ、不十分な取り組みやデータを補強す

るように注文をつけたものを返された。第二次案の締め切りは平成18年2月、第三次案の

締切は同年ラ月であった。その都度、とくに研究科長補佐の先生方には多大な負担をかけ

た。第三次案に基づいて最終調整したものを本部は6月末に文部科学省に提出した。



1 2師同 111:におけるI学院総合文化碕究科・教聾学部

13)平成20年10-11月、各大学21l問ずつのスケジュールで訪問調査が行われた。東京大学

では10月20-21日に評価者8名により実施された。教養学部による前期謀程教育と進学

振り分けは東京大学独特の制度なので評価者の質問もそこに集中し、駒場キャンパスを

訪問したいとの申し出もあったと聞くが、実現しなかった。

14)平成21年1月14日、評価結果が内示され、意見申し立てをする機会が与えられたが、教

養学部・総合文化研究科は意見申し立てをしないこととした。

lう)平成21年度には法人評価とはまた別の、文科省による「認証評価」が行われる。このた

めの評価書は本部が作成するが、各部局はそのための情報提供を求められた。

以上の総括として、いくつかの感想を述べる。

1)いちばん重要なのは、必要以上に大ごとにしないことである。とくに、あまり早くから会

議などを聞いて情報を出せと催促するのは禁物である。結局のところ平成19年度末のデー

タは平成19年度末にならないと出てこないから、作文作業は原理的に短期決戦にならざる

を得ないのであるっ要所要所のアンケート(授業評価、教育評価、雇用主評価など)だけ

とっておけば、作文はその年の『駒場20XXJの原稿が集まってからでよい。(今回は研究

業績を夏期休暇に集めたが、このタイミングもやや早すぎた。 10月-3月の半年間にたく

さんの新しい業績が出たし、学術雑誌に新たに書評が出たものも多かったので、最終段階

で作文チームは差し替えに追われた)。

2)作業開始までは作文チームはむしろ受信に徹し、自分で成果を発信している取り組みをと

りこぼさないことをめざすべきである。総合文化研究科は巨大部局なので、その活動の全

貌をひとわたり把握するだけでも容易ではない。『駒場20XXJのパックナンバーをよく読

み、教授会で配布される各取り組みの出した印刷物(冊子だけでなくワンリーフのパンフ

や通知まで)も集めて目を通しておく。しかし何といっても、こういう情報が最もよく集

まるのは研究科長室なので、作文チームの長は頻繁に顔を出す必要があるc

3)その年の『駒場20XXJの原稿が集まった段階で作文作業が始まる。大学評価機構が複数

の「観点」を示してくるので、手持ちの取り組みをそれらに割り振る。「観点」は毎回微

妙に違うので、そのつどストーリーは変わってくる。この作業で手薄な「観点」があぶり

だされるから、それらについて取り組みの掘り起こしをする必要が生じる。掘り起こしの

作業は最初から械盤爆撃式にやっても、各部署に無用の負担をかけるばかりで効果が薄い。

この段階で初めて的をしぼって行うべきである。

4) r掘り起こし」は、会議を|剥いてもいいが、むしろ頼りになるのは研究科長室周辺での口

コミである。具体的には、評価担当の副研究科長が、ありそうな取り組みの按当者に研究

科長室においでいただき、作文チームが陪席して面談し、その上で打ち合わせをして閤み

記事を出してもらうのが最も効率的である。この場合をはじめ、作文チームはあくまでス

タッフなので、すべての情報提供の依頼は担当の副研究科長の手を経て行うべきである。

作文チームが直接に声をかけても、梨のつぶてでレスポンスがかえってこない場合がある。

この段階でものをいうのはラインであり、スタッフの仕事はラインが無駄に動くことのな

いよう、事前に手持ちの情報の範囲で十分な瀬踏みをしておくことである。

ラ)この場を借りて皆様のご協力に感謝申し上げます。

(地域文化研究専攻高橋均)

追記 その後現況評価結果(暫定)が以下のように確定した。上に記したとおり水準判定はSABC

の四段階、質の向上度の判断はABCの三段階である。

(教養学部・教育)教育の実施体制A、教育内容B、教育方法A、学業の成果B、進路就職

の状況B、質の向上度の判断A

(総合文化研究科・教育)教育の実施体制A、教育内容B、教育方法B、学業の成果B、進

路就職の状況B、質の向上皮の判断A

(教養学部・総合文化研究科・研究)研究活動の状況A、研究成果の状況A、質の向上度

の判断A
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5 第10回東アジア四大学フォーラム・北京会議

「東アジア四大学フォーラム」は、東京大学、ソウル大学校、北京大学、ベトナム国家大学ハ

ノイ校の4大学が、毎年、交互に持ち回りで主催校となり、大学教育、とりわけ教養教育のあり

方に関して討議を行い、かつ4大学問の交流を図ることを目的として開催されているものである。

北京 ・ソウル ・東京・ハノイの英語名称の最初の2文字をとってBESETOHAとも呼ばれるこの

会議は、東アジアという内部に文化的・ 歴史的な差異を持ちながらも、ある種の文化的共通性

をも分かち持っている地域の4つの大学が、その文化的・歴史的な差異を相互に理解 -尊重しな

がら、共通の基盤を認識し合って、新しい東アジアの共通文化の創成を目指すことを発足の当

初から指針としている。そのために会議の運営は、日本語、中国語、続国語、ベトナム語の4言

語でなされ、各言語へ同時通訳をつけることを原則としてきた。

2008年度の3ラウンド目の第2[豆|目にあたる第10回会議は、北京大学が主催校となって行われ

た。ただ、 北京大学の都合もあり、例年と異なって11月6[:[、12月23日、そして2月6、7日の3

回に分けて開催された。

11月6日には 「東アジアにおける大学の教育交流」をテーマとする学長フォ ーラムが北京大学

の英傑交流中心で開催され、本学からは小富山宏総長、田中明彦国際連携本部長のほか、駒場

から4人の教員が参加した。 I~司会式の後、 4大学の学長による基調講演が行われたが、小宮山総

長は、環境問題やグローパリズムといった人類全体が直面している緊急の課題に世界の大学が

協力して対応するためには、さまぎまな教育研究の領域ですでに存在している大学問のネット

ワークを統合する仕組み、すなわちNetworkof Networksを作り出す必要があり、東アジア四大

学フォーラムがこのNerworkof Nerworksの重要な一環をなすNetworkとなるには4大学がさらに

連携を強めていく 必要があることについて論じた。

12月23日には、 4大学の教養教育と遠隔教育に関わる教員が参加する、教養教育に関するワー

キング ・セッションが北京で開催された。本学からは小島慾道学部長以下、教養学部の教職員9

名が参加した。午前中はホテルの会議場で、各大学からの挨拶の後、それぞれの大学における

教養教育をめぐる状況や、 E-Lecrureや共通教科書の作成などを過して、 4大学が共同で教養教育

を行う方法について議論が行われた。本学に関しては、まず小島学部長が東京大学における教

養教育を紹介した後、兵頭俊夫教授が文系の学生向けの理系教科警に関する取り組みを紹介し、

清水剛准教授が今年度の冬学期に教養学部がソウル大学校と共同で行ったE-Lecrureについて報

告した。その後、各大学からの報告の内容についての質疑がなされ、さらにE-Lec【ureによる共

同授業のやり方に関して活発な意見交換がなされた。午後には、北京大学内の網絡教育学院

(School of DisはnrLearning)に会場が移され、 北京大学による中国囲内での遠隔教育に関する

活動の紹介が行われた。

このフ ォーラムではいままで参加4大学の教育、とりわけ教養教育のあり方についてそれぞれ

の大学の特徴を踏まえた上で、これからの東アジアの大学における教育 ・教養教育を共同で開

発していく方向について真剣な討議が続けられてきたが、今回の2[豆|の会議の収穫としては、 E-

Lecrureによる授業の共同実施や共通教科書の共同開発に関する議論なと、これまでの成果を4大

学の具体的に教育の現場で実践していく方法について本格的な検討が始まったことが挙げられ

る。とりわけE-Lectur巴については、すでにこの冬学期に教養学部とソウル大学との問で東アジ

アの経済に関する共同授業が行われ、教養学部とベトナム国家大学ハノイ校の問では地域iV[究

と日本文化にかんする共同授業が試行的に行われているが、今回の北京会議て、は、各大学で若

干の温度差はあったというものの、 E-Lecrureによる共同授業実施の取り組みが、将来の4大学問

の共同の授業実施という方向への最初の重要な一歩であることが確認されたことの意義は大き

い。4大学はそれぞれの地域で、国際標準 (globalstandard)にふさわしいだけではなく、東ア

ジア地域のさまざまな地域の多様性を踏まえた東アジアのregionalstandardとなるにふさわしい
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.!006 ~I : J主におけるk 下院位台文化研究科教産学部

教養教育を構築していかなければならないが、その|際に東アジアpq大学フォ ーラ ムでの4大学:の

連携は大きな意味を持つだろうと忠われる。

フォーラムの最後のセッションである学生パネルは、2rJ6、711に本学駒場キャンパスで開催

された。このパネルは4大学の交流を教職員だけではなく、学生にも広げるために、昨年度の東

京会談から本絡的にはじめられたものである。今年度は北京 ・ソウル ・ハノイから各4名の学生

を招待し、本学教養学科の学'-1ミ12t-，とAlKOMの留学生4名が参加lし、「東アジアの若者と就業問

題 金融危機で混迷する社会に生きる」というテーマで2卜lにわたって議論がなされた。この

パネルは本学の学生が中心となって学生自身で企画 ・運営されるもので、他のセッションと異

なり英語で行われるが、今回の議論のテーマの設定や議論の活発さから、現在の経済状況がそ

れぞれの地域差はありながらも、 wアジアの学生たちにとって共通する大きな関心事となって
いることが感じられた。 今後も学 '-I~.たちの交流を さらに促進していくため に、 4大学の学生が共

通に持っている多様な問題について議論するさまざまな機会を提供していく ことが必要であろ

つ。

なお、今阿の北京での21日 | の会(，j~への参加に関しては大和証券から窃:付を受けた こ とを付 記し

ておく 。 また、学生パネルを点点て"IJf.JH~するに当たっては、大和証券から全面的な ご協力をい

ただき、また教養学部の多くの教職員の協力を得ることができた。ここ に深く感謝する次第で

ある。

(言語情報科学専攻問中村 浩)
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6 学術備隊講義

学術v背鰍講義は、世界初の試みとして、 2005年度冬学期から小宮山総長の発案でスタートし
た。学問の入り口にいる大学l、2年生が、 「知」の大きな体系や構造をより広い視点から見るこ

とによかそれぞれの学問領域の全体像や学問領域同士の有機的なつながりを実感できること

を目指している。この講義が、学生迷が駒場で開講している授業科目の意義や位置づけを認識

し、更に将来の研究についての展望を見いだすき っかけとなることを期待している。

本学教員を中心に、それぞれの学問分野をリードする世界的に著名な研究者が講義を分担し

て担当し、学生の学習に大きな刺激をもたらしている。

2008年度には、以下の4つの講義を開講した。

-夏学期 「変化する都市一政治 ・技術 ・祝祭」

コーディネータ 鈴木博之 (工学系 ・教授)、ナビゲータ 加藤道夫 (総合文化・ 教授)

1. r者11市の近代とは何か」 鈴木博之

2. r技術進歩と都市の近代」 鈴木淳 (人文学系 ・准教授)

3. r都市と政治一今、再びの首都 ・東京論」 待1I厨賞 (先端研 ・教授)

4. r都市における仮設なるものをめぐって」 木下直之 (人文学系・教授)

5. r現代大都市の機能更新と景観保全」 西村幸夫 (先端研・教授)

6.特別講義 「建築をつくる、者fllliをつくる」 安藤忠雄 (特別栄誉教授)

.夏学期 「心に挑む 心理学との出会い、心理学の魅力」

コーデイネータ ・ナビゲータ 丹野義彦 (総合文化 ・教授)

1. r認知のメカニズムを探る」

高野陽太郎、佐藤隆夫、検i率一彦 (人文学系)、岡田獄 (情報学環)

2. r社会のしくみと個人の心」

ジル ・スティ ール、唐沢かおり (人文学系)、秋山弘子 (ジ‘エロントロジー寄付研究部門)

3. rl臨床心理学と異常心理学」

能智正博、下山晴彦 (教育学)、丹野義彦

4. r心の発達と教育の心理学」

市川1111-、針生悦子、 遠藤利彦(教育学)

5.特別講義「情動Emorion-ーイ本と心を動かすもの」 下僚信輔 (カリフォールニア工科大学)

-冬学期 rl37億年の「物質」の旅 ービッグパンからみどりの地球へ」

コーデイネータ 岡村定矩 (副学長)、ナビゲータ 永田敬 (総合文化 ・教授)

1. r物理学的世界観」 須藤靖 (理学系 ・教授)

2. r物質の性質」 家泰弘 (物性研 ・教授)

3. r物質の詰IJ成」 柴崎正勝 (薬学系 ・教授)

4.特別講義「物華天宝」 藤嶋昭 (特別栄誉教授)

う 「物質の利用」 小宮山宏(総長)

-冬学期 「グローパル化する社会に生きる一地球規模での競争のH守代における日本」

コーデイネータ l資松毅 (総合文化・教授)、ナビゲータ 荒巻健二(総合文化・教授)

1. r経済 ・社会のグローパル化と日本」 康松毅

2. rカネの動きに関わるグローパルイヒと日本」 岩田一政 (内閣府経済社会総合研究所 ・所長)

3. rグローパル化と産業競争力」 藤本隆弘 (ものづくり経営研究センター・センター長)
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1 20n6{1~!主にZポ十る )..:.''l:院属合文化研究科教主主宇部

4.特別講義「グローパル化の中での日本における人文社会科学のあり方」 岩::Ji:克人(経済学・

教授)

う I食と農のグローバルイヒ」 生源寺英一(農学系・教授)

6. I経済のグローバル化とひとびとのくらし」 白波瀬佐和子(人文学系・准教授)

7.パネルデイスカッション

どの講義も、文系理系を問わず多くの学生が受講し、学問を{府|散するということを考えるき

っかけとなったといえるだろう。

学術情|倣講義は、インターネットを通じて学内にライブ中継されるほか、講義を収録したDVD

が駒場図書館の視聴覚コーナーで講義終了の数日後から閲覧できる。また、東京大学のオープ

ンコースウェア(UTOCW)で、講義映像や講義資料が広く一般に公開されているほか、 Podcast

で視聴することも可能である。

学術術|倣講義ホームページ:http://www.gfk.c.u-tokyo.ac.jp/ 

(大学総合教育研究センタ一 大瀧友里奈)
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7 駒場における教養教育開発の推進

世界のトップ大学は、現在CTL(Center for Teaching and Learning)の拡充に力を注いで、いる。

これは、教員のための教育支援と、学生のための学習支援の双方を含めた活動を行う組織で、

ファカルティ ・デイベロップメン トから学習相談までを視野に入れ、それぞ、れの大学の特色を

活かした幅広い活動を行っている。

東京大学の前期課程 (教養教育)でこの機能を担うのは、「教養教育開発機構」である。世界

のトップ大学のCTLと連携を深めつつ、最先端の教育モデルの開発から学生の「学習コミュニ

ティ形成」支援まで含め、東京大学のみならず全国の大学が採用し得る教育モデルの開拓に努

めている。

教養教育開発機構の今年度の主たる活動は、以下の通りである。

(1)理科生のためのアカデミック ・ライテイング・コース (ALESS)

(2) PISA対応の討議力養成プログラムの開発(教育GP)

(3)最新のICTを用いた新しい教育モデルの実践 (現代GP)

(4) NEDO新環境エネルギー科学倉IJ成特別部門 (NEDO特別部門)

(5) r教養教育への囲碁の活mJ事業の推進
(6)初年次教育への「食」の導入

(7)学部初年次教育プログラム拡充のための取組み

これら以外にも、教養教育 Ij ~J発機構は、

(8)学術術|敵講義の実施

(9)駒場アクテイブラーニングスタジオ (KALS)

(10) r高校生のための金H程特別講座」などによる高大連携の推進

(lI)駒場博物館(美術博物館 ・自然科学博物館)を通した教養教育の発信

(12)初年次活動センター

にもI35く関わっているが、 (8)- (12)については、本章のそれぞれの記事を参照されたい。

し 理科生のためのアカデミック ・ライテイング ・コース(ALESS)

2008年4月、東京大学教養学部は、迎不1':1三(理科 I.n.m類) 1年生全員が夏学期か冬学期

のどちらかのl学期履修しなければならない必修授業と してALESSプログラ ムを 開講した。

ALESSはAcriveLearning of English for Science Studemsの111告。授業はすべてネイテイヴ ・スピー

カーが担当する少人数クラス(1クラス15名程度)で、 511自に開発されたカ リキュラムにしたが

って、プログラム・マネージング ・ディレクターのコーディネーションの下で運営される。同

ディレクターはまた、 一方で駒場の英語部会、 他方で本郷諸学部と駒場の理工系教員からなる

ALESS連携協議会との連絡を密にする ことで、駒場の英語教育のなかでのプログラ ムの位置づ

けを明確にし、理工系の専門的立場からのカ リキュラム内容についての具体的なアドバイスを

受ける体制になっている。このプログラムのために、 夏学兵Ilには6名の比較的若手で高度な資格

を有するネイテイヴ ・スピーカー教員が新規に赴任し、冬学期にはさらに4名が赴任し、言1'10名

の特任教員による教育体制となった。

「読む」近代化から 「書く」グローパル化ヘ

欧米に追いつき追い越すことを目楳に掲げた近代化が終一蔦を迎えた今日、もはや科学技術は

海外から学びとるものではなくなった。科学技術はグローパルな地平において共に創出し共に

享受すべきものとなったのである。近代化からグローパル化という大きな時代の変化に即応し

て、英語という外国語学習の役割と形態もまた変わらざるを得ない。近代化においては海外の
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1 200B牢度におけ凡ι学院総合文化研究科・批盤中川

知l見をいち Ifl.く学びとることが市要で、そのために「読解・翻訳」という受動的な能力の養成

に焦点が当たっていたコ今日のグローパル化に際しては、しかし、世界の人々と共に議論し 111:

界の人々に創見を説くことが求められ、そのためには「書く・話す」という能動的(アクテイ

ヴ)な能力の洲養が必要となる。

「コミュニケーション」と「英作文」から「アクティヴ・ラーニンク、」ヘ

能動的「書く・話す」英語能力といっても、和文英訳を主とした「英作文」では用を足さず、

「コミュニケーション」も日常会話程度では意味がないこ「英作文」に代わって求められるのは、

Jf!1工系科学論文作成法の基礎(分析的思考と論JfI!的表現)をシステマティックに形式化し (rア

カデミック・ライテイングJ)、その形式を、実際に英語を書きながら学ぶことなのであるO 単

なる「コミュニケーション」に代わって必要とされるのは、発言の論理的構築件ーであり議論に

際しての対等の倫理観である c ALESSプログラムは、これらすべての要請を、ネイテイヴ・ス

ピーカーによる少人数クラスという形で実現した。

開設までの経緯

1 r英語 1J革命から

教養学音r$ -!J~Mt部会による英語教育のカリキュラム改革については、まず1993年のカリキュラ

ム改革において、「英語1J 革命と呼ばれる大学の英語教育に全|五|的な影響を持つことになるオ

リジナル統一テクストによる大規模統一授業が始まり、そこでは以下のことが実現された。(1)

定員増を許されないという過酷な条件下において、 1クラス平均60名を越えていた状況を打破す

べく、クラスを大小に分割して、一方で「マルチメディア大規模授業J (r英語 1J) を考案する

ことにより他)jで「英語llJの少人数クラスを作り出した。 (2)r英語1Jでは、レベルの高い

統一教材とそれに連動した視聴覚教材を自主生産した。(3)生み出された少人数クラスの「英

語llJは、カリキュラム全体のなかでの位置づけを得て、内符的に整備されるはずであったが、

実質的には殆ど予をつける余裕のないまま、ただ「少人数」という状態で放ii'i:せざるを得なか

った。

2.新たな段階への飛躍へ

この問、 10年以上を経た「英訪 1J プログラムは、「大規模統一授業」ゆえの然るべき問題に

(I'C[面せざるを仰ず、 2年間必修であるところを半減させてl年/111としたが、加えてさまざまに改

変を試みて今11{こ至っている。他方、懸案となっていた「英語llJのカリキュラム内容におけ

る整備の問題は、ょうやく 2006年のカリキュラム改革により、技能別の rpresentationJ(プレ

ゼンテーション中心のPOとライティング中心のPWの2つのカテゴリーからなる)、及び fRead-

ingJ・fComprehensionJという形で、かなり実現に近づいたかのように思われた。しかし、 PO

におけるlクラス人数過多の問題(平均23名程度)およびPWにおける開講クラス数過少の問題

は、困難な検討事項としてなお残ることになった。この窮屈な状況は、「英語 1J改革時におけ

る過酷な条件 (r定員増を許されないJ)がすでになくなっているにもかかわらず、公明正大に

定員増の要求をしないままにカリキユラム改革を断行してしまったことに起因すると言わざる

を待ず、したがって、今回のALESSプログラムでは、大l限な定員憎の要求を柱として実効のあ

るカリキュラムが構想されることになった。

200う年、教養教育開発機構が発足するに際して、その文系の中心的プロジェクトとしてCWP

(Critical Wriring Program)が設問されたが、それは2002-3年度にかけて文部科学省の委嘱を受

けて行われた「英語教育に関する初|究J (大学における英語教育)の成果を受けてのものであり、

今1111のALESSフ。ログラムは、理念的にはその延長線卜.に位置するものである。すなわち、 ALESS

プログラムは、突如構想されたものでは毛頭なく、キャンパス内外での実践と経験と研究に裏

打ちされて成ったものに他ならない。
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3.理系分野のニーズの緊急性と全学的理解

対象学生を理科生に限定したのは、教養教育開発機構CWPがALESSプログラムの計画段階で

実施したパイ ロット授業において、J]l不|生が 「アカデミック ・ライテイング」にとりわけ強い

興味とモテイヴェイションを示したことによる。これはすなわち、迎系分野において英語のラ

イティング・スキルが如何に必要とされているかを如実に物語るものであり、どちらかと言え

ば文系よりも喫緊の程度が高いと判断されたのである。

このような経緯を経て、教養学部は、 ALESSプログラム実施に向けて、全学的理解を得る努

力をH寺問をかけて行った。その結果、幸い、総長室および理系諸学部の絶大なる支援のもと、

学内概算を通じて予算捕置を認められるところとなり、平成20年4月よりALESSプログラムを開

設する運びとなった。

以下、 ALESSプログラムの具体的な内容 (2008年度)について記すこととする。

達成目標

l学期間のALESSプログラムを履修した学生には以下のことが期待されている。

-書き言葉としての英語のアカデミック ・ライテイングの主要な特性を理解すること。そこ

には明確な目的意識、フォーマルな言語の使用、引用や言及の方法も含まれる。

-科学論文のレ トリ ックと論理的構造を理解すること。

・アカデミック ・ライテイングにおけるパラグラフの構造と役割を理解すること。

-各自が以下のスキルを身につけるないしはすでにあるスキルを上達させること。書き言葉

としての英語テクストのフォーマットの方法、フォーマルな書き言葉としての英語の文法、

科学的な語会とその使用法。

-オリジナルな研究プロジ、エクトに基づく短い英語の科学論文を執筆すること。

-オリジナルな研究論文について、 5分間の口頭発表をする準備をして実施すること。

課題

謀題l 科学的テーマについて lパラグラフを書く(l50~250諾)

第l稿(1週間)

最終稿(1週間)

謀題2 科学的研究プロジェクトのためのプロポーザルを書く

第l稿 (1週間)

最終稿 (1週間)

謀題3 : 6~8パラグラフで論文を書く

-自ら考案した実験ないしは観察を背景、方法のパラグラフを書く訓練と同時進行で数週間

にわたって行う。

. Backgroundのパラグラフ(初稿のために1週間)

. Methodsのパラグラフ(初稿のために1週間)

. Resultsのパラグラフ (初稿のために1週間)

. Inrroduction (Abstracr)と結言命部のパラグラフ (初稿のために1週間)

・最終版の準備(数値や図表、引i'l'Jなどを含む/1週間)

課題4:5分間の口頭発表のための準備とその実施 (2週間)

成績評価

課題1:10% 課題2:15% 課題3:50%ネ 課題4:15% 授業参加度等 10% 

守山mの全体を通して判断される

ファカルティ・ディヴエロップメン卜

ALESSプログラムを学生にとって常に新鮮かつ意義深いものにするために、毎週開かれる教

員ミーテイングでカ リキュラ ム改訂や刷新に関する話し合いや計画が行われる。ミーテ ィング

の焦点のひとつに、カ リキュラム中の科学に関連する部分(特に学生がよりよい研究プロジェ
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ライティング・セン空ー

1号館に整備された討議力

養成プ口7ラム用教室(コの字型レイアウト)

1006"rr立における点字院総什文化研究科教指宇部

クトを考案、実施するための教育技法)の改良があげられる。八LESSカリキュラムにおけるい

くつかの重要談題をより深く追求するため、 2008年10月には21:1聞の教員ワークショ ップが開

催された。

TAによる教育支援体制

ALESSプログラムと同時に、小規模な「ライテイング・センター」も設置され、大学院言語

情報科学専攻に開設されたデイプロマ ・コースにおいて、アカデミック・ライティング教授法

の理論と実践の特別な訓練を受けた常駐TA(，ティーチング アシスタントJ)による個別支援

体lljljを整えてもいる。

「アクテ ィヴ ・ラ一二ンクJのさ らなる展開に向けて

既に触れたように、理科生のためのアカデミ yク ・ライテ イング ・プログラムを開講したの

は、 CWPの活動を通じて、より緊急性が高いと判断したからである。したがって、 2006年度の

カリキュラム改革を経て、今回のALESSプログラム開設によって、東京大学の駒場の英語教育

が万全のものになったと考えているわけではない。「アクテイヴ」をキーワードにしたカリキュ

ラム改革、あるいは「アクティヴJであるために必須といえる英語各授業の少人数化はようや

くその端緒に着いたというのが正しい現状認識であろう。さらにどこまで英語教育を「アクテ

イヴ‘」なものへと変えていけるかが問われているのである。

いま現在、議論の組上にあがっているプロジェク トとして、英語に限らず他の諸外国語や日

本語を含む「書く」能力を養成するための文科生のためのプログラムの開設や、 「ライティング ・

センター」というアメリカ合衆国の創案になるもののなかでも大いに参考とすべき教育システ

ムを、日本の大学にふさわしい形態で「移植」することがある。

(ALESS実行委員会委員長・英語部会 内野儀)

2. PISA対応の討議力養成プログラムの開発(教育GP)

2008年9月、文部科学省の補助事業 「質の高い大学教育推進プログラム(教育GP)Jに、本学

の 'PISA対応、の討議力養成プログラムの開発:日本における国際先端の教養教育の実現」が採

択された。これは、同省が設定した課題のうち、「教育方法の工夫改善を主とする取組」として

選定されたものである。

本取組は、他者と討論する力(討議力)を教養学部前期課程の学生に養成することを目的と

する。OECDがPISA(学習到達度調査)やDeSeCo(コンピテンシーの定義と選択)プロジェク

トを通じて示したように、国際化や高度情報化が進行した現代社会においては、単に知識を身

に付けるだけでなく、それを能動的に用い、他者とコミュニケーションをとるといった能力が

重要となる。しかし、 2008年3月に教養学部が実施した、教養訪l程を修了した学生に対する「教

養教育の達成度についての調査」において、「他者と討論する力」が「身についた」と答えた学

生の割合は、「学問的知識J '論理1'19.分析的に考える力」などの他のコンピテンシーに比べ著

しく低かった。

討議カは知識 ・論理・表現などの能力の総体であって自然に身につくものではなく、多くの

大学教員がその養成のためのスキルを持たないのが現状である。本取組では、学生の討議力を

養成するための手法を、既存の授業に組み込めるモジュールのかたちで開発し、平成21年には

文系の40の授業で、平成22年には文理各40ずつ、計80の授業で、笑際にそのモジュールを埋め

込んだ授業を展開する。これによ って討議力を備えた 「市民的エリート」たる人材育成機能の

強化を図ることを目指している。この目的に沿って、指導方法やカリキュラムの問題点を洗い

出し、フ ァカルテイ ・デイベロップメントの手法に よるスキルや経験の共有、海外の先進的な

教育機関における実践的研修等を行う。

本年度は、本事業を推進するための教員組織を立ち上げ、次年度以降に授業に埋め込むため

向上(ゲJトプテイスカッション用レイアウト) の討議力養成モジュールの開発に着手すると同時に、授業の中でそれらを展開するのに適した
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教室環境を整えた。主な活動は以下の通りである。

(l)移動の容易な椅子・机、組み合わせ式小型ホワイトボード、パーソナルレスポンスシス

テム (PRS)など、 授業内でのデイスカッションを容易にするための機器をl号館l階西

側の6教室に導入した。

(2)上記の新設備を用いて模擬授業を行い、授業の中で討論を行うための手法を検討した。

(3)授業内での討論の推進に|期して先駆的な取組を行っているハーバード大学に教職員を派

遣し、 学生に対する働きかけやフ ァカルティ ・デイベロ ップメン 卜の実施状況を視察し

た。

(4)教員|向けに、討議力養成のための手法の事例集を作成した。

3.最新のICTを用いた新しい教育モデルの実践(現代GP)

2007年7月、文部科学省補助事業「現代的教育ニーズ取組支援プログラム (現代GP)Jに、本

学の rrcrを活用した新たな教養教育の笑現.アクテイブラーニンク、の深化による国際標準の
授業モデル構築」が採択された。これは、 文部科学省が設定した6つの課題のうちの「教育効果

向上のためのICT活用教育の推進」のIつとして採択されたものである。教養学部、大学院情報

学珠、大学総合教育研究センターの連携によ って2007年10月より2年半にわたって推進される。

本取組の目的は、TぬlerPC等のICTを活用する能動的かつ高次な学習活動 「アクテイブラ ー

ニング」を導入した教養教育の授業モデルの構築を行う ことにある。アクテ ィブラーニング、

すなわち、学生が能動的に、インプッ トした情報の分析や統合を行い、成果をアウ トプットす

るような学習活動を通して、複雑な人間活動と多様な情報が氾航する現代社会に通用する国際

的な知識や能力を身につけることをねらいとしている。具体的な取組内容としては、駒場アク

テイブラーニング ・スタジオ (KALS)を中心に、文系・理系・語学の3領域でrCT活用アクテ

イブラーニング型授業を開発、実施し、その効果を評価する。

本年度の活動を以下に述べる。

([)学生によるICTを活用した制作活動などを可能とするために、ビデオやボイスレコーダ、

ヘッドフォン、マルチメディア編集ソフト、フ ァイルサーバーなどを猿備し、KALSにお

けるICT基盤を拡充した。

(2) r基礎i寅習J (薪藤希史准教授、岡本拓司准教授)では、大学総合教育研究センターのマ

イクロソフト先進教育環境寄附研究部門が開発したMEETVideo Explorerを使用した、

NHKアーカイブスの番組の探索 ・視聴活動を取り入れ、学生が多様なリソースを参照出

来るようにした。また、昨年度開発したWeblogシステムを用いて、学生による調査活動

の報告や、相互コメン トをネ ット上で行い、教室外のコミュニケーションをサポートし

た。
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「全学自由研究ゼミ:生命科学日J(笹川昇特任准教授)では、ICT利用 と、教室で出来

る簡易な笑験を組み合わせた授業を実施した。分子構造の3Dモデルを操作するソフ トウ

ェアや、DNA配列の解析ツールなどの活用によ り、日で見ることのできないミクロな現

象を探索的に学習することが可能となった。また授業のアンケートやワークシートを

CMS (Contents Management Sysrem)上に用意し、授業と連携した情報提供・交流に活

用した。

「中級英語 (LS)J(山本久美子特任准教授)では、英語リスニング用のデジタル・コン

テンツをリソースとして学生が能動的なデイスカッションや発表を行った。「英語 E列

CJ (Tom Ga11y准教授)では、 学生たちはグループで自ら調査 ・取材を行い、パソコン

を使って英語の音声番組を制作するプロジェクト型の学習活動に従事した。「英語E列

POJ (内野儀教授)では、プレゼンテーシ ョン実施用に組み替え られたKALSで、 学生た

ちはICTを活用して英語プレゼンテーシヨンを実施し、即時型アンケートシステムであ

る PRSを用いて相互評価lí を行った。 これらはICTの活用により、英語 '11~報のインプ ッ トを

豊富にしたり、制作活動や相互評価などによ って、アウ トプットの質を高めたりしよう

KALSにおける慢業風景
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シンポジウム「アヲティヴラーニングのための

学習空間を創るJ

とする試みて、あった。

(3) 9月に、アクティブラーニングを支援するためのICTツールや授業方法について、学内外

よりアイデアを持ち寄って共有し、洗練しあうことを目的として、 K札 Sサマーキャンプ

と題した研究会を実施した。ツールや方法の開発に取り組んでいる研究者や開発者にデ

モを行ってもらい、参加者と共に様々な観点から討議した。また、 2月20日には、シンポ

ジウム 「アクテ イブラーニングのための学習空間を創る」を開催し、学校建築家の工藤

和美氏 (シーラカンスK&H代表、東洋大学工学部教授)と、ワークプレイスデザインの

専門家である岸本章弘氏(ワークスケー プ・ラボ代表、 オフィス研究情報誌 rECIFFO~

編集長)から、 「人がよりよく活動するための空間」に関する最新の事例をご紹介し、ただ

き、アクティブラーニングを支えるために大学の学習環境はいかにあるべきかについて

議論した。

4. NEDO新環境エネルギー科学創成特別部門(NEDO特別部門)

2007年6月1日に、教養教育開発機構に設置された 'NEDO新環境エネルギー科学創成特別部

門 (以下、 NEDO特別部門)では、先端科学技術研究センタ一、生産技術研究所と連携しなが

ら、以下の教育プロジェク卜を実施している。

(a)エネルギ一環境に|鶏わる学際的 ・総合的な教育カリキュラムの設計。

(b)現場に根差した教育プログラムの実施。環境エ不ルギー問題に取り組む国際的なネッ ト

ワーク形成。

(c)異分野融合の人的ネ ットワークの構築と教育実施 ・支援体制lの撃備。

(d)新たな環境エネルギー教育に関する教材作成 ・情報発信。

環境エネルギー問題のW?決に必要な分野横断的・ 学際的な総合力をつける ことを目的として、

2008年度は、前年度の授業数うを大きく上回る16の授業を夏学期 ・冬学期合わせて開講した。

授業内訳は、総合科目 3、テーマ講義 3、全学自l主|初|究ゼミナール 7、全学体験ゼミナール:

3である。

夏学期 :[総合科目]地球環境論(環境と社会の仕組lみ)(丸山康司特任准教授)/[テーマ講

義] 環境・エネギー問題解決へのビジョン~研究開発の現場から~ (山本光夫特任講師) / [全

学自由研究ゼミ ]地球温暖化と経済学 (山口光恒 -先端科学技術研究センター特任教授、通年)

/[全学体験ゼミ ]'海の森」再生の最前線を体験する(rJl本)

冬学期 :[総合科 目]環境 ・エネルギー工学 (環境エネルギー問題解決への工学的実践)(山

本)、人間・環境一般 (環境エネルギー科学基礎論)(飯田誠特任講師)/ [テーマ講義]再生可

能エネルギーと社会 (丸山・飯田) 、 環境の世紀14~バイオマスから 「環境問題」 を考える~ (瀬

川浩司 ・先端科学技術研究センター教授) [全学自由研究ゼミ ]海洋による二酸化炭素吸収に

ついて考える(山本)、地球環境問題の科学と政治(米本昌平 ・先端科学技術研究センター特任

教授)、サステナブルなキャンパスを構想する(丸山)、再生可能エネルギーを通じて環境エネ

ルギーを考える (飯田)/[全学体験ゼミ ]エネルギ一環境実習 :建築と環境演習 (加藤道夫教

NEDOギャラリ (105号館1階) 授)、地域再生とエネルギー (丸山 飯田)

総合科目では特に分野横断性の理解を目的とした授業を開講。テーマ講義では、最新かつ幅

広い分野の環境エネルギーの話題を扱い、オムニパス形式で各トピ ックスについて専門家によ

る講義を行った。ここでは新たな教材の形を志向して、昨年導入したビデオアーカイブシステ

ムで各授業を収録し、受講者の自己学習への活用も行った。一方で、全学自由研究ゼミナール ・

全学体験ゼミナールでは、昨年度の授業内容を更に発展させる形で、環境問題解決の方策をキ

ャンパス内でのCO消Ij減や小型風車設置の可能性など身近な対象を例に自分で考えること (全

学白由研究ゼミ )、そして笑際の環境対策現場を体験すること (全学体験ゼミ)に主fI良を置いた。

特に全学体験ゼミナールは、 8月に北海道増毛田]にて、 2月に青森県鯵ヶ沢町で開講し、環境エ

ネルギ一対策の現場に根ざした授業を開講した。増毛II/Jの授業においては、課題となっている

海洋環境問題である磯焼け対策の実証試験現場視察を行い、地元漁業協同組合や潜水士の方に
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よる現場の声を伺うなど現場でしか体験できない授業を行った。

以上のNEDO特別部門の授業を受講した学生に対して環境エネルギー問題に対する意識の変

化に対するアンケート調査も行い、受請した学生の環境意識の高まりを示す結果を得ることが

できた。

環境エネルギー問題へのネッ トワーク形成と情報発信の活動としては、「新環境エネルギー講

座」の笑施および「駒場NEDO特別部門ギャラリー (NEDOギャラリー)Jの開設を行った。3

回開催した 「新環境エネルギー講座」の第1Ifi:1目には、国際的なネッ トワーク形成への第一歩と

してバイオマスエネルギーの研究開発に携わる中国の大学教授を招待している。また 'NEDO

ギャラリー」は、 105号館1階コミュニケーション ・プラザ側に設置。常設展示として、 NEDO

特別部門の教員が研究対象と してかかわる環境エネルギー問題に関する情報発信、特別展示と

して学内団体の環境エネルギーに関係する活動を紹介する展示を行っているほか、環境映像の

放映も常時行っている。またこのNEDOギャラリ ーの活動を通じて、環境三四郎やAGS-UTSC

などの学生団体との連携も行っている。更にNEDOギャラリーを教員と学生とのコミュニケー

ションの場と位置づけ、環境活動に取り組む文化人・アーテイス トなどを招いて交流を行う企

画も立案し、 2009年度より開催できることとなった。

このようにNEDO特別部門設置2年目となった今年度は、 l年目に計画 ・立案した事業内容を

実際の形にする活動を行ってきた。来年度はビデオアーカイブシステムに加え、現在準備を進

めている独自の映像教材を作成し、これらを有効活用した新しい授業実施をはじめとして、キ

ャンパス内での風車の設置など更に充実した授業開講 ・内容としていく予定である。今年度に

行ってきた事業内容を発展させることに加え、来年度は新しい発想に基づいた教材開発 ・教育

カリキュラムの設計も推進していく予定である。

う I教養教育への囲碁の活用」事業の推進

2006年10月に教養教育開発機構内に設立された 「教養教育への囲碁の活用 (日本棋院 ・日能

研)寄付研究部門」は日本の伝統文化であり、創造性や集中力などを高める効果があるといわ

れる囲碁を教育ツール (手段) として利用し、教養教育に活用する方策を研究、実践すること

を目的とした部門である。2008年度は以下のような教育 ・研究活動をおこなった。

(1)全学体験ゼミナール「囲碁で養う考える力」

教養学音11の正規授業として、全学体験ゼミナール「聞碁で養う考える力J (担当 兵頭俊夫教

授)を従来からの継続で!?月講した (履修者2008年度夏 ・冬学期、それぞれ定員36名)。

プロ棋士である石倉昇九段、黒瀧正憲七段、 糠沢由香里女流棋聖の3名を前師として、囲碁を

全く知lらない学生に19路盤での対局ができる実力を身につけさせる ことを目標とした授業であ

る。本授業では、「石埋め碁」でルールへ慣れ、「決めれち碁」で布石と終局まで打つことを学

び、 「囲碁の心得」で囲碁の基本的考え方を言葉ーから学ぶという「東大教養方式の囲碁入門」を

実践した。また、石倉九段が5月に特任教授に、梅沢女流棋聖と黒瀧七段が12月にそれぞれ特任

准教授、特任講師に着任した。

(2)囲碁の教育効果の脳科学的、心理学的研究

囲碁習得による教育効果を科学的に測定する研究をflio年度より継続して実施した。小学生お

よび大学生を対象に囲碁に必要な認知機能、および囲碁の熟透過程での認知能力の変化を I~'J ら

かにすることで囲碁が持つ教育効果を数値化し、より効果的な教育プログラム開発への応用が

期待される。

(3)囲碁の魅力や教育効果、囲碁習得法の情報発信

本部門の成果 (特に「東大教養方式の囲碁入門」の内容とその実践方法など)や、囲碁の魅

力を広く社会へ還元することを目的として、様々なイベン トを開催した。4月5EIには公開講演

会「囲碁の魅力H わかりやすい図碁入門とは」を開催し、来場者は130名以上を数えた。8月23

日には「親子で学ぶ囲碁の世界2008Jとして、梅沢由香里女流棋聖と王11佐任四段による親子向

け囲碁教室を開催し、約90名の参加者があった。10月281:1、および11月24日に「公開指導碁」
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18号館横に設置される風車 (予定)

r6路盤対局ガイドj および

「碁盤 ・碁石セット」



2006角度におけるk学院総合文化研究科社長宇都

イベントを初年次活動セン ターにて開催し、 40::f1以上の参加者があった。また、上記公開講演
会内容をまとめた報告書:、および昨年度に作成した r6路盤対局ガイド、」、「紙製碁盤・ 碁石セッ

ト」を全国の日本棋院支部 (813ヶ所)へ配布し、 「東大教養方式の囲碁入門」の情報発信を実

施した。その反響として、各支部や支部と交流のある小学校 -自治体などから囲碁普及活動の

ためにガイ ド・碁盤セ ットの利用申し込みが多数あり、ガイド約1，000l!lr、碁鍛約800セットの
追加配布をおこなった。

の導入

教養教育開発機構では、 全国の大学の先駆的モデルとするべく東京大学教養学部における学

部初年次教育を牽引してきた。2008年度は学部初年次教育への 「食」の導入を試みた。駒場の

初年次教育における 「食」とは、単なる栄養学的観点から学生の日々の食事を見直すというこ

とにとどまらない。食の安全、日本の低い食料自給率、位界で起こ っている飢餓等、 「食」をめ

ぐるさ まざまな問題に囲まれながら、それらを自分とは切り離した次元で考えている学生たち

の姿に鑑み、身近な 「食」を通して社会で起こ っている 「食」に関する問題を考える、あるい

は日 々の 「食」から学術的な問題意識を発展させる、といった視点を与えることで、文科理科

を問わず学生たちに新しい学びの姿勢を獲得させることを目指すものである。

(l)r食」を考える KI悶N.東京大学パートナーシッププログラム

その試みの一つは、 KIRINホールデイングス株式会社とともに10月に発足させた rr食』を考

える :KIRIN'東京大学パートナーシ ッププログラム」である。10月7日に、このプログラムの

キックオフとして、本学卒業生で自ら農園を経営するエッセイスト玉村豊男氏を招いて 「駒場

で 『食」を考える」と銘打 ったシンポジウムを開催し、「食」に対する多而的な視点を提示した。

ひきi続き、 11月6日から月 11豆|のペースで、 2008年度は4回のワークショップを開f産した。第lml

は、本プログラムのカ ウンターパー トであるキリン食生活文化研究所の太田恵理子所長が、さ

まざまな年齢層の人々の食に対する姿勢や食卓事情に関する調査データに基づいた報告を行っ

た。第2回は農水省中央農業総合研究セン ターの津田新故上席研究員が、研究者の立場から農作

物の生産 ・流通上の問題点を指摘した。第3回は本学教養学部のロパー ト・キャンベル教授が、

江戸時代の大飢鋒の際に知識階級が果たした啓蒙的な役割を畑銀鶏の蓄を通じて詰った。第4回

は本学卒業後農水省勤務を経て現在自営農として精力的な仕事をなさ っている土門秀樹氏が、

自らの体験を語って くれた。各回ともに、ゲスト報告に直接関係する食材や料理を学生たちに

口にしてもらうことを例会せて行っている。このような従来の教室での授業の枠を超えた学びの

場を提供する工夫によ り、着実に参加者が増えている。また後期諜程の学生や大学院生の参加

も恒常的に得られてお り、学年や専門分野を超えた意見交換が、前期課程の学生にと って大い

に刺l放になっている。

(2)ハーバード大学からの招J[型シンポジウム

初年次教育における 「食」の導入を学内外に向けて提起するため、フード ・リテラシー (r食」

を通した教養)にいち早く取り組んでいるハーバード大学から、プロジェクトを牽引している

ハーバード大学ダイニ ングサービス取締役テッ ド・メイヤ一氏と、 プロジェクトを担当してい

るテレサ マッカラ氏を招 き、10月11日に国際シンポジウム 「大学教育に r食』を摂取する」

を開催した。お二人からは、ハーバード大学のみならず米国の大学におけるフードリテラ シー

プロジェク 卜の概要が語られるとともに、東京大学での取組に対する有益な助言もいただいた。

また、このシンポジウムには駒場キャンパス内で レストラン 「ルヴェ ・ソン ・ヴェール駒場」

を経営する伊藤文彰シェフにもパネリストとして参加lしていただいた。全国の大学関係者の強

い関心をひき、遠方の大学からの参加者も多く 見られた。またフロアからの積極的な質問が次々

と寄せられた。

(3)教養学部の授業の中での食体験

l月22日に村松真理子准教授による総合科目Brイタ リア文化論 食べること、読むこと」に

レストラ ン 「ルヴエ ソン・ヴェール駒場」の協力のもと、チーズと生ハムの体験授
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業が展開された。教養教育開発機構はこれを全面的にサポートした。授業ではまず映画を題材

にイタリアの歴史的農村共同体の生活と食肉加工やチーズ作りがいかに密着したものであるか

が説明されたあと、風土を生かしたハムやチーズの種類 ・製法に関する専門家の講義があり、

その後、販売されている塊そのままの生ハムおよびチーズを展示しながら、数種類を学生たち

にテイステイングしてもらった。文学作品の中で文字として読んだり、 写真や動画の中で見る

のとは異なる体験型授業は、学生たちにと ってイタリア文化を実感する非常に有益な機会とな

った。

7.学部初年次教育プログラム拡充のための取組み

4月]5日に京都大学医学研究不|高次脳機能総合研究センターから美馬達哉氏を迎えて 「脳と主

体をめぐる鏡の国の官険」と題する講演会を開催したのを皮切りに、 6月17日にカリフ ォルニア

工科大学の下線信輔教授による「情動 (Emo[ion 体と心を動かすもの)J、7月2日に東京大学

特別栄誉教授 ・建築家の安藤忠雄氏による 「建築をつくる、都市をつくる」と、今年度は3度の

新入生歓迎講演会を行った。

また、高校までと異なる「自分で時間割を作成する」という作業にとまどう新入生が多いこ

とから、 l年生の履修登録のl時期に合わせて、 2年生以上の文科 .~理1

作j成成に関する中相目談に応じる「ピア .アドパイジング」を教1務先謀窓口前にコ一ナ一を作つて開f催佳

した。

さらに、 一昨年、昨年に引き続き 'FRESHSTART@駒場」を3月30日に開催した。入学予定

者にいち早く大学での学びや生活を体験してもらうこのイベン トは、初回以来着実に参加希望

者を増やしており、本年度は200名の参加者を受け入れた。同H寺にこのイベントを企画 ・運営す

る在学生ジ、ユニアTAについても、募集定員を大幅に上回る応募があった。大学が新入生向けの

イベントを用意するだけの初年次プログラムではなく、教員 ・職員および在学生がともに新入

生をサポー トする理想的な初年次教育のかたちが定着しつつある。
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1 200州 I[における大 f院総合文化岬冗科教養サ部

8 国際ジ、ヤーナリズ、ム寄付講座の開設

2008'rjミ4月より、教養学部には11"1努ジャーナリズム市-付講座が1m設された。読売新聞東京本社

が提供する外部資金によって設けられたこの講座は、今後3年にわたり、前期課程と後期課程の

学生に、国際ジャーナリズム関連の授業を提供する。

「最近の若者は新聞を読まなくなった」、「安易なインターネット情報に流されて、しっかりと

1:1，1際問題を考えなくなった」などという批判がよく聞かれる。その一方で、東京大学には、ジ

ャーナリストになって国際的な現場から報道にたずさわることを志す学生が少なくなし、事実、

毎年、新聞社やテレピf"Jなどに就職し、世界各地で活躍する卒業生がしミる。メディアの形態が

多様化しているといえ、学生のあいだで同際ジャーナリズムへの関心は高いようだ。

しかし、これまで東京大学教美学部の前期課位では、国際ジャーナリズム関連の授業はほと

んど開講されてこなかった。 後別課程には超域文化科学科の青語情報科学分科にメディア論関

連の科Hは設けられてはいるものの、必ずしも毎年開講されてこなかった 2 ジャーナリストと

して国際的な仕事をしたいと希摂する学生は多いのにもかかわらず、実際にそれがどのような

職業であるのか、またグローバル化する現代におけるIltl際メディアの意義とは何か、などにつ

いての考察を深める機会は限られてきたのが実-1宵であるc

このような状況をふまえ、本講座では教養学部の学生に国際ジャーナリズム関連の授業を毎

学期開講する。とくに読売新聞*京本社同際問題編集委員の伊熊幹雄氏を客員教授として迎え、

11<1際的に活躍してきたジャーナリストとしての干:)u'，l;から授業を行ってもらっている。

伊熊客員教授はイギリスやポーランドで特派員として活躍し、読売新聞社のロシア支局長を

歴任したご 1997年には英国の政治と社会に関する一連の記事で、国際的に活躍するジャーナリ

ストに与えられる、ボーン・上川記念|五|際記者賞を受賞した。

2008年度は、前期課程では庁長!と部会の授業として総合科目「近現代史」を担当した。「同際政

治と国際報道」というテーマで、過去20年の国際的な大ニュースを取り上げ、「現代世界で何が

起こっているのか」について論じ、さらに様々な同の報道を紹介し、 l世界のメディアが特定の

事象をどのように報道してきたかを比較し、!五i際ジャーナリズムの意義と役割についても分析

した。

後期課程で、は古詩情報科学分干:1のメディア・コミュニケーション論の授業などで、現代社会

と国際報道について考察したo*11l-I冷戦終結後のヨーロッパ、ソ連邦の崩壊とロシア共和国の
成立、アメリカのブッシユ政権の外交と安全保障、アメリカの大統領選挙などに注目し、現代

の世界状況を論じ、国際社会におけるメディアの役割などについて、学生とともに毎週活発な

議論を行ったc また、東京在住の特派員などを授業に11芋び、現代の国際情勢とジャーナリズム

の意義について講演してもらった。学生は課外授業でイギリスのデビッド・ミリバンド外相と

会う機会にも恵まれたご

伊熊客員教授に加え、国際ジャーナリズム寄付講座には教養学部の山内昌之教授と矢口祐人

准教授が協力教Hとして参加しているο それぞれイスラーム世界・中東地域と北アメリカ・太

平洋地域を研究分野とする教員が関わることで、より多面的にグローバルな時事問題について

検討を進めているc また冬学期には若手中東研究者である森まり子氏を特任准教授として、中

国・アジア研究{i.の安III震一氏を特任講附として迎え、 'tl東や中国地域などの時史と現状に関
する授業を前期課程で従供した〉さらに本講座の助教である瀧知Iili (ロシア・トルクメニスタ

ン研究)と佃陽子(現代アメリカ移民研究)がそれぞれの専門的見地から国際ジャーナリズム

の意義についての考察をすすめているc

さらに国際ジャーナリズムへの学生の関心とJI![解を一層深めるために、授業のみならず、シ

ンポジウムや講演会なども行った。 6月に開催された創設記念シンポジウム '2008年の選択 世

界はどこへ行くのか」では、 III内教J受と伊熊客H教授に力nえ、占城佳子教養学者11教授、小倉和

33 



夫氏(国際交流基金理事長)、谷内正太郎氏(前外務事務次官・東京大学大学院総合文化研究科

客員教授)が変動する世界情勢について、国際ジャーナリズムの観点などを交えて論じた。ま

た定期的に開催された公開講演会では、主にアメリカ在住の研究者が、グローパリゼーション

や移民研究などの見地からジャーナリズムの意義と役割について論じた。

以上のように教養学部の国際ジャーナリズム寄付講座は、 21世紀のグローパルな社会におい

てますます複雑化する国際情勢とジャーナリズムがいかなる関係にあるのかを多角的に分析す

ることで、学生の国際ジャーナリズム理解を養うことを目指している。

(地域文化研究専攻矢口祐人)
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( 2006句世におけるk学院総合文化研究科教韮宇都

9 科学技術インタープリター養成プログラム

科学技術振興調整資人材養成分野に採択され平成17年 (2005年)にスタートした 「科学技術

インタープリター養成プログラム」は、 4年を経過し、教育カリキュラムの一層の充実と、多方

面への人材輩出に努めている。ここでは、これまでの成果を振り返りつつ、今年度の活動を紹

介したい。

「科学技術インタープリター」とは

科学技術インタープリターとは、社会における科学技術の意義を考え、さまざまな手段を用

いて一般社会と科学技術コミュニティとの間の双方向コ ミュニケーション(科学コミュニケー

ション)を促進し、科学技術と社会のより良い在り方について提起できる人材である。

現代社会においては、誰もが科学技術の恩恵により生活の利便性を待ている一方で、その適

切な利用方法や情報の解釈-信頼性を巡る問題も拡大している。同時に、急速な科学技術の発

展に伴い、ごく 一部の専門家にしか理解できない情報が増えており、このことが人々を科学技

術から速さけることにもなっている。また研究領域の刻11分化により 「捌究のたこつぽ化」と言

通常の授業風景 われるような、研究者間のコミ ュニケーション不足も指摘されている。このような中で、研究

者自身がアウ トリーチ活動を行い説明責任を果たすことの重要性が認識されるとともに、専門

家と非専門家の間の橋渡しとしての役割を担う人材養成が、大学や科学博物館などを中心に活

発化している。

一般に、こういった人材は 「科学コミュニケーター」と称されるが、本プログラムでは、単

にわかりやすい表現で情報発信するだけでなく、科学技術を社会との関連性という観点から主

体的に考え解釈することを重視して、 「科学技術インタープリター」という呼称にこだわってい

る。

プログラムのこだわり

このこだわりは、本プログラムのキーワード 「何を伝えるか、どうf云えるか」にも通じる。

科学コミュニケーター養成においては、 「どう伝えるか」というハウツ一的な部分がフ ォーカス

されがちだが、そこから一歩踏み込んで「何を伝えるか」に、より力点を置くのが、本プログ

ラムの最大の特徴である。興味l喚起や啓蒙的な視点に留まらない、科学技術について自ら考え

判断する社会の形成に貢献できる人材養成に取り組んでいる。

他の多くの人材養成プログラムが、科学コミュニケー ション活動を業として、あるいは目に

見える形で笑践する人材の輩I:Bを目的としているのに対し、本プログラムでは、本専攻の知識

公開ワークショ yプ に加えて先述のような科学技術インタープリターとしてのマインドをしっかりと持った人材を

育て、社会のあらゆるセクションに送り出すことを目指す。このマインドは、いわば、より良

い社会を築いていくための 「教養」であり、どんな場面でも活かされ得るものである。彼らが

それぞれの持ち場で活躍することで、このマインドが徐々に浸透し、ひいては科学技術と適切

に向き合える社会風土の醸成を期待している。

本プログラムは総合文化研究科に設置されているが、専攻を問わず、学内のすべての大学院

生を対象とした副専攻プログラムであり、授業と修了研究の計20単位を最短18ヶ月をかけて履

修する。書類およ び面接による選抜試験を経て毎年10名程度の学生を受け入れ、今年度は9名を

新たに迎えた。スタート以来、 45名 (在籍中含む)が受講し、平成19年度までに13名 (中退者

含む)を輩出した。受講生の本専攻分野は、生命科学・環境科学 -工学 -農学から人文社会 ・

法学まで多岐にわたる。また輩出先も、研究機関・企業 ・メディア|刻述 ・官公庁など、多方面

に広がっている。本専攻での研究活動や就職 ・進学の準備も重なる時期にこのような副専攻プ

ログラムを履修するのは必ずしも楽ではないが、敢えてそれにチャレンジする学生の意識は高
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し、。

プログラムの運営にあたっては、総合文化研究科を中心とする13名の担当教員と2名の助教か

らなる執行委員会が組織され、カリキュラムの策定および教育の他、学内外との連携や情報発

信などを進めている。「社会の中の科学」をさまざまな角度から捉え、それを伝える意義を考え

ることを主眼に構成されたカリキュラムでは、科学コミュニケーションの理論的考察、科学技

術の基礎知識や先端の研究開発動向、科学技術政策および理数教育の現状、科学史 ・科学哲学、

モノや文章による表現、メディアリテラシーなどに関する授業 ・演習の他、学内外の有識者に

よる講演や科学博物館などの見学、科学イベントへの参加なども積極的に取り入れている。

これまでの活動と成果

.教科書の出版

科学コミュニケーションに関する教育や人材養成が各所で盛んに行われている反面、この分

野の重要性が明確に認識されたのは比較的最近であり、実はその方法論や理論の体系化はなか

なか進んでいない。それぞれが独自のやり方で試行錯誤している中にあって本プログラムでは、

基本的な理論や科学コミュニケーションをめぐる 世界的な背景 ・潮流を包括的に学ぶための教

科書の作成に取り組み、今年度10月には「科学コミュニケーション論J(藤垣裕子・康野喜幸編)

として東京大学出版会より出版された。

-シンポジウムの開催

平成18年度より毎年、 一般公開のシンポジウムを企画 ・開催している。これは、科学コミュ

ニケーションやそれに資する人材養成の在り方についての議論を深めることを目的としており、

情報発信・意見交換の場としての機能も果たしている。

平成18年度の「研究を 『正しく 』伝えるとはどういうことか~理解増進と評価の落とし穴J(約

180名参加)、平成19年度の「科学技術コミュニケーター養成プログラムの目指すもの~これか

らの社会に何を残すかJ (約120名参加)に続き、今年度は 「科学技術インタープリターによる

社会への発信~修了生からのメッセージとプログラム聞の交流J (125名参加)を開催した。本

プログラムと同様に科学技術振興調整費人材養成分野の枠組で実施している北海道大学や早稲

田大学のプログラム修了者の活動状況も紹介しつつ、今後求められる人材養成の方向性を展望

した。

-諜タ同f修
毎年17EI2EIで実施する課外研修は、 研究施設などを実際に訪れ、そこで行われている研究に

関して学生各自が事前に調査した内容をもとに研究者と直接デイスカッションをするものであ

る。カリキュラムにおいては「課外」の扱いになるが、研究現場を体感する貴重な機会として

重視している。

これまで、平1¥1岡宇宙素粒子研究施設 (スーパーカミオカンデ)、農業 ・食品産業技術総合研究

所(遺伝子・組換え作物園場)、六ヶ所村原子燃料サイクル施設を訪問し、今年度は12月に、養殖

研究所および三重県漁業協同組合連合会(養殖漁場)を見学した。今回は特に事前 ・事後学習

にも力を入れ、公開ワークショップなどを通して、生産者 ・消費者・研究者など様々な立場の

養殖に対する考えを知るとともに、養殖研究 ・技術を食の安全や食料自給、地域振興などの問

題もからめて考察した。

-社会人講座の開講

科学技術インタープリターのマインドをさらに広く共有するために、社会で科学コミュニケ

ーション活動に携ろうとする人々を対象とした社会人講座を昨年度より半期毎に開講している。

それぞれの講座は、本プログラムや学内の教員による6-7回の講義からなる。今年度の春 ・秋

期も含めてすでに4期の講座を実施し延べ190名が受講した。この講座ではさまざまな科学技術

の話題を取り上げているが、単なる教養講座ではなく、科学コミュニケーションの観点から科
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学技術について考え、 自らの活動のヒントを得ることを目的としている。そのため、各講座と

も50名程度の定員を設け、書類選考による受講者の選抜を行っている。またレポート等の課題

提出を各講義で課した上で、修了証を発行している。

受講者は、教育 ・研究機関、サービス業、製造業、マスメディア、博物館、官公庁など、い

ろいろな職種・立場・目的で科学コミュニケーションに関与しており、相互にその多様性を知

る機会ともなっている。また、 受講者間の情報交換も発展的に行われ、人的ネ ットワーク形成

の場と もなっている。

社会人講座 プログラムでは、これらの社会人講座の書籍化も進めている。H下年度の春期講座の講義録は、

講談社サイエンティフィクより「社会人のための東大科学講座J (石浦章一、黒田玲子、長谷川

寿一、藤垣裕子、松井孝典、村上陽一郎著)として、今年度う月に出版された。今年度春期の講

座についてもまもなく出版される予定である。

今後に向けて

本プログラムは5年間の期限付きのため、残念ながら今年度が学生受け入れの最終年となる。

しかしながら科学コミュニケーション教育はこれからますます重要になっていくと考えられ、

本プログラムにはその先駆者としての社会的役割も期待されている。残りの期間をかけて、カ

リキユラムの精査も含め学内での教育活動を さらに充実させ、より質の高い科学技術インター

プリター養成に努めることはもとより、ここで蓄積された知見や成果を積般的に学内外へフィ

ードパックすることにも注力していきたい。

言うまでもなく、教育や人材養成には継続性が求められ、その効果は長期的に検証する必要

がある。科学技術イン タープリ ターの理念をいかに学内での教育に継承し、社会に根付かせて

いくかも、本プログラムに残された税題だろう。

(科学技術インタープリ ター養成プログラム 山科直子)
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10 生命科学構造化センター

生命科学構造化センターは東京大学全学の支援の元に、平成18年4月に誕生し、その拠点を駒

場キャンパス17号館11滑においている(平成22年3月まで)。創立目的は、東京大学全体の生命

科学の知を集結させ、東京大学教育支援ネ ットワーク及び同研究支援ネ ットワークの支援のも

と、東京大学の知を集めて大学初習者向けの生命科学教科書を作るとともに、全学の生命科学

研究の知を梢造化することである。平成20年度は19年に引き続き石浦章ーがセンター長(総合

文化研究科教授 ・兼任)を務め、柴111奇芳一(特任教授)、背野由利(客員教授)、笹川昇(特任

准教授)、高橋秀治(特任准教授)、相JI元伸太郎(特任助教)、伊藤弓弦 (特任助教、平成20年9

月30日まで)、関根康介 (特任助教)、大関陽子(特任助教)のメンバーで活動を行った。平成20

年12月l日からは原本悦和(特任助教)が新しく加わった。

教科書の編纂 ・改訂

生命科学総造化センターの主な仕事は、 急速に進展しつつある生命科学情報を リアルタイ ム

に構造化し、大学における教養として、また専門家育成の基礎となる生命科学の教科書を作成

することである。私たちは、教育内容の異なるJlI1.工系学生向け (理科一類向け)、医歯薬j義理系

学生向け UA科二 ・三類向け)、文系学生向け (文系選択授業 「現代生命科学」 用)の3種類の
教科書を作成した。特に、理科一類向けの 「生命科学」教科書は進化を続けており、平成20年

度には各章に新たに問題を追加し復習が容易になるようにした改訂第二版を刊行したが、生命

科学の知は予想をはるかに上回るスピードで蓄積しており、内容を改良した改訂第三版の執筆

にも着手している。

また、生命科学学習を容易に開始するためのDVDも昨年度作成したが、本年度には新しく 「遺

伝のしくみ」などのいくつかの章を追加し、総合的な力の養成を目指した。これらが収録され

たDVDは、平成21年度入学の理科生に配付する予定である。

英語版生命科学教科書の作成

留学生30万人計画が提案され、留学生のための生命科学教科書の必要性がIUIばれている。そ

のため構造化センターでは、まず理科一類向け「生命科学」の英詩化を行った。この英語版生

命科学は、将来のインターネット配信も考慮に入れてすべての図を新しく作り直した。東京大

学の版権とともに世界に発信する予定である。

生命科学写真集の上梓

平成20年度には、全く新しい試みとして生命科学に関係する生物や細胞などの鮮明な写真、

実験材料、 実験器具、生命科学に貢献した研究者、などを網経した写真集「写真でみる生命科

学J (東京大学出版会)を出版した。特に、いろいろな生物種、細胞分裂時の染色体、細胞内小

器官などの鮮明な写真を集めており、学生が生命科学を理解する補助になるだけでなく、付属

のCD-ROMによって教員も授業に使いやすい形にした。大学の生命科学教育が教科書だけでな

く、インターネッ ト、携帯電話、 DVD、書籍などいろいろな方向から行われる素地を作ったの

で、数年後の効果判定に役立つものと考えている。

社会人向け生命科学の一般教養警の作成

平成20年度には、東京大学「科学技術インタープリター養成プログラムJ (黒田玲子代表)が

行っている社会人講座とタ イア ップして「生命科学の今」を伝える一般教養蓄を作成した。こ

れには、センター長である石浦、科学技術インタープリター養成プログラム構成員である黒田

玲子(教授)、村上陽一郎 (特任教授)、藤垣裕子 (准教授)、康野嘉幸 (准教授)、に加えて総
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合文化研究科から松田良一(准教授)、嶋田正手11(教授)が参加し、 21世紀の生命科学が抱える

問題点を議論した。

新たな教材LSキューブの改変

平成20年度には、前年度に続いて1'1習教材の改定を行い、充実したコンテンツを作成した。

インターネット上にある教材に各ユーザーがflらのアカウントでアクセスし、問題を解きなが

ら履修内容を再確認するLSキュープを平成19年度に立ち上げたが、これは全く新しいインタラ

クテイブな教材であり、教科書に準拠したものは我が11<]初めての試みであったご実際に使用し

た理科一類生の反応を見ながら、問題に改良を加えた。また、このLSキュープを携帯電話から

でもアクセスできる形態にすることも試みており、新しい教材として多方lufから注目されてい

る2

生命科学構造化センターでは、平成19年度に引き続いて、これら教材による知識定着の効率

を見るために、教員(笹111)が実際に授業を行い、それを各種教材にフィードパックするシス

テムをとっている。授業中の学生の反応を見て、生命科学として重要な点、教科書だけではわ

かりづらい個所、もう少し自習してもらいたい点、などリアルタイムに取り入れており、リニ

ューアルした結果が書籍では改訂第二版になった。また、 LSキューブも毎年改定を行っている。

CSLSサーチ

生命科学情報を格段に速く論文を検索するシステムであるCSLSサーチの使用が2年目に入っ

たこ辞書機能を含め、前年度より格段に進化している。 HP(http://www.csls.c.u-tokyo.ac.jp/) 

にアクセスしていただき、クラスタリングサーチ(検索結果が類似度で階層的に分類表示され

る)の威力を、ご自分で確かめていただきたし%

IT講義教材作成の準備

生命科学構造化センターでは、駒場の教養教育開発機構の実験授業教室で、あるKALS授業にも

協力し、教材作成の第一歩として生命科学の教材作成にも協力している。平成19年度に引き続

いて、笹川が冬学期に全学自由研究ゼミナールとして「生命科学戸」の授業を開講した。ここで

は、 KALS教室を使ったインタラクティプな生命科学授業を展開しており、インターネットによ

る遺伝子検索や種間の相同性などの検討、分子モデルによるタンパク質の立体構造の可視化な

どを題材にして学生参加型の授業を行っている O このように生命科学構造化センターは教養教

育開発機構に実施部隊を派遣し、 KALSのコンテンツ作りを補助する予定である C

生命科学構造化センターの組織

生命科学構造化センターでは役割分担が確立し、石浦は全体の統括、柴崎は英語版教科書の

監修、青野は主に教科書内容のチェック、笹川|は渉外関係、高橋は予算関係を主に受け持つた。

一方、相[J元はIT関係の仕事を受け持ち、携帯版LSキューブの作製、ホームページの管理、英文

化を行った。特任助教の伊藤(後に原本)、関根、大間は、 LSキューブに入れるための理科二・

三類向けの「生命科学」教科書!日の問題の選択と模範解答の作成を担当したけ

生命科学構造化センターが設置されている 17号館11)背には生命科学教育ネットワークの特任助

教2人(小沼泰子、辻真吾)も常駐している。生命科学教育支援ネットワークは、全学の生命科

学教員有志が作った組織を総長室が統括しているもので、現在の主な仕事は、 4月とり}Jに関似

される大学院生向けの「東京大学生命科学シンポジウム」の開催や、退官教員の最終講義の収

録や特別な専門をもっ教員の議義収録のアーカイプ化、そして東京大学の生命科学研究者名簿

の作成、などである O 辻と小沼は、これらの仕事の他に、コンピュータ関連、渉外など私たち

の仕事に協力してくれたc 生命科学構造化センターは、今後も生命科学教育支援ネットワーク

と協力して、東京大学の生命科学定着に寄与していきたい。

(生命環境科学系 石浦章一)
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11 複雑系生命システム研究センター

設立の経緯

複雑系生命システム研究センターは、平成16年度学内措置により総合文化研究科に設立され、

本年度でう年目を迎えた。まず設立の経緯を紹介したし、。本部局の中でも、基礎科学科は、かね

てより複雑系研究の世界的研究拠点として注目されていた。折り良く、 20世紀COEr複雑系と

しての生命システムの解析J (H11イう)が立ち上がったのを機に、実験と理論が密な連携をと

りつつ、構成的アプローチにより生命システムの本質に迫り、様々な階層・スケールに貫く生

命現象の基本原理の理解をt1指すプロジ、エクト研究を早くから展開した。また、その後を受け

てスター卜した21世紀COEr融合科学創成ステーション」においても、構成的アプローチを中

心とした生命システム研究の方向性を受け継ぎ、優れた成果を上げるとともに、生命科学研究

の新たな潮流を生みだした。このように、我がIlqで、しかも駒場キャンパスがその111核的拠点

となり、成果を挙げてきた研究の方向性ではあるが、ここ数年のうちに、我々のアプローチと

方向性が板めて近い国家的プロジェクトが、欧米で続々と立ち上がりつつある O 君主IVl期からiリ:

界をリードしてきた我が国の本分野におけるイニシャチブを維持し、さらに、この新しい複利i

系生命科学を発展させていくため、学内的措置により複雑系生命システム研究センターが設立

された。

研究体制

平成20年l月に、複雑系生命システム研究センターから申請をしていた教員採用可能数再配分

が本部で承認され、平成20年4月l日からセンター専任の教授l名、准教授l名が着任し、新たな

陣容で充実した研究体制が整った。

センターの6部門と部門責任者

複雑系理論部門 金子邦彦(センター専任教授)、福島孝治

本部門では、「生命組織化のダイナミクス」を扱うため、これまでの統計力学や熱力学だけ

では扱えない理論を整備し、各部門で考えるべき概念を整理、問題提起する。

人工複製系合成部門 菅原正(センター長)

生命の起源や原始細胞の進化を理解するために、基本的有機分子からなる自己複製反応シ

ステムをつくる。次いでそれを複製型プロト細胞へと展開し、何代にもわたる複製反応の!日j

にみられる分化・進化を解析することを通じて、生命システムの構成的理解へと導く。

発生過程解析部門 道上達男、 i宰井哲
本部門では、細胞集団の協調的機能分化の解析や、臓器の人工合成実験を通して、多細胞

体制の創発現象の原理ーや、発生・分化における再生可能性などを明らかにすることを目指すの

生体系計測部門 小宮山進、若本祐一(センター専任准教授)

ナノテクノロジー・マイクロフアプリケーション技術を本プロジェクト共通の方法論とし

て提供し、 i単一分子や単一細胞の計測が可能な操作技術・計測技術により、「単体」が集合し

て形づくられる生命現象に迫る。

共生・進化解析部門 磯11崎行雄、嶋田正和(副センター長)

生命システムの振る舞いの中でも、特に、共生を中心とする進化現象にみられる普遍性を、

実験的分析、数理モデル、シミュレーション解析により、統合的に研究する O

脳情報システム部門 池上高志(副センター長)、酒井邦嘉
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本部門では、真の文理融合を [1指して、言語情報処理を中心とするコミュニケーション・

システムの原珂一解明および実践応用のための分野横断的なアプローチを追究する。
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諮問委員会プロデラム

1 2006年度におけるk学院総合文化研究科教韮宇都

また、東京大学内における各部局や学外の関連分野の研究者に、構成員、連携教員、研究員

として、センター内の研究活動に参画していただき、学内外の連携をさらに拡充した。一方で、、

東京大学の|長]Jili部局で指導的立場にある先生方に諮問委員をお願いし、当センターの研究活動 ・

成果に対しての客観的評価と、今後の研究展開への意見を提供していただくための体制を整備

した。

国際連携

当センタ ーの重要なミッションのひとつとして、世界を先導する研究を遂行すると同時に、

国際的研究拠点として、海外て、関連研究を行っている拠点、との連携も進めている。これまでに、

サンタフェ研究所 (米)やルール大学ボッフム (独)、ISTC(認知科学技術研究所、伊)との

提携が行われるなど、国際連携の体iljlJも猿いつつある。

センター内で昨年度行われた具体的な国際研究交流の一部として、以下のような活動が挙げ

られる。

1 ) センター専任教授金子邦彦が、サンタフェ研究所夏の学校(アルゼンチン)において、 iIrト

rroducrion [0 Complex Sysrems Biology: Dynamical Sysams Approach [0 Cell Reproduction 

and DifferemiationJおよび iConsisrencyPrinciple for Biological Sysrems: Relevance of 

Flucruation ro Evolution of Robusrness and Generic AdaptarionJという題目でチュートリ

アル講義を行った。

2) 嶋田正手LIが、スイス ・ローザンヌ大学のTadeuszKawecki准教授を 日本に招聴し、研究交

流を行うとともに、第271D:1個体群生態学会(東京、2008年10月)にて国際シンポ (基調

シンポ) iRapid Adapration: From Learning and Plasriciry rhrough Population Dynamics ro 

EvolutionJを開催した。

3) 菅原正が、 フランス ・プロヴアンス大学のPierre Pomarotti教授の主催する、進化生物学

に関する国際ワークショ yプ、 12thEvolurionary Biology Meering ar Marseilles (フランス)

に招待され、 iMinimalCell Mod巴Iro Undersrand Origin of Life and EvolutionJという題

目で、前i寅を行った。

センターを中心とした研究交流とその成果

センターを1-j:1心とした緊密な研究交流の充実と、自発的な共同研究の萌芽をサポートするた

め、昨年度には、諮問委員会と研究会を開催するとともに、駒場音[¥局内での月一回の定期研究

会をスタ ー卜 させた。また学外から関連研究を行っている研究者を招聴し、不定期の研究セミ

ナーも|羽ilJlした。
これらの研究活動 ・交流を通じて、実際にセンタ-Wf成員、 連携教員の問で、複数の学際的

共同研究がスタートしている。これらが、他に類を見ない特色ある生命科学研究として近い将

来結実し、生命システムの基本原理の解明につながることを期待している。

1)諮問委員会(平成20年4月26日開催)

センター構成員の研究成果報告を行い、諮問委員の先生方から研究内容に対する講評をいた

だいた。この中で、センターで、行われている研究は、きわめて独自IJ性が高いと評価された。ま

た、駒場キャンパスにとどまらず、学内全体に向けて情報を発信してもらいたいという要望を

受けた。

センター諮問委員

医学系研究科 清水孝雄

薬学系研究科 福山透

理学系研究科 福田裕112

農学生命科学研究科 正木春彦

工学系研究科 大垣良一郎
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教育学研究科 山本義春

数理科学研究科 桂利行

新領域創成科学研究科 高木利久

先端科学技術研究センター 小宮山巽

2)センター研究会「多次元複雑システムの観iJ!l別，学J (平成20年12月20日開催)

センターの研究活動を他部局にも発信するとともに、学内の関連する研究者との連携をさら

に強めるため、大学院新領域創成科学研究科複雑理工学専攻に協力をいただき、初めて駒場を

離れ、柏の地でセンターの研究会をもった。この研究会では、複雑系理論、脳 ・神経科学、地

球科学、統計力学、分子細胞生物学分野の研究発表とともに、「高次元の情報をどのようにして

測り理解するか?J という普遍的な問題を活発に議論し、有主主な意見交換を行うこ とができた。

3)定期研究会

駒場部局内のセンター構成員を中心に定期的に成果報告、情報交換を行う場として、月一回

程度のペースで定期研究会を行っている。この研究会では、センターの複数の部門に共通する

技術的 ・JA論的課題を、様々な専門研究分野のセンター構成員の問で議論する 「デイスカッシ

ヨンセッション」を毎回設定している。これまでに 「遺伝子発現などの多次元のデータをどう

取得し、理解するかJ i発生における分化ポテンシヤルをどう計測するか」などに関して、活発

な意見交換を行っている。

(複雑系生命システム研究センター長 菅原 正)
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12 アメリカ太平洋地域研究センター(CPAS)

本センターは、 1967年に設置された東京大学教養学部付属アメリカ研究資料センターの蓄積

をもとに、 2000年4月に改組され、総合文化研究科付属のセンターとして設置されたものである。

その|努、資料センターから研究センターへの改組により研究部門が飛躍的に強化されるともに、

研究対象もアメリカ合衆国だけでなく、従来手薄であったオセアニアやカナダを新たに加え、

広く 「アメ リカ太平洋地域」を対象とするユニーク な研究セン ターとなった。

日本でも近年、「アジア太平洋」 地域に対する関心が高まっているが、多くの場合、 |主!心の中

心はアジア側の太平洋地域、つまり、西太平洋地域に限定されがちであるのに対して、本セン

ターで‘は北米やオセアニアとアジアを接合し、文字通り「太平洋地域」の全体を研究対象とし

ている。

運営は、総合文化研究科の各専攻の委員だけでなく 、他の文系研究科からも委員を迎え、全

学的な構成をもっ運営委員会が決定した年間方針に従って進められている。スタッフは、教授3、

准教授しオーストラリアからの外国人客員教授l、助教I、職員l、機関研究員l、非常勤職員3

で、構成されている。

センターの活動は、研究部門と情報基盤部門の2部門からなる。研究部門の主要な活動として

は、共同研究の推進、研究推書:(既に13-11日刊行)や捌究年報 「アメリ カ太平洋研究』の刊行、

年2回の fCPASニュ ー ズレタ ー 』 の発行、年 1 ~2回の公開シンポジウム開催、年 10回を越える

研究セミナーの開催などが挙げられる。

現在、 主要プロジェクトとして、 2007-:1':4月から開始された、 三つの日本学術振興会科学研究

費補助金による基盤研究 (A)Iアメ リカの世界戦略と文化外交に関する学術的研究」、「現代ア

メリカ・ナショナリ ズムの複合的編制をめぐる学術的1i.J1究」および 「公共文化のj始動」が展開

されている。いずれのプロジェク トも、従来のアメリカ研究の学問的枠組みを超える領域横断

的な研究であり、全国から多くの一線研究者の参加に加えて、海外の優れた研究者の協力も得

て進められており、その成果をシンポジウムや研究会、 1:1-'，版を通じて広く公開してゆく予定で

ある。

研究成果を広く社会に還元することは、本センターの重要な使命であり、今年度はその一環

として9月に、公開シンポジウム 「アメリカ太平洋とイギリス帝国」を開催した。今回のシンポ

ジウムは、これまで本センターが培ってきた文字通り環太平洋的な研究関心を反映し、太平洋

地域における「イギリス帝国」からアメリカのヘゲモニーに至る権力関係の変遷をテーマとし

た。この大きな主題をめぐり、アメ リカ、オーストラ リア、日本から招かれたパネ リス トたち

が、学生や一般市民を含む100人以上の参加者を前に、歴史学、政治学、文化人類学、表象文化

論にわたる学|祭的な論議を活発に交わした。なおこのシンポジウムの報告と討論は、年報 『ア

メリ カ太平洋地域研究』第9号に掲載されること になっている。

本センターの情報基盤部門には、アメリカ合衆国の歴史、政治、経済、文化に関する専門書

を中心に、近年急速に蒐集を進めてきたオセアニア、カナダ関係の書籍を含め、約7万illtの蔵書

がある。加えて、資料センタ一時代から者積 してきた一次資料や新聞 ・雑誌、 マイクロ フィル

ム、オーデイオ・ヴイジュアル資料も充実しており、近年は 「ニューヨーク ・タ イムズ』や 『ワ

シントン ・ポス ト』などの主要紙の電子検索システムも導入 し、 電子資料の整備に努めている。

本センターでは、こ うしたl尼大な史資料を他大学の研究者や学生にも公開し、貸し出しの使宜

を図っており 、全国各地から年間約4，000人の利用者を迎えている。

また、特別のコレクションとしては、日本におけるアメリカ研究のパイオニアであるととも

に、第二次世界大戦前における民間レベルの太平洋地域協力の先駆的機関であった「太平洋問

題調査会」の運営にも深く関与され、戦後の日米関係の修復にも多大な貢献をされた高木八尺

教授の寄贈による「高木八尺文庫」と「高木八尺関係文書」がある。後者については、現在着々
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と撃理とマイクロ化の作業が進んで、おり、近く一般に公開される予定である。この他にも、ア

メリカ文学研究、日米比較文化研究の関連図書を広く集めた「佐伯彰一文庫」、大正から昭和初

期の英文学翻訳書を多く集めた「滝口直太郎文庫」などが貴重である。

研究部門、情報基盤部門、いずれの日常的活動に関しでも、上述の WCPASニューズレター』

で定期的に報告しているが、ホームページ (http://www.cpas.c.u-tokyo.ac.jp!) も開設して、研究

セミナーや公開シンポジウムのお知らせを随時行っているので、そちらもご覧いただきたい。

(アメリカ太平洋地域研究センター 古矢句)
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13 東アジア・リベラルアーツ・イニシアテイブ(EALAI)

東アジア ・リ ベラルアーツ・プログラム (EALAI)は、東京大学が蓄積してきたリベラルア

ーツ教育を東アジアに向けて発信するとともに、東アジアの大学との双方向の教育交流を通じ

て、ともに高めあうなかで、東アジアにおける共通の教養教育の実現を目指すことを 目標とす

る海外教育プログラムである。その事業は、東アジアへの発信と東アジアからの着信の二つか

らなり 、教育を通じて東アジア共同体の土台となる相互理解と人材育成を担う、新しい国際貢

i拡のプロジェク 卜でもある。

東京大学は、東アジアの三つの主要な大学である北京大学、ソウル大学校、ベトナム国家大

Hanoi E-Lecture 学ハノイ校と、1999年から東アジア凶大学フォーラム (BESETOHA)を開催してきたが、 EALAI

は、その実施機関として位置づけられている。本年も、同フ ォーラムの各事業に取り組んで、き

たが、なかでもE-Lec【ureによる共同講義の実施は、四大学問の共同講義の新たな展開として、

重要な一歩となるであろう。また、リベラルアーツの中国における重点展開として、引き続き

南京大学で 「表象文化論」集中講義を正規科目として開講し、 多くの講演会を開催した。さら

に、関連テキス トのアジア言諾への翻訳を進め、ホームページを充実させるなど、コンテンツ

の発信にも努めた。

本事業は、 2005年に大学教育の国際化推進プログラムに採択され、その活動を行ってきたが、

その4年目にあたり、連携校である南京大学の協力を得て、最終評価を実施した。今後の東アジ

アとの教育交流の展開に資するべく 、事業の総括を行うとともに、次年度以降の事業の継続に

向けて、新たな体制の整備を行っている。

今年、 EAlλIが行った主な活動は、 次のとおりである。

東アジア四大学フォーラムの開催

本年の東アジア四大学フォーラムは、 第三クールの二回目として北京大学で、開催された。総

長セッシ ョンが、 2008年11月61:1に四大学の総長出席のもとに閃かれ、 学生交流をテーマに論

議が交わされた。小宮山総長をはじめ、本学の教員は、翌日から北京大学が主催する北京フォ

ーラムにも出席し、発表を行っている。教育交流に関する討議は、日と会場を改めて、 12月23

日に北京郊外の国際会議場で、ワーキングセッションが開催された。本年は、本学とソウル大

やハノ イ大との聞で、すでにE-Lectureが実施されていることもあり、小規模ながら熱のこもっ

た議論が行われ、次年度のさらなる展開が約束された。また、 本学の理系教科書の紹介に対し

て、ソウル大から関心が寄せられるなど、 今後の教育コンテンツの交流にも道を開く 会となっ

た。また、セッションとは別に、ソウル大やハノイ大と個別に来年度のE-Lecrureの展開や共通

教科書に関する意見交換を行った。

BESETOHAでは、フ ォーラムの開催に合わせて学生パネルを開催することになっているが、

本年は、昨年に引き続き東京での開催となり、 2009年2月51:1から8日まで駒場キャンパスで開

かれた。すでに実施中のE-Lecrureの講義に参加している各大学の学生が参加するなど、教育交

流と結びついた新たな展開を見せた。おりからの国際的な金融危機を受けて、経済問題に関す

る学生の関心は高く 、経済問題と若者の雇用をめく って、活発な議論が展開された。また、本

年からBESETOHAのプロジェクトには、大和証券グループから支援が寄せられており、学生パ

ネルの参加者も大和証券グループを訪問し、経済情勢についてレクチャーを受ける機会を得た。

2009年の東アジア四大学フォーラムは、ソウル大学校で開催される予定である。フォーラム

の詳細については、同フォーラムの報告の項を参照されたい。

教養教育の東アジアへの発信

リベラルアーツの東アジアへの発信として、 引き続き南京大学:において「東京大学リベラル
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アーツ ・プログラム」を実施した。これは、2004年に開設された東京大学リベラルアーツ南京

交流センターを通して行うもので、 2008iJ三は3月10日から25日にかけて、表象文化論集中講義

がう名の教員による リレー講義として開講された。講義題目は、 「シェイクスピアと表象の問題」

(河合祥一郎)、「東西を走る20世紀の踊る身体J (ドゥ・ヴォス ・ノTトリ ック)、「見られる身体、

見せる身体J (清水晶子)、r<表象=上演〉史としてのオペラJ (長木誠司)、「表象の歴史として
のロシア映画J (浦雅春)である。演劇と映画を中心に組まれた講義には、学生の関心も高く、

教室には今年も多くの学生が集まり、質疑応答が活発に行われた。諮義は日本語で行われたが、

日本語未修学生も多く集ま ったため、昨年と同様に南京大学日本語科の学生による同時通訳が

行われた。E-Lecrureの一環として同講義の駒場への中継も一部で実施された。

この集中講義は、2009年3月には四回目の記念の講義が実施される。6名の教員によるリ レー

講義の!題目は、 以下のとおりである。「蒼H良が飢た歌舞伎入門J (ドゥ・ヴォス ・パ トリ ック)、

「オペラとナラテイブJ(長木誠司)、「クィア映画論J(清水晶子)、「日本の現代演劇J(内野儀)、

「写真による都市表象の分析J (田中純)、r(近代の超克〉と表象の構造J (高田康成)。今回は特

別講演会 (高橋哲哉)が組まれるとともに、集中講義の開催に合わせて、坂東玉三郎氏による

歌舞伎のレクチャーが初日に|羽かれることになっている。さらに、今回から講義資料の配布や

BBSによる質疑応答が、 EALAIのホームページで行えるように工夫されている。

南京大学では、この集中講義の他に、理系の教育交流として、小島窓道学部長による講演が、

2008年6月に実施されている。

コンテンツの発信 と して 、 『教養のためのブックガイ ド』 の韓国語版が、 ~~t国放送通信大学:出

版音[¥から2008年10月に出版された。これで、同書は中、越、勝の三ヶ図版がそろう こととなっ

た。また表象文化論叢蓄の中国語版もその編集が南京大学で進んでいる。

発信事業としてホームページのさらなる充実を図ったことも、重要でユある。日・中 ・韓 ・越 ・

英の五ヶ国語で発信しているが、とくにBBSを充実させ、次で紹介するテーマ講義の教育効果

を高めるよう努めた。各講義の報告集も多言語で掲載されている。

教養教育の東アジアからの着信

前期課税学生の国際的なキャ リアの育成等を目指して、引き続きテーマ講義を夏学期に[jr<Jn科

した。「アジアの自然災害と人fMJの付き合い方J (担当教員 -小川I正基 ・加藤照之)は、本学:の

アジア研究者の学内ネ ットワークASNETとの共催で聞かれた。自然災害を理系、文系それぞれ

の専門領域の研究者がどのように解明しているかを示す講義で、おりしも続発したアジアの自

然災害を、すぐさま講義に折り込み、さらにBBSを活用して学生との質疑応答を行うなど、学

生のま[1的興味をかきたてるものとなった。 本講義は、 地震研究所との共同講義だが、 前 J~] F.県程

向けの講義を付属研究所と共同で行う際のひとつのモデルとなるであろう。

冬学期は、 E-Lectureによる共同講義がソウル大とハノイ大との連携によ って、主に後f~] F.梨程

の学生を対象に開講された。「東アジア経済協力を理解するJ (担当教員 :清水剛、安徳根)は、

東アジアの経済を 日本と般国の視点から捉え、講義と学生の討議を組み合わせた共同講義で、

使用言語は英語である。東大とソウル大の学期や授業コマの|羽前11寺問がずれるなど、技術的な

障害を含め、いくつもの謀題を克服して開講された。担当講師が事前に相互に訪問しあうなど、

周到な準備を重ねて成功に導いたもので、同講義はハノイ大にも中継された。

ハノイ大とは、本学のベ トナム学の一環として、 2008年11月とl月に、ハノイ大教員による

講義と質疑応答がE-Lecrureで、行われ、 3月にもネッ ト中継による質疑応答が予定されている (担

当教員-古田元夫)。講義題目は 「ベトナム戦争と北部における社会主義建設」と「経済の伸長

と社会的公平」である。その際、ハノ イ大から提供された講義の録画映像に日本語の字幕をつ

ける作業を行い、 コンテンツの充実を図った。また、日本学の能義として、「浦島太郎の説話学」

(担当教員.薪藤希史)がハノ イ大日本語学科を対象と して、 12月に行われた。これも、事前に

本学の講義映像をハノイ大に提供し、それにもとづいて講義と質疑応答が行われた。

海外の連携校との講演会等の活動は、2008年7月に教養教育開発機構との協賛で、ソウル大学

校国際大学院の教員 ・学生を迎えて「日韓合同セミナー2008Jが実施されている。
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J 2008年度に却する大学院総合文化研究科・教聾学部

文科省の補助金を得たプログラムとして、その最終年度にあたり、南京大学より張栄副学長、

趨亜軍国際交流合作処主任の二人を迎えて、最終評価が2009年2月に行われた。南京大学はEALAI

事業の連携先であり、集中講義など多くの活動を行ってきたが、評価活動を通して、本学の教

養教育の全体像とEALAIの活動の関連を理解していただき、今後の交流の継続に向けて、双方

の理解をより深めることができた。

EALAIは本学の自己資金と外部資金を活用して、今後もその活動が展開される。南京大学に

おかれた東京大学リベラルアーツ南京交流センターも、本学の海外拠点として次年度も継続さ

れることになっている。 EALAIは、この4年間の成果を基礎に、今後も東アジアの教養教育の交

流に、より大きく寄与していくことであろう。

E且AIの活動は、ホームページ (http://www.ealaI.c.u-to勾o.ac.jp/)に詳しく紹介されており、

これを参照されたい。

(超域文化科学専攻刈間文俊)
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14 ドイツ・ヨーロッノ河汗究センター(DESK)

ドイツ ・ヨーロッパ研究センター (DESK)の活動は、大学院総合文化研究科に設置された「欧

州研究プログラム (ESP)J (修士課程)、「日独共同大学院プログラム(IGK)J(博士課程)とい

う二つの教育プログラムをjl!lllに展開されている。

欧州研究プログラムは、 ドイツ ・ヨーロッパ研究センターを主たる調整組織とする大学院修

士課程の教育プログラムである。本プログラムには、大学院総合文化研究科文系専攻の修士課

程に所属する学生が登録できる。現在の登録学生数は17名である。この欧州研究プログラムに

参加する学生は、所属専攻のカリキュラムに加えて、本プログラムのプログラム科目を規定の

方法で履修した場合、「修士 (欧州研究)Jの学位を取得できる。本プログラムは、 「欧州研究」

という名称の学位を授与する教育プログラムとしては、日本ではじめて設置されたものである。

欧州研究プログラムでは、主として現代欧州の政治、経済を研究対象とする学生に、ディシ

プリンに基づく方法と最新の知識を幅広く身につけさせることを目的とするプログラム科目が

|朔講されている。必修科目は、プログラム全体を備隊する輪講 「現代的〈州研究の方法J (2単位)、

基本文献の講読を通じて欧州研究の基礎を身につける「スーパーヴァイズド ・リーデイングス

1 . n J (4単位)の計6単位である。さらに、欧州研究の基礎を講義で身につける選択必修科el
(1欧州統合史、欧州政治論、 EU法、欧州公共秩序思想、現代ドイツ基層論)から2科目 (4単位)

以上、演習形式で研究を深める展開科目もしくは各種セミナーへの参加やインターンシ ップな

ど実践的な学修成果が認定される発展科目から2科目 (4単位)以上の計8単位を履修する。以上

の計14単位の科目履修に加えて、各自の関心にもとづいた研究テーマを設定し、修士論文を作

成することが課される。

2008年度には、主としてこの臥州研究プログラムに参加する学生を対象として二つの海外学

生セミナーが開催された。ひとつは、 昨年度に引き続き、ドイツ ・ザールラントナト|のヨーロッ

パ ・アカデミ ー・ オッツェンハウゼンにて9月に実施された rEuropeanFa!! AcademYJ (使用言

語 :英語)である。この秋期セミナーは、 ASKO欧州財団 (在ザールブリユツケン)、ヨーロッ

パ ・アカデミ ー・ オッツェンハウゼン、 トリア大学、 ドイツ ・ヨーロ ァパ研究センタ ーの凶者

の協力によるものである。「グローパルアクタ ーとしてのEUJをテーマに実施された今年度の

セミナーでは、 トリア大学のJ.シル ト教授、 H'W 'マウル教授らによる講義と演習が行なわ

れたほか、臥;州議会、欧州委員会などブリュッセル、ルクセンブルクの欧州諸機|共!の視察もプ

ログラムに組み込まれた。単なる文献研究の枠組みを超えて、現代欧州の最新知識を経験にも

とづいて取得する ことを重視する欧州研究プログラムにと っては、プログラムの趣旨に合致し

た重要なセミナーである。

さらに今年度は、新たに、 姉妹センターである北京大学ドイツ研究センター (ZDS)と協力

して、 DESK-ZDS合同法学入門セミナー (使用言語 ドイツ諾)も開催された。11月に北京大

学で実施された本セミナーでは、 ドイツ学術交流会 (DAAD)派遣講師でもある大学院法学政

治学研究科のTh.ヘネ客員准教授が講師をつとめ、両センターに関わりのある学生が日中両国

から参加した。セミナーのテーマは ドイツ法入門であり、講師による公開講演、講習、模擬裁

判の三部から構成された。述邦tljlJにはじまり、言論の自13:1、民法上の意思表示から刑法上の弁

明理由にまでおよぶl幅広い問題に目を配り、法解釈学、法11，IJ史、法理論の三つの観点を深く結
び合わせながら、 しかも日 中独の三カ国の視点を織り交ぜて行なわれる充実したセミナーとな

った。

この欧州研究プログラムに加えて、 ドイツ ・ヨーロッパ研究センタ ーは、大学院総合文化研

究科博士課程に専攻横断的に設置されている日独共同大学院プログラムのコーデイネートも担

っている。日独共同大学院プログラムは、日本学術振興会とドイツ研究協会 (DFG)が進める

匡l際共同大学院プログラムのプロジェクトのひとつであり、 ドイツのマルテイン ・ルター ・ハ
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ティーフェンゼー独交通 建設 ・都市開発大

臣講演会「気候変動とモビリテイ J

I l008~f 岐におけるk学院総合文化研克科教毘宇都

レ・ヴィッテンベルク大学 (ハレ大学)の第一哲学部をパートナーとして、学生の長期留学支

援、相互研究指導、共同セミナ一等の共同教育を行なうものである。

日独共同大学院プログラムが重視するのは、大学院博士課程における学生交換、教員交換の

規模拡大と恒常化である。プログラムに登録した学生はそれぞれが所属する大学で最終的に学

位を取得することになるが、その過程で、パートナー校に長期(j学期以上)に留学し、パート

ナー校の指導教員による研究指導を受ける。2008年度には、大学院総合文化研究科のプログラ

ム登録学生20名のうち 6名をハレ大学に派遣しハレ大学からも l名が来日した。同じく教員に

ついても、集中講義や共同研究のための滞在が相互に行なわれている。また、こうした人的交

流の促進とならんで、国|祭共同教育の制度と方法論を確立すべく、日独双方で開講される科目

を含む独自のプログラム科日を開設し、共同教育のカリキュラム化に も努めている。さらに、

春季 (東京)、秋季 (ハレ)の2図、日独双方のプログラム参加教員と学生が一堂に会して、教

員の講義、少人数討論 (ワーキンググループ)、全体討論、学生の個別研究報告等を組み合わせ

た一週間ほどの集中的な共同セミナーも開催し、共同研究テーマ「市民社会の形態変容一日独

比較の視点から」について集中的に議論を深める場を設けている。こうした共同教育、共同研

究の成果は、ゆくゆくは論文集にまとめて日独両国で刊行される予定である。この日独共同大

学院プログラムは、国際的なパートナーシ ップのなかで短期間で優れた博士論文の作成を目指

すという点において、大学院同士課程の国際化、若手刷究者養成の効率化に大きく 貢献するも

のといえる。

ドイツ・ヨーロァパ研究センターの教育プログラムには、正規学位を授与する上記の二つの

プログラムのほかに、学生に論文作成のための現地調査旅費を支援する奨学助成金プログラム

や日独会議通訳養成プログラムなどがある。2008年度も、 多くの学生がこの奨学助成金プログ

ラムに基づいてヨーロ yパでの現地調査を実施した。

教育プログラムとならんで、 ドイツ・ヨーロッパ研究センタ ーのもう 一つの活動の柱である

研究プロジェクト分野では、今年度も多くのシンポジウムやセミナーが開催された。とりわけ、

1:1仏会館、大学院経済学研究科現代ヨーロ ッパ経済史研究教育ユニットとの協力の下、 二日間

にわたって開催された国際シンポジウム 「欧州統合の半|笠紀と東アジア共同体J (4月18、19日)

は、独仏両国から招いた4名ずつのゲストに日本からの報告者を加えた凝りだくさんのシンポジ

ウムとなり、半世紀にわたる欧州統合の歩みを殴州統合の推進力となった独仏関係を車111にふり

かえるとともに、欧州統合の現状と今後の展望について議論した。また、 2008年はドイツ・ヨ

ーロ ッパ研究センターの最大の支援者であるドイツ学術交流会の東京事務所開設30周年にあた

るため、記念行事の一環としてドイツ学術交流会との共催で公開セミナー「風力発電と代替エ

ネルギ一政策J (11月7日)を開催した。 ドイツ・ヨーロッパ研究センターではこれまでも環境

関連の催事をいくつか手がけてきたが、本セミナーを端緒として、大学院総合文化研究科の理

系専攻のみならず、大学院工学研究科ほか、理系の研究者との本格的な提携が進展することが

期待される。

ドイツ・ヨーロ ッパ研究センターではこのほかにも、随H寺、日本を訪問した研究者や要人を

招し、て講演会やセミナーを笑泊している。たとえば、 ドイツのw.ティーフェ ンゼー交通 ・建

設 ・都市開発大臣の来日時にも講演会を企画し、大臣の講演「気候変動とモビリテイ」に引き

続き、大学院工学研究科の中村英夫名誉教授 (武蔵工業大学学長)、先端科学技術センターの山

口光恒特任教授らとのパネルデイスカッションが行なわれた (10月22日)。そのほかにも、 ドイ

ツ学術交流会のCh・ボーデ事務総長 (5月29日)、デイ ・ツァイト紙元共同発行人のT.ゾンマ

一氏 (4月15日)の講演会等を開催した。

ドイツ・ヨーロッパ研究センターの活動は、ドイツ学術交流会が支援するアジア初のドイツ ・

ヨーロッパ研究センターとして2000年10月に前身であるドイツ ・ヨーロッパ研究室が活動を開

始したときから数えて9年目を迎えた。この聞にドイツ・ヨーロッパliJl究センターが関わる教育

プログラムは飛躍的に充実し、安定感を増してきた。 ドイ ツ学術交流会による支援は2010年を

もって終了する見通しだが、その先の展開を視野に入れ、これまでの活動のなかで築いた教育

研究、社会連繋、国際協力の枠組みをさまざまな形で強化しながら、 一層精力的な活動を展開
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していくこととしたい。

なお、 ドイツ・ヨーロッパ研究センターとその関連活動についての詳細は下記ウェブサイト

をご参照いただきたい。

ドイツ・ヨーロッパ研究センター (DESK) http://www.desk.c.u-rokyo.ac伊/

欧州研究プログラム (ESP) http://www.desk.c.u-rokyo.ac.jp/j/ esp.html 

日独共同大学院プログラム (IGK) http://igk.c.u-tokyo.ac.jp/ 

(ドイツ・ヨーロッパ研究センタ一 川喜田敦子)
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1 200ドFI虻におけ7，，)(詐院総h.主化研吃科ー教長?部

15 ["""人間の安全保障」プログラム(HSP)

平成16年度 (2004年度)に大学院総合文化研究科の全う専攻を横断する形で発足した大学院

教育プログラム「人/ltJの安全保障」プログラム[以下、旧作祢HSPを用いて表記する](修士課程・

博士課程)も、 2008年度にう年目を迎えることになった。 2008年度の活動の概要を報告する O

HSPの活動の詳細については、ホームページ (http://hllman-security.c.ll-tokyo.ac伊)を参照して

頂きたし、

教育

HSPは2008年度第3代I1の修士課程修了生を送り出した。また、新たな博士号A授与者はいなか

ったが、準備段階としてプロポーザル・コロキアム、リサーチ・コロキアムの修了者が数多く

現れ、近い将来の博士号量産が期待される。本年度の入進学者は、修士謀程が16名[社会人特

別選抜2名、一般選抜14名(うち外国人2名)J、博士課程は8名[社会人特別選抜4名、一般選抜

4名(うち外国人l名)]である。

HSPでは、運営委員である高橋哲哉と山影進を編者として F人間の安全保障』と題した教科

書を、 4月に東京大学出版会から刊行した。構成は以下のとおりである。まえがき、序 地球社

会の課題と人間の安全保障(山影進)、 I歴史の教訓、〈誰〉をめぐる問いかけ~マダガスカル

の歴史から(森山工)、なぜ独立|五|家を求めるのか~ギリシアからコソヴォまで(柴立弘)、ジ

ェノサイドという悪夢(石田勇治)、 H文化の潜勢力、差別・暴力の表象と他者~エドワード・

サイードのメッセージ(林文代)、読み書きと生存の行方(中村雄祐)、点字の歴史と構造~音

声言語と盲人をめぐるリテラシー(古川雅之)、 E経済発展の未来、貧困削減をめざす農業の試

練(木村秀雄)、環境と向き合う知忠のおIJ造~沖縄農業の挑戦(永田淳IIIII;J)、サステナピリテイ

と地域の力(丸山真人)、町社会の再生、越境する人々~公共人類学の構築に向けて(山下晋司)、

深化するコミュニテイ~マニラから考える(中丙徹)、「つながり」から「まとまり」へ~中国

農村部の取り組み(岡原史起)、 V平和の実現、崩壊国家のジレンマ(遠藤貢)、平和構築論の

射程~難民から学ぶ平手11構築をめざして(佐藤安倍)、新しい日本外交~ I人間の安全保障」の

視点から(大江博)、平和構築の現場~日本は東ティモールで何をしたのか(旭英昭)、結/人

間存在の地平から~人間の安全保障のジレンマと責任への聞い(高橋哲哉)コ

研究

HSPの母体である「国際研究先端大講座」は外部資金を導入して、さまざまな共同研究を実

施してきた。まず、本プログラムを母体にした共同研究 IW破綻国家』の生成と再生をめぐる学

際研究J (文部科学省科学研究費補助金基盤研究A)を実施した。この成果の一部は、社会連携

のところで述べるさまざまなシンポジウム・セミナ一等で活用・発表されており、社会に対し

て積極的に発信されている。

また、社トJ[法人青年海外協力協会より、「国際協力におけるボランティア事業の有効性の検証」

を引き続いて受託し、研究会・報告会を開催すると同時に、アフリカの4地域(ザンピア、ウガ

ンダ、マダガスカル、タンザニア)において現地調査を実施した。この受託，fiJf究の成果は2009

年夏に最終報作書としてまとめられると [lij時に、秋には大規模な公開シンポジウムが開催され

る予定である。

社会貢献

本プログラムでは毎年数多くのシンポジウム・セミナー・講演会・フォーラムを開催してい

たが、 2008年度も以下に列挙する活動を行ってきた。

うl



1 HSP主催シンポジウム

・ロパート・ゼーリック世界銀行総裁との政策対話 (0う130)r世界銀行の使命と人間の安保

障」モデレーター:船橋洋一(朝日新聞主筆)、第一部「ゼーリック総裁を囲むパネルデ

イスカッション」パネリスト:佐藤安信 (HSP)、中西徹(東京大学)、第二部「ゼーリッ

ク総裁と学生とのデイスカッション」

. HSPシンポジウム2008春 (06/28)r r人間の安全保障』の世紀へ」総合司会:山影進 (HSP)、

開会挨拶:小島憲道(東京大学教養学部長)、基調講演 rr人間の安全保障』の未来_r人

間の安全保障委員会』最終報告書からう年を経過して」緒方貞子(国際協力機構理事長)、

第一部 rr人間の安全保障」に人文知は何ができるか?Jパネリスト:柴宜弘 (HSP)、林

文代 (HSP)、森山工 (HSP)、菅野稔人(津田塾大学)、第二部 n人間の安全保障』は持

続可能か?Jパネリスト:遠藤貢 (HSP)、佐藤安信 (HSP)、丸山真人 (HSP)、長有紀

枝(ジャパン・プラットフォーム代表理事)、閉会挨拶:木村秀雄 (HSP)

. HSPシンポジウム2008秋1(J 1103) r人間の安全保障と国際法J(東京大学教養学部教養

教育開発機構、東京大学教養学部アイコム委員会 共催)総合司会:山影進 (HSP)、開

会挨拶:木村秀雄 (HSP)、木畑洋一(東京大学)、[第一部]特別講演「人間の安全保障

と国際法J 小和田恒(国際司法裁判所判事)、司会:旭英昭 (HSP)、[第二部]パネル討

論「人間の安全保障から見た国際法秩序と国内法秩序」司会:佐藤安信 (HSP)、パネリ

スト:小寺彰(東京大学)、演田邦夫(弁護士、元最高裁判事)、フイリップ・オステン(慶

応義塾大学)、野口元郎(国連アジア極東犯罪防止研究所教官、外務省国際局付検事、カ

ンボジア特別法廷最高裁判所国際判事)、[第三部]パネル討論「グローパル化する世界に

おける人間の安全保障」司会:遠藤貢 (HSP)、長有紀枝(難民を助ける会理事長)、ヨハ

ン・セルス(国連難民高等弁務官事務所駐日代表)、土井香苗(ヒユマン・ライツ・ウォ

ッチ東京ディレクター)、戸田隆夫(JICA研究所上席研究員)、閉会の挨拶と総評:山影進

(HSP) 

. HSPシンポジウム2008秋2(11108) r国際問題としての国家破綻」開会挨拶:山影進 (HSP)、

第一部「未承認国家と破綻国家」司会:Il~影進 (HSP) 、パネリスト:柴宜弘 (HSP) 、中

井和夫(東京大学)、遠藤貢 (HSP)、第二部「アメリカの武力行使と国家破綻」司会:古

川元(ヒ智大学)、パネリスト:石田淳(東京大学)、酒井啓子(東京外国語大学)、田中

浩一郎(財団法人日本エネルギー経済研究所中東研究センター長)

2 HSPセミナー(駒場2007に未掲載の前年度分を含む)
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第44回 02/0う 「防災分野での世界銀行の取り組みJ (遠隔セミナー)講師:サロージ・ジ

ャー(世界銀行防災グローパル・ファシリテイ GFDRR事務局長)

第毎回 02119 r国連安保理における意思決定過程の分析視角2J(講演会)報告者:松浦博

司(外務省経済局経済統合体課長)、(共催)r科学研究費補助金 rr破綻国家』の生成と再

生をめぐる学術研究」

第46回 0う120 r紛争地における赤十字国際委員会J (ワークショップ)報告者:藤井卓郎

(赤十字国際委員会)、長嶺義宣(赤十字国際委員会、 HSP博士課程)、司会:旭英昭(HSP)

第47田 町129 rr白パラの祈り ゾフィー・ショル、最期の日日』鑑賞会J (ワークシヨツ

プ)冒頭解説:石田勇治(東京大学)、研究発表:鈴木洋一(学習院大学4年)、司会:佐

藤安倍 (HSP)

第48回 06/0う 「ストリートチルドレン支援活動を通して見えてきたパングラデツシユの可

能性:エクマットラ活動報告J (講演会)講師:渡辺大樹(エクマットラ)

第49回 06/18 rアフリカの国家変容の現実と理論:ソマリアを事例としてJ (講演会)報

告者:遠藤貢 (HSP)、(共催)r科学研究費補助金 rr破綻国家』の生成と再生をめぐる学

術研究」

第うO同 07/11 rチャドの国家破綻とダルフール紛争J(講演会)報告者:武内進一(JETRO

アジア経済研究所)、(共催)r科学研究費補助金 rr破綻国家』の生成と再生をめぐる学術

研究」
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第う1[凶 09114 i地需除去に挑む:豊かで、平和な大地への復興J (講演会)講演者:雨宮清

(山梨目立建機株式会社)、コメント:長有紀枝(難民を助ける会)、(共催)東京大学産学

連携本部、平和構築研究会

第う2台[ 10/22 連続セミナー(JOCAオープンカレッジ)i]ICAボランテイアと国際協力活

動」第l回 i]ICAボランティアと人間の安全保障」講師:木村秀雄 (HSP)、岡部恵子(JICA

帰国隊員支援室)、(共催)青年海外協力協会(jOCA)

第日回 10/2う iHSP学生による2008年夏期休日院中のフィールドワーク発表と懇談会J(ワ

ークショップ)ファシリテーター:佐藤安信 (HSP)

第う4[日[ 11/0う 「ミレニアム・ビレッジJ (講演会)講師:ベンジャミン・ボドナー(コロ

ンビア大学医学部)コーディネーター:遠藤貢 (HSP)、(共催)コロンビア大学地球研究

所、ミレニアム・プロミス・ジャパン

第うう回 11114 iFormalization of Customary Land Rights and Development Issues in Africa: 

The CぉeofTanzani且J(講演会)、講演者:Hiromi Amemiya (Toyama Universiry) 

第う6回 11121 iLaw Reform Technical Cooperation for Human Securiry: IDLO's Experi-

encesJ (講演会)、講演者:Bill Loris (International Development Law Organization) 

第う7回 11126 連続セミナー(JOCAオープンカレッジ)i]ICAボランテイアと国際協力活

動」第 2回 i]ICAボランテイアと同際保健」議向[i:崎坂香屋子(東京大学医学系研究科助

教)

第う8同 12/0う 連続セミナー「難民を保護するのは誰か」第l回「グルジア:今何が起きて

いるのかつ 分割・独立と国内避難民を中心にJ ，溝師:墓田桂(成院大学)

第う9回 12/06 連続セミナー「難民を保護するのは誰か」第2~司「私は行った、見た、感じ

た~中東から考える人間の安全保障・難民の悦点から」講師:藤屋リカ(JVC)

第60[U[ 12/08 連続セミナー「難民を保護するのは誰か」第3回 iCurrent Situation of Refu-

gee Assistance and Refugee StudiesJ講師:Barbara Harrell-Bond (American Universiry in 

Cairo) 

第61l匝[ 12110 連続セミナー「難民を保護するのは誰か」第4回「民族と国家:共存は可能

か? 民族構成がマケドニアにおける地方自治や朝i民政策に及ぼす影響を中心に」講師:

中内政貴(平和・安全保障研究所)

第62[iJJ 12112 連続セミナー「難民を保護するのは誰か」第う回「山ユーゴスラビアにおけ

るNGO活動と難民・避難民:政府の手の届かない場所における市民社会の役割とは」講

師:須田浩之(国際ボランテイア連絡会議)

第63[b[12117 連続セミナー(JOCAオープンカレッジ)i]ICAボランテイアと国際協力活動」

第3回「グローパル・ヘルスのための人間の安全保障アプローチ」講師:神局自E峰(東京

大学医学系研究科教授)

第64回01109 連続セミナー「難民を保護するのは誰か」第6回「パレスチナ難民の法的地位

と保護をめぐる問題ーナクパ60年後に求められる支援の諸側面 」講師:錦町愛子(東京

外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所/rjl東地域研究)

第の回 01114 連続セミナー(JOCAオープンカレッジ) i]ICAボランテイアと国際協力活

動」第41口[i農村女性のエンパワーメントと社会変容」講師:藤掛洋子(東京家政学院大

学准教授)

第66回 01116 連続セミナー「難民を保護するのは誰か」第7回「難民の負担分配と国際法

難民にはどこに行ってもらうのか? コソヴォ難民の「航空移送」を手がかりに」講師:

山本哲史 (HSP特任研究員/国際法)

第67回 01/23 連続セミナー「難民を保護するのは誰か」第8回「難民保護の新形態つ EU 

境界線における庇護手続の現在の実行および難民の出身|五iにおける保護を中心に」講師:

佐藤以久子(絞美林大学/同際難民法[庇護法]、国際人権法、国際法)

第68回 02/08 iカンボジアから考える平和構築J (講演会)講師:コル・パンニャー(カ

ンボジア自由公正選挙委員会事務局長)、坂野一生(カンボジア市民フォーラム世話人/
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カンボジア司法省アドバイザー)、コメンテーター:熊岡路矢(カンボジア市民フォーラ

ム共同代表世話人/HSP客員教授)、コン・テイリ(名古屋大学法政国際教育協力研究セ

ンター准教授)、共同司会:佐藤安信(カンボジア市民フォーラム世話人/HSP)、山田裕

史(カンボジア市民フォーラム事務局長/上智大学アジア文化研究所特別研究員)

共催・後援行事

う4

・「平和構築とビジネス」第六回研究会 (06/09)rCSRと平和構築J (共催)HSP、東京大

学産学連携本部，平和構築研究会

・「スーザン・ジョージ講演会『破綻のグローパリゼーション、グローバリゼーションの破

綻J (科学研究費基盤研究 (A) rデニズンシップ:非永住・非同化型広域移民の国際比較

研究」主催、東京大学大学院総合文化研究科地域文化研究専攻、アメリカ太平洋地域研

究センター (CPAS)、「人間の安全保障」プログラム (HSP)、教養学部地域文化研究学

科フランス分科共催) (07/01) 

・「平和構築と人権『カンボジ、ア特別法廷の挑戦JJについてJ (ヒューマンライツ・ナウ-

HSP共催)(12119) 

(r人間の安全保障」プログラム 木村秀雄)
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16 共生のための国際哲学教育研究センター(UTCP)

UTCPの体制と理念

文部科学省の21世紀COEプログラム 「共生のための国際哲学交流センター」を引き継ぐ形で、

「共生のための国際哲学教育研究センタ ー (UTCP)Jは、 2007年10月にグローパルCOEプログ

ラムとして開始された。UTCPの休1111Jは小林康夫拠点リー ダーを含む23名の事業推進担当者、 2

名の特任講師・ ~.務員、約20 ;G， のPD. RA若手研究員、数名の若手共同研究員からなる。

UTCPは、「共生」という根本理念のもとに人類の未来を切 り開く哲学的な思考を探求するた

めに、次の二つの目標を掲げている。

1)前UTCPが形成したアジア-北米 ・西欧の三極の学術的国際交流をイスラーム図を加えて

さらに拡充させる。グローパリゼーションという前代未聞のH寺代における「人間存在の再定義」

を試みるべく 、哲学的な共同研究ネ ットワークの拠点形成を目指す。2)総合的な思考能力を有

する若手研究者をあくまでも実践の場において育成する高度な教育的機能を充実させる。また、

21世紀における 「共生」の哲学的可能性をめぐる教育研究成果を国内外に多言語で発信する。

「



Perspective)を読む」を実施した。7月、実際にプリンツ教授を招J[呼し、 一般向けの講演会から

若手研究者の発表からなる小規模セミナーまで61::1聞に及ぶ連続プログラムを成功させた。11月、

信原幸弘ゃに~' i翠栄輔ら4名はワシントンDCでの「ニューロエシ ッ クス・ソサイエティ第I四年次

大会」に参加し、各々の関心に沿ってポスタ一発表を行い、 UTCPの脳神経倫理学に対する取

り組みを紹介した。また、若手研究者の主導による「エンハンスメントの哲学と倫理」プログ

ラム、 TokyoColJoquium of Cognirive Philosophy (TCCP)も併催され、第l音1¥門の活動に多層的

な厚みを加えている。信原幸弘 ・原塑の編集によ って、脳神経倫理学の全体的な展望を描く待

望の書 『脳神経倫理学の展望J (勤草書房)もi'IJ行され、 9月に合評会も開催された。

第2部門 「時代と無意識J (小林康夫・原和之担当)

歴史的時間性を実存者にとっての根源的な経験として考察し、実存と|時間とがロゴスにおい

て調停される「歴史の哲学」を探究するプログラム。PD研究員の森田園 ・大竹弘二による「歴

史哲学の起源」プログラムと合同演習の形をとることで、 今年度はハイデガ一、ベンヤミン、

シュミ ット、デイルタイ、レオ ・シュトラウス、リオタール、ブルーメンベルク、カン卜など

が議論の組上に載せられ、濃密な議論が展開された。2008年はパリの68年5月革命から40年、

イスラエル建国から60年の節目だが、これらの歴史的契機とその諸問題を討議する会も企画さ

れた。7月、モイシュ ・ポストン教授を招J[事し、近代の世界像の根幹をなす 「資本」の問題を多

角的に議論する連続講演会を開催した。同部門の枠で、 7月、 j東和之はチャールズ ・シェパード

ソン教授を招lP~し、 『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『㠀『『倀　『『『『『〆鉂『『『『　똀〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮〮㓉墵ૃԀ〮『぀〮먀〮〮〮〆耮「渀〢〮〮猂〮〮ぎ〮〮〮〮『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『　ఀ『æ『케『㲠　『㰀『㓰฀『㢞㠀　က『『ꀀ『촀℀『　㜀㰀『『





17 進化認知科学研究センターの設立

21世紀COEプログラム「心とことば 進化認知科学的展開」の終了

21世紀COEプログラム「心とことば一進化認知科学的展開J (平成 l ラ年度~19年度)は、 2008

年3月をもって終了した。う年nuを通じて事業推進担当者 (23名:うち3名は部分参加)が発表し
た研究成果は、査読付き学術論文392編、著書18冊、翻訳書61冊、 11t[際学会/シンポジウムでの

招待講演49件、国際学会/シンポジウムでの発表273件であった。さらにプロジェクト担当教員

(ラ名)、拠点形成特任研究員 (PD; 36名)、拠点形成アシスタント(学術研究支援員、 RA:46 

名)も合わせると、研究成果の合計は、査読付き学術論文う11編、著書24冊、翻訳書8冊、|五l際

学会/シンポジウムでの招待講演の件、国際学会/ノシンポジウムでの発表330件である。これら

の業績数は、文理融合領域としては、十分なものであり、業績面でみても拠点形成の目的は達

成できたc

具体的研究成果としては、「事象関連電位法を用いた語形成の脳内メカニズム(伊藤)J、「乳

幼児や自閉症児の認知神経科学的研究(関、長谷)lI)J、「エチオピア産人類化石資料を対象とし

た進化研究(諏訪)J、「類人猿比較ゲノム解析(石田)Jなどが、多数の国際レベルの研究成果

を産出したG また、特任研究員・博士課程学生など若手研究者による新たな研究テーマも多数

創Hlされた。たとえば、「自閉症児におけるあくび、の伝染」や「チンパンジーの脳活動計測」は

世界に類を見ない先端的研究といえ、前者は、ロイタ一、 BBCをはじめとして海外の主要メデ

ィア多数に紹介された。これらの研究成果は、「生物としてのヒト」というスローガンを追求し

た結果であり、当初目的である「人間統合科学の創成」における基盤が現時点において確立さ

れていることを示している。なお、人材育成の成果として強調すべきは、若手研究者が、「文部

科学大臣表彰若手科学賞」を合む計%件もの受賞、顕彰を受けたことである O

プログラム終了後、事後評価を受けたが、その結果は2008年12JJに次のように公表された。

「研究の場の提供、教育プログラムの設定など、拠点形成の基礎的な支援が行われ、そのうち、

特にCOEラボは活動の拠点として研究者間の密な交流と研究の進展に重要な役割を果たすなど、

拠点形成の目的は概ね達成された。人材育成面については、学外からも広く集めた若手研究者

の研究活動は、 COEラボを中心に板めて活発に行われ、その結果、量的にも質的にも優れた成

果をあげているc 囲内及び国際学会での発表、多数の賞の受賞など、国際的な展開が著しい。

この他研究の立案、多様な研究交流、成果の公表など、研究の内外への発信が活発であり、若

手研究者による積極的な活動が日立つなど、人材養成の実をあげている。

研究活動面については、これまで心理学と言語学、臨床科学など各分野で活発な研究が行わ

れてきたが、本プログラムによって進化と認知科学の視点を導入し、各分野の研究に従来にな

い研究を触発し、同時にこれまで別個の領域とされてきた研究をきり結ぶなどの努力を重ねて

きている。その結果、複眼的学|努的な研究を心理学、言語学、認知|科学、臨床科学などの領域

で多数生んでいる。全体を統ーしたような概念形成や、各分野の総合化についてはやや課題を

残しているように見受けられるが、今後、内外の研究に対して埋論及び方法論の両面で大きな

貢献をすると期待できる。

事業終了後については、これまでの活動の経験を生かして、ハード面ソフト面の工夫が行わ

れることは本プログラムの成果であると同時に、進化認知科学研究センター設立上の課題であ

るが、センター設立の決定については、本研究の重要性と研究成果を評価した大学及び、学内構

成員の姿勢であり、本プログラムの成果として評価でき、研究の一層の進展が期待できる。今

後さらに分野間の交流と統合が言|られることに期待したい。」

進化認知科学センターの設立

上述のような21世紀COEプログラムの教育研究上の成果と資産を受け継ぎ、 2009年l月l日付
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アジアゾウの言十数能力に関する実験風景

I 2006WI主におけるk学院総什文化研究科教控宇部

けで、学内措置の研究センター「進化認知科学研究センター」が設立された。センターの研究

目的としては、大きく次の三点を掲げた。])20世紀後半に発展した融合科学としての認知科学

を超えて、認知]脳科学、言語科学、進化人類学 ・進化心理学、遺伝学、情報科学の連携により、

ヒ卜の心について 「機構Jr機能Jr発達Jr進イ七」の各レベルから理解を深め、 21世紀型の領域

横断的統合人間科学の構築を目指す。2)研究の場を提供することによって学際的 ・複合的な視

野'を持ちうる優秀な若手研究者を養成すると同時に、最先端の研究内容を学部 ・大学院におけ

る授業等の教育にフィードパックして行く 。3)現代人が抱える心の諸問題の陥J決、心身双方の

バリアフリ ー社会の実現を目指した基礎研究を行う。

iH，化認知科学研究センターでは、先端技術研究センターをはじめとする他部局からの人間科
学分野の研究者を迎え、さらに21世紀COEのポス ドク経験者、 理化学研究所、京都大学こころ

の未来研究センタ一等を中心とする学外研究者との交流も継続する ことによ って、人間研究の

開かれた拠点を目指していきたい。また、現在、議論が進んでいる後期課程改革においても、

高IJ専攻として履修できるプログラムを提供する予定である。

本年度のセンターの活動のうち、アジアゾウの認知能力に|羽する研究は、世界各国のマスコ

ミで大きく取り上げられたので、ここでも簡単に紹介しておこう。アジアゾウは体重の大きさ

の影響を割りヲ|いてもなおヒトやチンパンジーに準じる程の大きな脳を有し、 長寿命で、複雑

な社会生活をすることから、高次な知性を持っているだろうと長年予想されてきた。しかし、

実験動物としては扱いが難しいため、実証的な調査がほとんどなされてこなかった。本センタ

ーでは、 21世紀COEに引き続き、日本各地の動物園でアジアゾウの実験を行い、その結果、数

の大小判断実験や足し算実験を過して、アジアゾウの数量認知能力が他種と比べても優れてい

ることを示した。足し算の能力については、たとえば5+1と3+4といった和の大小判断をさせ

たと ころ、7割から9割の正答率だった。また、ゾウがコミュニケーションに低周波音を用いて

いることは知られていたが、(株)熊谷組との共同研究で音源探査装置 「音カメラ」を用いて、

低周波音利用のコミュニケーションの詳細を検討し、従来の報告とは違って、見える範聞の短

~1~VJlíでも 用い られていることがわかった。 これらの結果は、 New Scientist、Times、Discovery

Channel、NHKrニュース7J、共同通信社 「時の人」、テレビ朝日、ニッポン放送、 J-waveなど

で報道された。

(生命環境科学系 長谷川寿一)
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18 美術博物館

2008年度に美術博物館で開催した展示会 ・関連イベントは以下の通りである。

「所蔵品展古写真に残された一高」

本展覧会は2008年3月28日(金)から6月30日 (月)まで開催された。旧fljlJ第一高等学校 (以

下一高と略称する)は教養学部の前身にあたる。さかのぼれば明治7(1874)年の東京英語学校

の設立以来、組織と呼称、の変更を繰り返し、場所を神田一ツ橋から本郷向ケ丘、そして昭和10

(1935)年には駒場へと移して、昭和25(1950)年の廃校に至るまで長い歴史を紡いで=きた。

一高は近代国家建設のための人材育成を目的として創設されたとはいえ、その学生生活は学

業だけに尽くされるものではなかった。教養学部が新入生を迎える新年度の|時期に開かれた本

展覧会は、古写真が捉えた当11守の学生たちの多様な姿を通して、 一高の歴史に触れ、駒場キャ

ンパスの成り立ちに目を向ける機会となるべく企画されたのである。

展示は当館が所蔵する一高資料のなかから、明治期を中心に初公開のものも含め写真49点を

選び、そこに10点の関連資料を加えて構成した。戸外で撮影された写真以外に、スタジオで取

った肖像写真も含まれている。大半は感光液に卵白を用いた鶏卵紙に焼き付けられたもので、

現在のものに比べるとサイズが絡段に大きく、最も大きなものは縦43センチ、横30センチにも

達する。写真が貴重であった時代に、 一高の学生たちがいかに厚遇されていたかがよく分かる。

全体の構成は、初めに校舎など建造物の写真を並べて一高の歴史をひもとき、続いて野球、

端艇 (ボート)、柔道、撃剣 (剣道)、文芸といった各種の部活動の記念写真、箪事教練の一環

として行われた東京郊外への行軍の桜子、そして最後に卒業写真というセクションに分けて展

示した。今回展示できなかったものを含め、当館が所蔵する一高関係の写真には端艇と野球関

連のものが群を抜いて多く、それらの当時の人気ぶりが窺える。

プロフェッショ ナルの競技団体が存在しないH寺代、学生スポーツは人々に娯楽を供し、それ

を通して欧米諸国のスポーツが日本に移入されたのである。例えば、ベースボールに野球の訳

語をあてたのが、 写真のなかにも登場している一高出身の中馬庚で、初出が明治28(1895)年

の学内誌 『校友会雑誌号外』であったという事実も、そのことの一環である。写真に残された

情報のひとつひとつは些末なものかもしれないが、本展覧会を通して、 一高の古写真が単なる

学校の記録という性格を超えて、日本近代を考察する上で重要な示唆を与えてく れるものであ

ることが見えてきた。

なお本展覧会は所蔵品展で、あるため来館者の調査はしていない。土 ・EIII程日を休館としたた

め、会期は64日間であった。

rbehind the seenアー ト創作の舞台裏」

本展覧会は、 2008年月 10月11日 (土)から12月7日 (日)まで、 主催 'behi nd rhe seen アー

ト創作の舞台裏」実行委員会、美術博物館、共催大学院'情報学環 ・学際情報学府、教養学部附

属教養教育開発機構で開催された。

この企画は、通常の美術展でみられるよう な作品 (rheseen)ではなく、その裏側 (behind)

にある、「作品が作り上げられるプロセス」にスポッ トを当てた美術展で、認知心理学の研究室

が、篠原猛史と小川信治というこ人の現代アーテイストを対象に行った二つのケース・ スタデ

ィに基づき、構成されている。

「循環と波動」をキーワードに、多様な作品を創作している篠原獄史氏のケース ・スタデイで

は、 美術博物館が所蔵しているマルセル ・テ‘ユシャン「花嫁は彼女の独身者逮によって線にさ

れて、さえもJ (通称「大ガラス」東京ヴァージョン)に、イ メージを喚起きれて新しい作品ア

イデアの模索が始まり、それが形になるまでの数カ月間の創作プロセスを紹介した。
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1 20 印刷年度におけ 1，; k~t 院総合文化研究科・教It?部

会場内には、新しく制作された篠原氏の作品を、「大ガラス」東京バ ジョンとともに展示し

た。さらに、作品制作途仁に生み出された篠原氏直筆のメモや写真、実際に作品を制作してい

る場面の記録映像等、多数の資料を展示し、その完成度の高い作品の背後に、圧倒されるよう

な量の思考の積み重ねが存在していることを示したの

他方、綴密な絵同lや映像作品の創作を通して、長年にわたり「世界とは何か」という問いを

探求している小川信治氏のケース・スタデイでは、約10年にわたる作品シリーズの展開の様子

に焦点を当てた。 'withoutyOUJ、rperfect worldJといった小川氏の代表的な作品とその創作エ

ピソードを紹介することによって、長期的な作品展開のプロセスを展示した。

これらふたつのケース・スタデイを通して、アーテイストの創造活動の秘密を、認知心理学

の立場から解き明かそうというのが、本展のねらいであった。

本展覧会開催にあわせて、様今な関連企画も行われた。

まず、篠原猛史氏と小川信治氏自身によるギャラリートークが、それぞれ一回ずつ行われた

(篠原猛史氏10月お日開催、小川信治氏11月8日開催)。

その他に、本展覧会企両者 岡田猛氏(大学院情報学環、大学院教育学研究科所属)と篠原

猛史氏による講演会 'behindrhe seen アート創作の舞台裏J(10月24日、高校生のための金曜

特別講座)と、シンポジウム 'behind the seen 熟達者の表現を支えるものJ(J 1月四日開催)

が催されたc

また、 WEB上に本展への来場者に限定したシークレット・コンテンツを開設し、アーテイス

トへのインタビューなど、本企画展のさらなる裏側 (behind) を紹介する情報を配信したc

う0日間の会期中にのべ4，307人(一日平均86人)の来館者を迎えることができた。

(美術博物館館長池田信雄)

61 



19 自然科学博物館

2008年の展示は2つの企画展

① 2008年3月28日 (金)-5月23日 (金)

「王jZ賀議とその時代 一高生から東大総長へ」

② 2008年7月18日 (金)-9月23日 (火 ・祝)

「進化学の世界 ダーウインから最先端の研究まで一」

これに加え、以下の所蔵品展を行なった。

③ 2008年10月14(火)-12月5日(金)

「進化学の世界 (抜粋)J・「第一高等学校の実験機器」

上記以外の期間は展示換え期間および資料整理期間として、所蔵品の保守管理や次回の展示

の準備などを行った。また、駒場図謹館と連携し図書館内の展示の設営、図学資料や教育用掛

図資料のデジタルアーカイブ化の作業を協力して行った。授業や研究会の利用も受け入れてい

る。

「平賀譲とその日寺代 一高生から東大総長ヘ」

平賀譲 (1878-1943)は、東京大学教養学部の前身たる第一高等学校から東京帝国大学造船

学科に進み、 卒業後、海軍に入り、イギリス留学を経て大艦巨砲主義11寺代の軍艦の設計者とし

て縦横に!腕をふるうとともに、東京帝国大学工学部で後進の育成に努め、工学部長、総長を歴

任、戦時期の大学運営に尽力した人物である。2008年は東京大学創設と平資生誕から数えて130

周年にあたる。そこで平賀家のご遺族から東京大学柏図書館に膨大な資料 (平賀譲総長文書)

が寄託される運びになった。それらの資料を元に呉市海事廃史科学館ならびに、東京大学柏図

書館、東京大学大学院新領域創成科学研究科人間環境学専攻、東京大学大学院工学系研究科環

境海洋工学専攻の協力を得て、平賀の足跡をたどる展覧会を開催した。また同11寺期に一般公開

する予定であった、東京大学が構築した "平賀談デジタルアーカイ ブ"の公開を発表する場と

しても活用することができた。(jmp:// rarebook.dl.i[c.u-wkyo.ac伊 /hiraga/)

関連イベントとしては、特別開館日を設け講演会と公開講座を下記のように開催した。

1)第一回講演会 共催 :平賀研究会

3月初日(土)13:00-15:00 

〈講演者と講演内容〉

1. 内藤初穂 (作家)r平賀譲の一生を追って」

2.畑野 勇 (東京大学)r平賀誠研究の現代的意義」

2)第二回講演会共催 日本海事史学会

4月191:1(土)13:00 -15:00 

(講演者と講演内容〉

l 戸高一成 (呉市海事歴史科学館)r日本海軍の作戦構想と平賀式軍艦」

2.川瀬 晃 (日本海事史学会)r平賀譲と第四艦隊事件」

3)公開講座 高校生のための金曜講座

5月9日 (金)17:30-19:00 

(講演者と講演内容〉

安達裕之 (東京大学)r平賀談とその時代」

なお、この展示と前後して村|図書館lF展示スペースの平賀誠資料の常設展示コーナーの展示

協力も行った。

また、呉市海事歴史科学館(大和ミュージアム)でも本展覧会をふまえ、 200が|三12月17日(水)

-2009年2月2日 (月)の期間に 「特別展 軍艦設計の天才平賀譲 一戦艦大和への道をひら
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2006(I"I!tにおけるよ学院総合文化研究科教産学郎

いた東大総長一」の展示を行った。この展示に|捺しての展示協力も行った。この呉市での展覧

会開催時に際して発行する運びとなった図録 「平賀譲 名軍艦デザイナーの足跡、をたとさる」の

制作にも協力した。

開催期間は42日間、入場者数はのべ2，379人 (講演会424人含む)を記録した。

「進化学の世界一ダーウィンから最先端の研究まで一」

生物の持つ特性はさま ざまあるが、 「進化」する能力は生物の重要な特性のlつである。生物

進化についての学説は、ダーウ ィンの時代より数多くの研究者の寄与により発展し、今や、不

確実な 「進化論」ではなく、理論梢築と笑証研究により支えられている雌悶たる「進化説」と

なっている。2009年のダーウイン生誕200周年、および「極の起源」出版150周年をひかえ、 2008

年8月221:1~24日まで駒場キ ャンパス 内で行われる日本進化学会第 10回大会とも連携し、夏休

み企画の特別展としてこの展示をIJf.J催した。

この特別展では、「進化説への道程」、「進化の証拠」、「進化のメカニズム」のコーナーで現代

の進化説について理解できるような展示 -解説を行った。また、 「動物の進イヒ」、「植物の進化」、

「多機な進化」という コーナーを設け、そこでは実際の生物進化について、駒場博物館の所蔵品

を11'心に、生体展示も含めできるだけ実物展示を行い、進化を実感できる ようにした。また東

京大学内で、行われている最新の進化学研究の成果と して 「クジャクの羽棋の進イヒJ (総合文化研

究科 ・長谷川研究室)、「葉の進イヒJ (理学系研究科 ・塚谷研究室) なども実物をまじえて展示し、

最先端の研究を公開した。

この展覧会では、普段なかなか見ることのできない次のような展示品を一同に陳列した0

・シーラカンス (東京工業大学所蔵)

液浸(ホルマリン漬け)機本

プラステイネーション (樹脂加工)桜本

*この展示に際し、シーラカンスの稚魚のプラステ イネーション襟本が作成され初公開し

fこ。

-昆虫 (生体展示)

コノハムシ、メダマカレハカマキ リ、ヤリカマキリ、ハナピラカマキ リ、ニセハナマオウ

カマキリ。

-食虫植物 (生体展示)

武蔵工業大学と京都府立植物図の協力を得て、系統別に様々な食虫植物を展示した0

.景IJ製

ニホンオオカミ (農学部所蔵)

アナグマ、ツキノワグマ、テン、ニホンカモシカ、 リス、タヌキ (法学部秩父演習林所蔵)

また、目黒区教育委員会、渋谷区教育委員会の後援も待て、近隣の小中学校等に広報活動を

展開した。

期間中のイベン 卜としては、ギャラ リートー夕、公開講座、前i寅会等を行った。

(1)ギャラリ ートーク 毎週土lIi11日 14時~

l) r昆虫の進化とコノハムシJ7月19日

加藤俊英 (東京大学大学院総合文化研究科)

2) r食虫植物の世界J7月26日

倉田葉子 (武蔵工業大学知識工学部)

3) r見虫の多様性と擬態J8)-J 2日

干111保字嗣 (東京大学大学院総合文化研究科)

4) r陸上動物の祖先?車ililh藻の秘官官J)8月9日

坂山英俊 (東京大学大学院総合文化研究科)

5) r仁l器の進化と多様性J8月16日

宇津木望 (東京大学大学院総合文化研究科)
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6) r脊椎動物への進化とナメクジウオJ8月23日

窪川かおる (東京大学海洋研究所)

7) r大量絶滅の科学J 8月30日

磯111奇行雄 (東京大学大学院総合文化研究科)

8) r昆虫の社会性の進イヒJ9月6日

土~IJI重人 (東京大学大学院総合文化研究科 )

9) r患、子 ・娘を産み分ける寄生降 :ゲーム理論で解く進化学J9月13日

嶋田正和 (東京大学大学院総合文化研究科)

10) rボルネオ烏で観察された植物と昆虫J9月20日

倉田燕子(武蔵工業大学知識工学部)

神保字嗣 ・宇津木望 ・加藤俊英 (東京大学大学院総合文化研究科)

(2)高校生のための金曜特別講座

「生物進化の科学 一駒場博物館進化展一J7月18日 (金) 17H;'i'30分~

伊藤元己教授 (自然科学博物館館長)

(3)日本進化学会第10回大会 8月22日 (金)-24日 (日)

1)高校生のポスタ一発表「みんなのジュニア進化学第3回J8月22日 (金) 17:30-20:30 

2)公開講演会 8月23日 (土)13:00-16:10 

3)進化学 ・夏の学校

8月23日 (土)

9:00-11:30 成瀬 清

「メダカの生物学一発生、逃伝、進化から環境科学まで一」

8月24日 (日)

9:00-11 :30 r地球環境変化と進化学」 河田雅圭

13・00-15:00 rMEGA4による分子系統解析」 田村浩一郎

15・15-17・15 矢原徹ー 「植物の生態学」

この展覧会は夏休みの特別展として土日祝日開館、火曜休館で計63日間開催し、のべ6，991人

の入場者数を記録した。リーフレ ット等持ち帰れる紙資料も作成し、 会場内で無料配布をした。

(自然科学博物館館長 伊藤元己)
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20 高校生のための東京大学オーブOンキャンパス2008

東京大学の2008年度オープンキャンパスが、夏学期l終了直後の2日間、本割!I)キャンパス(?月

31日)と駒場キャンパス (8月l日)で開催された。駒場キャンパスでの開催も今年で6度目とな

り、過去に参加された方も多いのではないだろうか。本稿では、教養学部・大学院総合文化研

究科が行う大きなイベントのーっとして、駒場地区で開催された 「東京大学オープンキャンパ

ス2008Jの詳細を紹介したいと思う。

オープンキャンパスは、国公私立を問わず各大学が高校生向けに行っている大学案内のイベ

ントだが、多くの大学では授業期間終了直後の7月、 8月に開催されている。東京大学では各学

部の授業日程等を勘案して、今年は7月31日に本郷キャンパス、 8月l日に駒場キャンパスで開催

することが決定した。例年、事前準備は大学本音1¥広報グループの音頭の下で4月中頃からスター

卜する。駒場地区においては、教養学部を中心lこ、数理科学研究科、生産技術研究所(生産所)

と先端科学技術研究センター (先端研)の計4部局(学部や研究所)でイベントが企画される。

今年の場合、 6月下旬に本郷を含めた各部局からの企画が出揃って、6月27日 (金)から募集期

間2週間の予定でHPによる事前参加登録が開始された。ところが、実際には申込みが殺到して

しまい、駒場キャンパスの受入定員 (2，200名)をすぐにオーバーしてしまったため、 2日間で

事前登録を早々に締め切る事態となった。定員を増やすこと も検討したのだが、 2，200名という

定員は、限られた教職員が手作りで対応するギリギリの数として設定された数字であり 、事前

登録の早期締め切りは止むを得ない措置だ、った。一方、事前準備の方は順調に進み、 2，200部の

配付資料を手作業で袋詰めする作業も前日までに完了して、天気予報を気にしながらオープン

キャンパス当日を迎えた。

当日は、午前9時30分の受付開始にも関わらず、すでに811寺の段階で駒場lキャンパス正門前に

受付待ちの行列ができており、 9時には列が坂下門近く まで達してしまった。安全上の観点から、

予定を変更して受付を20分前倒して入場を開始する措置をとった。午後になってからも入場す

る人が沢山あり、終日好天にも恵まれて、最終的な参加者総数は2，133名と過去最高を記録した

(昨年は1，823名)。企画の方も115りだくさんで、午前中は、 教養学部の3つの大教室を使って、

主企画のキャンパス紹介と、教員との談話会が並行して行われ、午前中の最後には2つの総合講

演が行われた。理系の講演は、駒場博物館で開催されていた 「進化学の世界展 ・ダーウインか

ら最先端の研究まで、」と関連して、進化学が専門のiI嶋田正和教授 (広域科学専攻)にお願いした。

文系の講演は、ラマール ・クリスティ ーン教授(言語情報科学専攻)に、 言語科学研究の最先

端を判りやすくご、司i演いただいた。また、コミュニケーションプラザ2階では、父母・引率者を

対象としたキャンパス紹介も実施された。参加者の中には非常に遠方(九州、|、沖縄)から来ら

れた方もあって、東京大学オープンキャンパスの認知度 ・関心度の高さがうかがわれた。昼休

みには、昼食をとるための長蛇の列が生協食堂から建物の外まで続き、中に制服姿の高校生が

多かったこともあって、授業期間中とはかなり違った雰囲気となっていた。

午後の部では、数理科学研究科、生産研、先端研での模擬講義や研究所見学など、実施企画

の数も増え、どれも大変好評であった。教養学部の教室では、午後に7つの模擬講義 (文系3コ

マ、理系3コマ、文理融合系lコマ)と4つの実験デモ(物理実験、 化学実験、生物実験、認知科

学実験)がIJr]r.1Wーされた。会場をのぞいてみたが、多く の高校生が模擬講義や実験デモの説明に

日を輝かせながら聞き入っていた。 理系教員である私自身も、 普段あまり聞く機会の無い文系

の講演を大変興味深く拝聴することができた。さらに、教養教育開発機構の協力で今年から実

現した新企画、 lくALS(駒場アクテイブラーニングスタジオ)ワークショップとNEDO(新エネ

ルギー ・産業技術総合開発機tili)ギャラリーの自由見学、 そして、駒場博物館、駒場図書館、

情報教育棟の各施設における見学、ガイドツアー、特別企画等が複数並行して実施され、午前、

午後を通じて各施設ともにたくさんの高校生でにぎわっていた。各施設や教室を何度か廻って
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いると、なかには暑さのピークとなる午後に生協食堂2階(休憩スペース)でくつろいでいる参

加者も見かけた。そうしたなかで特に印象に残っているのは「先輩たちへの質問コーナー」に

いた高校生である。終了間際になっても、受験勉強やキャンパス生活の詳細11について、ジュニ

アTAの東大生たちと話し込んでいた高校生の姿が大変印象的で、あった。

一般に広く認知されるようになり、大きなイベントとして定着した感のある「東京大学オー

プンキャンパス」だが、依然として大学本部からの予算措置はない。私立大学のように「イベ

ント会社へ委託してほしい」とまでは言わないが、教職員が手作りで企tIlj・実施するにしても、

印刷や清掃、パネル設置などへ充当する程度の一部予算化を強く希望したい。定期試験の採点

期間にもかかわらずボランティアで対応してくださった教員の方々、夏休み期間にも関わらず

ジュニアTAとして手伝ってくれた在学生、朝早くから準備に駆け回っていただいた事務職員の

方キなど多くの皆さんの協力があって、今年も大きな事故なく、成功裏にオープンキャンパス

を終了することが出来たっ最後に、この場を借りてご協力いただいた関係者の皆さんに深く感

謝申し上げる O

(学部長室栗栖源嗣)
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き惨害凶鬼主T笠
高校生のための東京大学オープンキャンパス2008 駒場地区キャンパスプログラム 2008年8~1 日(金)
(催しものは、準備状況等により、予告なく変更・中止される場合があります。あらかじめご7*ください。)

羅一郎爾教綬若Aの郡第 ー司会会場ヱ9リ00ス番俊教子室教(7綬00名) 第一会場 1323 第一会場永13田13教敬室教(3綬50名) 施設見学
3ミュニヤ ション

司会渡漫雄 司会 プラザ2階
受付(930-1000)

10:00- 【後拶]教養学部紹介 1000- ※1 ※2 10-00 

小島憲道教養学部長 10 10 
休憩 1220 

10 10 
(父母対象)

10:00-
休憩

4膏 E句
数理科学研究科紹介

10: 10-
【挨拶]教養学部紹介 1020 図 報 場 N K 10-10-

'A岡洋一 長谷川書ー 書 教 博 ス10:20 10:20 E A 
数理科学研究科;11研究科長 教養学部副学部長 館 育 物 D L つ

駒場Eキャンパス紹介
棟 舘 O s イ

10:20- 10:20 【候拶]教養学部紹介 【ド

10:30 
森川博之教授

10: 30 小島憲道教養学部長 胃シ
10:20-

駒場 Iキャンパス紹介 (先端科学妓術研究セン合ー)
会ヨ

1040 
木村秀雄

数理科学研究科紹介
教養学部副学部長 10 30-

宮岡洋一 1030-
「東大における女性の活躍」 1000-

山に
10:4日 男女共同参画室室長 企自 自 ~司 自 1100 
数理科学研究科副研究科長 1045 

村鳩幸代教授(医学部) 画由 由 ダ1進11:: 
自 本よ

展見 寛 見 る
10 40-

休穏
10:40-

休憩 '1'学 学 ウ学 学
自 泰駒

10:50 10:50 教員との懇E員会 由 場10:45- =0& ~ミ3 イの

10:50-
「東大における女性の活躍』

1100 
全体

顕ガ 遠 ン世
見 教キ

男女共同参画室室長 駒場 Iキャンパス紹介 (長谷川書一教綬他9名) トと 綬ヤ1105 10 50 
木村秀雄 微イ 縞 か界

村嶋幸代教綬(医学部) 1110 
教養学部副学部長 鏡ド 講 b ・

(ン

駒場Eキャンパス紹介 でツ 義 最 1100 ~~ I ¥ 
11-05-

日|口健一広報委員長 教員との懇談会
みア 室 先 館ス

1115 「東大l、おける女性の活躍J1100 個別
※3 

2紹(生産技術研究所) 11 -10 
男女共同参画室室長 11 -30 る| の 端

11 :25 
村嶋幸代教授(医学部)

(長谷川書一教綬他9名)
科 紹 の る『 踏介

学 介 研 未ワ
11 -15 

休憩 11 25- 。〉 究 太来 i 多
休憩

』
1140 

1140 
11 :30 

休憩 歴 ま 学のク 目
11 :40 

史 で つ教シ 的

「多言語社会にも r)号、子・娘を産み分ける寄生 「動物の発生の仕組みを探 <=. 忌=
て室ヨ 教

11 :40- 11 :40- 11 :40 震 何でツ 室

1220 
楽しみがいっぱいJ

12:20 
鋒ケ.ム理論で解く進化学」

12:20 
し続けて40年J

だ考ブ 4 
総合講演ラマ lレウ1)λ子イJ 総合講演嶋田正和 映像講義浅島蹴 』え ) 

※1 NEDOとは、(独)新工ネJ~ギー産業妓術総合開発機織(NEDO)の支憾により教養学部で実施中の「新しい環境・エネルギー科学創成のための人材育成・異分野
融合拠点化事業Jが提供する潔境教育のためのNEDOギャラザーをさします。 105号館にあります。

※2 KALSI立、「駒場アヲテイプラーニンワスヲγオ』の略称で、教養教育の多様な教育内容に応じた能動型学習活動を実現するために、新設されたλめ.オ裂教室です。
※3 KALSのワーヴショッブは11:00-， 12:00-， 14:00-， 15-00ーの4回実施します。場所は17号舘2階のKALSです。定員40名。

-昼食 l立、生協食堂、イ~I)アントマトとファカルティ ハウスのレストランが営業しています。生協食堂2階は休憩スペースとして開放します。

午後の部

¥ 
慎綬講義 質問コーナー 実験デモ E設見 数理科学研究科 駒場EλキャンパI-ヌ:-;(.<

(理学部数学科)13 1 11 1 1 15・16・ 図書 情報 駒場13号館 11号館
号館号館号館 17 博物

地大階講 コ2モ階ン 施設館教宵 NEDOIKALS 施設見学
1312113131133111323111061110811102 1311 1 1101 1112・3 号館 棟 館 (先着100名)
教室教室教室教室教室教室教護 教室教室教室 ホーJ~ 義室 JI-ーム 見学

明司旬 者円 可 に『 ※4 ※3 ※.  . 
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ぽ NEDOとは、(独)新工事J~平吾妻夜有言語吾扇予言機構(NEDO)の支援により教養学部で実施中の「新L{'\f.重傷玩両‘ー科学童11成のための人材育成長
分野融合拠点化事業』が提供する環境教育のためのNEDOギャラリーをさします。 105号館にあります。

※2 KALSI主、「駒場7好ィプラニンゲスヲジオ』の略称で、教養教育の多緑な教育肉容に応じた能動型学習活動を実現するために、新設された紗γオ型教室でー
※3 KALSのワークショップは11:00-，12:00ヘ1400-，15:00-(7)4回実絡します。場所は17号館2階のKALSです。定員40名。
※‘午後にも午前と同じ自由見学『遠隔講義室の紹介』が継続しています。参加企図は13:00と14:30の2回実施します。

(、'if1配布資料より)

67 



21 第7回ホームカミングデイ

卒業生とその家族 ・友人を大学キャンパスに迎え、大学内で催す様々な企画に参加いただく

ことで、交流を深め、一層の親|陸を図ろうという「東京大学ホームカミングデイ」が、毎年行

われている。2008年度のホームカミングデイは11月15日 (土)に本郷 ・駒場両キャンパスで開

催された。駒場キャンパスでは、教職員OBを含めキャンパスとゆかりのある方々を会員とする

駒場友の会との共催で行われ、卒業生やその家族に加え、駒場友の会会員を迎えて実施された。

当日のプログラムはι下の通りである。

12:20-12:30オープニングセレモニー

小島憲道教養学部長の挨拶

会場 :駒場コミュニケーション ・プラザ北館2階音楽実習室

12“30-14・00第4回教養学部選抜学生コンサー ト

会場 駒場コミュニケーション ・プラザ北館2階音楽実習室

14・00-15:30駒場の樹木を楽しむ会(講演会とイベン ト)

講演会「温暖化と樹木 ・森林」梶幹男教授(北海道演習林長)

会場 駒場コミュニケーション・プラザ北館2階多目的教室3

駒場の樹木をめぐるイベン ト

14:00-15:30中高年のための美しく立つ教室

波曾公治准教授

会場 :駒場コミュニケーション・プラザ北館3階身体運動実習室

15:30-16:30講演会「スポーツ科学が社会に果たす役割」

小林究道 (新領域創成科学研究科特任教授 ・

同研究科附属生涯スポーツ健康科学研究センター名誉センター長、

名誉教授)

会場一 :!抑揚コミュニケーション・プラザ北館2階多目的教室1

16:45-17:45講演会「数学卒の 『変人』人生」

高精洋一(東洋大学経済学部教授)

会場 :大学院数理科学研究科棟大講義室

17:30-レセプション

会場駒場ファ カルテイハウス

終日開催 特別展 'behindthe seen アート創作の舞台裏」

会場 :，1，拘場博物館

終日開催企画展「一高i哉書展」

会場 駒場図書館l階ロビー

当日は、コミュニケーション ・プラザでのオープンニング ・セレモニーで幕を開けた。その

挨拶の中で、小島憲道教養学部長は穏やかな調子でこの建物が建築協会賞 (BCS賞)を受賞した

ことに触れられ、駒場の変化を語ると共に卒業生の方々に歓迎の意を表した。続いて行われた

第四回数養学部選抜学生コンサートでは。スタインウェイのグランドピアノを用いて、ピアノ

独奏四1111とピアノ五重奏二曲が奏でられ、その華やかで、圧倒的な仙の響きに会場いっぱいの聴

衆が魅了された。

恒例となった「駒場の樹木をめぐるイベント」では、梶幹男北海道is¥習林長による「温暖化

と樹木 ・森林」と題した樹木の分布の不思議に迫る興味深い講演と、先生の引率によるキャン
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1 2006年度における大学院総合文化研究科教控宇部

パス内の樹木へのネームプレート添付が行われた。競演の後の質疑応答は聴き手の皆様の衰え

ることのない知的好奇心を感じさせるものであった。小林寛道名誉教授による 「スポーツ科学

が社会に果たす役割」と題した講演会も多くの聴衆を集め、それに先立って行われた波倉公治

准教授の '1:1二l高年のための美しく 立つ教室」と合わせて、高齢化社会と自らの高齢化に備えた

トレーニングの大事さが説かれ、多くの方々の心を動かしていた。

大学院数理科学研究科棟大講義室では 「数学卒の 『変人』人生」と題した高橋洋一束i羊大学

経済学部教後による講演が行われ、駒場博物館では特別展'behindrhe seenアート創作の舞台裏」、

駒場図書館では企画展 「一高蔵書展」が終日催された。夕刻の レセプションは、退職者のOB会

であるベテラン会と合同で行われ、こちらにも多数の参加を頂き、和やかな雰囲気の中で、大

先輩方から最近卒業された方までが、駒場の過去と現在、そして未来を語り合う姿が見られた。

また、この日に合わせて同窓会を開催していただこうと教室を同窓会会場として提供してい

る。今年度は、これを利用して開催された同窓会は「科哲の会」のひとつであり、波曾公治准

教授のイベン トに合わせて行われた，425 II田3Bクラス会」とあわせて、2件にとどまった。

時折小雨がぱらつく曇天であったにもかかわらず、のべ参加者数450名という多数の参加をい

ただき、盛況のうちに終えた一日であった。同窓会の開催数が今ひとつ少なかったことだけが

残念であったが、今後は様々な同窓会をこの日に合わせて開催していただければと願っている。

来年以降も、事前の周知にも更に配慮し、多くの同窓会の開催を含めて、より多くの卒業生と

その家族・友人、そして駒場友の会会員の方々に参加していただけるよ うに進めていきたい。

(学部長室 加藤恒H百)
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22 社会連携への取り組み

大学に於ける教育研究活動の成果を直接に社会へ還元するため、総合文化研究科・教養学部

では、初等中等教育との連携プログラムや、オープンキャンパス、研究室公開、博物館の展示

会、公開オルガン演奏会などの活動を行なっている。 2008年度は別記するオープンキャンパス

や博物館の展示を行ったほか、「高校生のための金曜特別講座」を毎週開催した。また昨年度に

引き続き「高校で行う教養教育特別講座」、「直島キャンプ」が開催された。これらの活動は社

会連携委員会が教養教育開発機構教養教育社会連携(ベネッセコーポレーション)寄付研究部

門と連携して実施、運営している。同部門で実施している「科学リテラシーの普及事業」につ

いても併せて報告する。

1. r高校生のための金曜特別講座」

本講座は、 2002年4月に始まった。当初は運営を含め全てが教養学部教員のボランテイアで実

施されていたが、教養教育社会連携寄付研究部門の設置により強力な実施体制が確立し、運営、

情報発信、講義内容の公開など多くの面で飛躍的な発展を遂げている。特に、講座のウェプサ

イト立ち上げにより、講義予定等の情報に加えて過去に行われた講義の要旨、そしてハイライ

ト映像(一部は全編)が閲覧できるようになっている。さらに、 2007年度から、インターネッ

ト|日l線を利用した双方向同時中継を本格的実施し、地方の高校からの要望に応えることができ

るようになった。北海道から沖縄まで全国38校 (2008年10月現在)の高校生に、教養学部なら

ではの学問の幅広さ・奥深さを発信している。駒場会場での参加者は100名から180名程度あり、

そのうち高校生がほぼ7割で、社会人も3割程度参加している。会場、配信校からの質問も多数

あり、予定時間を過ぎてしまうことも多いc また、博物館の特別展示に関連した講義を実施し、

その後、展示会場で展示会を楽しむという企画もあった。 2008年度からは生産技術研究所が共

催として加わった URLhttp://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/index.hrml 

2008年度の実施プログラムは以下の通り。

日時:毎週金曜日 17:30 -19:00 

場所:東京大学教養学部18号館ホール

夏学期

4月11日竹内渉 空から地球の健康状態を診断する

(生産技術研究所人間・社会系部門)

4月18日高橋均(スペイン語)

う月 9目 安達裕之(情報・図形)

キューパの歴史~いろいろな見方~

平賀譲とその時代

一一一高生から東大総長へ一一

う月 16日 池上俊一(フランス語) 魔女とサパト

5月18日五十嵐健夫 コンピュータで絵を摘こう

(情報理工学研究科;コンピュータ科学)

6月6日 大貫 隆(古典語・地中海諸言語)新発見の rユダの福音書』について

6月13日羽田野直道 電子の量子力学

(生産技術研究所基礎系部門)

6月20日 佐藤安信 持続可能な平和をどう造るか?

(r人間の安全保障」プログラム)

6月27日 松尾基之(化学) 物質の化学状態から環境を見る!

一一堆積物中に記録された過去の情報を解読する
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1 :!OO6均Jaにおけるk学院it{t文化情究科教藍宇部

7月11日 1:1こl島隆博 (中国哲学)

7月18日 伊藤元己 (生物学)

冬学期1

10月3日山本 泰(社会学)

10月10日 秋山仁 (東海大学;数学)

10月24日 岡田猛 (情報学環)、

篠原猛史 (画家、現代美術家)

中国哲学の亡霊

生物進化の科学一一駒場博物館進化展一一

市場経済は生き残れるか?

定理探しの実況中継一一多面体の考察一一

behind rhe seenアート創作の舞台裏

10月31日 能登路雅子 (英語) ディス、ニ一文化の地域性とグローパリゼーション

11月7日 竹内昌治 (生産技術研究所 マイクロメカ トロニクス国際研究センター)

サイボーグはできるか?

生体分子と機械の融合一一

1 I月28日 桜井英治 (日本史 100= 97の位界一一中世日本の貨幣経済

12月19日鈴木秀幸 数理モデリ ング世の中を数学で探究する

(生産技術研究所 情報・エレクトロニクス系部門)

l月9日 康松毅 (統計学) 統計とは何だろう?一社会をilllJる

l月23日工藤一秋 生体は精密化学工場 どこまで迫れるか?

(生産技術研究所物質 ・環境系部門)

l月30日 木知11洋一 (英語)

2月6日 ラマール ・クリスティーン

(中国語)

2.高校で行う教養教育特別講座

世界史のなかのヨーロ ッパ統合

中国語って日本語に似てる つ

一一ーはじめての人のための言語類型論

本講座は教養教育の社会連携を目的として本学教養学部教員が全国の高校に出向いて講義を

実施する もので、 2007年度から開始した。生徒に対して講義を行うばかりではなく 、「教養教育

の社会連携」をテーマに高校教員との意見交換会を実施することが本講座の大きな特徴である。

これらの活動を通して i15歳からの r学びJの促進」を実践するとともに、高校現場における

教育課題の共有によって、実状にE!lJした教養教育の提言 ・発信が可能になることを期待してい

る。2008年度は3校で実施した。

8月30日 (土) 秋田県立秋田高等学校

下井 守 (化学 i変な元素、ホウ素の化学」

9月27日 (土) 宮崎県立宮崎大宮高等学校

後藤則行 (国際関係 i地球温暖化とはどんな問題?J 

下井 守 (化学 i変な元素、ホウ素の化学」

12月6日(土) 石川県立金沢泉丘高等学校

大越義久(法学 i刑事司法システムの実際」

3.直島環境キャンプ i毎と空の間で「人間の場所」について考える

高大連携による新しい教養教育の実践として、瀬戸内海に浮かぶ直島を舞台に「考えること」

を体験する機会を提供した。2008年度は環境をテーマに、丸山康司准教授 (教養教育開発機梢

NEDO新環境エネルギー科学創成特別部門)、瀧川i洋二答:員教授 (教養教育開発機構)、下井守

教授(化学)、111本泰教授 (社会学)、宮本結佳氏(奈良女子大学社会生活環境学専攻)が講師

をつとめ、 8月6日から9日までの4日間にわたり、 囲内外の高校生21名を対象に開催した。環境

問題に関するレクチャ一、直島と生島で稼働している産業廃棄物処理施設の見学、地域活性化

活動に取り入れられた現代アー トの鑑立、ベネ yセコーポレーション福武総一郎会長によるレ

クチャーなど、 多彩なプログラムを通じて環境問題を多面的に捉えることを目的とした。高校
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生たちは講師iとの議論や参加者同士でのグループデイスカ ッショ ンによ って考えを深め、最終

日には環境問題の解決に向けて導き出した意見について発表会を行った。

4. r科学リテラシーの普及」事業

科学リテラシーを広 く普及させるためには、学校教員のみならず、 多様な分野で指導的な立

場にある人材の実験開発能力、 I寅示能力を向上させることが不可欠である。社会連携寄付研究

部門では特に大学生の育成に注目し、教育 ・研究活動を実施している。2007年度冬学期から教

養学部l、2年生向けの全学自由研究ゼミナール「心を動かす表現法一一ー科学メディア ・理科実

験の研究」を開講し、本活動を通じて大学生を媒介とした科学リテラシーの普及について研究

および笑践を進めている。

2008年7)'J14日 「分かる表現、伝わる表現」をテーマに月刊誌 「子供の科学」 編集長柏木文

吉氏を迎え、駒場コミュニケーションプラザ商館3階ラウンジでサイエンス カフェを開いた。6

月に学生が訪問しインタビューしてきた月刊誌 iNewtol1J編集部に関しでも学生が報告した。

参加者は約30名であった。

2009年l月26日には、 第二回東大生によるサイエンスショ ー 「ニュートンの限アインシュタ

インのIXJき」をアドミニスト レーション棟3階学際交流ホールで、行った。光は波か粒子かをテー

マに、ニュート ン、アインシュタインが切り開いた光の世界が現代の人々の生活の基礎になっ

ていることを約10の実験とともに紹介した。参加者は85名であった。

また、「科学読み物シンポジウム」を2回開催した。日本の科学リテラ シーを普及する上で、

大人も子どもも科学の本を読む社会にすることが大切であるが、子ども向け科学の本は年間400

11ft程の新刊が出ながら、物理!や化学に分類される本は年数IlItしかな く、本屋の庖頭には科学読

み物はほとんど置かれていないのが現状である。本シンポジウムでは、そのような現状を跨ま

え、大人も子どもも科学の本を読もうというH乎びかけを行った。NPO法人ガリレオ工房、科学

読物研究会、フ ァラデーの本初!などこのジャンルで活躍して きた団体の協力を得て実施した。

第l巨|は2008年7月5日13号館1313教室で、第21E!1は2008年11月8日に7号館743教室で開催し、そ

れぞれ、約100名、 120名の参加|で行われた。

このシンポジウ ムには新聞社も大きな|刻心を寄せ、夏休みには2社で計4回科学読み物の特集

が組まれ、第2回シンポジウム前後には3社が記事として科学読み物や科学読み物シンポジウム

を取り上げた。

(社会連携委員会委員長下井守)

5.オルガン演奏会 ・ピアノ演奏会

オルガン委員会は、2008年に41TI1の演奏会を開催した。いずれも、会場は900番教室、 一般公

開。プログラムは以下の通り。第1141mu'i'i奏会(う月 141::1)では、本学教員と学生がプロの演奏

家と共演した。

2008年4月24日 第113巨|オルガン演奏会

オルガン ・武久i敗、造、 三味線 :袋田辺、大、尺八 中村仁樹、 第 :衣袋聖志

2008年 5月14日 第1141EI1オルガン演奏会

オルガン .グレゴリー ・ダゴスティーノ、フルート :安西信一 (地域文化研究科准教授)、オ

ーボエ ・本多啓佑、ヴィオラ '小倉fUi子、チェロ・磯野太佑 (経済学研究科大学院生)

2008年10月3日 第115巨|オルガン演奏会
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ト.佐藤班紀子
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2008年11月13日 第4回室内楽演奏会

ハープ:グザヴイエ・ドゥ・メストレ

ピアノ委員会は、コミュニケーションプラザ北館音楽実習室において、コンサート用グラン

ドピアノ(スタインウェイ、 D・274)を用いた演奏会をう回開催した。そのうち3回は、第一線

で活躍中の著名な演奏家による演奏会で、学内者限定の入場予約制とした。残り2回は、ピアノ

委員会によるオーデイションで選ばれた学生が出演する教養学部選抜学生コンサートで、一般

公開した。そのうちl回(11月lう日)はホームカミングデイの行事の一部として開催した。

2008年1月10日 第4回演奏会 「バッハに縁取られたアラベスクとアレンジメント」

ピアノ:高橋悠治

2008年4月23日 第3回教養学部選抜学生コンサート

ピアノ:山崎湖(理一)、松原薫(文三)、中川航(文)、松本雄也(理)、世古隆蔵(文一)

2008年6月18日 第う回演奏会辛島文雄ジャズピアノトリオ

ピアノ:辛鳥文雄、ベース:川村竜、 ドラム:高橋信之介

2008年11月Iラ日 第4同教養学部選抜学生コンサート

ピアノ:山崎期(理一)、新妻友機(経)、松原薫(文三)、松尾雄生(フランス科)、世古隆

蔵(文一)、北口景子(お茶の水女子大)、ヴァイオリン:Ariel Jeong (総合文化)、森朱理(東

京義術大)、北口善教(農)、羽深由理(東京萎術大)、ヴィオラ:渡辺美穂(文三)、羽深宏

樹(法科大学院)、チェロ:榎本竜蔵(明治大)、布施佑馬(理三)

2008年11月19日 第6回演奏会

ヴァイオリン:ジエラール・プーレ、ピアノ:浜口奈々

(オルガン委員会・ピアノ委員会 小川桂一郎)

73 



23 初年次活動センターの開設

前期課程学生に対する様々なサポートを展開する初年次教育の拠点となることを目指して、

初年次活動センターが2008年10月に開所した。初年次活動センターは、駒場 Iキャンパスの中

でも、教室や研究室の集まるアカデミック区域と、課外活動施設が集まる福利厚生区域のちょ

うど境界に位置しており、学生が学習コミュニティを作るための居場所となるべく設計・建設

されている。60平米、ガラス張りの建物で、プレゼンテーション設備と小キ ッチンを備えてお

り、 20名程度まで、の各種活動に対応で、きる。

初年次教育とは、主と して新入生を対象として、大学という新しい学習 ・生活環境に積極的

に適応し、知的 ・人間的な能力を十分に開花させるように促す総合的な教育プログラムであり、

近年では世界各国の大学教育でも重要な位置付けがなされている。

具体的な活動内容は大学によって様々であるが、ガイダンス、自校教育、学習スタイルの転

換を図る初年次少人数教育、キャリアデザインなどが挙げられる。教養学部はこれまでにも、

文部科学省海外先進教育実践支援プログラム援助を受けてハーバード大学やペンシルパニア州

立大学へ教職員を教養教育の視察のために派遣するなど、初年次教育に|刻する調査や開発を重

ねてきた。そして、 一昨年からは、 3月末に入学直前の新入生約二百名を十名す、つの小グループ

に分け、教員と上級生がグループごとに工夫をこらしたキャンパスガイドを行うFRESHSTART 

@駒場や、教務課職員による履修ガイダンス、上級生による履修相談などを初年次教育として

実施してきている。

初年次活動セン ターは、 このような初年次教育の拠点となるもので、既にこれまでも、英語

教員や留学生が、前期課程学生と昼食をとる「英語でしゃべランチ」、前述のFRESHSTART@ 

駒場の企画を錬る全学自由研究ゼミナール、基礎科学科教員によるサイエンスカフェ、「教養教

育への囲碁の活用」寄附研究部門主催の日本棋院棋士による囲碁休験指導、学生相談所主催の

キャンパス・アイデンテイテイ ・グループなどが実施されている。今後は、授業やイベン トで

利用されない|時間帯にTAが駐在し、学生諸君が気楽に立ち寄れるようにしていく 。

教養学音[¥は教養教育の改革を積み重ねてきたが、 初年次活動センターは、前期謀程学生に対

する線々なサポートを展開する拠点となることが期待されている。

初年次活動センター竣工式典は、 10月11日 (土)午後からアドミ ニストレーション棟ウッド

デッキ横において行われ、本学教職員を中心に約50名が出席した。小島患道教養学部長の挨拶、

小富山宏総長及びテッド ・メイヤ一氏 (ハーバード大学ダイニングサービス取締役)の祝辞の

後、テープカッ トが執り行われ、その後センタ一室内の見学が行われた。

(学部長室 長谷川寿一)
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24 駒場アクティブラーニングスタジオ(KALS)

2007年5月に駒場キ ャンパス 17号館に開設された「駒場アクティブラ ーニ ングスタ ジオ

(KALS)Jでは、教養学音f¥・情報学王寺:・大学総合教育研究センターの共同プロジ‘ェ クトとして、

東京大学が掲げるく理想の教養教育>を目指した新しいタイプの授業が実践されている。従来

の教室で行われている、板番あるいはプロジェクタ とノートによ る聴講型の授業に対して、IくALS

で行われる授業では、データ ・情報 ・映像などの様々なインプットに対して、 読解 ・ライテ イ

ング ・討論を通 じて分析・評価を行い、その成果を統合的にアウト プッ トする能動的な学習活

動、すなわち 「アクテ ィブラーニング」に重点が置かれる。授業中に"その場 での協調学習

を採り入れることによ って、 学生のriEiJi}J的な授業への参加を促進している点も、 KALSで行われ

る授業の特徴である。

KALSは、最先端の情報コミ ュニケーション技術(ICT)を活用して、アクテイブラーニング

の効果を最大限に引き出す設計がなされている。ICT設備の詳細については、本書p.28を参照さ

れたし、。KALSで実施される授業は、ICTを活用したアクテ イブラーニングによ って、学生自ら

がデータ -情報を整理して課題を見つけ出し、その解決を目指して機々な視点から課題に取り

組むことにより、広い視野から問題に対応する能力を養うことを目標としている。2008年度に

KALSで実施された学部前期課程の授業一覧を下表に示す。

}くALSを利用した新たな教育手法の開発は、 'ICTを活用した新たな教養教育の実現」として

2007年度から文部科学省 「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」に選定されており、現在、 2

名の常駐スタッフが授業の運用を支援すると共に、「基礎演習」にNHKアーカイブスの映像資

本|や、Weblogシステムを取り入れたり、生命科学に関する全学自由研究ゼミで、蛋白データの

3Dモデルや配列解析ツール等を利用した りするな ど、積極的にICTを活用した新しい授業モデ

ルを実施 ・評価している。

KALSホームページ hrrp:! /www.kalS.C.L卜rokyo.ac.jp/ind巴x.hrml
(学部室長長谷川寿一)

2008年度にKALSで開講された学部前期課程の授業

授 業 科目 講義題目 教員名

基礎演習 岡田晃枝

基礎演習 岡本拓司

基礎演習 薪藤希史

基礎演習 j青水岡1)

基礎演習 古田元夫

夏学期
基礎演習 村上郁也

基礎演習 山本泰

英語三列C Media Lireracy Workshop Tom Gally 

英語二列C Media Lireracy Workshop Tom Gally 

中級英語(LS) '60 MinuresJを開く、語る 山本久美子

中級英語(LS) '60 MinuresJを聞く、語る 山本久美子

全学自由研究ゼミナール 初年次プログラムを企画しよう 岡田晃枝

総合科目 物理科学 1 (文科生) 兵頭俊夫

方法基礎 データ分析 繁桝算男

方法基礎 史料論 古田元夫

英語一列 Tom Gally 

冬学期 英語ー列 Tom Gally 

英語 II7jVPO 内野儀

英語II7jIJPO 内野儀

全学自由研究ゼミナール 生命科学F 笹川 昇

全学自由研究ゼミナール 自分を知る教育学 西森年寿
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25 キャンパスの整備

2008年度の施設・環境整備の概要

本年度は102号館および学生会館の耐震改修工事が行われた他、初年次活動センターが竣工し

(日Ij項で詳述)、前年度の130周年記念事業の継続として、池の整備、駒場パラの小径の整備等が

進められ完成をみた。さらに多目的ホール裏の環境整備が進行中である。また別項で述べる迎

想の教育棟の基本計画が完成し、鍬入れ式が行われた。なお、駒場コミ ュニケーション・プラ

ザが、 二つの大きな建築賞を受賞したので併せて報告する。

102号館と学生会館の耐震改修工事

駒場lキャンパスの耐震改修工事では、う号館を皮切りに、 6、7、8号館と教育棟の改修を先行

して実施してきたが、 2008年度は、教室を持たない102号館と学生会館の改修が行われた。

102号館は、学生諸君にはあまりなじみがない建物であるが、保健センターの西に位置し、 l

階に非常勤講師控室、2階に各種会議室、 3階に教授会室が入るアドミニストレーション機能を

備えた建物である。今回の改修では、外壁の耐震補強工事に加えて、機能改修として、省エネ

対策のペアガラス化、バリアフリー対策としてスロープの設置、会議室の間仕切りの変更、 l未・

壁のリフォ ーム などの工事が行われた。 なお、耐震工事期間中、 9~12月の教授会は、数理科学

研究科の大講義室にて行われた。

第lグラウンドに隣接する学生会館は、昭和37年に建造され、学生のサークル活動の拠点とし

て長く利用されてきた建物である。しかし、近年、老朽化が著しく、雨漏り、給水の濁り、配

水管のつまり等が恒常化し、さらに耐震強度の測定の結果、大地震の際に危険であると診断さ

れた。今回の工事では、耐震補強に加えて、給排水の更新、内外装整備、共用部分のエアコン

設置、音楽練習室の増設等を進めている。省エネルギ一対策と しては、太陽電池パネルの設置

と壁面緑化についても、現在計画中である。改修に先立ち学生団体「環境三四郎」が 「学生会

館エコ改修と運営のための特別講座」を企画開催した。その報告書は、教養学部のホームペー

ジに掲載されている。改修工事は2009年の春に終わる予定であるが、この!日]の学生のサークル

活動は、隣接する旧生協食堂に部室を移して続けられた。

なお、学生団体の活動は、 18号館に隣接するIEI物理倉庫でも行われているが、この老朽建造

物は、理想の教育棟の建設に伴い2009年度には撤去が予定されている。旧物理倉庫に部室を構

える学生団体は、基本的に新装の学生会館に移動する予定である。ただし、学生会館と旧物理

倉庫を拠点とする運動会アメリカンフットボール部ウオリアーズについては、ラグビ一場の北

にクラブハウスを新営することとし、その工事が進められている。ウォリアーズの移転によっ

て生じる学生会館内のスペースに関しては、学生会館に移ってくる諸団体のためのスペースと

して活用する。これらの移転とスペースに関する諸問題は、 学生会館運営委員会、学友会、学

生自治会、および関係する学生諸団体等との協議の仁、進めている。

駒場池 (愛称、一二郎池)周辺の環境整備

キャンパスの東端に位置する池周辺は、駒場 Iキャンパスでももっとも自然が残されている

一帯で、ある。 しかし、|日駒場寮の奥に位置することもあり、長年、整備が遅れていた。130周年

記念の学内整備事業にあたって、この池を再生させ、緑豊かな散策路を整備するためプランが

立案され、 2008年度には整備を終えることができた。工事は、池周辺に繁った樹木の伐採と校

払い、ヘドロの波深、漏水対策、遊歩道設置等周辺環境整備のl順で、行われた。その結果、池周

囲が明るい雑木林となり、長年の懸案であった漏水も止まった。池の周囲は散策可能なエリア

と、教育研究のための保護エリアに分けられ、:直!いの場であると同時に教育研究施設として利

用される。なお、池の公式名称について2008年夏に公募し、 名称検討のためのワーキンググル
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ープで審議の結果「駒場池」が選ばれた。これまで通称として用いられてきた 「一二郎池」も、

愛称として引き続き用いることとした。

駒場パラの小径

正門脇から数理科学研究科棟に抜ける歩道沿いには、 2006年に 「駒場ばら園J (所在地ー駒場

一丁目)から寄贈されたものを主体に約60本のバラが植えられている。「駒場ばら園」は現存す

る日本最古のパラ園として、我が国にパラを普及させるのに、大きな役割を果たしてきた。2005

年に大幅に縮小されるのを機に、同園の歴史的伝統、ゆかりの品種を後世に伝えるため、ボラ

ンテイア・グループ 「駒場パラ会」の尽力により同園のパラが駒場キャンパスに移植された。

これが創立130周年記念事業 「知のプロムナード」の一環として全面的に整備され、新たに 「駒

場パラの小径J (KOMABA Rose Path)と命名された。

2008年7月2う日 (金)、新しく整備された rJ狗場パラの小径」において、銘板の除幕式が行わ

れた。除幕式には、「駒場ばら園」の図主である入津嘉代(し、りさわ ・かよ)さんのほか、パラ

の育成管理でこ、協力をいただいている「駒場パラ会」の皆様にも多数ご参加いただくことがで

き、この小径の完成を盛大に祝うことができた。

パラの株の脇には品種プレートが立てられ、レンガとインド砂岩が敷かれた趣のあるステッ

プに踏み込むと、それぞれのパラを間近でみることができる。パラはほぼ一年を通じて楽しむ

ことのできる花期の長い植物であり 、四季折々の彩りと香りが小径を行く人々に日々安らぎを

与えてくれている。

今後の予定

2008年度補正予算によって、 9号館 (西)、10号館および図書館収蔵庫の耐震改修工事が予算

化された。9号館では現在、スポーツ ・身体運動部会、人間の安全保障プログラム (HSP)、 ド

イツ・ヨーロッパ研究センター (DESK)、東アジア・リベラルアーツ ・イニシアテ イブ(EALAI)、

理系アカデミック・ライティング ・コース (ALESS)などが研究室を構え活動を展開している。

この耐震改修では、耐震に加えて、給排水設備やエア コンの交換の他、エレベーター設置も予

定されている。なお、 9号館東半分は建設年度がl年新しいため、耐震改修の対象建物から外れ

たが、この機会に西半分に準じた改修を行う。

10号館には現在、 語学関係の視聴覚教室を含む各種教室、英語Iの教材作成支援室、科学技術

インタープリタープログラムの教員室、事務室、教室などが置かれているが、改修後はALESS

なと英語を中心とした語学教育の教室や諸設備を集中させる予定である。

学内措置としては、 第2グラウン ド‘の人工芝化工事の予算を本部経費、 学部経費および寄付に

よって確保することができた。この工事は、近隣住民からの砂塵対策の要望に応えるものであ

る。同グラウンドでは、現在、スポーツ 身体運動部会の授業の他、ホッケ一部、ラクロス部、

ソフトボール部などが練習や試合で利用している。

駒場コミ ュニケーショ ン・ プラザの東京建築賞と建設業協会賞のタフル受賞

2008年度、駒場コミュニケーション ・プラザは、二つの大きな建築賞を受賞した。社団法人

東京都建築士事務所協会の第34回建築作品コンクールにおける東京建築賞最優秀作品賞 (一般

部門二類)と第49回建築業協会賞 (以下 rBCS賞」と|略記)である。前者は、関東甲信越地区

の優れた建築作品を顕彰する賞であるが、コミュニケーション・プラザについては、「旧駒場寮

の跡地を含む敷地を整備し、大学交流の場として活用すべく、 PFr事業として計画された施設は、

地域の住民も取り込んだ 「開かれた大学」として成功している。広場を囲む回廊空間と諸施設

は、端正で心地よいデザインでまとめられている。」との評価を受けた。

BCS賞は、ホームページによれば、「優秀な建築物をっくり出すためには、デザインだけでな

く施工技術も重要であり、建築主、設計者、施工者の三者に理解と協力が必要である」という

初代理事長の竹中藤右衛門の発案により 1960年に創設された。いわば、その年を代表する日本

の優れた建築物を選定する賞であるが、 2008年はコミュニケーション ・プラザのほか国立新美

術館に加えて、東京ミッドタウンなどの二件の特別賞を含む十五作品が選ばれた。東京大学と

して、またおそらく全国のPFr事業による建築物としても初受賞であり、喜びたい。

(学部長室長谷川寿一)
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26 r理想、の教育棟」の着工

「理想、の教育練」の目的と効果

東京大学アクションプランの官頭に植われる、理想、の教養教育とは、1)仰l岡たる論理に支え

られた基礎学力、 2)問題を自ら発見し解決していく能力、 3)ITを活用した主体的学習能力を

磨き上げることを目指す教育である。

これらを実現する学びの舎となる、「理想の教育棟」では、課題の発見と解決を促すオープン

スペース ・ラボ、 ICT(Informacion and Cornmunication Technology)支援型協調学習教室、理

系の基礎実験室、教員と学生とのインタラクティブな授業を可能にする新設計の講義室などを

整備する。これらの施設整備によって、授業時間帯以外にも学生諸君が積極的に利用する「滞

在型の学習空間」を笑現することができる。

r!里想の教育棟」の概要

老朽化が著しい理系基礎実験室 (6号館)、一般講義室 (7号館)を移設し、さらに現在、駒場

アクテイブラーニングスタジオ (KALS)で試行中のICT支援型協調学習教室を発展、拡充させ

た、学びやすさと環境基準に配慮した理想の教養教育施設 (約12，000平米)を105号館と旧生協

食堂を撤去して設置する。「理想の教育棟」は、教養学部の前期課程の基礎科目、総合科目、主

題科目 (全学ゼミとテーマ講義)に広く活用されると共に、 本郷他学部との連携、 社会発信活

動のための中心施設として機能する予定である。

基本計画の策定

理想の教養教育棟の具体化に向け、これまで教養学部では、理系高IJ学部長と理想の教育棟担

当学部長ア ドバイザーの永田敬教授と加藤道夫教授を中心に、若手教員で構成されるワーキン

ググループが一丸となって、 施設設計の仕様の検討を重ね、その準備のために国内外の施設の

視察も行ってきた。さらに本年度は、予算確保に向けて本部との折衝を重ね、工期を2:1t[Jに分け

て進める基本計画を策定することができた。

設計上の基本計聞にあたっては、理想の教育の理念を踏まえた上で、さらに、以下の諸点を満

たすよう留意した。1)滞在型の学習空間を実現させるために、 学生の利用率の高いコミュニケ

ーションプラザと空間的連続性を保ち、意匠的にも一体感を持たせる。2)緑豊かなキャンパス

の景観を末長く保全するために、将来にわたって銀杏並木に沿った建物は低層 (4階)のままで

押さえる。3)省エネルギ一、衛生安全管理、屋上緑化、樹木保存を含めて環境と安全に十分配

慮する。4)キャンパス計画室が策定した軸線(道路mill)に従って建物を配置する。5)容積確

保のために、積極的に地下を利用する。6)第I期棟では、理想の教養教育を体現する先進的施

設を整備する。

これらを具体化した完成模型写真を見ていただくとわかるように、「理想の教育棟」は、地下

2階地上4階(一部5階)建ての2つの教育棟 (西の第I期棟と東の第IIJVlt~O をガラス張りのオ

ープンスペース・ラボ、サンクンガーデン (地下広場)によ ってつなぎ、北側地階にはレクチ

ャーホールを配する構造となる。第I期では、西側の建物とオープンスペース・ラボ、サンク

ンガーデンまでを完成させ、 レクチャーホールの基礎工事を行う。第I期練の施設としては、

オープンスペース ・ラボ、駒場アクテイブラーニ ングスタジオで試行中のICT支援型協調学習

教室、教員と学生とのインタラクティブな授業を可能にする新設計の講義室、全学利用施設な

どを含み、理想の教養教育を象徴するオープンスペース・ラボには、 筆頭寄付者である森稔氏

(森ビル社長)にちなんだ名称を冠する予定である。理系の基礎実験室や一般教室、大屋根とそ

こに速なるカフェ等は第H期工事で整備する。なお建設予定地に現存するクスの巨木は、「理想、

の教育棟」のシンボルツリーとして大屋根とオープンスペース ラボの問に保存される。
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I ::!OOB今度におけるよ{:院総計主化研究科教主宇部

2008年度内には、 実施設計に着手し建設予定地の整地を開始する。2009il三2月20日には小宮

山総長、森稔氏をはじめ関係者を迎えて建設予定地で安全祈願祭を実施した。

(学部長室 長谷川寿一)

理懇の教管機 l締 理想の教育鎌 E矧
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27 正門門扉の復元と竣工

教養学部正門の門扉は、 1938年頃の設置以来、学部の顔として長い間親しまれてきたが、長

年の風雨と開閉の振動などから老朽化が著しかった。このため教養学部では、一高 ・東京同窓

会をはじめ多方面からの寄附を得て門扉の復元をすすめ、 2008年3月24日(月)に竣工をした

(この間の経緯については ，，[狗場2007Jを参照されたい)。 門の傍らの桜の花も美しい4月4日(金)、

竣工披録式典が行われた。

今回の復元は図面が存在しなかったため、取り外した門扉を分解して部品を採寸し、これを

元に新たに部品を制作して組み立てるという宮大工の手法ですすめられた。素材には木曽槍が

用いられ、仕上げには柿渋を塗って色を落ち着かせた。校章については傷みが激しく再利用で

きなかったため、型をとってアルミダイカストで新たに作成している。なお旧校章は駒場博物

館に保存される。

披露式典当日はさいわい天候にも恵まれ、青空の下、正門前広場脇のスペースで10時30分よ

り行われた。小島憲道研究科長の挨拶に続き、 一高同窓会の若井恒雄理事長からいただいた式

辞の中では、往時は寮生がかならず正門を通って入構しなくてはならないとする「正門主義」

があったことや、そのため門限を過ぎて帰ってきた学生が門をよじのぼる姿が見られたといっ

た興味深いエピソードを聞くことができた。後半は銘板の取付けや記念嫌彩なども行われ、約30

分のセレモニー終了後には簡単な昼食会も催された。

旧門扉の傷みの原因として、近年自動車の通行に際し頻繁に開閉が行われるようになったこ

とが考えられることから、新門扉については開門時間を延長し、できるだけ開閉が少なくなる

よう運用ポリシーを見直したことを付記しておく。

(学部長室長谷川寿一)
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帥 S'f.岐における}::/I:.院総合文化研究件数量宇部

28 浅島誠特任教授文化功労者顕彰記念講演会

総合文化研究科特任教授 (理事・副学長)の浅島誠先生が、 2008年度文化功労者に選出され

たことを記念して、 l 月 7日に学際交流ホールにて文化功労者]Ití~~記念論 j京会が開催された。 会

場には約150名の聴衆が集まった。

講演に先立ち、小島憲道研究科長が挨拶に立ち、顕彰のお祝いの言葉を述べられた。

浅島先生の講演は、まず先生ご|土|身が目玉発生研究を行う上での研究背景から始まった。脊椎

動物脹のボディパターンは受精H寺にはl列憾に決定されておらず、 受精後にある一部の細胞鮮が

周囲の細胞に働きかけそれらを運命づけるという、いわゆる 誘導"と呼ばれる現象によ って

臨の基本的なパターンが決められる。先生は、 1924年にシュペーマンとマンゴールドによ って

発表されたこの 「誘導」 現象について概略を分かりやすく説明されると共に、半世紀以上もの

間多くの研究者が関わってきたにもかかわらず誘導の実体となる物質を設も発見することが出

来なかったこと、そしてそれらの研究が「誘導物質は実は存在しないので、は」という主張によ

って否定されてきたこと、などについて丁寧に、また時には熱く語られた。様々な試行錯誤を

経た後、アクチビンタンパク質に強い 1:1こ'!If葉誘導活性が存在することを先生は発見された訳だ

が、これは誘導現象が “実体'を伴うことを示したという点で非常に大きな発見であり、上記

の否定を大きく覆すものであった。先生のご講演では、アクチビンの誘導活性発見に至るまで

高いモチベーションを維持してこられた理由が非常によく分かる一方で、、これらの研究が一筋

縄ではいかず、いかに困難な作業であったかという点が聞いている側にひしひしと伝わってく

るものであった。

講演の後半部分では、アクチビン発見後、 90年代以降先生が明らかにしてきた内容について

具体的に述べられた。上述のように、アクチビンは1:1:t)Jf葉誘導活性を有する。例えば、両生類

!庄の未分化細胞群として知られるアニマルキャップにアクチピンを作用させると、脊索などの

中!任業性組織が誘導される。ところが、作用させるアクチピンの濃度を変化させると、仁!こ'!lf業

性組織だけでなく、外)陀葉性組織や1)'1!医薬性組織など、体のほぼ全ての部分に分化させること

ができることを先生は見出した。この研究を発展させる形で、先生はイモ リ・ ツメガエルとい

った両生類!Ifの未分化細胞から心臓や勝臓、腎臓や目といった臓器 ・器官を誘導することに成

功された。更には誘導した臓器を佐に移植し、それらが成体にまで成長する様子が具体的に提

示された。非常に残念なことに、心臓が動く様子などを示すはずだったいくつかの動画が動か

ず、発表されていた先生が「うーん、これは困るなあ」 と何度も言われていたのが印象的だっ

たが、研究内容の興味深さはそれを差し~I いても十分に伝わってきた。

2000年に入ると、先生はマウスなど11前乳動物の未分化細胞である!距性幹細胞 (ESi細胞)を用

いた臓器誘導系の椛立にも研究を展開された。言うまでもなくその理由の一つは、いわゆる「再

生医療」と呼ばれる、未分化調[1胞から新たな臓器を誘導しそれらを患者に移植する、という治

療法への応用を見据えたものである。これらについて、心臓 .!附搬などをはじめとした具体的

な誘導例を示された。また、最近マスコミで多く取り上げ、られるiPS細胞についても触れられ、

将来的な医療応用にはそれらの "標準化¥すなわちこれまでに囲内外で多く確立されてきた

様々な種類のES.iPS細胞株の分化指向性 ・増嫡能なとずの比較検討について述べられた。これは、

単に「組織が誘導された」という |主|内外から出される多くの知見に対するいわば讐鐙であり、

具体的な|臨床応用を見据えた上で、は梅めて重要な考え方である。

このように浅島先生の講演は、 20世紀の最初に勃興した発生生物学の基本的な仕組みという

テーマから始まり、最後は医療応mなど将来の発生学に至る、 一世紀以上という非常にスパン
の長い研究分野に先生ご自身が関わってこられたことを示す大変興味深いものであった。

講演会に続いては、 ファカルティーハウスで祝賀会が行われ、 60人以上の参加者が浅島誠先

生の文化功労者顕彰をお祝いした。 (生命環境科学系 道上達男)
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付属資料1

2008(平成20)年度授業日程表

4月9日制-7月17日(ね

7月18日(剣-7月31日(ね

8月l日(創-8月31日(日)

9月l日(月)-9)J3日蜘

9月4日(村-10月う日(日)

10月6日間-12月24日制

第1・3学期授業

第1. 3学期試験前半

夏季休業

第1・3学期試験後半

秋季休業

第2・4学期授業前半

12月2う日制~平成21年l月6日附 冬季休業

l月7日制-1月30日幽 第2・4学期授業後半

2月2日目)-2月13日(盆 第2・4学期試験

教養学音1;の授業時間

l時限 9時00分-10時30分

2時|浪 10時40分-12時10分

3時限 13時00分-14時30分

4時|浪 14fLf40分-16時10分

う時llil 1611r-20分-17時う0分



2008 (平成20)年度志願・合格・入学状況

教養学部前期課程 (平成20年4月1日現在)

入学 特別選考入学者

募集 志願 受験 合格
者数 国費 政府 日韓共 入学

科類
人員 者数 者数 者数

第1 第2 外国 派遣 同理工 者
(内数として後期

種 種 人留 留学 系学部 総数
日程試験)

学生 生 留学生

文科一類 401 1，342 1，199 401 427(26) 。 8 4 440 

文科二類 3ラ3 1，320 1，071 3う4 3う9(う) 4 4 2 370 

文科三類 469 1，692 1，406 479 479(2) 4 7 491 

理科一類 1，108 3，04う 2，763 1，129 1，162(37) 4 3 19 2 う 1，19ラ

理科二類 う32 2，266 1，8う9 う47 う70(27) 3 2 2 う77

理科三類 90 418 3うう 90 90( -) 。 。 。 90 

全科類(理科二 100 3，48う 413 100 

類を除く)

合計 3，0う3 13，う68 9，066 3，100 3，087(97) 12 21 34 4 3，163 

(備考)

1. I志願者数j、「受験有数J、「介+持者数」、及び「入学者数」には特別選考の数は含まない。
2. I入学者数Jにつレては前期11程試験、及び後期日程試験の介計人数を記載している O また、( )書きの数は後期日程試験入学者を内数に
て表す。

3. I合計」欄の数字については前期11程試験、及び後期IJ程試験の介百|人数を表す。

4.特別選考入学者の「第l積j及び「第2種」は、外国の学校を卒業した外国人及び日本人を対象とした選抜により入学した者で、:欠の分類に

よる。

第l種 外国人であって11本の永住許可を得ていない抗争
第2種 目本人及び第l柄以外の外同人

教養学部後期課程

学科 平成20年度進学者 学士入学者等

超域文化科学科 21 

地域文化研究学科 37 

総合社会科学科 36 

基礎科学科 31 

広域科学科 II 

生命・認知科学科 20 

計 lう7

大学院総合文化研究科

修士課程 博士後期課程
専攻

志願者 合格者 入学者 志願者 合格者 入学者

言語情報科学 76 31 30 う0 23 22 

超域文化科学 122 38 38 48 19 19 

地域文化研究 100 40 38 6う 38 37 

国際社会科学 137 3う 3う う2 19 19 

広域科学 219 III 97 78 64 61 

(牛命環境科学系) (99) (44) (38) (2ラ) (21 ) (19) 

(J.ム域システム科学系) (48) (30) (28) (22) (17) ( 17) 

(キ111刻}，~礎科学系) (72) (37) (31) (31) (26) (2う)

言十 6ぅ4 2うう 238 293 163 lう8

A
U
 

--



付属丙料1

2009 (平成21)年度進学内定者数

2008年10月8日

内
F厄4国司

者 数 外国人留学生(定数外)内訳
学部学科 定数

文一 文二 文三 理一 理二 理三 小計 合計 A B C D 計

279(4) 2 10 3 29う(4)

j去 41う 119 3 12う(0) 420(4) 3 4 

。(0)
12 62 7う(0)

医学 100 26 26(0) 101 (0) 。
医

。(0)
健康科学

2 7 9(0) 

40 3 4(0) 20(0) 。
-看護学

7(0) 2 2 3 

6 10 う64(20) 72 6ラ3(20)

工 94ぅ 270 36 制 (0)I 974(20) 10 う う 20

lう lう(0)

II 212 (3) 13 9 246(3) 

文 38う 3 21 7う 3(1) 3 10う(1) 373(4) 2 2 4 

3 8 6 2 2 22(0) 

168( 1) う9(1) 228 (0) 

理 297 うl 31 82(0) 312 (0) 。
ユ(0)

7 6 21 lうう(4) 190(4) 

農 290 う 8 70 84(0) 278(4) 2 4 

4 4(0) 

4 lりう(7) 2う(1) 13 6 243 (8) 

経済 340 81 lう 4 2 102(0) 34ぅ(8) 2 う 8 

。(0)
8 19 4う(2) 32 20 124(2) 

教養 183 2 13(1) 23 lう 8 61 (1) 189 (3) 3 3 

3 4(0) 

2 う1(2) 4 う 63(2) 

教育 97 9 22 2 3 37(0) 103(2) 2 

3 3(0) 

19 37(2) う6(2)

薬 80 ラ 24 29(0) 8う(2) 2 

。(0)
29う(4) 242(7) 361 (8) 838(20) 383(6) 63(0) 2、182(4う)

計 3，172 126(0) 132(1) 137(0) 3う9(1) 181 (0) 26(0) 制2)I 3，2州 7) 23 3 16 う 47
ぅ(0) 8(0) II (0) 22(0) 10(0) 1 (0) う7(0)

総計 3，172 426(4) 382(8) う09(8) 1，219 (21) う74(6) 90(0) 3，200 (47) 3，200(47) 23 3 16 う 47

備考 1. ( )は外国人官'1"f:fl， (定数外)で外数
2，上段:第一段階 小段:第二段階下段:再志望

3. A:日本政府(文部科学付)奨学金留学生 B:外岡政府派iiE官i'Tソt:， C:外国学校卒業学生特別選考第l種 D:日韓共同期 1:系学部

留学生

l
 
l
 
l
 



定員の推移 2003 (平成15)年度--2008(平成20)年度

教養学部前期課程入学定員

年度
平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20

2003 2004 2005 2006 2007 2008 

文科一類 605 415 41う 41う 415 41う

科|文科二類 36ラ 365 365 36う 36ラ 36う

文科三類 48う 485 48う 48う 48ラ 48う

理科一類 1，147 1，147 1，147 1，147 1，147 1，147 

類|理科二類 ララl ララ1 ララl うう1 ううl ララl

理科三類 90 90 90 90 90 90 

言十 1，4うラ 1，788 1，26ラ 1，788 1，26う 1，788 1，265 1，788 1，26ラ 1，788 1，265 1，788 

3，243 3，0う3 3，053 3，0う3 3，053 3，053 

教養学部後期課程受入定員

年度
平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20

2003 2004 2005 2006 2007 2008 

超域文化科学科 20 20 20 20 20 20 

学|地域文化研究学科 3う 35 3う 3う 35 3う

総合社会科学科 10 10 10 10 10 10 

基礎科学科 40 40 40 40 40 40 

科|広域科学科 20 20 20 20 20 20 

生命・認知科学科 lラ lう lう lう 15 lう

計 140 140 140 140 140 140 

大学院総合文化研究科入学定員

年度
平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20

2003 2004 2005 2006 2007 2008 

課程 修士 博士 修士 博士 修士 博士 修士 博士 修士 博士 修士 博士

言語情報科学 33 26 37 27 37 27 37 27 37 27 37 27 

専 超域文化科学 41 29 41 29 41 29 41 29 41 29 41 29 

地域文化研究 43 27 47 28 47 28 47 28 47 28 47 28 

国際社会科学 34 23 38 24 38 24 38 24 38 24 38 24 

広域科学* 102 62 106 63 106 63 106 63 106 63 106 63 

攻 (生命環境科学系) (38) (23) (38) (23) (38) (23) (38) (23) (38) (23) (38) (23) 

(広域システム科学系) (27) (16) (31) (17) (31) (17) (31) (17) (31) (17) (31) (17) 

(相関基礎科学系) (37) (23) (37) (23) (37) (23) (37) (23) (37) (23) (37) (23) 

計 2う3 167 

420 

269 171 

440 

269 171 

440 

269 171 

440 

269 171 

440 

269 171 

440 

申印広域科学専攻は3系からなり，各系の入学定員は目安である。
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付属資料1

2008 (平成20)年度クラス編成表(1年)

計
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F:中国語初修クラス
G:ロシア詩初修クラス
H:スペイン詩初修クラス
韓国朝鮮語初修クラス

K:イタリア語初修クラス

A:ドイツ詩既修クラス
B:ドイツ語初修クラス
C:フランス詩既修クラス
D:フランス誇初修クラス
E:中国語既修クラス

総計3，339名



2008 (平成20)年度クラス編成表(2年)
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F:中岡誇初修クラス
G:ロシア藷初修クラス
H:スペイン語初修クラス
1 :韓国朝鮮語初修クラス
K:イタリア語初修クラス

A:ドイツ語既修クラス
B:ドイツ語初修クラス
C:フランス語既修クラス
D:フランス語初修クラス
E:中国語既修クラス

総計3，330名
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研究生

総合文化研究科大学院研究生，外国人研究生数

(2008年11月1日現在)

専攻 大学院研究生 外国人研究生 計

言話情報科学 12 13 

超域文化科学 3 18 21 

地域文化研究 3 14 17 

国際社会科学 6 7 13 

広域科学 8 13 

計 21 う6 77 

大学院研究生の出願資格は，総合文化研究科修士課程修了，博士後期課程修

了，同課程満期退学又は同程度の学力を有する者。

外国人研究生の出願資格は，外国籍を有し，大学を卒業又は外国において，

学校教育における16年の課程を修了した者。

教養学部研究生数

(2008年11月1日現在)

後期課程 9 

研究生の出願資格は.4年制大学卒業又は同程度の学力を有する者。
(前期課程には，学部研究生制度がない。)

付同資料l
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留学生

(2008年11月1日現在)

大学院

特別研

究学生

大学院

研究生

大学院

外国人

研究生

短期

交換

留学生
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部
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言十 (8) 124 76 129 0 24 61 6 

※本表のrWI学生」とは「出入国管理及び難民認定法」別表第lに定める「留学」の在留資格を受けてし、る外国人学生を示す。

※学部学生数の( )付数字は後期課程学生を内数で示す。
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]}∞ シンポジウム

題目/使用言語 会場/期日 主なパネリスト 主催者 その他

第11111東大生によるサイエンス 駒場キャンパス 滝川洋一(東京大学)，林待j(東hl大 l¥fhl大学教養学部附同教主主教育 運営:
ショー「空気は見えるか!?J 18号館ホール 学) 開発機構 全学自由研究ゼミナール「心を動かす表現法:科学

2008.1.18 メディァ.Jll!科実験のiiJf'先」受講生

海外先進教育実践支媛プログラ アドミニストレーション隙 アレキサンダー・アスティン(元 東京大学大学院総介文化研究科 共催:

ムシンポジウム 3階学際交流ホール UCLA高等教育研究所所長)，足立覚 -教養学書11 東京大学教養学部附柄数養教育開発機構

「初年次教育の可能性」 2008.3.12 (立教大学総長室調査役)，新妻智子

英語， H本MHliiJ時通訳) (東京大学教fi:'{:郎等事務郎教務課

長)，八木宏見(東京大学教養学部広

域科学科4年)，山本泰(東京大学教養

学部附柄数主主教育開発機構執行委t1

長)，長谷川誇ー(東京大学教養学部

副学部長)

現代GPlkl際シンポジウム 駒場キャンパス 小島憲道(東京大学)，永HI敬(東京大 東京大学教養学部・仙級学環・ 共催:
rlCTをi舌JIJしたアクテイプラ 18号館ホール 学)， Perer Dourmashkin (MIT) ， Daniel 大学総合教育研究センター 東京大学教養学部|初版教養教育開発機構

ーニング」 2008.3.17 Gilbert(Sranford Universiry)，美馬のゆ 後援:

英語， 11本語(l，iJ時過訳) り(公立はこだて未来大学)，Tom 東京大学教育企Illli本TREEプロジェクト，東京大学教

Gally(東京大小)， 111内桁平(東京大 養学部附属教養教育開発機構教養教育社会述悦(ベ

学)，望月俊男(東京大学) ネッセコーポレーション)寄付研究部門

DESKllij際シンポジウム !~~場キャンパス R.フランク(パリ第!大学)， H.ケル 東京大学ドイツ・ヨーロッパ研

「欧州統介の1ミt":紀とTUアジア lS"ry"館ホール， 11仏会館l ブレ(ベルリン・フンボルト大学)， 究センター， 11仏会館，!U京大学

共|口j体」 2008.4.18-19 川嶋周一(明治大学)，J.シルト(トリ 現代ヨーロッパ経済史研究教育
ドイツ詩，フランス百丹， 11本語 ア大学)，c.ルケーヌ (1吋立政治学ユニ yト

院)，J. F.エック(リール第3大学)，W. 

ビューラー(ミユンヒェン工科大学)， 

平野千呆子(武蔵大学)，H.M.ボック

(カッセル大学)， P.モネ(社会科学

高等研究院)， 1川山l暁義(共立女子大学)， 

回中明彦(東京大学)，深川1I1起子(早

稲HI大学)，.bl'.JI持|リJ(lnm川大学)

UTCP若手研究者シンポジウム 駒場キャンパス 串田純一(東京大学)，8僑紀宏(東京東京大学グローバルCOEr共
「し、ま，共生の地平をlilJう」 18号館4階 大学)，大竹弘二(UTCP)，内山雄二 生のための同際析学教育研究セ

日本語 コラボ、レーションルームl (UTCP) ンターJ(UTCP) 

2008.4.20 

「映Isli/帝|五JJ 駒場キャンノfス 畠山宗 l珂(東京大学)，李英載東京大学グローパルCOEr共

日本語 18サ館4階 (UTCP) ，前川比一(神戸市外IKJ語大 4のためのIkll緊析学教育研究セ
コラボ、レーションルーム3 学)，吉本光公(ニューヨーク大学東 ンターJ(UTCP) 

2008.4.22 アジア学科准教授)



その他
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主なパネリスト

金子邦彦(点大複雑系センター)，什

原正(京大総合文化)，道上達男(京大

総合文化)，111本義春(東大教育)，Yi 
本付-(京大俊雄系センター)，磯l崎

行雄(東大総合文化)，池上高志(京大

総合文化)

会場/期日

駒場キャンパス

アドバンストラボラトリー大会

l議室

2008.4.26 

h
ア、Jセ究日刊ム-7 

語
一
ス
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*京大学グローバルCOEi J~ 

fトーのための同際哲学教tiM究セ
ンターJ (uTCP) 

*ょ;(大学グローバルCOEi J~ 

IJ:.のための11<1際fq学教育研究セ
ンターJ (UTCP) 

Perer Mi叫ill片erバ(カ一ルス一エ教育大ρyλ:勺， 
f材'1'"学F及び+判例州4中11学似併f究2烹完教授)入，An叩Ita凶
Mll叶"1加e町r叶'r口i悶c白S批仁C以，(フランクフルト大fγ私
lJil溝持印川削Ijυ) 

同分功 nll ( ，'::j I~ (，i経済大学)，勝rrn除

(uTCI') ， 'n己l'{紀(UTCP)

;:;'Ol，:j ~'c: Uリ(九大)，木村弘信(熊本

大)，坂井秀隆(東大数理)

!iiJ;(大/t大学院総合文化研究科
.教主主学部1.1際ジャーナリズム
;別，1' ，:持 H~

東京大?グローパルCOEi Jt 

'1'.のための国際哲学教育研究セ
ンターJ (UTCP) 

W. Basler (Ulm)， P. Boalch (ENS， Paris) 

他

小ft手11大(1"1際交流慕金理事長)， i'i-
l勾Ii:knll Uiij外務引務次T'r・京大千平
日教.1'受)， 1 Jt!1~幹雄(読売新聞 II， III~~ 川

組編集委11.*大特 Ll教授)， fi城11~
f(京大教綬)

m[ll悦弘(彫刻家)，デンニッツア・
ガブラコヴァ(学術振興会特別研究

員)，井戸美明 (UTCP)

，~i~~必キャンパス

18 ~J-飢41府

コラボ.レーションルーム1

2008.う.13

!\i~JJ];キャンノf ス

18り角'(41府
コラボ‘レーションルーム2

2008.う27

数flR科学研究科大講義ネー

2008.6.9一13

括i~ J:yj キャンノ f ス

900需教本

2008.6.14 

111terCllltllr込Iand Inrerreligiolls 

l.earning in a German Perspecrive 
ht~再ノ、jlll

UTCI'ワークショップ

「ユダヤとイスラエルのあいだ」

後援:

!UJ;(大学卜‘イツ・ヨーロッパliJf究センター
スロヴェニア言語文化liJf'先会

JUlii : 
!↓i京大学教養学"ì~'IS 附同教主主教育iJfJ 1~機構， KOMED 

*京大学大学院総合文化研究干|

「人1:'，]の安全保障」プログラム

(] ISI') ， 111卜tlit人以京大学11¥版
ノ、

柴'(f'Jl，(*京大学)， ILI~呉川J(*:l;C外

1"1 ~If 大 "f:)， 1己川泰彦(点 JJl 薬科教大
学)，Jelisava Dobovsek-Sethna (東京外

1.1語大学)，野lijJ素己(北海道大ρ戸)，
And町 jBekeS (リユブリャーナ大学)，

阿部卓也cr刻凶学院大学)
絡)jt'i[-(I"I際協力機構理事長)，柴
'llUl、(*J;(大学大学院総介文化liJI究
科)，林立;代(*京大学大学院総fi)(
化研究干")，森LiIT(東京大学大学院

総合文化研究科)，笠野稔人(i下川半島

大学問際関係学科)，遠藤貢(東京大

(東京大学大学院総合文化研究科)，

JLIIU'~人(東京大学大学院総合文化

研究科)，長イI紀校(ジャパン・プラ

ットフォーム代衣;IJ!・Ji)

駒場キャンパス

18り釘i41構
コラボ、レーションルーム2

2008，6.18 

!駒場キャンノfス

18 ~J.ftlÏホール

2008.6.21 

International Conference: 

I'ainleve to Okamoro 

1 ，，"1~~ ジャーナリズム寄付講旅行IJ
設記念シンポジウム

i2008"Fの選択-tH:界はどこへ

行くのか」

II.-j>:Mf 

UTCPワークショップ

「新ドム・宅隙・風流 彫刻家;j(

川悦弘との対話」

日本Mi.

スロヴェニア許諾・文化シンポ

ジウム:ラOOthAnniversary of Ihe 

Birth of Primoz Trubar & Slove-

nian EU Presidency 2008 

"本語

1
 
n
 
o
 
r
 

E
l
 

駒場キャンパス

18り飢ホール

2008.6目28

「人111]の安全保障」の|廿紀へ
(Hlll1lan Securiry Now: Agcnda 

f"r thじ21日 Centllry) 

11本市

ヰ
車
醐
型
M

]
一
中



題目/使用言語 会場/期日 主なパネリスト 主催者 その他

[lil際研究集会 数理科学研究科大講義室 森京文(爪大)，Frans Oorr(Utrecht)他 寺柚友秀(東大数珂!)，斎藤政彦

r Arithmetic and Algebraic Geome- 2008.7.3 -6 (神戸大)， i汚水ofJ二(ICU)

tryJ 

科学読み物シンポジウム 駒場キャンパス 滝川洋二(東京大学)，猿山直美(岩波 東京大学教養学部附属教養教育 共催・

rr供のころから科学の本を楽 13号館1313教室 ，Il'!，l;l ，松川H.ー(東京大学)，森達夫 開発機構 NPO法人ガリレオ工房

しもう」 2008.7う (十Ml干館)，原IIlf!dll子(科学読物研究
会)，田克弘(東京学芸大学附属中学

校)，川中久雄(ファラデーの本棚)， 

力川のりまき， ut-美香子
1.1際シンポジウム 4駒場?キャンノfス 小林康夫(UTCP)，石井剛(東京大東京大学グローパルCOEr共

「共生のための!f'I'i[哲学 介 18号館41帯 学)，佐藤将之(台湾大学哲学系助教 生のための/1(11祭析学教育研究セ

汚研究fi'との対話」 コラボレーションルーム l 授)，明1¥1;疏磁(台湾大学中文系教授)， ンターJ(UTCP)，台湾大学材

，/"国務 2008.7.12 喬志航(UTCP)，信j辰幸弘(uTCP)， 学系

れ j~J出(台湾大学f千戸系副教授)，中

i事栄中!日(UTCI')，村川雄二郎(東京大

学)，曾i英塘(台湾大学哲学系副教授

j長主任)，善寺粉lI9J(台湾大学哲学系副

教授)，後藤絵美(東京大学)，王l荷(東

京外|対話大学)，林義正(台湾大学哲

学系教授)，黄冠閲(中央研究院中闘

文析所助研究w
高校生のための現代数学講座 玉原国際セミナーハウス 火山利雄，関[1英子，i平井俊，野口irMJ 坪井俊(東大数.fll!) ilr馬県下の高校生対象(協力・ L'f馬県立消出高等学

2008.7.19，26 次郎(東大数理) 校)

Workshop on Accessory I'aramaters 五原国際セミナーハウス イi附汗也(東大数f型)，示野信一(岡山 大島利雄(東大数珂D，原|吋存 ift:
2008.8.4 -7 }Il!大)他 (熊本大)

代数幾何セミナー2008 玉原国際セミナーハウス 安川健彦(鹿児島大)，渡辺敬一(日 川又雄二郎(東大数理)，小林lトー

2008.8.11一lう 大)他 典(首都大)，鈴木香織(横浜/1(1

大)，粛藤夏雄(広島市大)

シンポジウム 駒場キャンパス 小林康夫(UTCP)，村田純一(UTCP)，東京大学グローパルCOEr共

エンハンスメントの析学と倫.llf¥ 18号館4階 イilJ;(孝二(UTCP)，大隅典子(東北大 生のためのl吋際村学教育研究セ

脳神経科学と人類の未来のあ コラボレーションルームl 学)，信原幸弘(uTCP)，烏薗進(東京 ンターJ(uTCP) 

り方を問う 2008.8.23 大学)

11本語

JSPS-RFBR 11 銘ワークショップ 玉原国際セミナーハウス fftOrli英之，務合将之(名大)他 V. Molchanoy(Tamboy)， {frOrli英之

Harmonic Analysis on Homogene- 2008.8.24 -30 (名大)，野村降附(九大)，大島利

。山 Spacesa吋 Q山 ltization 雄(東大数J'I!)

学生シンポジウム 駒場キャンパス 博士課程大学院生を中心lこ6名 表象文化論研究室

『写真の逆説』 18号館4階

日本語 コラボレーションルームl

2008.9.1 

リ一理論に現れる代数に関する 玉原国際セミナーハウス J. Chuang (Ciry， London)，鈴木武史(岡 有木進(尽大)

研究集会 2008.9.7 -12 山大)他



その他主催者

東京大学大学院総合文化研究科

附属アメリカ太平洋地域研究セ

ンター

科学技術振興機構りST)rサイエ

ンス・パートナーシップ・プロ

ジェクト事業(講座型学宵活動)J

神保道夫，白石iflfJー(東大数理).
山川裕二(立教大)

主なパネリスト

フィリップ・ベル(ニューサウスウ

エールズ大学名誉教授).アラン・テ

イラー(カリフォルニア大学デイヴ

イス校教授).福嶋輝彦(桜美林大学

法学・政治学系教授・学系長).デイ

ヴイッド・カーター(クイーンズラ

ンド大学/東京大学アメリカ太平洋

地域研究センタ一容u教授)
坪井俊(東大数理)

会場/期日

駒場キャンパス

18号館ホール

2008.9.13 

玉JJj(I-1際セミナーハウス
2008.9.13-1う

題目/使用言語

アメリカ太平洋とイギリス帝国:

Th氾 BritishEmpire， Australia and 

the Americas 

英語，日本語

群馬県高校生玉原数学セミナー

岩尾悦介，名古尾台1](東大数旦ID，I:谷
洋平(大原大学院大)

IdJ;U-1際セミナーハウス
2008.9.1うー 18

Jtfll1 : 
アメリカ太平洋地域研究センター

追手門学院大学オーストラリア

研究所

東京大学グローバルCOEr共

生のための1_1際哲学教育研究セ
ンターJ (UTCP) 

香取淳子(長崎県立大学シーボルト

校教授).フィリップ・ベル(ニュー

サウスウエールズ大学名誉教授)

竹内網史(学振特別研究J.l).下f崎裕

助(新潟大学).阿111雄二(東京大学)，
大河内泰樹(京都産業大学)，斉藤渉

(大阪大学)，藤LU尚志;(ゲ抜特別研究

員)

追手門学院大学

ラ号館3階う301教室

2008.9.18 

駒場キャンパス

18サfil'i41常
コラボレーションルーム1

2008.9.19 

*京J!!~ 限百J積分セミナー『ソリ

トン方税式とパンルヴェ)j程式

(差分化と量子化)J

The End of T elevision in Australia 

英語，日本語

東京大学グローパルCOEr共

生のための同際哲学教育研究セ

ンターJ (UTCP) 

東京大学グローパルCOEr共

生のための国際哲学教育研究セ

ンターJ (UTCP) 

A'ラーピッシュ(デユッセルドル
フ大学)， H'ショット(ボン大学).

H・ファンゲラウ(デュッセルドル

フ大学).N'グ主ュアー(ハレ大学).

C.オーバーレンダー(ハレ大学)，
鈴木晃仁(慶感大学)，香阿佐[-(東京

大学)，永島剛(専修大学)，金舎恩(テ

キサスA&M大学)，郭文華(陽明大学)，

飯島渉(青山学院大学).市野川谷孝

(東京大学)，酒井シヅ(順天堂大学)

河野哲也(立教大学).村 111純一
(UTCP) ，高橋久一郎(千葉大学).1(( 

江清隆(東北大学)，石原孝二

(UTCP) 

坪井俊，桂手IJ行(東大数理)

「駒場ファカルティ・ハウス」

セミナ一安

2008.9.20 

ヰ
寓
輔
君
N

数理科学研究科・れ岡市教育委員会学校教育課共催坪井俊(東大数理)

スタンフォード大学アジア太平

洋研究センター/東京大学大学

院総合文化研究科附属アメリカ

太平洋地域研究センター，東京

大学大学院総合文化研究科地域

文化研究専攻

三谷博(東京大学教授)，北|品HFIF-(東
京大学教授)， JJ脚達彦(東京大学准
教授).川島民(東京大学1ft教授)他

駒場キャンパス

18-~J館4陪

コラボレーションルーム1

2008.9.27 

玉原同際セミナーハウス

2008.9.28 

駒場キャンパス

18~J飢ホール

2008.10.2 

公開共同研究「哲学と大学」ワ

ークショップ

「大学の名において私たちは何

を信じることを許されているの

か」

日本語

トランスアクションとしての医

学と他律的近代化

一一ドイツ.11本，コリア，台湾
11本向，ドイツ語

r脳神経倫理学の展望』合評会

日本語

沼田市中学生のための玉原数学

教室

Oivided Memories: History Texト

books and the War in Asia/東ア

ジアにおける戦争の記憶と歴史

教科書

[(本語，英語，中国語



題目/使用言語 会場/期日 主なパネリスト 主催者 その他

第ラ岡高木レクチャー 数理科学研究科大講義室 J.-P. Bou伊 ignon(CNRS-IHES)， E. Ghys 小野薫(北大)，河東泰之(東大数 日本数学会・数理科学研究科共催

2008.10.4ーラ (CNRS・ENSLyon)， M. KOl1!sevich (IHES)， JI~O ， IJ、体俊行(東大数埋)，斎藤

N. Nekrasov (IHES) 毅(京大)，1/'品作(京大)

国際シンポジウム アルゼンチン凶立似l書館(プエ Yuji Nishiyama (UTCP)， Yasuo Kobay- l'lnstinrto Germani de I'Universite 

Philosophies de I'universite et ノスアイレス) ashi (UTCP)， Pa!rice Vermeren (Uni- de Buenos Aires， l'Agencia Na-

con日itdes rationalites 2008.10.6 -7 versite de Buenos Aires) cional por la Ciencia y la T ec-

nologia (ANCyT)， UTCP， Centro 

Argentino -Canadiense de Buenos 

Aires (CEACj， la Section Cul-

nrrelle de I'Ambassade du Canada 

a Buenos Aires. 

シンポジウム 駒場キャンパス 玉村豊男(ヴイラデストガーデンフ 東京大学教養学部附属教養教育 共催:

「駒場で r食』を考える」 18号館ホール アームアンドワイナリー)，鈴木啓二 開発機構 キリンホールデイングス株式会社

日本語 2008.10.7 (東京大学)，i度逸雄一郎(東京大学)， 
太川忠.ll1U.(キリン食生活文化研究

所)

日本学術振興会H仏科学フォー 数理科学研究科・慶憾義塾大学 森肝|茂之(東大)， J.-P. Bourguignon J.P.Bourguignon (IHES) ，広中平祐 IHES・!京大・慶感義塾大・日本数学会共催

ラム 2008.10.7 -9 (IHES)他 (数理科学振興会)，松本幸夫(学

r Perspectives in marhemarical sci- 習院大)，河東泰之(東大数理)，

enceJ 斉藤毅(東大数理)，坪井俊(東大

数f理)，前川/iIlH(慶応義塾大)

シンポジウム 駒場キャンパス Ted A. May'戸c町r(旧Har悶v刊ar吋dUnive目ers悶附s
「大学教育に『食』を摂取する: 18号館ホール 藤文彰(ルヴェソンヴェール駒場)， 開発機構

初年次活動プログラムの新しい 2008.10.11 Theresa A. McCulla (Harvard U niver-

可能性(FOODIN EDUCATION: sity) ，小島態道(東京大学)，i度遁雄一
How ro Nurrure Insighr and 郎(東京大学)

Knowledge on Eating) J 

英語，日本語(loIJ時過訳)

気候変動とモピリティ :w. 駒場キャンパス w.丁目先nsee(ドイツ連邦共和国交通 東京大学ドイツ・ヨーロッパ研
Tiefensee大I立講演会&パネルデ 18号館ホール -建設・都市開発大医)，中村英夫究センター，ドイツ学術交流会，

イスカッション 2008.10.22 (武蔵工業大学)，山口光恒(東京大 ドイツ大使館

ドイツ語，日本語 学)

環境三間郎lう周年企jlIII公1mシン 本郷キャンパス 小符山宏(*京大学)，小林光(環境環境三l川郎 後援:

ポジウム 安凹講堂 省)，荒川あゆみ(AGS・UTSC)，泉岳 環境空I，東京大学AGS，東京大学サステイナピリテイ

「環境の世紀を切り拓く~キャ 2008.10.2ラ 樹(環境三[Jqft~O期)，河原圭(環境三 学連携研究機構(IR3S)

ンパスからの変革」 ilyn防却j)，広瀬雄一郎(環境三四郎11

期)，巻島隆雄(環境三!司自11)，小川拓

哉(環境三四郎)，竹内文乃(環境三四

郎)，野上大介(環境三[J!.J郎)

研究集会 玉原凶際セミナーハウス 松山能文(JSPS 東大数理)，三松佳士r-井俊(京大数理)

「微分間相群と葉層構造」 2008.10.27 -31 彦(中央大)他



その他主催者

東京大学グローバルCOEr共

生のための1"1際村学教育研究セ

ンターJ(UTCP) 

主なパネリスト

大竹弘二(uTCI')，1州分功一郎(山崎
経済大学)，合川IE人(明治大学)

Jum : 
'f!:Jj(大学:グローパルCOEr JI{'Iーのための附際i'I"'γ
教育研究センターJ(UTCP) 

)七催:

KOMED，東京大学教養学部附!瓜教主主教育開発機術，

'f!:京大学教必伊丹1¥アイコム (AIKOM)委11会

東京大学大学院総介立;化jiJI究科

地域文化jiJI 允W攻，科学制究 'i~

j補助金l，Qjif.jiJI究(A)アブラハム
的伝統の臨界大一神教のi'i'
学，神学・政治論とその外部の

地域文化研究

翻訳と文化怖断't'l:についての統
合的側究(科学側究費補助合15
総研究B)，文学・ぷ術の社会的

統合機能のitJf究(LAC)([1/ iJ1.斤
樹)

大学院総介文化研究科「人IIUの

安全保障」プログラム (HSP)

人:l't降，-t1j欠11)，;J:J川lL!Ji住民，安|品l
j台仏大川I謙作，i走!捺絵美

会場/期日

駒場キャンパス

18号館4階

コラボ、レーションルーム3

2008.10.29 

駒I易キャンパス

I 8-~J-飢ホール

2008.11.1 

題目/使用言語

UTCPワークショップ

レオ・シュトラウスのアクチュ

アリテイ

11本語

111:俗化する宗教

11本R!?

エリス俊r.林少|場，田尻芳樹， I1I1I1 
広11(1， JI~~企守之 ， {J，:I総元状，協111桁11':

!狗場キャンパス

学際交流ホール

2008.11.1 

モダニズム'受符の，iFi制|ー『詩と

持論」とその川辺

11;;j>;H{ 

北京大学

特別講演者小平11111恒(国際司法裁

判所OCJ)判'J1)，小、i喧t;(総合文化仰f
'J'e-f'l教授)， i賓川祁夫(弁護 1:，元以内
1批判・JO，フイリップ・オステン(度
!佐義勢大学i1小部刊1;，教授)， ~!f 1 1 i己f!ll
(1"1 j車アジア鰍*犯:)jll坊JI-.研修所教
1'L外務符|玉l際法)，，)fJ検事，カンボジ
ア特別法定以苅裁判所住l際判ムj十)，長
有紀枝(難民を/JJ)ける会理事長)，ヨ

ハン・セルス(1"1述難民高等弁務行
事務所属1:11代衣)， LJ十呑的(ヒュー
マンライツ・ウォッチ東京ディレク

ター)，戸川|探犬(JICA研究所 1'，I.'i，'jiJI 

究w
許干'，'宏XUZhihong(北京大学学長)，

LEE Jang-Moo (ソウル大学校総長)，

小?:(山引くOMIYAMAHiroshi (J反応

大学総長)，MAI Trong Nhuan (ベト

ナムflil家大学ハノイ校学長)， i1i川Jt.:
1ょ(総介文化研究科教授)， 111 tJ 'IVJ必
(総合文化研究科教J受)， 114'1'付;j'i(総
介文化刷究科教段)，山脇 ~l 司(総合

文化研究科教綬)，能登路雅子(総合

文化研究科教授)，刈間文俊(総合文

化研究科教授)

駒場キャンノfス

18号館ホール

2008.11.3 

総長セッション…北京大学

北京フォーラム…釣魚台賓館大

会選室，北京大学

2008.11.6-9 

人間の安全保附と1"1際法
Hllman Security and 1nrernarional 

Law 
1ドヨl'
K 川 1

第101"1東アジア|川大学フォーラ

ム北京会議総長セッション，北

京フォーラム

*アジアにおける太子:の教育交

流について(総長セッション)

The Harmony of Civilizarion and 

Prosperiry for AJI 一一一ThcUni-

versal Value and出cDeve10pmenr 

Trend of Civilizarion (北京フォー

ラム)

総長セッションー11本， tJ' ['<1， ~fI: 
1'，1，ベトナム話
北京フォーラム…英語

一
存
盟
崎
山
羊
N



題目/使用言語 会場/期日 主なパネリスト 主催者 その他

DESKセミナー 駒場キャンパス 梶英輔(北早大学)，荒川忠一(東尽大 東京大学ドイツ・ヨーロッパ研

iJ!fUJ発'，'託と代替エネルギ一政 学際交流ホール 学)，飯川誠(東京大学)，森干IJIJJ(北海 究センター，ドイツ学術交流会

策」 2008.11.7 道苫前町長)，森井裕一(東京大学)，

日本語 阿i幸真理子(リテラジャパン)，吉111
典之(読売新聞)，杉irli美喬(産経新
11司)，J.!.t健太郎(法政大学非常勤講R!!i)

UTCPワークショップ 駒場キャンパス 後藤絵美(日本学術振興会/UTCP)，東京大学グローバルCOEi共

生/性と権力の制度を読み解く 18号館4附 木村則子(津川塾大学)，萱野捻人(i孝 生のための同際行学教育研究セ
日本語 コラボレーションルームl 川塾大学)，市野川容孝(東京大学)， ンターJ (UTCP) 

2008，11.7 内藤まりこ (UTCP)

The Use of Objecrs and InsrrllmentS 駒場博物館 Bernard S. Finn (Smirhsonian Narional 114>:科学技術史学会，駒場博物

in rhe Hisrory of Science 自然科学博物館 Mllsellm of American Hisrory)，夏Icl賢釘{
英語 2008.11.8 一(金沢工業大学)，山口まり(東京大

学大学院総合文化研究科)， 1川本拓司

(東京大学大学院総合文化研究科)

国際問題としての国家破綻 駒場キャンパス 柴宜弘(東京大学大学院総合文化研 東京大学大学院総合文化研究科共催:

(Srare Failure as an lnternarional 18'~}館ホール 究科)，，，'n和夫(東京大学大学院総 「人IiIJの安全保障」プログラム 科学側究費補助金(J.!i総研究(C))ip長|際秩序と国内
Problem) 2008.11.8 合文化制究科)，遠藤貢(東京大学大 (HSP) ，科学研究費補助金(基盤 秩序の共振に|射する包折的研究」

日本語 学院総合文化研究科)，石田i享(東京研究(A))ii破綻l玉l家」の生成と
大学大学院総合文化研究科)， i問井枠 内生をめぐる学術研究」
子(東京外1"1語大学大学院地域文化

研究科)，田中浩一郎((財)日本エネ

ルギー経済研究所中東研究センター

-センター長)

科学読み物シンポジウム 駒場キャンパス 滝川洋二(東京大学)，海部宣男(放送 東京大学教養学部附属教養教育 共催:

「子どもに伝えたい 1 科学の 7号jj'i743教室 大学)，高ITI裕行(戸l立天文台)，松尾 開発機構 NPO法人ガリレオ工房

本の楽しき」 2008.11.8 みずほ(つくば市立三の宮小学校)， 

宗田敦美(つくば市立m崎小学校)， 
坂口美佳子(科学読物研究会)

Space-Time Mapping Workshop 駒場キャンパス 坂1Jl(茂(東京大学大学院総合文化研坂IJ;(茂

英語 18号館コラボレーションルームl 究科胃話情報科学専攻・教授)，田窪

2008.11.8 -9 行則(京都大学文学研究科・教授)， 

柴谷方良(RiceUniversiry.教授)，Ra五ael
Nllnez(UCSD.准教授)， Kevin Moore 

(San Jose Srare Universiry・講師)，古賀

裕章(本研究科言語情報科学専攻・

博士課程)，野111高広(I'i])

学生シンポジウム 駒場キャンパス 博士課程大学院生を中心に7名 表象文化論研究室・東京大学グ

『権}Jの表象(1):イメージの作 18号館41;持 ローパルCOEr共生のための

法』 コラボレーションルーム3 11;11祭哲学教育研究センター』

日本語 2008.11.21 (UTCP) 



その他主催者

東京大学グローパルCOEr共

生のための凶際哲学教育研究セ

ンターJ (UTCP)，パリ高等削j

範学校，凶際哲学コレージユ

主なパネリスト

Michel Deguy (Professeur emeri目 Uni-

versite de Paris 8)， Kazumichi Hashi-

moto (Universite de Tokyo)， Yoshinori 

Tsuzaki (Univ官 site de Marc Bloch-

Srrasbourg)， Yuji Nishiyama (UTCP) 

Yasuo KOBAYASHI (UTCめ G阻をle，
Berkmann (CIPh) Francisζo Naishtat 

(Universite de Bueno暗Aires，CIPh) 

Marco Filoni (Poly町chniq凹 deMilan) 

Hisashi Fuji回 (Universiぽ deHitot阻 b-

ashi) (UTCP，パリ高等師範学校，国

際哲学コレージュの共催)

会場/期日

パリ高等師範学校，同際哲学コ

レージュ(フランス，ノfリ)

2008.11.24 -2ラ

題目/使用言語

Forum ‘Philosophie et Edu叫 ion'

Le dtoit a la phiosophie: 

la deconstruction d白 Instirurions

de recherche et d'四日ignementa 

I'epoquぽ dela globa1isation 
フランス訴

M. Soe冗 n悶 (Copenhagen)，

kutoyants (Maine)他

J四 nBauberor{フランス高等研究院
名誉院長)，羽IH.tE(東京大学東洋文
化研究所，UTCP)，増回一夫(東京大

学大学院総合文化研究科)，島薗進

(東京大学大学院人文相:会系研究科)，

中島隆博(東京大学大学院総合文化

研究科， UTCP)，近藤光博(日本女 r
大学文学部)

黒凹玲子(東京大学教授，科学技術イ

ンタープリター養成プログラム代

表)，瀬名秀明(作家，東北大学特任教

授)，倉持哲義(アステラス製薬株式

会社)，竹沢悠 ~I!(r'lli・ ht大学博上研

究員)"Ij谷美央(医科学研究所)，守

真奈美(北海道大学創成科学共同研

究機構研究支援部教務職員)，漆原次

郎(フリー記者)

岡由猛，植田一博，丸山慎，田中純(以

上，東京大学)，森川ゆい(NPO法人

日本伝統芸能教育評及協会〈むすび

の会))1f川助弥， lii川約五郎，制竹紋

臣(文楽協会)

海外招待者:Charles F. Delwiche， 

Colin R. Ha阿 ood，And町田 P.Weber 

園内の主な講演者:黒岩常祥，問中

寛，河村信士雄，佐藤i白〔樹

共催:

科学研究費補助金基盤研究(A)アプラハム的伝統

の臨界:三大一神教の哲学，神学・政治論とその外

部の地域文化研究

方川)j)J広(東大数理)，阿山陽一
(統数研)

東京大学グローパルCOEr共

生のための国際営学教育研究セ

ンターJ (UTCP) 

Yury 数理科学研究科123講義室

2008.11.26 -27 

駒場キャンパス

アドミニストレーション棟

学際交流ホール

2008.11.28 

Workshop on r Stochastic Analysis 

and Statistical Inference 1IIJ 

シンポジウム

r21 t吐紀国際ライシテ宣言とア
ジア諸地域の世俗化」

11本語，フランス諮

東京大学科学技術インタープリ

ター養成プログラム(代表黒聞

玲子)

駒場キャンパス

13号館1313号室

2008.11.29 

科学技術インタープリターによ

る社会への発信:修了生からの

メッセージとプログラム聞の交

流

11本語

|吋111猛，植田一博(以上，東京大
学)，駒場博物館

駒場キャンパスラ

サ館ぅ2う教室

2008.11.29 

熟達者の表現behind the seen 

を支えるもの

11本部

科研費学術創成研究(代表荷

問中寛)

駒場キャンパス

数理科学研究棟大講義室

2008.11.29 -30 

国際シンポジウム

Bacteria made Organelles made 

Eukaryotic Cells 

茸
調
甜
草
M



題目/使用言語 会場/期日

UTCPセミナー 駒場キャンパス

「集合知，あるいは，新J'l111主義 18り白¥'i41併

の文化的論煙Wikipediaにみる社 コラボレーシヨンルームl

会知の変符とネットワーク社会 2008.12.2 

としての"本社会」

"本計十

Represenration of Pain in Becken 駒場キャンノfス

and His Contemporaries 18り命1

!If ~tt コラボレーションルームl

2008.12.6 

ii}f究集会 数.fIH科学研究科大講義室
i Algebras. Groups and Geometries 2008.12.10ー11

2008J 

代数幾何学|五l際研究集会 数.fIJ!科学研究科0う6講義室

i COE-COW TokyoJ 2008.12.1うー 19

1.1際研究集会 数Jlf!科学研究科大講義室

「モチーフの勉強会第W1J 2008.12.1う一 19

、[':府l構築と人権: ~~J-t)jキャンパス

「カンボジ.ア特別法廷の挑戦」 7{ナ負ii31塔742教室

11本訴 2008.12.19 

持i雑系生命システム研究センタ 有lキャンパス
一研究会「多次元複雑システム 法機械Z階大会議室

の観測U科学 2008.12.20

"本語

第101111*アジア|川大学フォーラ 北京利|者liA逸大例的
ム北京会議ワーキングセッショ 2008.12.22 -2う

シ

BESETOHA教育交流ワークシ

ヨツプ

"本語.It' jlil語，韓国読，ベトナ
ム計十

主なパネリスト 主催者

木村忠，E(UTCP).石原孝二(UTCP)，東京大学グローパルCOEi共

村111純一(uTCP)，I"J林f1i史(11本学 '1のための1"1際甘や教育研究セ
術振興会・東京大学).行 111敬ンターJ(UTCP) 

(UTCP) 

削1Jl.芳樹，対馬美千子，堀真:fI1!子， 現代ヨーロッパ文学・演劇・思

Mark Nixon 忽!における身体的精jみの共イjl1j"

能性の総合的研究(科学研究 'L~

補助金的芽研究)，文学・芸術の

社会的統合機能の研究(LAC)

(11I1JL万樹)

7守川謙一(東大数理).脇本実(九大名 松!己厚(東大数理)， IIJ内博(愛知l

誉教授)他 教育大)

藤野修(名大). T. Logvinenko (Liverpool) 川又雄二郎(東大数理).M.R訓d

他 (Warwick)

F目 Mo陀1(Mnchen) ，L. Hesselholt (:Y，大) T. Ge回目 (USC)，木村俊一(広
他 大)，佐藤周友(名大)，志甫i享(束

大数JIJ!.)，山下附IJ(Nottingham) 

その他

熊|刈路欠(カンボジア市民フォーラ ヒューマンライツ・ナウ/点以 後援:

ム/東京大学客員教授)，野口元日11 大学大学院総合文化研究科「人 カンボジア市民フォーラム

(カンボジア特別裁判所上級審判事)， 11日の安全保障」プログラム

111本iET千(弁護士/ヒューマンライ (HSP) 

ツ・ナウ).デイスカッサント:長待

川村i弘(法政大学教授).コーデイネ

ーター:束i宰摘(弁護士/ヒューマ
ンライツ・ナウ理事)

|刈111真人(京大新領域)，鳥海光弘(東 東京大学複雑系生命システム州

大新領域)，能瀬聡[i'{(東大新領域)， 究センター，東京大学大学院新

大森敏lリJ(東大新領域).福島孝治(東 領域創l成科学術究科複雑現工学
大総介文化)， i宰11哲(東大総合文化) 専攻

〈北京大学〉李府松(校長助矧(1"1際北京大学
合作部i部長)) .侯建箪(網絡教育学院
院長).邦文革(教育学院教育技術系

MU教授(I，t，(I"J : E-learni時))， i'{ Hiイi
(教育学院教育技術系副教授(専I"J:
コンピュータ支援教育))，蘇彦t!r(元

I存学院r.iU院長)， i番!愛徳(同際合作部

日U部長)

〈ソウル大学)KANG Mynng Koo(k 

1リl求)法礎教育院院長
〈東京大半〉小島憲道(大学院総介文

化研究科研究科長)，刈間文俊(大学



その他主催者主なパネリスト

院総合文化研究科教授)， 1判中村治

(大学院総合文化研究科教授)，兵頭

俊夫(大学院総合文化研究科教授)，

石井|制(大学院総介文化州究利被教

授)，おJJ純一(大学院総介文化研究
科准教段)， JJ 1削Jill必(大学院総合文
化研究利 i1t教J受)，II'i.水附J(大学院総
合文化研究科可t教綬)，矢作jI'(之(教
養学部等事務部経F山県副課長)
〈ベトナム同家大学ハノイ校)Nguyen 

Ngoc Thanh(経済大学副学長)，

Nguyen Nam Hai (工科大学コンビュ

ータ・センターセンタ一長(F-Iectu町

出当)) ， Phan Hai Linh (人文社会科学

大学東洋学部)，BlIi Thi Hong Lam (IJiI 

際協力部職員)

村田純一(UTCP)ほか

会場/期日題目/使用言語

東京大学グローパルCOEr共

生のためのいl際刊学教育研究セ
ンターJ(UTCP). r死lj:.学の民

間と組織化J (DAU 

北海道大学数"t辿批liJf究センター後後儀戎美一(京大数.fIft)，担lti足秀
(~ヒ大)，八木り志(阪大).111本 li

宏(東大数.fII!)

G. Simonett (Nashville)， A. Mclntosh 

(Australian NU)他

迷営:

全学白由研究ゼミナール「心を動かす表現法.科テ:

メディア..fIj!利実験の研究」受講生

G. van der Gccr(Amsterdam)， f七
利行(京大数J'IU，、千十111Jx:.秀(京大
数剤入金釧誠之(才，k)

東京大学教養学部m11I教主主教育
開発機構

G. van der Geer (Amsterdam)， L. Jllllsie 

(I'aris XI)他

滝川洋二(東京大学).林衛(tk京大
学)

The Third BESETO Philosophy 

Conferenc芯“Philosophyin the East 

Asian context: Knowledge， Action， 

Death， and Lifc" 

~Mt 

入門講義とワークショップ 数Jlll科学研究科002・270・128

‘Analytic Semigrollps and Related 講義宗

Topics-on the occasion of the cen- 2009.1.13一16
陀naryof the birth of I'ro長ssor

Ko日kllYosida' 

[lil際研究集会

r Arithmetic and Algebraic Geome-

try related to Modllli SpacesJ 

第21111東大生によるサイエンス

ショー「ニュートンの1Ili.アイ

ンシュタインのIRlき」

駒場キャンパス

18号館41精
コラボレーションルーム 1-.1

2009. 1. 1 0 -1 1 

数JlI!科学研究科大講義前

2009.1.19-23 

駒場キャンパス

アドミニストレーション干車.11併

2009.1.26 

数.fI41科学研究科大講義本
2009.1.30 -2.1 

i可束泰之.川)Ujf;'.日1;，小林俊行，
斎藤毅(東大数.fIIU

東京大学点アジア・リベラルア

ーツ・イニシアテイブ(EALAJ)

C. Hacon (Utah)，広1/'干名!i(数.fIj!科学

振興会)， V. Joncs (Berkeley)， Ng凸B.C.

(JAS)， W. Werncr (I'arisふId)

i奈川山起'[.(1/稲川大学教綬)，東京
大学・」じ京大学・ソウル大学・ベト

ナム国家大学の学i'ill"j!:ll:.，AIKOM留

学生

東京大学駒場アクテイブ・ラー

ニング・スタジオ (KALS)

2009.2.5 -8 

之
友
諸
君
N

Mathematics: From Today to To-

morrow - Global COE Opcning 

Symposillm at Tokyo 

第101口|東アジア|川大学フォーラ

ム学中パネル

若.r.-と労働-i.比迷する 111:，#に生
きる

英語



題目/使用言語 会場/期日 主なパネリスト 主催者 その他

カンボジア:開発の光と影 駒場キャンパス コル・パンニャー(カンボジア1'1山 カンボジア市民フォーラム/東

日本討i 学際交流ホール 公11:選挙委H会(COMFRELl事務}IIJ 京大学大学院総合文化研究科
2009.2.7 長)， 111 坂JjI~'IE (カンボジア市民フォ 「人111]の安全保障」プログラム

ーラム共同代表世話人・アジア学院 (HSP) 

(AR[)珂.事)，T守岡建治(カンボジア

liiI~ フォーラム世話人・(特i舌)JHP

学校をつくる会理事)，宇井志緒利

(カンボジア市民フォーラム世1m人

. mn アジア保健~M多所 (AH[) 州 11多

担当)，坂野一生(カンボジア市民フ

オーラムI!日首人・カンボジア司法省

アドバイザー)，山田裕史(カンボジ

ア市民フォーラム事務局長・上智大

学アジア文化研究所特別研究員)，熊

|刈路矢(カンボジア市民フォーラム

共|μl代表111:話人・(特活)日本ド|際ボ
ランテイアセンター(JVC)理事)

Complex Geometry Workshop 数Jl~(科学研究科町6講義室 大沢健夫(1，大)，M. Paun (Nancy)他 高山茂11庁(東大数理)

2009 Tokyo 2009.2.13一14

ワークショップ 研究空間〈スユ+ノモ)(韓国，ソ 阿山雄二(UTCP)，高乗権(スユ+ノ 東京大学グローバルCOEr共

「人文学にとって現場とは何ウル) モ)，附分功一郎(高崎経済大学)，李 生のための|司際哲学教育研究セ

か?J 2009.2.1ラ 沫築(スユ+ノモ) ンターJ (UTCP)，研究空間(ス

ユ+ノモ〉

ワークショップ 延|日大学ウイダンfll'i I川111雄二(UTCP)，チョン・スンファ *京大学グローパルCOErJt 

「政治的以考の地平」 313号室(韓国，ソウル) (延1吐大学)，早尾貴紀(UTCP)，ハン 生のためのl主l際哲学教育研究セ
2009.2.16 -ボヒ(延世大学)，森田I朝(UTCP)， ンターJ (UTCP) ，延世大学韓

大竹弘二(uTCP)，キム・ハン(高腿 同学術研究院

大学)

Writing Centers in Japan: A Collo- 駒場キャンパス 北星学|利大学，大阪女学院大学，上初 東京大学教養学部附属教養教育

qUlllm 18サ自立I1併メディアラボ2 大学，ilt川戦大学，早稲田大学，およ 開発機構
英語 2009.2.17 ぴ東京大学のライテイングセンター

関係者

東京大学現代GPシンポジウム 駒場キャンパス 111内仏、ド(東京大学)，工藤利l美(ll!築東京大学教養学部，大学院情報共1m:

2009 18サ館ホール 家，シーラカンスK8正日代表，東洋大 学環，大学総合教育研究センタ 東京大学教養学部附属教養教育開発機構

「アクテイプラーニングのため 2009.2.20 学)，岸本章弘(ワークスケープ・ラ ー 後援:

の学内空lIiJを創る」 ボ代表， ECIFFO編集長)，筑紫一夫 東京大学教育企両室教育環境リデザインプロジェク

(東京大学)，永川敬(東京大学) ト

UTCP対談: .!!iu場キャンパス サラ・ロイ(ハーバード大学)，徐京 東京大学グローバルCOEr共

「新しい普遍性」を求めてーポ アドミニストレーション棟 納(作家・*京経済大学)，岡川泰、1': 生のための同際哲学教育研究セ

ストホロコースト世代とポスト 学際交流ホール (神奈川大学) ンターJ (UTCP) 

コロニアル世代の対話 2009.3.4 

GCOE Spring School on Repre- 数JlI!科学研究科123講義室 Bernhard Krotz (Hannover)， Salah Mehdi 小林俊行(東大数理)

sentation Theory 2009.3.12一17 (l'aris) 1也



その他主催者

東京大学大学院総合文化研究科

附属アメリカ太平洋地域研究セ

ンター

科学研究費補助金基盤研究B

(代表:凶川杉[-)r近世ヨーロ

ッパにおける宗教・政治・商業

空間の構造転換」

主なパネリスト

肥後本芳男(同志社大学教授)，横山

良(神戸大学教授)古矢旬(東京大学

CPAS教授)，エリック・フオーナー

(米|正|コロンピア大学教授)

Tony Claydon (ウエールズ大学)，

David Onnekink (ユトレヒト大学・レ

イデン大学)，勝1:11俊輔(岐阜大学)，

大峰真理(千葉大学)

ス.、レ

日
『
ン
一

期
一
ヤ
ホ
初

/
一
キ
館
ふ

場
一
場
号
的

会
一
駒
山
初

題目/使用言語

アメリカの自由一過去と現在ー/

American Freedom: Pasr and Presenr 

英語， 11本語

明治大学(駿M台キャンパス)
リパテイタワー8階¥083番教室

2009.3.21 

国際シンポジウム

「ヨーロッパ近世における 1680

年代の再検討一一名脊箪命から

の射科，J

英語

-
守
京
暗
草
M



-uc 
講演会

講師 所属機関/職 題目/使用言語 会場/期日 主催者

Miglena Angelova Universiry I'ierre & Marie Curie (UPMC)ーI'aris61 

I'ro先日or

Heterogeneous Membranes and Some Physical駒場キャンノfスT¥'JJ;( 正
Chemistry of Membrane Interactions. The Roleアドノfンストラボラト

of Lipid {Rafts} リー410大会議本

英語 2008.3.14 

Robin Hicks University of Victoria (Canada)/Professor Verdazyl Radicals: Metals， Magnetochemisrry，駒場キャンパス I 菅原正

and More アドバンストラボラト

英jfi リ-410大会必需

2008.3.19 

李全新 r1'同科学技術大学ノ教授 「中国における持続可能社会を 11指したバ駒場キャンパス

イオマスエネルギーのイj効利JIJJ 10うサ館213り-出

(10ラ21教室)

2008.4.4 

間接の魅力 IIIわかりやすい IJ~ 必入門とは」駒場キャンパス

18号館ホール

2008.4.う

東京大学NEDO新環境エネルギー科学

印JIJX特別部門

イi合昇
!.I.¥瀧正憲
村正iJutJ香rl!.
兵liii俊夫
松川 l刷

11本棋|淀
川本棋院

rl 本棋院
*京大学/教授

東京大γゾ特{壬教授

ハレ・ヴイッテンベルク大学/准教授

東京大学教養学i~I\liH属教主主教育開発機
傍

Mllhammad Haji Salleh 詩人，批評家

DESK講演会:rJi l(といl家の関係 比較の 18号館コラボレーショ 東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究セン
+見点カ‘らー ンルーム3 ター (DESK)

英語 2008.4.9 

Possibilities of Contemporary Poetry 101号館21併研修宗

英詩 2008.4.11 

東京大学グローパルCOEI共生のた

めの IriJ際哲学教育研究センター」
(UTCP) 

Dorothee de Nとve

Theo Sommer デイ・ツァイト紙/元共同発行人 DESK講演会 Ellropean Sllpermarket， Super 18号館コラボレーショ 東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究セン

Stare， or Sllper Flop ? ンルームl ター (DESK)

英語 2008.4.1ラ

1511ゴ達哉 京都大学I~正'γ研究科附属高次lJì日機能総合研究センタ 'lJì~ と主体をめぐる鋭の Ircl の\ (険」

一/JlJ)予

;jと本 111 

、Îi宰11tH行
松村幾敏

*J;C .A.:";:先端科学技術研究センタ一 村fl教J受
*京大学先端科学技術研究センター/教授

新日本石1111株式会社ノ代表取締役・副社長

「地球HIIU暖化問題への取り組み」

駒場キャンパス 東京大学教養学部附属教主主教育開発機

18号館ホール 構，東京大学・グローパルCOE共生の

2008.4.1う ための国際哲学教育情究センター

新丸の内ビルデイング *京大学NEDO新環境エネルギー科学

10Fエコッツエリア iilJl!li:特別部門
サロンゾーン

2008.4.18 
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全7回

会場/期日

駒場キャンパス

l号館109号室

2008 .4.24~7.3 

ム-フグロプ成養タプ
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一
人

語
一
タ
会

一
一
国
一
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ン
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用
一
イ
期

使
一
術
春

/
一
主
ド
話

回
一
円

fω
本

題
一
科
初
日

正itI反

J.!i京大学グローパルCOEr共生のた

めのl正"祭何学教育州究センター」
(UTCP) 

東京大学グローパルCOEr共生のた

めの IEI際朽学教育研究センター」
(UTCI') 

駒場キャンパス I

アドノfンストラボラト

リー410大会議室

2008.4.2う

18.~J'館41続コラボレー

ションルーム3

2008.4.2う

14号館2陪208教室

2008.う.8

New Dyes for Dye-Sensitized 50lar Cells 

英説
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松田良一(ラ.8)

IllI~日正手11 (う 22)

イi浦章. (う.29)
I長野喜幸 (6.う)

村上|場・自11(6.19) 

d
A守、，h

，4
・

7ι』玲

師
一
回

講一
mh

…

l捺垣裕子 (7.3)

Neil Robertson 

陰謀・暴力・イメージ

11本語

市教授ニューヨーク大学東アジア学科六本光宏

J.!iJi(大学大学院総合文化研究科「人IiIJ
の安全保障」プログラム (H51')

J.!iJ;(大学グローバルCOEr共生のた

めの 1"1際哲学教育研究センター」

(UTCP) 

東京大学グローパルCOEr共生のた

めのいl際析学教育研究センター」
(UTCP)，フランス大f史郎

J.!i J~(大学ドイツ・ヨーロァパ研究セン

ター (DESK)

東京大学グローバルCOEr共生のた

めの川際析や教育州究センター」

(UTCP) 

ヰ
京
時
草
川

J.!i京大学大学院総fT文化研究科・教主主
"1';';111五|際ジャーナリズム寄付講雌

18サtZ{コラボレーショ
ンルーム3

2008う.10

駒場キャンパス

18号館コラボレーショ

ンルーム3

2008.う20

Situation， Concepts， and Challenges Chinese 101サ自fi21桝研修宅

Conservatism: History， National Identity and 2008.う.20

the Hllman Condition 

英治

UTCPセミナー「l活すとは何かつ 身振り

.イントネーション・必1味」

フランスロ昔

駒場キャンパス

18り今節i41¥符コラボレー

ションルーム4

2008目う.21

theアドミニストレーショ

ン棟中会議滋

2008う.29

駒場キャンパス

18cり針i41~}キコラボレー

ションルーム3

2008う30

The l'olitics of Race Relations for Asi‘111 Ameri- .!&í~ ~易キャンノ f ス

cans 14サ飢21情会』議室

英日If 2008.6.4 

フッサールにおける文化と問文化n
民Jifl

マッギル大学ノ教授Philip Buck.ley 

The Rise and Fall of American 5eclllarism 

丸i!?
CCl1tre d'erudcs er de recherches inrernationals/Direcreur 

de recherche 

Oenis Lacorne 

紛争地におけるI.J際赤卜字1"'1際委H会
11本語

亦 1-字国際委員会ICRCカンダハール支局プロテク

ション班通訳(パシュト一語)

亦|宇1"1際委員会イ1:11本連絡調整Ll.東京大ザー「人
|!日の安全保隙」プログラム博 1:謀科!

ライデン大学〆教授

桜井卓自11

長嶺義主〔

Axel Schneider 

パリ第3大学Mary-Annick MOREI 

Trend III DESK講演会 Rdorm and 

European University Sector 

英語

動きが生命をつくる

川本的

ドイツ学術交流会(DAAD)ノ事務総i七Chtistian Bode 

東京大学/准教授池上高志

刊{‘教J受カリフォルニア大学アーパイン校Linda Trinh Vo 



主催者

東京大学グローパルCOEi共生のた

めの 1"1際哲学教育研究センター」

(UTCP) 

題目/使用言語 会場/期日

Ent陀 laraison et la vie: Dialogue avec Domin-駒場キャンパス

ique Lestel 101 サãl'i 21術研修"i~

フランス訪 2008.6.4 

校学範世寸
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東京大学大学院総介丈化研究科「人111]

の安全保障」プログラム (HSP)

ょ+L京大学グローパルCOEi J~'I:. のた

めの同際哲学教育iiJf究センター」
(UTCP) 

東京大学産学連挑本mv予和構築研究
会〆東京大学大学院総合文化仰|究干|

「人IIiJの安全保防」プログラム (HSP)

東京大学グローパルCOEi J~ 生のた

めのいl際哲学教 1f研究センター」
(UTCP) 

東京大学グローパルCOEi JI" '1:.のた
めの凶際哲学教育研究センター」

(UTCP) 

ストリートチルドレン文援活動を通してみ駒場キャンパス

えてきたバングラデッシュの可能性:エク 18号館4断コラボレー

マットラ活動報行 ションルーム l

日本訪 2008.6.う

UTCPイスラーム JII'角干減州第ぅ1111iなぜい 18号館4附コラボレー

まイスラーム復興なのか-近現代イスラーションルーム3

ム思想史から考える 2008.6.6

日本語

企業倫理とCSR-チャリティからCRMま産学連携本部21桝会議

で/平和l構築とCSR:多|医1~i\企業の事例か室

ら学ぶ 2008.6.9 

日本語

UTCP十l本以忽セミナー「弓木市『構忽!}j 101号館21府側修本ー

の論埋~J 2008.6.10 

日本語

科学技術リテラシーと i1'l' JIi!(IYJ 
一共生の知|の哲学にIIljけて

日本語

エクマットラ(バングラデシュの民111]活動1."体)il主辺大樹

*以外Ikl新大学アジア・アフリカ言日!?文化{リ|究所
教授

飯塚11，:人

CSRコンサルタント

コンサルタント・東京大学大学院総介文化li)1究利iiJf

究'1:.

小林紀YJ
Dylan Scudder 

(デイラン・スカダー)

大阪大学.lを!illt義島大学

谷垣真f聖子(科学研究'[~ . ~忠雄研究C
.華南地域社会の!が史的 ì~Mi原と現在)

東京大学NEDO新環境エネルギー科学

kiljl此特別部門

大学総1t教育研究センター，東京大学

教養学部附属教主主教育IJfJ発機構

表象文化論研究本

東京大学大学院総合文化研究科・教養

ρ?学y戸:古剖部|目11μ川k川ド際奈ジヤ一ナリズムt寄年別f付J講J片峨4仇モ

市民参加1j駒場キャンパス

18号館41併コラボレー

ションルームl

2008.6.11 

国際企業にとっての特別行政1)(の新たな役駒場キャンパス

害Ij-日本，中国及び件i巷の税制を踏まえて-18号館4階コラボレ一
日本語 ションルーム3

2008.6.14 

駒場キャンパス

10う号館213ザ宗

(10う21教室)

2008.6.16 

j~，以揚キャンノf ス

900番教集

2008.6.17 

l号館106教宅

2008.6.17 

Farewell to Litrle Tokyo: Warrime N悶 Jouト駒場キャンパス

nalists and the Ambigllities of Assimilation 18号館4附コラボレ一

英語 ションルーム3

2008.6.18 

*収入;ザ:ノ刊f~教授

Michel Dalissier 

イiI~{ 孝一

tI" 1<1 グラントソントンジヤノfン[ASG税JlI¥士i.t人]
デスクマネージャー

F
b
 
l
 
f
 

ド|品i

「新エネルギーの導入拡大にII'jけて」資iJi;(エネルギー庁新エネルギ一対策課/課長相Ii{J，:.1.¥川京f彰

「情動Emotion 体と心を動かすもの」カリフォルニア r科大学/教授卜司{I華{号車市

「現代日誌演劇」の可能'1'1:

日本訴

i京劇カンパニー「チェルフィッチユJ/下c'?|品l川利規

ケベック大学モントリオール校/教授

U n iversite dll Qllebec a Montr白I/Profcsseur

Greg Robinson 



Anronia Benolino， Andrea 

Polini， GlIgliell110 De Angelis 

川村義雄

Viren MUI【hy

矢|人.JJポ史郎

Monisha Das GlIpta 

Richard Rath 

Susan George 

(スーザン・ジョージ)

安Ij事Jよ，'，Ii.H

Christian Staffa 

Ezequiel Di Paolo 

所属機関/職

東京大学大学院総合文化研究科'教授

Istituto di Scienza e Technologie dell'lnformazionじ

“A. Faedo"， the Italian Narional Resc‘lfch COllncil 

環境省/事務次行

オタワ大学/相会教綬

ダンスカンパニー「ニブロール」 主宰

ハワイ大'γマノア校行「教綬
University of Hawai'i at Manoa 

ハワイ大学マノア校 准教捻

題目/使用言語 会場/期日

アフリカの1_1家変容の現実と珂論:ソマリ駒場キャンパス
アを事例として 18号館4階コラボレー

H本計十 ションルーム 1

2008.6.18 

The Plastic F日l11eworkfor Wcb Service Testing駒場キャンパス

英語 16サ館107会議本

「地球環境川凶の現状とぷ:mJ
2008.6.18 

駒場キャンパス

数J~!科学研究棟大:溝義
宗

2008.6.23 

Buddhist Er川町mology and Modern SeIι101}j-館2附研修指
Idenrity in Zhang Taiyan's‘()n Establishing a 2008.6.24 

Religion 
英三五
"口

「コンテンポラリー・ダンスの地平・身体 1~J-館 106教室

と言葉 2008.6.24

11本百五

Remel11bcring 9111 Vernaclllars of Traul11a 絢場キャンパス

英語 14-~.館í21Wi会議本

Hearing Amcrican History 
t丈三九
アミ"口

2008.6.2う

駒J易キャンノfス

14りー館21'持会議本
2008.6.2う

主催者

東京大学大学院総合文化研究科「人間

の安全保障」プログラム (HSP)，科学

研究費補助金(基般研究(A))r-r破綻同

家」の'j=.成とJlJ.生をめぐる学術州究」

科学研究資補助金終盤研究(A)r午産

1"'1:と安全性li'J1のためのアスペクト指
li'Jソフトウェア開発に|到する{叶先」

東京大学教主主学部，東京大学先端科学

技術研究センター，東京大学NEDO新

環境エネルギー科学創成特別部門

東京大'アグローパルCOEr Jt '1のた
めの1"1際析学教育研究センター」
(UTCP) 

表象文化論研究室

;[.0;(人ソ戸大学院総合文化jiJ竹町、卜教長

q:古川同際ジャーナリズム;ぢH，j，Yil~~ 

東京大学大学院総合丈化研究利・教養

学部国lZ5 ジャーナリズム寄付"昨Fi~

トランス・ナショナル・インスティチュート JIIl !J~ Mondialis山 onde la faillitc. Faillite de la 1110n-駒場キャンパス ，'，可橋均(科学研究資・ J，I";総研究A'デ
ニズンシップ:~I，永住・ ~I，同化 I\~J.広減

移民の1"1際比t絞研究/総fT文化研究科
地域文化州先 ~Ii攻/アメリカ太平洋地

域研究センター (CPAち)ノ地域文化研

究学科フランス分科/r人II¥Jの安全保
隙」プログラム

長， ATTAC-France 名誉会長 dialisation (倣綻のグローパリゼーション，グ 18~Hnホール

University of Hawai'i at Manoa ローパリゼーションの似綻 2008.7.1

*京大学〆q'.¥・別栄詩教授

Aktion Suhnezeichen Friedensdie山 te...代表

サセックス大ヴー

フランス，i{((j!!Ii¥Rあり)

「建築をつくる，都市をつくる」 ，~~JJ)jキャンノ f ス

リ00許教本

2008.7.2 

大学総;fT教育研究センター，*J;(大学
教主主伊丹11附1，'J1，教主教育IlfJ1t機構

DESK"持i員会:プロテスタントによる納償 1R ~;館コラボレーシヨ *京大?トーイツ・ヨーロッパiiJf究セン
のための一つの試みとしての「川口ionSlilトンルーム l ター (DESK)

neze凶 en(f'i't¥，、と平和のための行動)J 2008.7.4 

ドイツ員!?

From I.ifc to Mind to Life/Mind 

"';一三"7、二1111

18りー館41情コラボレ - 4i};(大学グローバルCOEr Jt'j=のた
ションルーム2 めの llil際村学教育 jiJI究センター」

200呂田7.4 (UTCP) 

→ 
“十

京
工.



題目/使用言語 会場/期日-
U
A
 

所属機関/職

オハイオ州立大学比較研究学科/教授

講師

UTCP日本思想セミナ Writinga History 101号館2階研修室

of ]apanese Philosophy: What 1 Have Learned 2008.7.7 

英語

Thomas P. Kasulis 

主催者

東京大学グローバルCOEI共生のた

めの IJ<I際哲学教育研究センター」
(UTCP) 

Jum:科学研究費補助金特定領域研'先
「京アジアの海域交流と日本伝統文化

の形成 寧波を焦点とする学際的制

性」

Ff原真里 ハワイ大学マノア校/准教授 駒場キャンパス

8号館209

東京大学大学院総介文化研究科・教去を

学丹llllil際ジャーナリズム寄付議賊

自分について書くこと

日本語

2008.7.9 

Charles Shepherdson ニューヨーク州立大学/教授 Antigone: The Work of Literature and the His-18号館41併コラボレ-

tory of Subjectiviry ションルーム3

英語 2008.7.9 

UTCPII 本忠:t!.(セミナー「近代の超克と資 101 号fì1'i21時Tli}f~事室

本主義の超克一一成訟渉の議論をめぐってJ 2008.7.10 

Viren Murthy オタワ大学/准教綬

日本語

武内進一 11本貿易振興機術アジ.ア経済研究所/研究只 駒場キャンノfス

18号館41桝コラボレー

チャドの|五l家破綻とダルフール紛争
H本訴

Rob Reilly IEEE(米国・電気'<'11r学会)Education Soc悶 y/Chair

ションルーム1

2008.7.11 

「大学教育におけるICTを活用した教育方駒場キャンパス

法 17号館2階KALS

英語 2008.7.12 

Jesse J. Prinz ニューヨークrli立大学/教授 What Neuroscience Reveals About Moral JlIdg-アドミニストレーショ 東京大学グローバルCOEI共生のた

mentなど連続講演会 ン棟学際交流ホールなめの国際哲学教育研究センター」

英語 ど (UTCP) 

樹本健 コーネル大学大学院博士課程

2008.7.14，1う，17，18，22，23

UTCP日本足、想セミナー「戸坂潤の技術論J 101号館i2附研修室

日本百11 2008.7.1う

Dr. ]ohan van der Auwera Uni何回iryof Antwerp， Faculry of Lette目/教授， Center On acquisitive modals: Or Revisiting modaliry's駒場キャンパス

for G日mmar，Cognition， and Typology/センター長 semanticmap 18号館41桝コラボレー

“Lingllistics: An Interdisciplinary JOllrnal of the Langllage 英前 シヨンルーム3

Sciences"/編集長 2008.7.16 

東京大学教養学部等事務部経珂!諜 「東京大学における環境・エネルギ一対策駒場キャンパス

*京大学本部環境グループ につし、てJ 1M号館213~J'宅

(10521教室)

i~~井清武

迎IU一昭

東京大学グローパルCOEI共生のた

めの|吋際哲学教育研究センター」

(UTCP) 

東京大学グローバルCOEI共生のた

めの凶際哲学教育研究センター」

(UTCP) 

東京大学大学院総介文化研究科「人IIIJ

の安全保障」プログラム (HSP)，科学

研究賀補助金(基盤研究(A))"破綻同

家」の生成と再生をめぐる学術研究」

東京大学教養学部附!Ili教養教育開発機
構

東京大学グローパルCOEI共生のた

めの llil際哲学教育研究センター」
(UTCP) 

言語情報科学専攻，科学研究費補助金

研究(法盤研究C) I話しことば談話に

おける文法的機能部の諮用機識化」

(藤井聖子)

東京大学NEDO新環境エネルギー科学

自IJ成特別部門

'1'村党 十111戸大学大学院/准教授

2008.7.17 

UTCPイスラーム即時干議座第6IDJ Iサウジ 18号館4附コラボレ- *京大学グローパルCOEI共生のた

アラビア王国のドl家と宗教」 シヨンルーム3 めの恒l際哲学教育研究センター」
H本語 2008.7.18 (UTCP) 
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題目/使用言語 会場/期日 主催者

東京大学グローパルCOEr共生のた

めの凶際村学教育研究センター」

(UTCP) 

Moishe Posrone 

梅沢由香里

王唯任

シカゴ大学ノ教授

日本棋院/棋士

fl本棋院/棋士

UTCP!-I本思:fl.lセミナ BerweenNierzsche 101号館2~持研修室
and Evolutionary Theory: Lu Xun's Contradiction 2008.7.22 

Revisited 

英語

Ma四ism，Tillle・lIIdthe Problem of H istory 18号sl"i41情コラポレー 東京大学グローパルCOEr共生のた
など述続講演会 ションルーム3，101 ~j めの IKI 際析学教育研究センター」

英語 館2階研修室 (UTCP) 

親子で学ぶ凶碁の世界2008

2008.7.26，29，31 

駒場キャンパス

11号館1106教室

東京大学教養学部附属教養教育開発機

構

Miriam Bistrovic 点京大学ドイツ・ヨーロッパ研究セン

ター(DESK)

A1an Taylor 

セ
H・1-4 

4
 

Philip Bell 

A1an Taylor 

Francois LAROQUE 

Clyde 

Moneyhlln 

ベルリン仁科大"f:以ユダヤ主義研究所ノ研究H

Universiry of California， Davis/Professor 

山梨11立建機株式会社 代表取締役

Universiry of New South Wales/Professor Emeritus 

Universiry of California， Davis/Professor 

パリ第三大学教授

Hume Writing CenterlDirecotr 

Stanford Universiry/Associate Director 

2008.8.23 

DESK  講演会:Antisemitismlls und Phi-18号館コラボレーショ

10日mitismllsin ]apan ンルーム3

ドイツ話 2008.9.2 

The Mig回目on Revolution in British North 18号館コラボレーシヨ

America ンルーム4

英語 2008.9.12 

(科学研究費基盤研究A'公共文化の
胎動，代表遠藤泰生).アメリカ太平洋

地域研究センター

東京大学大学院総合文化研究科「人間

の安全保障」プログラム (HSP).東京

大学産学述般本書1¥.千平11構築研究会

東京大学大学院情報学環/東京大学大

学院総合文化研究科附属アメリカ太平

洋地域研究センター

(科学研究費基盤研究A'公共文化の

JIfi動，代表遠藤泰生).アメリカ太平洋

地域研究センター

東京大学グローバルCOEr共性のた

めの国際析学教育研究センター」

(UTCP).日本シェイクスピア協会

ALESSプログラム

Ngllyen TK Thanh 1''¥'脂{正

Pierre Bayard 

クリスチャン・ボルタンス

キー

Royal Sociery Universiry/Research Fellow， Lectllrer 

パリ第8大学/教授・精神分析家

美術家

地市除去に挑む:豊で、|主税!な大地への復興駒場キャンパス

11 本語 18サ館ホール

2008.9.14 

The End(s) of Television: lnstitlltional and本郷キャンパス

ClIltutal Factors in “Television's" Many Future 福武ホール1階会議室

英語 2008.9.17 

Squaring the Circle: Colonial and Native Spac口 14号館21附会議室

英語 2008.9.18 

1 taly vs. AfricιTopographies of desirc in 18号館411持コラボレー

Othello， Antony and Cleopatra and The Tempest ションルームl

英詩 2008.9.24 

“Recent Trends in American Universiry Wriト駒場キャンパス

ing Instruction" 18号館4階コラボレー

ションルーム3

2008.10.3 

Design， synthesis. characteri'l.ation and applica-駒場キャンパス I

tions of n崎町 magneticnanoparticles for bio-アドJ{ンストラボラト

medical applications リ-410大会議案

英語 2008.10.7 

連続セミナー「極限のエクリチュールJ 18号館41階コラボレー

フランス詩 ションルーム1

2008.10.14，22.28 

表象文化論研究室，東京大学グローパ

ルCOEr共生のための国際村学教育

研究センターJ (UTCP) 

科学研究費補助金研究(法雄研究B)

「翻訳と文化横断性についての総合的

研究ー翻訳の言話態を継添しつつ」

(星埜守之)

立
晶
埼
掌
H

La vie impossible de Christian Boltanski クリ l号fifl109番教準

スチャン・ボルタンスキーの世界 2008.10.18 

フランス語
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題目/使用言語所属機関/職

ワシントン大学/准教授

会場/期日 主催者講師

UTCPイスラーム理解講座第7rlll Islamic 18号館4階コラボレー 東京大学グローバルCOEr共生のた

Law， Human Rights and the State: The Case ofションルームl めの 1"1際哲学教育研究センター」

Comemporary Egypt 2008.10.21 (UTCP) 
英王ロロ

Clark B. Lombardi 

JICAボランテイアと人111]の安全保障東京大学大学院総合文化研究科/教授 駒場キャンパス 東京大学大学院総介文化研究科「人111]

18サ館41荷コラボレー の安全保障」プログラム (HSP).社[.JJ
ション・ルーム3 法人青年海外協力協会(JOCA)

2008.10.22 

木村秀雄

11本語

「探偵的批評入r'JJ
フランス語

パリ第8大学/教授・精神分析家 18号館4階コラボレー

ションルーム2

2008.10.23 

表象文化論研究室，東京大学グローパ

ルCOEr共生のための国際哲学教育

研究センターJ (UTCP) 

表象文化論研究室・東京大学グローパ

ルCOEr共生のための国際析学教育

研究センターJ (uTCP) 

東京大学科学技術インタープリター養

成プログラム

Pierre Bayard 

「傑{点的批評入門Imroduction 主 la critique 18号館41情コラボレ-

policie目」 ションルーム2

フランスffIt 2008.10.23 

科学技術インタープリター養成プログラム駒場キャンパス

2008年秋期社会人講座 l号館109号室

パ')第8大学/教授(フランス文学)・精神分析家ピエール・バイヤール

Pierre Bayard 
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山科直子(10.23) 

11本語肺l本拓μJ(11.6) 
村上陽一郎(11.20) 

2008.10.23-2009.1.1う

全61111

石原孝二(12.4) 

長谷川護ー(12.18) 

蹟野喜幸(1.1ラ)

Famasy， Science Fiction and Geography 駒場キャンパス ホーンズ・シーラ(科学研究費・基盤

英訴 18号館4階コラボレー 研究B・18世紀末から20世紀前半まで

ションルーム3 の英米のユートピアニズムの政治批評

2008.10.24 的研究)

H ydrocorrisone rela日dness 駒場キャンパス ホーンズ・シーラ(科学研究費・基盤

英語 18号館4階コラボレー 研究B・18世紀末から20世紀前半まで

ションルーム3 の英米のユートピアニズムの政治批評

2008.10.24 的研究)

rll本のシェイクスピア表象一一没jilii. 映同志社大学 同志社大学英文学会

剛，舞台を通して 2008.10.26

Universiry College， London/Lecturer James Kneale 

Universiry of Exeter/Associate Professor lan Cook et al 

東京大学大学院/准教授河合祥一郎

11本務

スロヴエニア科学芸術アカデミー・人文科学学際研 DESK講演会 FromBalkanism to Colonial-18号館コラボレーショ 東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究セン

究部門/研究員 ism: Western Balkan， Slovenia and EU ンルーム3 ター(DESK)

Tanja Petrovie 

英語 2008.10.27 

必浦友亮 大阪大学大学院情報科学研究科バイオ情報工学専攻 Unraveling the ∞mplexiry in protein biosyn-駒場キャンパス
/特任1ft教授 thesis by construcrive biology approach 16号館827号宰.

英語 2008.10.30 

キリン食生活文化研究所/所長 「キリン食卓調査から~学生の食卓実態と駒場キャンパス

食リテラシー 101号館111栴音楽室

2008.11.6 

複雑系生命システム研究センター，

ERATO複雑系生命プロジェクト

太fll恵理子 東京大学教養学部附属教養教育開発機

構

共催:キリンホールデイングス株式会

社



主催者

東京大学グローパルCOEi共生のた

めの凶際哲学教育研究センター」

(UTCP) 

東京大学大学院総fT文化研究科「人¥iIJ
の安全保障」プログラム (HSP)

会場/期日

101号館21幣研修室

2008.11.7 

題目/使用言語

台湾におけるアカデミズムの現夜と日本

11本誌

所属機関/職

Iklすー台湾大学哲学系助用/教授之

師
一
藤

講
一
佐

言語情報科学専攻(坪井栄治郎)

科学!と・科学析学研究本

Fonnalization of ClI日omaryLand Rights and駒場キャンパス

Development Issues in Africa: The Case of 18号館411}~コラボレ-
Tanzania ションルーム2

英和 2008.11.14 

Generic Reference: An i nstance of the IN -10号館31務会議室

STANCE FOR TYPE meronymy 2008.11.14 

英話

「作11経科学と科学J NEUROSClENCE AND駒場ファカルティハウ

PHILOSOPHY スl階セミナ一室

英両If 2008.1 1.20 

A日ociateProfessor， Faculry of Economics， Toyama Uni-

verslty 

Hiromi AMF.MIYA 

ハンブルグ大学〆〆教綬

Poole Hospital and【heUniversiries of BOlll1lemollth and 

SOllthampron 

Royal Holloway Universiry of London 

University of Centrュ1Florida and U niversiry of Herrford 

shire 

Guenter Radden 

Jonathan Cole 
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川仙訓

日illLoris 

(ビル・ロリス)

東京大学大学院総介文化研究科「人¥i¥j

の安全保障」プログラム (HSP)

7守riff'l'N報科学専攻.科学研究'l'l'AlillJJ0. 
{iJf究(J，~盤研究c) i，:，fjしことば談l訴に

おける文法的機能li11の諸月l標識化」
(!能川町!子)

東京大学科学技術インタープリター集

成プログラム

Law Reform Technical Cooperation I(H Human駒場キャンノfス

Secllriry: IDLO's Experiences 10号館3附301号宗

英治 2008.11.21 

Anaphora， Generarivc Syllrax， and Nco-Gricean駒場キャンパス

I'ragmatics 18リ.nl"i41併コラボfレー
失計十 ションルーム4

2008.11.22 

インタープリターワークショップ:食の安 H本科学未米館

全を457えよう 2008.11.22 

日本訴

Direcror， Internarional Development Law Organizarion 

University of AlIckland， r】eparrmentof Applied Langllage 
Stlldies and 1川 guistics 主宣伝

Dr. Yan HlIang 

科学!と・科学官学研究室

東京大学大学院総合文化研究科「人IIIJ
の安全保障」プログラム (HSP)，1'1トJI
it人11年iiサタ宇協力協会(jOCA)

東京大学教養学自11附岡教養教育|井J1t機
十Ilj

共催:キリンホールディングス株式会

社

*宗大学グローパルCOEi共生のた

めの|五l際哲学教育研究センター」

(UTCP) 

14~宣l'i 308

2008.11.26 

駒場キャンパス

18サ自ifi41併コラボレー

ションルーム3

2008.11.26 

i ~~産物の安定生産と環境保全のJjIJ で~化駒場キャンパス

学t2柴と生物農薬のl制干IIJ 101号向目¥1断行楽室

2008.11.26 

Universe or Multiverse 
Hト三五
7'C/lll 

)ICAボランテイアと fK]際保健

JI本訴

東京大学科学技術インタープリター去を成プログラム

特f川E教授
オラ|瓦lilJt;j(養f.(t協会 '，li 務.fIj!事
l人11品IIU食品安全委民会リスクコミュニケーション'(f
l反応大学ノ教授，科学技術インタープリゲー去を成プ

ログラム代衣

Department of Philosophy， Universiry of Ljubljana/教

授

"lJ.{J;(大学大学院医学系研究科

111科直子

fifr.til光雄
小、I[ 均

!.I.¥IJI玲f

助教

Marko Ursic 

IIJ{，f坂香保子

1:席研究LltJ'央政業経:介研究センターi.jt川新t，x

Aesthetic Catego-駒場キャンパス

101号館21併研修室

2008.11.28 

UTcpFI本思想セ主ナー

rIes: Pas【andPrescl1t 

教授UCl.A M ichael Marra 

ヰ
E
甜
羊
N



所属機関/職

UCLA/，教授

題目/使用言語 会場/期日

UTCP日本思定lセミナー Italian Fireflies 10 1サ館21併研修宅

]
u
z
 

講師

Michael F. Marra 

into the Oarkness of H istory 
11;主五
ユ然':':nl1

2008.12.2 

Roger Robi ns Marymollllt College/Assistant Professor.東京大学フルブ

ライトmJ['i}教授

From Piery to Politics: The Social Evolurion of 14号館21府会議‘ギ

Modern Penrecostalism 2008.12.3 

英語

主催者

東京大学グローパルCOEI共午のた

めの Ilil際行学教育研究センター」

(UTCP) 

東京大学大学院総合文化liJI究科附属ア

メリカ太平洋地域研究センター

F rederick Keck フランス1"1立研究センター UTCPセミナー「レヴイ=ストロースと烏 101icj尚昆{2階研修宅

インフルエンザ.i符イ1:的カタストロフィの 2008.12.う
構造人類学の方法」

英語

東京大学グローバルCOEI共'1・のた

めの 1.1際村学教育州究センター」

(UTCP) 

日本訪 ラボ2

11本1K!lr，tボランテイアセンター(JVC)パレスチナ'F I私は行った，凡た，感じたJ: rf'W:から与え駒場キャンパス 東京大学大学院総合立;化lijf究科「人111]

業担、li る人1111の安全保附・難民の似点から 18号館11桝メディア・ の安全保障'Jプログラム (HSP)

J漆h{リカ

Barbara Harrell-Bond カイロアメリカン大学/教授

2008.12.6 

駒場キャンパス

18号館41箭コラボレー

ションルーム2

2008.12.8 

難民支援の現場と型住民研究の現状

英語

東京大学大学院総合文化研究科「人間j

の安全保障」プログラム (HSP).1付I司法

人トヨタ財トJIアジア・隣人ネットワー

ク・難民データベース構築プロジェク

ト

Francois Hartog 社会科学同等研究院/教授 UTCPセミナー 「私たちとギリシア人J 18号館f4附コラボレー 東京大学グローバルCOEI共生のた

フランス目!? ションルーム3 めの凶際官学教 rt研究センター」
2008.12.8 (uTCP) 

UTCP日本思想セミナーr-r蟹I:船』再評 18サ館411汗コラボレー 東京大学グローパルCOEI共生のた

佃1. その111:界的動lilJ そして東大生はいかションルーム l めの llil際村学教育研究センター」

にこの作訂1を読んだかJ 2008.12.9 (UTCP) 

山村出It 久子二美術大学/教授

11本語

.{j川文1M *-1ヒ学院大学 カントの歴史科学 JII'念の断!と性をめぐっ 18号館41所コラボレー 東京大学グローバルCOEI共生のた

て ションルーム3 めの[Ii]際哲学教育研究センター」

/1本訴 2008. 12.]() (UTCP) 

阿111雄二 UTCP[1本思想セミナー IJL山民男 民主 101号館21併研修室
主義の名を救う 2008.12.16

東京大学

日本訴

告IJ.Iんf正昨 *京大学大学院医学系研究科/教授 グローバル・ヘルスのための人111]の安全保駒場キャンパス

障アプローチ 18号館41併コラボレー

/1本語 ションルーム2

2008.12.17 

エデイ・デュフモン ボルド一大''t/助教 UTCP日本思想、セミナー「パロデイの精神 101号館211'，f研修宗

一中江兆民の「歓存の村守:JについてJ 2009.1.9 

11本初

ダヴイデ・ステイミッリ

Oavide Stimilli 

連続講演会 IAby Warbllrg's AfterlifeJ 18号白iJ'l4件『コラボレー

ションルーム2・3

2009.1.9，16 

コロラド大学/准教授

英語

東京大学グローパルCOE 'J~生のた

めの IJiJ際析学教育ItJI究センター」
(UTCP) 

東京大学大学院総合文化研究科「人間

の安全保障」プログラム (HSP).社団

法人青年海外協力協会(JOCA)

東京大学グローパルCOEI Jt't=.のた

めのい!際析学教育研究センター」

(UTCP) 

表象文化論研究京・東京大学グローパ

ルCOEI共生のための1Kllr，~析学教育

似|究センターJ(UTCP) 



講師 会場/期日所属機関/職 題目/使用言語

David D. Hall Prim Culwre and Public Opinion in Early 14り館21智会議室

America: Rethinking the Connections 2009.1.13 

英治

Harvard University/Research Professor 

主催者

東京大マ:大学院総合文化研究科附胤ア

メリカ太、|三洋地域研究センター，科学

研究費総書生研究(A)・公共文化の胎動

1tF:.逮11.事ff-'I

藤掛i下f 東京家政学院大学 iffi.救J受 tH、J1;:'1'1のエンパワーメントと社会変作 駒場キャンパス !.U);(大'"f:大学院総介文化研究干，.，人IllJ
川本j!? 18U飢41情コラボレー の安全保附」プログラム (Hsp)，1'I:1、tl

ションルーム3 iJ;人青年iilJ'外協力協会(jOCA)

200リ1.14

UTCpセミナー「来るべき精神分析のプロ駒場キャンパス 来京大学グローパルCOE'共生のた

グラム 18サ館4階コラボレー めのl五!際析学教育研究センター」
11本部 ションルーム2 (UTCP) 

2009.1.14 

「米倣が!えをついた11のこと-i1戸におけ駒場キャンパス !.u京大学教j~学部ド付属教養教育 IJf.J 1ê機
る飢仰と「食」の知J台、 101~}館 I1幣汗楽祭 十{I}

十川幸μj 精神科医・分析家

ロパート・キャンベル 東京大学大学院総介文化研究干| 教授

200り1.1ラ Jum:キリンホールデイングス十本式会
村

明Il¥，;のft1!!分配と国際法:難民にはどこに駒J幼キャンパス !↓t京大小大ヤ院総合文化研究科「人IllJ
1i"ってもらうのかつ コソヴォ難民の「が't: 18-~}館411t'~コラボレー の'i;;全保|咋」プログラム (HSp)

全移送」を子がかりに ションルーム l

||本Mf 2009.1.16 

V唱山1Cya吋 COI叩 arativcRac凶 zat川 1in 駒場キャンパス 科学側党代以盤研究B代表:ホーン

HlIckleberry Finn 18~.!" 館41渚コラボレー ズ・シーラ '18世紀末から20世紀前半

英Jii ションルーム3 までの英米のユートピアニズムの政治

2009.1.21 flt奇l'(]<.JflJf究」

UTCPセミナー「分身鋭像と本恨の1111J 駒場キャンパス 東京大学グローバルCOE'共生のた

11本両日 1 H ~J. 館4附コラボレー めの 1"11原村学教育研究センター」
ションルーム2 (UTCp) 

2009.1.21 

山本t'f史 東京大学大学院総介)(化研究干l特任研究員

HSllan HSll University ()f California， Davis/Assistant Prof.口sor

大宮肋郎 l長l底義塾大学

Brown University/ProfcssOl Susan Sl11uly‘Ul Pe町 Arrivesin )apan: ClIltural Diplol11acy in 18り館コラボレーショ

Old Manuscripts and New Media ンルーム2

英語 2009.1.27 

ジョン・マラルド ノース・フロリダ大学〆す11-子教J受 UTC:p 日本込'JLlセミナー “The Prol11isc of 101 ~J'館21楕研修室

I礼panescPhilo附ph~ WOり目1.27，29

災jll
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東

リ

能{.t路羽r[-(科学研究資基盤研究A'

アメリカの111:界戦略と文化外交に|刻す

る学際的研究)/東京大学大学院総合

文化研究利附属アメリカ太、ド洋地.l!'i(1iJ[

7Eセンター

!.u京大'予グローバルCOE'共生のた

めのい11:f，~i'I学教育似|究センター」
(UTCp) 

東京大宇桜子:述携本部/東京大学大学

院総介文化似|究科「人1111の安全保|涼」

プログラム(ト151')/平和構築制究会/

!.u応大学大学|淀新fu'i域創成科学研究科
サステイナピリティ学教育プログラム

(CPSS)ほか
ι『

E
当
主



】
品
。

講師

長谷川苦手一

長谷川rlt.flll子
三Ijrf言法:
矢島道子

UJ科II(子

所属機関/職

東京大学/教授

総合研究大学院大学/教授

農業環境校術研究所/上席側究Ll

地質情報教備・活用機構

東京大学科学技術インタープリター養成プログラム

/特任准教授

題目/使用言語 会場/期日 主催者

サイエンスカフェ@駒場「チャールズ・ダ駒場キャンパス 日本学術会議，東京大学科学技術イン

ーウィン. 200年 11の誕保会」 コミュニケーションプ タープリター集成プログラム

11本訴 ラザIfi館31併交流ラウ

一〆ン

2009.2.12 

ヴィクトル・ I・ストイキ フリプール大学

ツ7

駒場キャンパス 東京大学大学院総合文化研究科超域文

18.~J・館41併コラボレー 化科学専攻表象文化論研究索

ションルームl 共催:東京大学グローパルCOE["共

2009.2.27 生のための国際哲学研究教育センタ

一J (UTCP) 

カラヴァッジヨの天使たち

フランス訊

5ara Roy ノ、ーバード大学Ijr東研究所卜.級研究員

大貫降 東京大学/教授

イiXi ~I 
黒摘lilE窓
荒木f1l1夫
兵日'([俊夫

倉山治

東京大学教養学i'illノ/特任教授

東京大学教主主学部/特任講nili
アマチュアfJH碁ソフトプログラマ
東京大学教養学部/教授

東京大学教接やf'rIV特任助教

and the 駒場キャンパス 東京大学グローパルCOE["共生のた

18号館4階コラボレー めの国際背学教育研究センター」

ションルーム (UTCP)

2009.3.2 

駒場キャンパス

Learning from the Holocaust 

Palestinian-Israeli Conflict 

英語

イメージの星!坐 イエスとパウロ

11本語 アドミニストレーショ

ン棟学際交流ホール

東京大学グローバルCOEr共生のた

めの国際村学教育研究センター」

(UTCP) .共催:東京大学大学院総合

文化研究科地域文化研究専攻

東京大学教養学部附属教養教育|制発機

構

Eric Foner Columbia U niversity/Pro長田町

Keith Camacho 

Tritia Toyo日

UCLAI Assistant Professor 

UCLA/Adjunct Professor 

"J llil-t~ 
摩大河

Ij q~1屡門大学けJì下研究所長/教授

中I五11夏門大学l十Ji羊研究所/教授

2009.3.3 

阿茶の魅力凹 京大式問非人[I'J法の成果ー駒場キャンパス
18~才館ホール

2009.3.1ラ

From Lincoln ωObama: The First and 5econd 14号館2階会議室

Reconsrructions in American Hisroty 2009.3.16 

英話

Changes in Trans-Pacific Dynamics: Colonial 14号館2階会議案

Legacies and Current Issues 2009.3.17 

英語

}十Ji羊研究所における華僑11¥人研究の現況/駒場キャンパス
福建ネットワークの歴史的発反と現況 18サ飴4階コラボレー
中国語 ションルーム4

2009.3.27 

アメリカ太平洋地域研究センター(科

学研究費基盤研究A.現代アメリカナ
ショナリズムの複合編制をめぐる学際

的研究，代表古矢旬)

能登路雅子(科学研究費基盤研究A・

アメリカの111:界戦略と文化外交に関す

る学際的研究)

谷垣真:fl!! 子(科学研究費・)，~~lt研究C

.華南地域社会の歴史的iJ::li原と現在)



学外からの評価

(千成20年1月211-平成21年1Jll日)

受賞・評価を受けた年月日

2008.2.4 

2008.3.2う

称
一
名
-
の
-
同
一

等
一
財
一
一
会

関
-
興
一
会
五
十

機
一
振
一
学
一
化

た
一
学
一
理
一
芸

し
一
科
一
物
一
農

与
一
上
一
本
一
本

授
一
井
一

H
一日 2008.3.26 

2008.3.27 

2008.3.29 

2008.4.16 

2008.4.17 

2008.6.21 

2008.8.28 

2008.9.1 

2008.9.4 

2008.9.7 

2008.10.2 

2008.10.8 

2008.10.12 

2008.10.17 

社同法人 11本化学会

(社)11 本地用学会

文部科学省

超伝導科学技術研究会

エルヴイン・シュタイン財凶

阿像電子学会

日本テスト学会

l l本納l物細胞分子生物学会

H本遺伝学会

H本認知科学会

電子スピンサイエンス学会

財団法人日本産業デザイン桜興会

l l本教育心瑚学会

NPOi;t人モノfイル・コミュニケーション・

ファンド

文部科学大臣

HAIシンポジウム・プログラム実行委員会

2008.11.3 

賞の名称

井上研究奨励賞

第13同日本物理学会論文賞*1

2007年Bioscience、Biotechnologyand 
Biochemistry誌論文賞*2

化学教育賞

日本地理学会賞(優秀賞)

文部科学大臣表彰若手科学者賞

第12凶超伝導科学技術賞叫

エルヴイン・シュタイン賞

画像電子学会第13回最優秀論文賞

日本テスト学会賞

l l 本柄物細胞分子生物学会論文賞

GGS Prize 2008判

2007年論文賞

平成20年度電子スピンサイエンス学会賞*5

グッドデザイン賞判

2007年優秀論文賞

第71"1ドコモ・モパイル・サイエンス賞・奨励賞

(社会科学部門)

文化功労者

HAI-2007 Outstanding Research Award 

受賞など

秀表

大

雄一郎

陥
一
同
一
馴
一
一
一

2008.4.1う

守
一
宏
一
議
一
誠
一
崇
一
則
一
日
一
肌
一
哨
一
正
一
砕
石
一
明

刊
一
柳
一
伸
一
削
一
端
一
制
一
酬
一
峨
一
州
一
剛
一
間
一
時
一
柳
一
伽

誠

一博

iえ島

植出

ヰ
車
時
掌
N

2008.12.3 

*1 (備考)2008年12月31Hにて退職(京都大学基礎物理学研究所へ転出)
*2(備考)共同研究

本3(備考) I河川信彦・平川和人・為ヶ井強との共同受賞

判(制u考)Genes & Genetic Systems説;掲載論文の優秀賞(年I報)
*5(備考)研究業績「分子111]スピン幣71J-有機強磁性体から磁性・導電性共存系へ 」に対して授与された。
判(備考)賞の定義上、制人でなく NPOを通じた活動に対しての受賞



2008 (平成20)年科学研究費補助金

(、1':)お19年度終了研究課題:、|勺'&20年1JJ 1日~平成20年3月3111)

研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

特定領域 IJ1(児島誠一 教授 1'，~lj圧縮された有機導体の構造と'，'[1 (-状態 3.800 

2 特定飢城 小島憲道 教授 配位空間を活用したヘテロ分f集0-1本の構築と特異な光・{俄気十11乗効果の創出 2.900 

3 特定制城 佐藤医樹 教授 十f1 liiJ グループ法による系統プロファイリングをilJ~、た刷物遺伝子機能の大規模指定 3.900 

4 特定領域 青木誠志郎 産学rc 遺伝子水平伝播による共生系の進化と起i!，C(の統合的研究-JII!論的抗定および、実験的検証 1， 500 

連携研究日

5 特定領域 村川ハ之 教授 ER exit sitesの構造形成・機能11!:羽市IJ術l機構の解IVJ 3.300 

6 特定領域 栗栖源嗣 准教授 巨大モーター蛋白質ダイニンのX線による原子レベル構造研究 3.700 

i 特定領域 永UI 敬 教授 電子を含んだ少数分子集1.)1の構造変化ダイナミクス 1， 800 

8 学術おIJ成 山~;進 教授 マルチエージ、エント・シュミレータによる社会秩序変動の研究 27.500 

9 基盤A 古川元夫 教授 グローパリゼーション下における地域形成と地域連関に関する比較研究 5.800 

10 )~骨量A 斉藤文子 i1主教授 新し~>情報技術を利mしたオープンリソース1¥'1スペイン語教育標準の構築 7.300 

11 基椴A 磯崎行雄 教授 ，11生代末2段階大量絶滅の研'先 :G-L境界とP-T境界事1'1二 3.100 

12 +~帯主A 恒川恵市 教授 民主主義体制の諸形態および、'i該体制の長期的持続におけるfuli偵規範の役割 6.900 

13 J.!i徽A 木村秀雄 教綬 ItJ米アンデス山地とアマゾン低地の社会文化的判l花関係の人知学的研究 6.600 

14 碁盤B !よ松毅 教授 情報通信技術が経済構造へfJ-えるJ;i沖Pに|対する定量的分析 3.000 

15 基舵B I"J介祥一郎 刊t教授 現代舞台芸術の映像資料デジタル・アーカイヴ構築にlil]けて 2. 700 

16 )H~B 柴宜弘 教授 バルカン諸国!歴史教科書の比'1出iJf党 3.700 

17 基青果B 川島真 准教授 中国外交研究の再構築一外交史と現代外交研究開の断絶の克服と長期的視野の獲得 1， 400 

18 基盤B ;jミii-民IVl 教授 超弦周!論に基ずく鼠子主主力統-Jll!論の構築 2.300 

19 基般B 池内昌彦 教授 シアノバクテリアの新規光受容体と光応答系の機能・構造解析 2.500 

20 基燃B 鈴木賢次郎 教授 グラフィックス・リテラシー・カリキュラムの開発 l. 500 

21 法雄B 三illi 篤 教授 IJ仏美術交流史研究 ジヤボニスム、コラン、 u本近代洋1111j l. 500 

22 基盤B 岩本通弥 教授 地域資源としての〈景観〉の保全および活用に関する民俗学的研究 4.300 

23 )，l;:~控B 前111 京岡IJ 准教授 精密ブロードバンドスペクトロスコピーによる-鼠子臨界性の探宗と制御 2.100 

24 基盤B 小川桂一郎 准教授 光導J皮路分光j去による布機1，1，1体の紫外jjj悦吸収スペクトル 1， 700 

25 基椛B 背広{ 正 教授 プロト細胞モデルのれIJII¥-IJ':ll主製ダイナミクスと内股上DNA複製ダイナミクスのrfiJWJ l. 100 

26 JUIt.B 深i1ti"f 准教授 シリコンを|障壁とする向車I[皮下得体弘子ドットのシリコンベース光明。話器への応}IJ 3.000 

27 基燃B 川戸佳 教授 脳海鳥神経で合成されるlJiliステロイドは、シナプス日HVl'I1:を急性的に調節する 4.200 

28 )，~明書B 小山窓、道 教授 イi機・無機複合銘f本による動的スピンクロスオーバー現象とその分子システムへの民間 5.700 

29 基盤B lP向陽子 教授 ダイニン分子の作動マシナリー 4.400 



配分額(千円)
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研究課題名

日本語教育のグローパル・スタンダードの構築にむけて

マメ科植物とその寄生/共生生物における共進化の系統対応解析

ドイツ近代文学における「予刷論」の系譜

スペイン話計十袋バリエーションに|則する調査とデータベース化

I日 J\~!超新星の進化終路および爆発メカニズムの解明

重iJ1'i'シナジーの組織化に|刻する神経行動科学的研究

第一高等学校111誠実験機撚・拡卜l刈・事務文書等の整J'I!と1淵1t

哲学的知覚論の再検討

戦IIiJ期日本における制民政策学の展開とその遺産 1"11際関係論研究の視点から

1l'内生における妄忽的観念および対入信頼感・攻懲1"1との|問述につレての'支nlE的研究

2次 7己および4次元桝 r 卜会の JI 可f~il下カイラルゲージJIJ!論の JI 娯動的構成及び数制i的1.Î::川

超伝導・超流動体における、lI.yJI日以転対称性をもつは ri!，;jのJ'I!.，，'ifu

拡張アンサンプルi.tの民IJfJとフラストレート系への応JIJ

新たな運動適応機構の解明

工場の履歴効果と川本企業の伝J也似換に関する数民約i所地JII!.学分析

探偵小説における許説形式の変Hとii'i費社会の論JIl!

テラヘルツ大規絞イメージングデバイスの|崩発

A見付d.型量子ホール系のJ，I~I!~状態と輸送現象の研究

7伝子・負イオンのヘテロ溶媒和構造 溶媒和による安定化の微悦的JIll解をけ指して

ハエの記憶と学脅による採餌と繁殖の適応戦略:探索軌跡、とカオス的遍歴

柄物細胞におけるテトラピロール分配・輸送の分子機構

|ιl際iililRlにおける11'IliJ外交と 1111'1刈仔¥-rl'11，J外交判'楽による「リットン史制」の克服
米川キリスト教IJ;(J'I!J:.義川体の文化戦u格にl刻する学際的仰l究

植物の陸上進出において Jt:J:. I副知の来たした役割のf~~I~J

人11日の視覚情報処Jlj!の1;時同科ーおよび並列姓とその相正作)jJに|則する心理物理学的研究

俊介体結品構造解析でiりjらかにする高等植物に特有な光還Jr.}J分配システムの構造基盤

低限素環境トレーニングを1午う持久性選手のパフォーマンスと'J:.JIJ!Jえ応の季節j変動

l八111:紀英ド|における文化多 Jt:主義思想の発民とその衰iilに|則する研究

地}j政府は民11日中小企業の成長を促進しているのか-11'1"1トー泌Iliのサンプル調子正分析

終消危機後の斡|五|における労働di場と附層構造の変作に|対するjiJI究

厳後解の手法をllJi，、たl次元佳子系の輸送特性および動的tl，t'Iに|対する研究

AAA型分子モー夕、ダイニンの作動メカニズム解明

コオロギの歌の進化に及ぼすメスの選好性の影響

職名

教綬

教授

教授

教授

准教授

助教

准教J受

教授

教授

准教綬

再i一教J受

准教授

准教綬

准教授

教授

教援

助教

教授

教授

教授

准教授

社主教J受

刊iニ主主J受

教授

准教J受

i住教授

助教

准教授

准:教授

准教授

助教

助教

研究拠/.(制作

研究Ll

准教J受

講日Iii

研究代表者

近藤安JH

嶋111 正和l

川Ij'子義1I寿

1".111 博人

蜂l長泉

1:勝利l俊

|刊本新古1

1"])1あ俊介

i阿)j:哲哉

イi垣琢腕

~~川芳夫

加藤雄介

福島孝治

1I1川茂

松原宏

I)~ 旧|任 i

I:}j: ))1';件

，1; 1吋大一--f!j)

ノk川敬

11¥(4川正利l

!?i 111 建

III)J; ~\ 

矢11 仙人

fJf膝元己

村L 郁也

!県桝 j原刷

側同光リj

i" 藤光
$ljE Jド

イJIIl iサl

堺和光

弘隆英

ffJ 窓JIt!

研究種目

基盤B

基盤B

基椴C

基盤C

基稚C

基盤C

恭椛C

碁盤C

基盤C

基幣C

J.~位C

法権C

基盤C

基盤C

基稚C

J主総C

基lllf.C

基盤C

基盤C

基盤C

基幣c
iI}i牙

I~jjf 

t釘牙

若手A

若手A

恭子B

若手B

~V手B

~~子B

若子B

若手B

若手B

30 

31 

32 

36 

50 

59 

61 

60 

53 

55 

56 

57 

58 

37 

38 

39 

40 

42 

43 

45 

46 

47 

48 

49 

1
1

一ηノ】

m
q
d

一F
3

54 

33 

34 

35 

44 

41 

62 

チ
『
京
出
主
ご

700 

1.700 

J|悦'手1I1引体参加lをめぐる惟史的比較研究

準実験と調査観察側究における|刈米関係の推定と教ff評価への応JlI

平IJ枝 r
Fコf-!~ーェ
三日広、

lJ1L色

Jll.'l!f' 

~'，:r・B

才~，:'fB

63 

64 



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

65 )'，:手B 1青河幸r 産学官 子干言!?化が111刊は11の獲得に及ぼす影響-i持化学刊パフダイムをJH¥'、た実験的検討ー 500 

述携研究上i

66 若手B 近藤除材i 助教 一物11性延伸法の|井j発とその有機導体研'先への適JIJ 1. 600 

67 先手B 吉川忠 助教 フォトニック結品光微小共振器を用L、た1ji.-原子検出 600 

68 行手B 柴尾 "市f言 助教 社会性アブラムシのフェロモン認識と社会行動の発現メカニズム 900 

69 若手B 本瀬宏I;!i 助教 分化誘導因子xylogenの輸送機構・作用機構の解明 600 

70 r.:手B 水i宰 11"樹 助教 光介!戊般家発'1:.反応の分子機構に関する{リ1"先 900 

71 Æ~:手B 加納ふみ 助教 mRNAの制訳市IJ倒lを司る凝集体・ストレスグラニュールの形態形成機構 1. 800 

72 特別研究員 小笠原菜松rPD 近III:r11J羽上方文化史の研究 京都東111文化闘における文人ネットワークを中心にー 1，100 

奨励費 (出遁)

73 特別研究員 坂本浩也 PD プルーストと第一次世界大戦:戦待社会の表象に関する生成論的・歴史的研究 700 

奨励資

74 特別研究上~ 池川和弘 PD 111:代liiJ倫，lIj!の実践的J'jl論構築:近代干|会における未来記述の意味論的解明 1. 100 
奨励費

75 特別研究員 大竹 '}j、三 PD カントと l両大戦IiIJl羽の同際政治思恕 :IEì~lG論と 1"1際連盟をめぐるドイツ精神史 700 

奨励費

76 特別研究員 笠間 jf{穂子 PD 規範と芸術フランス19世紀前半における1"1話教育と文学 700 

奨励費

77 特別研究員 香西出l'[- PD ドネーションに附する!悟史社会学的研究 1，100 

奨励費

78 特別研究n 郷l忌 ft以 PD 「無形イメージ」による文学的想像力の研究:モーリス・プランショと現代文学論の川趨 700 

奨励'i~

79 特別研究員 須藤 i晶子 PD パラノイアと権力の諸相 シュレーパ一、ヴァイニンガ一、カネッテイ 700 

奨励1'(

80 特別研究員 乗松亨平 PD ロシア191吐紀リアリズム文学におけるカフカス(コーカサス)植民地の表象 700 

奨励費

81 特別jiJf究員 長谷川事IJT PD ，'i代ローマ家族の研究・苦悩する家lj~I Y，J係と社会 700 

奨励費

82 特別研究員 i賓崎力11奈子 PD 香道の美学一新たなH本芸道思想、の地干のためにー 1，100 

奨励費

83 特別研究員 原田義也 PD 20世紀ウクライナ詩文学におけるナショナル・アイデンティティ 700 

奨励費

84 q.)別研究員 鈴木多I1fJ PD 戦争の終紡と11呪後体制の形成一統印t権から第九条へー 1，100 

奨励費

85 特別研究員 福永美利1[' PD 戦後ドイツ政治と，iJi去を通じた「過去の克服」 700 
奨励費

86 特別研究員 三村太郎 PD 論証の愛場する場一中世イスラーム世界における数学的諸学の正当をめぐって 1. 000 
奨励費

87 特別研究員 佐藤 Nl PD 米11<1におけるシステム工学の興隆とその設がい|への導入に関する研究 600 
焚励費



研究種目

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励賛

特別研究11
奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励資

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別l研究員
奨励費

特別研究員

奨励費

配分額(千円)

1.100 

研究課題名

重力レンズと偏光で探るプラックホール時空構造とダークマターの正体

者
一
太

表
一
労
炉、-
a----
究
一
橋

研
一
高88 

1， 100 生体分子のダイナミクスにおける量子効果の基礎理論と生体機能への応用PD 雄史山下89 

nu 
nu 
l
 ，
 

l
 

レジスタンス迷動による内分泌と成長l羽子同所分泌に関する活性機序解明と処方への応月lPD 一成後藤90 

1， 100 植物のRNAiおよび柄物ウイルスのRNAi抑制に関する機能プロテオミクス解析PD 篤史竹田91 

凸
Unu 
l
 ，
 

I
 

セミインタクト細胞とGFP可視化解析を用いた小胞体ストレス応答機構の解明PD 亜路中田92 

∞
 

戦略的制!血死とCADl機能に着1:1した植物免疫機構の全容解明PD 森岡千鶴子

(山室)

荒川裕美

93 

900 青年期jにおける妄恕的観念の発生メカニズムに|刻する研究DCl 94 

500 アリストテレスを過した知慮=倫理的知性の再生DCl 一隆稲村95 

300 1'1然化された認識論と懐疑論:クワイン、ストラウド、ソウザらの議論をめぐってDCl 売植原96 

nu 
H
U
 

H
V
 

分 fシャペロンからみた巡動の'U'll学的効果 機的的刺激効采・代謝促進効果ーDCl 麻美小.'!.¥97 

800 セーフガード制度の妥当法検ー|五|際経済法秩序における白山化概念の現代的意味ーDCl IlJJ史北村98 

700 i戦川期待i在、台湾の阿片政策と|亙|際関係DCl 達矢古泉99 

n
u
 
n汐パーソナリティと粕拘|ゆjJ'1[の認知的・ ~I:物学的メカニズムの検討DCl 雄介高橋}

 
{
 
)
 
{
 
l
 

400 GATT/WTO体ililJにおける繊維貿易の位i貸付けDCl 田部智子

(京極)

東健太郎

101 

900 戦後政治家と象徴天皇制の関係に関する政治史的研究DCl 102 

900 近代初期'1'11文摘における書|叶i知識人の状況と思恕DCl 艶麗李qδ nu
 
l
 

900 マイクロ波伝導!文スペクトルiJIiJ定法の|剥予告とそれをm¥，、た高温超伝導体のゆらぎの研究DCl 健良大橋anτ nu
 
l
 

900 ゲージ/重力対応におけるデユアリテイの研究と、そのクオークの閉じ込めへの応用DCl 品弘辻105 

900 Plane-wave1f ~t時空の行列JI~l論を月i \，、たM理論の解析DCl 自治三塚p
h
u
 

n
u
 
l
 

4

骨
車
時
草
H

900 膜脂質に休日したオルガネラ膜構築の分子機構に関する研究DCl 健太片山円

inu 
l
 



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

108 特別研究員 鈴木郁日1; DCl 構成的アプローチによる神経同路のIIf変性の研究 900 
奨励費

109 特別研究員 最上聡)( DCl 制l換え体とFRET法を用いた、ダイニンすべり運動を引き起こす構造変化の倹/1¥ 900 
奨励費

110 特別研究員 清iノ1-_ JEi:'i PD l'IiIt的に動作するDNAナノデバイスのための核椴分子オシレータの開発 900 
奨励費

111 特別研究員 金山 ì~f tiJ PD スターリン)gJソヴイエト連邦における物用学の制度史的・思想史的解明 500 
奨励費

112 特別研究員 倉凹 U)Jf DC2 19世紀華I*iにおける社会変動と基督教、後期j太平天国における洪仁 の活動を中心に 500 
奨励費

113 特別研究員 倉HJ 徹 DC2 'i1J1i1大限と待i巷の関係、特に中国政治のl(主化における香港の役割の研究 500 
奨励費

114 特別研究員 橋本一任 PD 指紋をrl'心とする身元確認技術の暦史の総合的研究 「登録される身体」の誕生 500 
奨励費

115 特別研究員 森元庸介 DC2 171吐紀末から18世紀前半のフランスにおける重芸術と道徳混合感情の主題を基点に 500 
奨励費

116 特別研究員 本l付久美子 DC2 サミュエル・ベケットにおける「翻訳行為」ーパイリンガリズムとジャンル憐断の帰趨 500 
奨励費

117 特別研究員 裁本 i犯介 DC2 ミャンマ-Jllllti古11における社会変動と仏教実践の変符に関する文化人質i学的研究 900 
奨励費

118 特別研究員 高野さやか DC2 fiJ i去ililJJ立と地域社会:インドネシア・メダンrti・の地方裁判所における民事紛争処fll!の諸相 900 
奨励費

119 特別研究員 金山準 DC2 20111紀史における「暴力」と「革命J ジョルジーユ・ソレルを通じて 900 
奨励費

120 特別研究員 稲川 il判ー DC2 アメリカのH¥P.Iシステムにおける il桝肘刊」のiijf究 500 
奨励費

121 特別研究員 野田 Jぷ子 DC2 ヘテロセクシズムと近代家族一十九111:紀イギリスにおける法制度の変符を中心に 500 
焚励費

122 特別研究員 南後 llJ手11 DC2 戦後II:.$:における建築家の有名性の生産・流通・消費に関する研究 900 
奨励費

123 特別研究員 池川功記t lJC2 'h'j動・ストレス・怠思決定の認知|神経科学 900 
奨励費

124 特別研究員 増原英!主: iW教授 衣JJ!.JJのI'，'，'jl.t、ポイントカットと役割モデルによるアスペクト指向リファクタリングの改善 600 
奨励費

125 特別研究員 小宮山進 教授 ;ft~-I~ホール電子系における端状態のfiLfll干渉性とその制御 600 
奨励費

126 特別研究員 エリス俊r 教授 村 1--イド掛Iの文;ザ:テクストにおけるジェンダーの川:m:現代日本文化における11常性の分析を小心に 600 
奨励費

127 特別研究員 池上向志 市教授 身体H.に J，~づいた新しし、 71 楽JlIl論の研究 800 
奨励費



配分額(千円)

800 

研究課題名

胃諾の持遍項と類別学のためのくりかえし学習パラダイムの|井J1e
者
一
志

陸
回
、
園

}
s
d
v

i
-
-
f
 

品、-
，
守
』
園

究
一
L
L

研
一
池

700 傑索行動の知覚経験に基づく感覚係十11の解明准教J受幸弘ー、V
2
 

1
 
!
 

4
Z
I
 
f
 

800 細胞サイズのホメオスタシスのJII!.論:剤11胞の成長と分裂の，U，¥]1慢のしくみ教授邦彦金 r

研究種目

4寺 ~J Ij1iJf党 [1

奨励~~

特別jiJf究[1
奨励'{'(

判別研究11
奨励，{~

128 

129 

130 

224，800 合計

※職r，は、平成19年度の名称
※配分'diiは、、1;成19年度交付決定額

(、Î成20年度新規・継続研究課題:、Î1&20{F4 J J I11 -平成20年12}J:nll)

配分額(千円)

63， 700 

8，100 

15.800 

6.800 

3，500 

24，900 

12，200 

8.300 

8，300 

5.800 

3.200 

1. 800 

5，000 

3.400 

2.400 

2.900 

4，200 

2，000 

2，700 

700 

4，800 

1. 600 

1. 800 

600 

研究課題名

反水素原子と反水素イオンによる反物質科学の展開

ミオシンナノシステムによるキ111胞内情報制御

カンパニア都市とヴイッラ集部をめぐる社会史的研究

14際的なB2C取，]1 (iì'ít~ r..契約)の法的規fItに|刻する総合的州究
文il処月!を'1'心とする王寺JHの!附|付メカニズムの解IVJ

分子 1芯材Id妻子T系のiIf安定!J;(("，ιr分光
複製・分配・クロマチン構造と制l換え開始の相互作用

ナノ細孔IlIluIiを配fiO必とする不良J一系メタセシス触媒のfilJ製

分子超出迷動力学過料のJ'i!論

俗宗的アルゴリズムの統計 }J学への応JIjと開発

競合秩序系の屯気fムi停に現れる臨抗!，~fj のテラスペクトロスコピーによる研究

恒星j瓜・申M射過程による!J;lMìi出品!系 Pl盤の散逸機構に|則する JII!.論 n~州究

チュープ状ベシクルを11]¥，、た外場応答牲を示すエラスティカへの1Ij'!)il!性の導入

膜而新規ヘム鉄の役;やl解IVJを11指す高等植物チトクロムb6f俊介体のX線構造解析

組換え体をHl'"た申11糸外腕ダイニン運動機構の解明

JJ所1111存i去を/fJ"、た、微小作の滑り IIIIIIII変換機構の解lりj

多次元系統プロファイリングによる植物遺伝f機能の大規絞推定

進化的特徴の妓l似tl:にJ.~づくゲノム網羅的な共生遺伝 f の際会・ー数JIIlと実験の統合解析ー

|眼球選勤時における郎!支および色変調運動刺激の運動悦知覚に|則する認知神経科学的研究

ポーズ凝縮体における ~N';i~' 散乱の.fIl!論と基礎理論の検白J!

生命のド|律什.解WJのためのロボットのn律運動生成実験とハエの探宗行動実験
針 I\l>l状の細胞 II[重~J 符i肢を JIJ" 、た細胞の長距離移動の制御

1芯子を合んだ少数分(-f.s1吋の十時造転移ダイナミクス

第41Y:ftによる荷電Jt役パリティ対科、性の破れとバリオン数非対称性の生成

職名

教授

教授

教授

教授

可主教J受

教綬

教授

教授

教授

准教J受

教授

助教

教授

ift教授

教授

行!こ教J受

教授

研究11

准教授

准教授

教授

特f壬B議自IIi

教授

准教授

研究代表者

山崎泰規

須藤和夫

本村凌て

'，'川 ur.一日11
ìl'~ )j: J日以

明111 茂

k.川邦史

lulj' 篤

1'::jJ不 利|ーた

~MI:，\宇治

前111 京剛

鈴木 ill 

作lJ;l IE 

理i柄 ilJi¥liii~ 

m 山陽r
奥野誠

fJ，:IR長 IO:樹

I'i -+: I滅，止;自1;
村 1'. 有11也

加11.除雄介

i也1'. 高志

大r(1 Hi 

ノklll 敬

中J川芳夫

研究種目

特別~ff 進

特定信u或
特定日M&

特定符U&

判定iifi域

特定飢域

特定制域

特定制J&

特定飢J&

特定領域

特定iiiけ，%

特定飢域

特〉主iiuJ或

特〉立鉱iJ&

特定制M
特定飢J!%

特定領域

特定征iM

特定飢域

特定領域

特定飢t&

特〉主従iJ!%

特it似M

特定飢M

2 

8 

ハ
リl
 

21 

22 

13 

14 

15 

ハ
h
ul
 
17 

18 

19 

20 

12 

II 

3 

7 

9 

4 

5

一6

之
亙
岸
全
N

23 

24 



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

25 特定領域 松ド信之 惟教授 1'1金鍔体の結111111フォトクロミツクシステムの構造論的解IVJ 2.400 

26 特定領域 'J/.!柄 iJJ;tlHlliJ 准教授 1 (大モーター蛍1'1質ダイニンのX線構造解析 3.500 

27 特定領域 佐藤健 刊i~教授 完全再構成系をH1"、た輸送小JJ包形成機構の解析 2.800 

28 特定領域 il主漫雄一郎 数十受 RNAサイレンシング機構からみたメリステムの解析 2.500 

29 基盤S 須藤和1* 数十是 ダイニン組換え体発現と、その構造・動態に)J;づくエネルギ一変換機構の解IYJ 13.100 

30 基盤S 日塚和夫 教J受 ボルンーオッペンハイマー揃像を超えた動的分子.fI1!.論と新しい化学の展開 21， 100 

31 法盤S 例Jj・ JI)必 刊t教授 :守117の!脳機能に基づく下話の獲得メカニズムの解明 23.500 

32 基盤S 機崎行雄 教筏 大量絶滅の研究 :P-T境界事件とv-c境界'HI'i' 31， 900 

33 基盤A 大np.李 教授 アプラハム的伝統の臨界:三大一神教の科学、相11学・政治論とその外自1，の地域文化研究 4.300 

34 J，~盤A '1')1:利l犬 教授 「破綻|玉l家」の生成と再4ーをめぐる'ア術研究 8.100 

35 基盤A 丸111 真人 教授 「人間の安全保隙」の実体的法礎としての地域終消のi'I立 4.500 

36 A~骨量A Ii. )1: t'i-oJt .*Xf受 '1=.応性と安全↑'J:liljtのためのアスペクト折IIlJソフトウェアIJfJJ6に|則する似|究 7.300 

37 1，1;盤A 松l品l心平 教綬 在Jl世文庫所縦ii巨業関係資料のデジタルillJi像化とWI-:出11録作成lこli，ptた総合的研究 6.700 

38 J，~盤A .'i矢旬 教授 現代アメリカ・ナショナリズムの綾子子的編itilJをめぐる学際的研'先 8.100 

39 )，~費生A 能ml1T羽J{. ま)(f是 アメリカの111:界戦略と文化外交に|見lする学際的州允 8.600 

40 Ji~盤A 十111野志隆光 教授 点アジア I~. ~I~，'f:としての上代文学の構築 7.400 

41 JJ.;盤A 述!除奈生 教授 公共文化のJlfì動:建間後のM'K I '、|における納民地十1:会諸規範の紗~J衣と|析絶に I対するiiJI究 7.000 

42 棋盤A 小7Jf山進 教授 l立子ホール屯f系による位+11および核スピンの;j，IH剤l 9.500 

43 蒸盤A 遠藤泰樹 教授 フーリエ変換マイクロ波分光法によるラジカルil日本の検出とその逆動ダイナミクスの解明 10.900 

44 J;HlltA 陶山 lリj 教十受 耐熱-ru，'iJJtJJ竹終DNAアレイをJIJIt、た大規桜二次元4j;JI;jJUjパターンの構築 26.300 

45 基盤A 高僑均 教授 デニズンシップ:非永住・ 41，川化明広域移民の1"1際比較研究 6.700 

46 基盤A 山 ti~ 進 教授 マルチエージ、エントモデルによる1.1際政治秩序変動の研究 5.000 

47 基盤B 刈IiIJ 文俊 教授 漢字文化|剖の「近代」に関する総合的研究 800 

48 基盤B HONES. Sheila 教授 18世紀末から20世紀前半までの英米のユートピアニズムの政治批評的研究 3.700 

49 基繰B イi11 洋二郎 教J霊 フランス第三共和l制における文学・政治・宗教 500 

50 基盤B 石井 1!J:Ji 教授 運動と遺伝的特性が筋の無:t1術故大速度に及ぼす影響:スラックテストによる検討 3.600 

51 来盤B 高橋村哉 教J受 宗教における時間、超越、倫珂!に|対する哲学的研究 1.700 

52 基盤B CAMPBELL. Robert 教綬 幕末IVJ治初!日lの11本文学と「民衆」思彩に|刻する総介比較研究 3.200 

53 基盤B 井上健 教授 近代東アジアにおける異文化I，;J化過程における制訳の問題 4.900 

54 )，~骨量B IJlj川杉子 tf{i.教授 近1":ヨーロッパにおける宗教・政治・商業22川の構造転換 4.900 

55 基盤B J'JPi" 義彦 教授 統合失調拍に対する認知行動療法の効*研究と臨床心、JIIl.Lへの作及 4.400 

56 ;終盤B 伊藤元己 教J受 柄物における多細胞生物への進化の分子遺伝学)，~椴の解明 4.400 

57 J，~盤B 山11 必 .1X.f受 多次7己実111界データの効率的なJitli'.ヰ法 6.800 

58 恭盤B fII(川一博 准教授 投資行動における熟達化の解IljJとその投資教fiよく援システムへの応川 4.200 

59 1，~盤B 池上高志 教授 1111象化学系のシミュレーションのための形の育所のIJfJ発と専Jil計t?システムの制作 4.900 

60 )J;盤B 大築立志 教J受 心JIJ[的変動がヒトの随意運動制御に及lます影特に|則する/Ii'i.相11幸村|苧(10M究 4.900 

61 基盤B 派代千之 教授 ユビキタスによるトータルウェルネスシステムの構築 3. 700 



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

62 蒸盤B 侃島真人 般教授 科学研究のリサーチ・パス分析 そのダイナミズムとイノベーションの質的調資研究 3，800 

63 ぷ盤B 村川雄三郎 教授 近現代中[1'[におけるリベラリズム忠、恕の受符と民|別 4，100 

64 )，~盤B ~'.:林正丈 *$(:)受 地域研究における「地域」のnJ則性と重層十[:.に|刻する比較JiW先 4，400 

65 基盤B GOTTSCHEIVSKL Hermallll 准教授 7干楽文化における機械の役WIJ その歴史・現状に|則する多而i的分析と展望 3，000 

66 )，~盤B i場i:Q t事MI 教綬 制以と文化傾附性についての総介的研究 制，沢の言語態を~提示しつつ 4，600 

67 )，15君主B 今僑 l映子 市教授 視覚芸術とその文学的言説をめぐる総合側究 1，400 

68 J，~盤B 川喜岡敦f 特任准教授 第二次世界大戦後のヨーロッパにおける崩I泉社会の再建と地域干IIWf 3，900 

69 1.~盤B I" ~'J橋直樹 教授 先進諸住|の総i汗政策形成における専門性の役制ーデモクラシーとの「相克」と「和解」 3，900 

70 }Ja盤B 繁桝算男 教授 潜在変数モデルの統合とうた際的川題の解決 4，300 

71 Jた盤B 良市} 文降 i1J'.教J受 気体 液体'#Ifljにおけるヨウ化物イオンのif刈足利俄造と不文')-以応の10/1-1りj 4，400 

72 )~盤B 瀬地山 jfJ ij[救綬 発)1~途上[1'.[における都市貧|本[1\'，';のコミュニティ形成に|刻する[Iq際比，[刻iJf完 2，600 

73 JMJ宅B 1['凶徹 教授 フィリピンにおける慢性的貧|本!と相会ネットワーク 1，800 

74 基盤B 伊藤元己 教授 ゴンドワナ刷物・ナンキョクブナ属をめぐる!t'i:・寄生系の進化!との解析 3，800 

75 )J主盤B 山田元夫 教J受 ASEAN新規iJlIiXi闘の「中進[1i[Jベトナムと地域統合 日越関係を悦野に入れて 4，900 

76 )，~宣言B !氏貯喜幸 可['.教授 脳神経倫Jlj!学のJlj!論的基慌の{i{I;¥!. 4， 700 

77 j主数B t野l保希史 市教授 近代目uアジアにおける}英文体とキリスト教一一 ~k路脱税』をI['，c.、に 2，900 

7X )，~撚B f)f 1俵たかね 教J受 +主主11:述liftの処P[I.メカニズム JII!iH命汗話学と弓\Hi lJì~科学の協mによる実証的研究 2，100 

79 )，~盤B SAALER. Sven m宇土授 H独|羽係史における相互認織 処l像、イメージ、ステレオタイプ 3，800 

80 基盤B 府本通必 *u受 文化財保護制度における世界辺広条約の戦l情的受符と運用にi刻する 11韓比較研究 4，800 

81 Je盤B 川島真 准教授 東アジアにおける「冊封・刺貢」の終罵とその記憶の形成過程 3，000 

82 }，~盤B !片品五 佳 f 教授 経済的相 11:依イ(.と対外経済政策の変符の研究 政的と国内集[，JIの|則述についての'Jミ，ill分析 3，500 

83 法書~B 米谷民fifj 教J受 ゲージポ }J対応と~[，鋲動的組弦]'111論の構築 3，100 

84 j走盤B 小i"J jF.基 刊1，教授 比較惑11~.1人JIt[¥進化モデFリング 4，000 

85 J，~盤B f¥;H;( 正 教授 有機局在スピン 伝導電子Jt{r系を基盤とした新規物性の閥抗l 5， 700 

86 基盤B 嶋田正和 教授 マメゾウムシと寄生蜂の記怖、と学宵を介した繁舶の適応戦略と伽11料作動荘、 5，900 

87 幕盤B 池内呂彦 教授 新規光受符体シアノバクテリオクロムファミリーの光受脊機構のWflりj 8，400 

88 -*盤B U主溢雄一郎 教授 RNAレベルて、の遺伝子発J.lU!jIJ御治、らみた杭物の体制維持のJI11解 7，400 

89 )，~jIjl宇B 1JトJみ i弘子 教授 ダイニン分 fの述動における後数頭部[HJの協川n 7， 700 

90 J存機B 11i川相之 河主主主授 ifll i1'i1二百liの総fT的研究 2，900 

91 基盤B 的問正和l 教授 マメ科村1物と純 r捕食tu.~山における共進化の分 f 系統解析 tll'l"!物質の効* 4，800 

92 主主盤C J'J治愛 教授 ヴイクトリア将J1t体解剖論争の文化研究 900 

93 基擦C 川尻芳樹 ifl教授 モダニズム文学の身体表象のパラダイムに|刻するf'l!論構築 800 

91 基盤C 長谷川 まゆ帆刊1，教授 出産の村会史一一一17~18ill 紀フランスの産科|夫の進出と助産制の ililJ 度化を中心に 800 

95 ぷ綻C l'i 11 友紀 助教 準安定 h，Iìfr~体の物性 700 

96 基盤C ふ;川修，iJ 教J受 イf機JxJiSi，fj'['I=.Hの研究とタンパク質化学への民[)fJ 800 

97 Jit!l!l宇C イi光泰夫 教授 ロマンティック・バレエ『ジゼル』を復1111する試み 400 

98 基盤C J除垣裕子 ifl，教授 科学者のtI:会的責任論の系111 600 



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

99 碁盤C 信原幸弘 教授 悲縫行為に関する相互作用主義的観点からの研究 700 

100 一民総C 村川純一 教授 感覚・知覚・概念一一知覚の「生態学的現象学」の可能刊 1， 200 

101 基椴C 回if' 純 准教授 イメージ分析に対する生命形態学の;;f;響をめぐる，I4Lf11史的研究 1，200 

102 基盤C 松村岡IJ 准教授 中1ftフランス語版未刊行『金持ちとラザロ』の再読地.fI1!学的・文献学的訴棄研究 1， 100 

103 J止~C 林文代 教授 英米文学におけるテクノロジーとメディアの表象に|則する州究 1， 000 

104 基盤C 品橋英i毎 准教授 アリストアレス『天界論』および『生成削減論』のシリア諸における伝ゑの文献学的研'先 900 

105 l，~明書C 坂!月{戊 教授 11仏r，R，;JIH!定表現の対!!な研究 1，000 

106 J凶器C 藤月・ 4担f 准教授 百円しことば談話における文法的機能言!?の1!?川標識化 700 

107 基君主C 風間洋一 教授 組弦JIM論とM理論のダイナミックスおよびその共変n~定式化の研究 1， 100 

108 1.li鍛C 錦織糾lー 准教授 シアノ烈備金属jl';体ホスト包後体の誠泡ヰrn.と機能刊|片付イl 800 

109 基盤C 田原 ¥I!起 准教授 rjllKJ中部内陸農村の開発と社会関係資本 湖北・江西村落コミュニテイの比較を通じて 800 

110 基盤C 木村忠正 准教授 サイバー・エスノグラフィーの方法論的法礎に関する調査研究 1，300 

111 基盤C 金久博11日 教授 幼児および小学生児童における身体的動id-と筋の量的および機能的発達との関係 700 

112 基盤C 橋本毅彦 教授 戦前日本の空気力学史の研究 1， 000 

113 基~C 谷主i 真Jlll子 准教授 来r*i地域社会の歴史的il::1源と現在 1， 600 

114 基盤C 山本激 教授 lll;j体存在とモイラ運命の形而上学 アリストテレス研究 1， 500 

115 法権C 山本久美子 特任准教授 アッパス・キアロスタミにおけるイスラミック・モダニズムの諸相 600 

116 基盤C 宮下志即j 教授 「文書の共和JI王IJとしてのプランタン=モレトゥス11¥1阪工房の総合的な研究 900 

117 基盤C 小林宜子 准教授 If'Ut後期イングランドにおける俗語文学の発達と世俗的精神の成熟に|刻する比較研究 500 

118 i民椛C 阿部雄三 教授 ヨーロッパ近t!tキリスト教神秘足、必文学:の精神史的研究 1，000 

119 人七世控C 出GlJIbltl&: 教授 シェイクスピアの近代における受符に|刻する表象文化論的考察 1， 100 

120 基椛C 近藤安JJ子 教授 認知l言語学の日本話教育への具体的導入 11本語教科書ー改善のために 1. 000 

121 基幣C 荒井良雄 教授 地.fIH的仲間情報に基づく携帯電話の付ifUサービスに!則する実証的研究 1， 400 

122 基雄C 遠藤貢 教授 「事実上の凶家」の生成をめぐる国際政治:アフリカの事例を中心に 1，400 

123 一民盤C 木宮正!と 准教授 1970年代後半の朝鮮半島をめぐる同際関係:IhJ盟の併編と緊張緩和逆流の政治過税 1， 200 

124 基盤C 柴田大 准教授 Ij'性子足・ブラックホール連星の合体に対する数値的研究 1， 300 

125 基盤C 松井哲男 教授 超高エネルギー原子核衝突の非平衡時空発展の理論的研究 1， 000 

126 基盤C 加藤光裕 教授 弦の場の想論の量子論的解析 800 

127 法盤C 藤井宏次 助教 極|保条件のQCDにおける動的臨界現象 600 

128 基~C fliJ場敦夫 准教授 超離散ソリトンと可解格子模型 700 

129 )，1;敵C 佐今泉一 准教授 j;fiらぐ!F)J的事象のt.6hl<iJ的振る舞い 900 

130 基盤C 氷上ぷ 教授 ランダム行列理論の位相|的場の理論による解釈とその応HJ 1，200 

131 A主総C 清水 IljJ 教授 多ド1111皮ld子系の中:ね合わせ状態の特徴付け・ ll:.J戊・操作・検出の開論 900 

132 基縦C 住吉育英 助教 水干11により誘起される過酸化ラジカルの分子構造変化と以応性に関する分光研究 500 

133 基椛C 太田主f¥史 教授 M26/CRE配列におけるクロマチン再編成とストレス応答 1， 300 

134 碁盤C .fi杉村:輔 准教授 ニューログロビンの細胞死抑制機構の解明と蛍r:J質r:学的改変 1，300 

135 基盤C 佐藤光 准教授 ウィリアム・ブレイクと柳宗悦に関する比較文学比較文化的研究 800 
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1，100 

1， 200 

2，000 

1， 400 

1， 100 

1， 200 

1， 200 

800 

1， 800 

2，100 

2，000 

1. 200 

1，600 
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研究課題名

〈9・11)以降における現代アメリカ淡劇の比較淡劇学的研究

ドイツ近現代文学における「神義論的思一考」の変遷

現代"'1-1における審美主義

スペインsift話公バリエーションの総介的ii}f究

バイリンガルの背計十切り杯えと第二育Ntfprll¥のメカニズムに|到する研究

llill際秩If;と1"1内秩序の共振に|刻する包J目的側'先

金融グローバル化のドでの途上凶の資本取引規制のあり }j

IE常的足l瓜を伴うポリトロープ星の統一的扱いと数伯解法

Ial\~紐新 m.の進化経路の新展開

脂質二分 f股による光エネルギ一変換機能の山効準化に|則する研究

比虫の社会h!fi);を統御する分子遺伝学的、 fjチ1'学的、生態学的機構

尚等航物におけるカルジオリピンの機能にl則する分子生物学的解析

機能進化ゲノミクス:進化解析をJiJ~、た共生遺伝 fのゲノム網緩的探索とその実験的検証

ストランドインページョンを機序とするアンチジーン分子の反薬分子設言|

シアノパクテリオクロムの縦断・憤断的解析によるフイトクロム明光受待機構の解IQj

女約千|蛍 l'l 'nに ~Yi' "した光合成光イヒヴ:系2組分 f復作体のアセンブリーに|対する研究

||本11，~との身体技法を内 i手 1'1 然科学によって允IVjする

ユートピアとH{iJhlIi-1 8 1世紀的進歩以処の恥J拠と|半j下J;j(におけるイギリスの十11(民地政策

職名

教授

教授
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教J受

刊f~教授
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研究員
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900 

1， 000 

900 

900 

1. 300 

900 

1. 300 

1，100 

1. 800 

6，200 

6，700 

2，400 

2，000 

5，000 

9，300 

3，500 

800 

600 

800 
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蛸
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創造的コラボレーションにおける観察の役割のW(IVJ

除 L長距離選予における『バネ』を考慮したコンデイショニングの試み

「映像」に)J;づく人類学の構築ー映像的 Jll!i論的パースペクテイブの研'先ー

細胞機能を制御する分一fの台Ij製

微細lIi換'lillにおける生物対流の分子機構と'¥e物学的立義に関する研究

セ之インタクト 1--皮細胞を用いたタイトジヤンクション構造形成制御メカニズムの解明

|〔大ボリュームデータの主メモリ外姉[nlj

アスペクト指lilJ汚語の基礎モデルとその応川

パフォーマンスlilJ1'.および障害予防の11拠点からみた1M組織のIIfifrlH'1に|則する研究

コヒーレント以[-波の'1:成および制御

|)fjl l}ilciII総ょにを制御する分子機構のIIf悦化解析

f附体r.t1iJJ態の進化生物学:i菜類 動物プランクトン系における実験的研究

人¥:脂質、nfli映を用いた輸送小胞形成のダイナミクス解析
分解制御 I\~ プロープの創案と展開

ダイニンの締法解析に基づいた、 AAA別分fモータ一作動機構の解IQj

山度経済成長後の政府 11リ締助金を:i!f!じた地減 111]所 1~}.jlf分配政策に|刻する 11 時比較研究

布l辻村口11の倫JII!.学・思想史研究に関する比較析学的考察

j七時的.:i!f!1時的分析をmし、た言濡衰退の研究 m滅の危機に瀕した「パラオ 11本語」

可t教授

sJJ教

市教授

ifl'教授

教授

教授

教授

i1f'.教授

助教

航教授

~f'.教授

可t教授

准教授

iffo教授

助教

可iュ教授

助教

准教授

盟主一蹴一時一時一世間一山一山一日間一日一日一同一向一向一向

153 

155 

研究代表者
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研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

172 若子B i度漣日日 講師 社会的知識としての人類学:ロシア民族学・ロシア社会学・社会人類学の綜合化の試み 900 

173 若手B m野和住 助教 トポロジカル・オーダーをJIJ"、た量子コンピューティング 600 

174 若手B 坂山英俊 助教 シヤジクモîl類Nitella属の全系統関係の解r~J 700 

175 若手B 金井崇 准教授 ネットワーク環境下におけるお11ll質3Dコンテンツのための陰関数JI!I而表現 1.400 

176 ぷ子B f伝子知適 助教 大!止の経験的データから学刊した知識を和JJiJする効来的な探索技術の研究 900 

177 若手B 桜井隆史 助教 呼吸数増加を指標とした簡易的乳酸性作業閥偵推定法 900 

178 1-1-1:子B 自民野 要一 助教 スポーツ動作における体幹の!ili!1i}J}J学的分析方法の悌立 500 

179 tl:子B J主主玲 リサーチレジデント 1(111'1;形成とミトコンドリア発達のシンクロナイゼーション機構 1.000 

180 若手B il'i"/j( 品子 准教授 11本の性的マイノリティにおける名づけとi'I己表象をめぐる分析と理論構築 900 

181 ~;;TB 広瀬友紀 准教授 自Hflt情報の有効性と悦覚的文脈情報の関わりについてのIJHき子と t活し手の立場からの検討 700 

182 若手B 井坂理穏 准教授 近現代インドにおける歴史記述の変遷 500 

183 若手B 林知l更 准教授 ;怠法解釈学におけるfl<J家浬論の役刻とその変容ードイツ滋法学史を題材に 800 

184 若手B 緩本真哉 助教 オキサラート誘導体を利川したぬー機・無機複合鈴体における俄気構造の次元性制御 1.800 

185 若手B 二井勇人 助教 COPII 小胞形成機構とアルツハイマー病における小胞輸送の解析 800 

186 若子B i毛IIJ 洋輔 助教 竹十行筋幹細胞のfJe複製機構の解明 900 

187 若手B 禰屋光男 助教 低酸素環境への累積的な!日j欠曝露を利用したトレーニング処方の開発 2.000 

188 若手B 内芳実 助教 社会秩序の再編過符における移民の役割:インドネシア・アチェ紛争の事例から 1.400 

189 土'irs IJijl1J 雄二 特1h品川I 哲学、教育、大学をめぐるジャック・デリダの煙論と実践 1. 000 

190 若手B 小嶋美由紀 助教 機文拡張における人称代名詞の非指示化と非現実ムードの関係性につしミて 500 

191 れ子B 11)(1: 利枝子 准教授 11本の戦後復興をめぐる比較政治学的研究 l， 000 

192 若手B l1rtJJ 美希 研究11 心J!M物瑚学的手法をmし、た文処J1t!のi時IHJ的特性に|則する検討 1.300 

193 若手B 鈴木建 助教 宇行iにおける磁気流体乱流の淘論的研究 2.000 

194 若手B 山川貴富 助教 多機能性転写凶子による組換えi，1iH.化機構 l， 300 

195 若手B 本瀬宏康 助教 タンパク質キナーゼIBOlによる細胞形態の調節機構 2.000 

196 若手B 志波智生 助教 細胞質ダイニンのストークドメインの構造研究 l， 700 

197 若手B 加l納ふみ 助教 ゴルジ体→小胞体輸送セミインタクト細胞アッセイを用いたYiplAの作用機序の解明 l， 700 

198 若手 佐々木一茂 助教 ヒト生体における骨格筋無負荷最大短縮速度とその加齢変化 l， 260 
(スタートアップ)

199 若手 手11仁健太郎 助教 伝統的海上捕獲法の正当化根拠 900 
(スタートアップ)

200 • .tiT 山僑秀治 特11准教授 アフリカツメガエル卵の表制と内川の違いについての研究 l， 350 
(スタートアップ)

201 若手 小豆川勝見 助教 tfE積年代に応、じた遠洋fl'海洋JjE積物中の限i原砕何物の供給iIJ;(推定 l， 280 
(スタートアップ)

202 若手 保JJ;( f憂介 研究員 AFMを利用したエパネッセントTHz光散乱検出法の研究 1.330 
(スタートアップ)

203 5手 lilJJj・千夏 助教 精子形成時における細胞什絡ー繊維軒jーと解糖系両手素のダイナミクス l， 340 
(スタートアップ)



研究種目

研究成果公開

促進費

(学術図書)

研究成果公開

促進資

(学術|立|内)

ii)f究成果公|井l
促進費

(学術凶書)

研究成果公開

促進費

(データベース)

新学術領域研究

(研究諜題提案型)

新学術領域研究

(研究課題提案型)

特別研究員

奨励費

特別研究n
奨励'1'(

特別研究民

奨励費

特別研究員

奨励費

判別研究員

奨励資

特別研究tt
奨励~'(

特別研'先員

奨励費

特別研究員

奨励rl

特別研究n
焚励'{~

特別{リ|究員
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特別研究員

奨励$~

特別研究u
焚励'{'i

判別研究Ll
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Detecting and Sharing Perspectives Using Causals in ]apanese 特任研究員lU-宇野205 

1，800 <t q~1社会と大衆動員PD 市E金野206 

5，400 ~Jl拠標本データベース教授lじ己伊藤207 

14，200 モデル小動物イメージングのための新しい遺伝 fコード烈プロープのIJflJE:ift.教授守俊佐}除208 
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分 fコンピュータ内臓リボゾーム:J'I律的に与え判断するドラッグデリバリーシステム助教耕一郎庄209 

700 '1:物群集のfl手伝}的な放散と絶滅における'I"j主的要|刈の珂ー論解析PD i下伊藤210 

700 社会制1'11:の1'¥"'";:n内総俊正義と、y等にl刻する倫J'IT学的研究PD .ir.'ぞ
1.1': 
Eゾj
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211 

900 ダイニンにおける長大なコイルドコイル椛j去を介した情報伝達機構DCl 謙t:今村212 

900 心珂データ解析における共分散構造分析(及びその関連モデル)の適介!支指標の改持DCl 謙介同国213 

700 共通!感覚の系議学 その認識論的、美学的ならびに政治的射紅についての総合的ii}f'先PD 1"i;.史門林2];1 

ハUAU
 

n
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カントにおける権利と政治 自然法論転換のラデイカリズムDCl -tii U!. 斎11:長215 

900 アスペクト折ri'Jプログラミング言訴の言語拡張に対する新たな枠組みの導入DCl 孝平棲井216 
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病IJ;(体ttl抗n遺伝子を介した抵抗性のシステムレベルでの解析および新規泣伝{-liiJ}jzPD " ，"，111 佐藤217 

500 科学技術研究 fí-の研究動機付けと新・Ji~f1IJ 川，色、欲の研究DCI |
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218 

900 脊椎動物の1['似相11経系の前後軸形成を :111附lするWnt経路の標的遺伝子一の探候と解析DCI 宏樹|時]JI!f'219 

700 rr米の福祉政策における人種とジェンダ-: 1960・70年代のコミュニティ政策PD 手11ft土犀220 

500 シオニズムの脈史社会学 東方ユダヤ人と IILj llj(ユダヤ人の差 JI~ と村 Ih関係に il 日してDCI 太郎鶴見221 
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900 ア主メアリにおける複数レベル淘iJ.¥と1'1会情iZi:利しよおと利他梓の:l，'iJ"J'LI'I甘JmDCI if(人1:士111222 



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

223 特別研究n 114111 達也 PD 哲学的問題としての「創訳ハイデガーの思想とそのフランスにおける受容の研究 700 

奨励'(~

224 特別研究11 IJ;( 大地 PD 詩形式の現代性 フランス1911t紀における散文詩の民I*J ]， 100 
奨励費

225 特別研究J.! 三輪光協iJ PD ゲージJI~論との双対性にJ.~づし、た超弦理論の非摂動論[内定式化の研究 1， 100 
奨励費

226 特別研究11 森前智行 DCl マクロ量子系におけるマクロ量子コヒーレンスの研究 900 
奨励1~

227 特別研究H 111本成生 PD 中世・ルネサンス時代における音楽家の社会的身分とその組織機造 ]， 100 
奨励費

228 特別研究H r J l'ilJ 達郎 DCI 屯気伝導系を舞台とした-1)平衡統計力学の研究 900 
奨励資

229 特別研究員 古川l純 DCl 金属錯体をゲスト、 iit川・無機層状物質をホストとするホスト・ゲスト化合物の創製 900 
奨励伐

230 特別研究H 浅井智久 DCl 身体化による自己立識とその障害としての精神病理の関係 統合失調症を中心に 900 
奨励ff

231 特別研究Ll 綻陽子 DC2 社会の医療化:アメリカ社会における「肥満」の社会的成立に関する文化人顔学的研究 900 
奨励費

232 特別研究n i也川喬 PD オン卜ロジカルな環境内行為論:ハイデガーの<行為>概念に基づく展開と構築 700 
奨励n

233 特別研究J.! 伊藤綾 PD ボードレールと「詩人の形象」の問題:19-20世紀における文学の社会的機能の研究 700 
奨励費

234 特別研究1l )): 1-.維lit DCI 多段階適応反応による、新しい記憶機構に関する研究 900 
奨励n

235 特別僻究n 内111 諭 DCI 英語および日本語における談話標識の分析 500 
奨励'{I(

236 特別研究員 続川 {圭紀 DC2 ロナルド・ドゥウォーキンの法思想、政治思想の研究。 900 
奨励'(It

237 特別jiJI究11 A川健介 DC2 同ilIii超伝導体l占l有ジョセフソン接合の位相ダイナミクスとそれをJlj¥，、た泣子ピットの研究 900 
奨励1't

238 特別liJf究11 紡}j 宏ifl): DC2 経済移行期の中同における村氏l'Iifiの実態と変容に関する社会人類学的研究 900 
奨励 'I~

239 特別仰f究u |刊本年if. DCI ペルー南部の民間IX療の現場をめぐる包括的研究:クスコにおけるクランデリスモの諸相| 900 
奨励 t~

240 特別研究Ll 小 IIII)~ ~;i PD シアノバクテリアを)IJし、た炭素・窒素.11枕J;'1.代謝1:¥Jtllh1午川機構のWrlVJ ]， lOO 
奨励費

241 特別研究Ll 4汁111;1) 健太 DC2 分子集合体の形態形成とダイナミクスについてのメゾスコピックJlJ!論の情築 900 
奨励t~

242 特別研究員 数余寛子 DC2 ヴィクトル・ユゴーの作品における廃嘘の表象 500 
奨励n

243 特別研究Ll .fJi:古iifl DC2 戦後1I本語文学における断史認識 500 
奨励校



研究種目

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究11
奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究n
奨励賞

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究U
奨励1~

特別研究11
奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別fdf究H
奨励ï~

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究H
奨励1~

特別問究u
奨励費

特別研究員

奨励賛

特別研究員

奨励資

特別研究11
奨励貸

特別研究H
奨励費

配分額(千円)

900 

研究課題名

クルソプ百年史ーユカタン反乱マヤの自治とアイデンテイティー
名-コ
職
一
回244 

900 自閉症児における他者の顔・表情への注意の解明およびその発達に関する検討DCl 由葵子菊池245 

900 現代エジプトにおけるムスリム』ぇ判.のヴェールとイスラームの教義・ jぷ:tl.lに関する仰f:允DC2 絵美後藤246 

1.100 グローバル・デモクラシーと I↑i民社会による規範形成:規範則論と蚊貧/K/のft(務救済PD 郁夫五野井247 

1，100 葉緑体分化におけるチラコイド膜糖脂質とクロロフィル合成系の協調的な制御機構の解明PD 康ー小林248 

900 集光超分子複合体フィコピリソームと光化学系との相互作用に関する研究DC2 久雄子近藤249 
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プロレタリア文化大革命期中/K/における社会運動の研究PD 純金野250 

500 イジドール・デユカスの詩作品『マルドロールの歌』における演劇性の研究DC2 大修三枝251 

500 政治権力としての魔術的帝国理念 神聖ローマ皇帝ルドルフ二世にI則する実証的研究DC2 さやか坂11252 

500 近代科学の起源と人文主義:ピエール・ガッサンデイの人文主義的n然学DCl ま/1暢坂本253 

700 二O世紀後半フランスのフロイト派精神分析の言新鋭、とくにl証言fi在日の研究PD IJJJ子佐藤254 

500 社会復帰と規律 ヴァイマル期ドイツ(1919-33)の監獄改革と犯罪生物学の研究DC2 公紀佐藤255 

900 幕末期傷者の勤王活動と文事一大橋納庵を小心にーDC2 i品佐藤256 

800 日米におけるコーポレートガパナンスの11"効性一経科;~"に対するモニタリングの悦点からDC2 愛佐藤257 

900 東アジア海域世界のなかのイスラーム 中凶への凶書と航海安-全の信仰DC2 昌代三王258 

900 細胞質ダイニンが微小管上で「小股歩き」をする機構の解IVJDC2 知弘島259 

900 アジアゾウElephasmaximusを対象とした相対的数fll:'tlj断と長期記憶研究DCl 杉本尚子

(人江)

高堅実

260 

900 腎臓の初期発生における新規重要遺伝子の探索とその機能解析DC2 261 

∞
 

金春禅竹の能楽論とその忠忽的背景に関する研究PD 悠介高橋262 

900 アリストテレス倫理学研究DC2 幸吉l;抗イヒ263 

ヰ
軍
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900 球状足凶に関する数値的研'先DC2 衝谷川264 



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

265 特別研究員 千葉雅也 DC2 ジル・ドゥルーズの動物的他者論:現代析学の「生態学的パラダイム」とその政治的帰趨 500 

奨励費

266 特別研究員 上松 |年志 DCl トレードオフが適応進化をどう制約するのか:ゲンノショウコにおける花色多型維持機構 900 

奨励費

267 特別研究員 i度名i'{. 1M析 DC2 エマニュエル・レヴイナスを中心とした!被f表現象学における政治の問題 900 

奨励費

268 特別研究員 7古川広樹 DCl 18111:紀スペイン文学における感覚論の受符(ホセ・デ・カダルソの作品を'fJ心に) 500 

奨励t'1

269 特別研究員 中川 'II~希 PD ，lj代ローマ併11i17己首政期における、皇帝権力と諸社会!凶との関係と交流に限lする考然 1，100 

奨励費

270 特別研究只 'f'Jf l't文 PD '1' 111: 11士文テキストに見える消息的性栴と丈学-rJ:.の研究 700 
奨励費

271 特別研究員 新倉圭一自11 DCl !司際法におけるdenialof justiceの機能 500 
奨励費

272 特別研究員 信|品d 'iJH- PD 近現代11米111]における「環境問題」をめぐる言説体系の翻訳論的・クロスジャンル的研究 1，000 
奨励費

273 特別研究員 パ7ロノヴ7 ムニサ DCl 常滑とアイデンテイティー ウズベキスタンの子守口!?政策とコミュニティ社会 900 
奨励費

274 特別研究員 林 i芋、l' DC2 マウスJJ付'1幹細胞における細胞外マトリックスの機能解析 900 
奨励'('(

275 特別研究員 平野達志 DCl 11本の防Jt.似制Ii外交の再検討 900 
奨励費

276 特別研究員 信|品;j jJ'I!.I- DC2 排水維新JUJの1151(外交史 近世後期|描l学の内的動態及び知的ネットワークとの述IYJから 900 
奨励費

277 特別研究員 藤郎;J l'愛ti!i: DC2 エマニュエル・レヴイナスにおける「場所」の倫.f'1!学 500 
奨励費

278 特別研究員 藤川 美ー琴 DCl 子育て支援システムの変動とその妥当性一生活空IliJの視点から 900 
奨励費 (久本元)

279 特別研究員 藤波官I1嘉 DC2 第二次、ziti政!日J0908 -1918)オスマン帝11<1政治史研究 900 
奨励費

280 特別研究員 藤本j 健 DCl 制訳停 lトー装 WI~ ストレスグラニュールの形成機構とその生JIH機能の解明 900 
奨励資

281 特別研究員 古川健也 DC2 進化工学的手法による分子モーターのメカニズムの研究 900 
奨励費

282 特別研究此 三iili 作品 DC2 サスペンスl映11111の歴史 500 
奨励費

283 特別研究n 御1.;11'1・E 主主子 PD 小iIt安二郎初IJJUJ作品とヴァナキュラー・モダニズム I，lij大戦間期日本における近代の経験 700 
奨励資

284 特別研究員 三牧型f DC2 帝1"111本の照念外交一戦前・戦時期の太平洋IllJ題調査会 0925-1945)を中心に 900 
奨励費

285 特別研究貝 宮崎 12 DCl 無悦イ'''f能な欠iJliJを含むデータに対する多lti'構造}j程式モテつレの適用 900 
奨励費
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奨励費
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奨励費

特別研究員

奨励費

配分額(千円)

900 

研究課題名

先住民運動の政治イデオロギー:エクアドルおよびボリビアの比較研究
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500 ラテンアメリカ開発政策における「第三の道」に|対する研究DCl 善道村トー287 

900 社会不安の発生メカニズム 例覚的注意.~.2JII のコントロール不可能性に関するiiJf究DCl 河
川
M
川
川谷288 

ハ
リハU
A
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現代H本ゲイコミュニティの社会学:セクシュアリティと「文化」の関係をめぐってDC1 至貴iE山289 

900 ガンマセクレターゼによるアミロイドベータタンパク質の産生機梢DC1 聡介相11下290 

900 被害観念の'1=.起メカニズムおよび被害観念がもたらす感情・行動についての実証的州究DC1 貴!と1111人j291 

900 'ILl.j欧」と「米欧」の境界線の後11'1性.スロヴァキア凶境地域における社会の動態DC2 111似ゅうこ

(判11原)

山辺弦

292 

500 カストロ革命政椅z下におけるキューパ文学史の「失われた系議」の再構築DC2 293 

900 加11翠国の民主化が第三世界の地域主義に与えるJjf;秤DC1 拓湯111294 

ハ
リハUl
 '
 

F12対称'1'1ーを付ったゲージ坊のJI[!論にI刻述する強ω双対'門のJI[!W(PD 1((人彬'i)j: 295 

900 近世以後における生死空間の構築とその忠恕宗教がJ意味DCl 維i寿李296 

600 安全性と rl}利川'1'1:の高いアスペクト指向言語の設計!と実現方式DC2 知幸青谷297 

500 1'1 防Hfí'者と定)\~発達者における J~IIIJ1t視の認知的・ IJ節機能「ド~J，~燃DC1 i羊典lリJJ也298 

500 米国美術大学で学ぶアジア人間学生のアイデンテイティと社会的影響DC2 慎也荒木299 

500 「中国文化」外交の形成と「正統性」争奪構造の解lりトー故宮、パンダと「台湾川題」DC2 真幸家永300 

400 f同別から jUf-i亙への移行を問題化する文学論の諸キ|トージョルジュ・パタイユを起点としてDC2 プtイiJ11301 

600 好熱性シアノバクテリアの光受符体TePixJの構造・機能解析DC2 量見イ ir~302 

500 移民文学のリゾーム性 ドイツのポーランド作家による現代文学DC2 暁子~j二 1""303 

400 金春禅竹と"'~1:文化の心性史DC2 愛す1".1-.304 

600 N体計算による大質最ブラックホール形成過れの似|究DC2 全規おi撃305 

之
主
浦
空
M

500 抑うつ者に見られる怒り・攻幌発生のメカニズムに関する検討DCl 真弓上野306 



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

307 特別研究員 +直松 圭子千 DCI 社会性アブフムシにおける階級分化の制御機構と進化的起源の解明 600 

奨励'{'(

308 特別{iJI究L! 鵜戸聡 DC2 カテプ・ヤシンを!J'心とするマグレプ仏説文学研究 500 
奨励費

309 特別研究Ll 蝦才臥Af DC2 アルツハイマー病発対に|刻わるBACEIの機能解析 600 

奨励1~

310 特別研究員 大津聡 DC2 納民地常国日本のメディア編制ー1930年代の文学・思!J.!における相互連関とその変容 400 

奨励~~

311 特日IJiリf究Ll 大森 1刊IU DC2 ピエール・クロソウスキーの作品における演劇性の研'先 400 
奨励費

312 特~JIJ研究Ll 小:，1，¥ 麻美 PD 判1I終決忠への迷動効果と環境による彩粋~タンパク質，'，，'，'t'H'l・Jq!の悦点から~ 800 
奨励11(

313 特別研究員 小野手 。f.k DC2 [j本の11没後思想史における市民社会論の展開 500 

奨励1'1

314 特別研究H 覚張 シルピア PD レフ・トルストイとエミール・ゾラの作11hにおける文明空IIU 600 
奨励費

315 中¥;~JIJ州究 11 苅谷 })j:f太 DC2 1'4アフリカのアラビア317・イスラーム資料凋査とI，i]資料に法づく宗教的・知的連関の研究 500 
奨励n

316 特別研究員 河村彩 DC2 スター')ン時代の芸術政策と視覚芸術の係式 写真とリアリズム絵柄iの興降 500 
奨励1~

317 特別研究H 神林尚子 DC2 幕末・|りJi台初期における戯作と「巷談」の研究ー仮名垣魯文の作品を'1'心にー 500 
奨励賛

318 特~JIJiiJf<先 tl 木内久美f PD ベケット文学による rn伝的エクリチュール」の系諦"l': r幼児期」の形象と胃誌の起淑 600 
奨励費

319 特別研究員 菊池有希 PD 文学における自我表象の研究:日本近代文学におけるバイロン受符を中心に 600 
奨IJJ}J1Il

320 特別研究Lt 北村紗衣 DCl エリザベス朝及びジェームズ朝の悲劇における女性の表象 400 
奨励資

321 特別{，)I究H 木村健太 PD 変化する環境への適比、は如何にして可能か? 行動・牛:.fII!の段適化メカニズムの解明 700 
奨励費

322 特別研究員 熊谷 i謙介 PD フランス近・現代における祝祭・スペクタクル・舞h芸術と共同体の関係についての考祭 700 
奨励1~

323 特別研究Ll 栗原剛 PD 近i吐11本倫理思想!とにおける自己と他者の関係性をめぐる研究 近現代への架橋に向けて 600 
奨励n

324 特別{リ1，'1:11 桑111"r: DC2 市場と環境をめぐる環岐科学・倫理学的研究 500 
奨励n

325 特別研究員 小口峰樹 DC2 知党・概念・行為 知党経験の概念性および非概念刊についての研究 400 
奨励'{'l

326 特別{iJI究員 小寺千絵 DCl 小Ij包輸送におけるタンパク質選別・濃縮機構の解析 600 
奨励r1

327 特別iJflJfヲ''1:Ll 坂川綾待 DCl スピンモデルによる適応的進化の統計力学的研究 600 
奨励費



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

328 特別研究員 千自j川 幸治 PD 性選択と食性進化の利正作}jjがもたらす種多様性創/1¥メカニズムの解明 800 
奨励費

329 特別研究u t再:キ本 [!(文 DC2 細胞111Jコミュニケーションと空間的ゆらぎの幅較による形態形成の解明 600 

奨励n
330 特別研究il t;1J:豊俊干11 DCl ドーノfミン受符体])2のSNPが選択的スプライシング及びアルコール依有症にtj-えるE13科 600 

奨励1'(

331 特別研究Ll i'flll 1'i"/jc DC2 メルロ=ポンティにおける知|党概念の再考 500 

奨励ly

332 特別研究1¥ i~i: 谷 111紀 DC2 家族史からお1くホーチミン市形成史 抗仏・抗米戦争期の人I1流入を中心に 500 

奨励資

333 特別研究H ぬ111 奈央 PD 細胞性粘簡をJlJI，、た新規動物別細胞質分裂関連l羽子の|山 800 

奨励賞

334 特別研究員 iJ'i水光lりj DCl 近111:11本社会における 111]人以:t!.lその様相と行方 十泉佐γiltと*アジア諸地域 500 

奨励費

335 特別研究員 杉森絵照子 PD 発話におけるアウトプットモニタリングに恭づく幻聴メカニズムの解明 700 

奨励費

336 特別研究H 鈴本 b.jk大 DCI ハイデガー科学における許話と公共性の研究 500 

奨励'fy

:337 精別iiJI究Ll 鈴木 敏 PD 通l荷交渉における交渉戦111持と秩序の変化 70() 

奨励行

338 特別{副党Ll 111 L~ 俊子 DC2 シロイヌナズナにおけるRNAサイレンシングに関与する新規|刈 fの探索 600 

奨励資

339 特別研究員 111遺千品 DC2 APPαセクレターゼであるADAMI9の活性調節機構 600 

奨励費

340 特別研究n 111 I~ 科 íf DC2 各家エスニシティー形成に|刻する歴史社会学的研究 500 

奨励費

341 特別研究11 j'J治 II'{人 DCI 重イオン衝突実験における中，i:T/jo成の機構に関する;11¥論的研究 600 

奨励費

342 特別研究員 筒井晴香 DCI ミリカンの|古l有機能即日命を手掛かりとした人間のn然的ll!1lli1iと文化的側面の関係の解明 400 

奨励費

343 特別liJI究tl U，'i iiJ'杉 DC2 セルゲイ・エイゼンシュテインとアニメーション:エイゼンシュテインの芸術理論研究 500 

奨励行

344 特別{川'j'W 徳川区 DCl 戦後i'i'純の以:t!.l r)えf反対・)又 1"1家」論の射干II~ 400 

奨励資

345 特別研究員 永井 ui紀 DC2 量子総点系をIjl心とした只}J(I<]超伝導における動的・指(10現象のJII!論的研究 600 

奨励費

346 特別研究員 Ijl付大輔 DCI テラヘルツスペクトロスコピーを利用した超伝導体総*:，1:{-のダイナミクスの研究 600 

奨励費

347 特別研究tl rr'i'1I1 }~(r PD 続?存性の変符と通(JiAの現代的反|井l一近現代イギリスのil:UIJ/支とそのH:会的背景を'11心lこ 700 

奨励1'(

348 特~JIHíJf究Lt ，，，-川美也子 RPD 食の安全をめぐる H仏政治j品科分析-BSEとGMO(遺伝{-梨l換え食品)を事例として 700 

奨励資



研究種目 研究代表者 職名 研究課題名 配分額(千円)

349 特別研究員 林久美子 DC2 世紀転換期における日仏文化交渉史に関する総合的研究 0890-1910年) 500 
焚励t~

350 特別研究員 平井上総 PD 日本，+，_近世移行期における幕藩制的権力の形成とその政策 。
奨励費

351 特別研究員 tii川千谷 DC2 中米におけるビジネス・コミュニテイの変容 500 
奨励資

352 特別研究員 藤井康平 DC2 地}j自治体の環境政策とネットワークの影響力 500 
奨励1~

353 特別研究員 藤倉哲郎 DCl ドイモイ期ベトナムにおける労使関係および労働組合に関する政治経済学研究 500 
奨励費

354 特別研究員 藤川護 DC2 アンデスllE地先住民社会の生活の以恕 500 
奨励費

355 特別研究員 裟覚紋 DC2 『古事記伝』の「古事記」 本府立長と朝鮮 400 
奨励1~

356 特別研究員 堀部直人 DCl 比虫の記憶・学習にもとづく適応戦略:理想自由分布を実現する多様な戦術 600 
奨励資

357 特別研究員 松|吋絡 DC2 戦後台湾の統治体制と台湾原住民族社会の変容:周縁としての組み込み過程の検討 500 
奨励費

358 特別研究員 宮原克典 DCl 知覚・概念・行為一一現象学、認知的観点、プラグマテイズムを利用した経験の分析 400 
奨励1~

359 特別研究員 村上克尚 DC2 大江健三郎の小説を通じた戦後研究 400 
奨励質

360 特別研究u 森元日i介 PD 義術とその正吋性:決疑論と萌芽期美学の以:fL!述l期を検討主題として 600 
奨励費

361 特別研究員 安川佳代 DC2 戦IllJ郷1板東衛生行政の展開と日本の対同際連関外交 500 
奨励費

362 特別研究員 輿倉豊 DC2 産業集積とネットワーク 組織間関係・都市間関係の実証的研究ー 500 
奨励費

363 特別研究員 育江路子 DCl 神経行動科学的アプローチによる芸術的パフォーマンスの向上を ~l 指して 500 
奨励費

364 特別研究員 市見崇 DCl 中華民国|司民政府の「司法改革」一近代悶家建設における「司法」と国際関係ー 400 
奨励賛

365 特別研究員 米国尚輝 DC2 装飾と前衛(1885・1935) 西欧近代美術史観の批判的再定義に向けて 500 
奨励費

366 特別研究員 i若林大我 DC2 中央アンデス高地における牧畜活動とその牧民社会における意味に関する人類学的研究 500 
奨励費

367 特別研究員 布I川杏実 DCl 201ft紀前半の海戦法をめぐる国際関係史:戦時同際法とイギリス帝国防衛の交錯 500 
奨励資

368 特別研究員 鰐淵秀一 DCl 植民地時代フィラデルフィアにおける自発的結社と公共秩序の生成 500 
奨励費

369 特別研究員 福本 J1I!恵 DCl 1'1閉痕スペクトラム障害の非脅諮コミュニケーション促進に関する認知神経心理学的研究 900 
奨励費
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言語における規範性をめぐる議論を手がかりとしたConventionの概念の分析。
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700 人工生命と社会構造生成のシミュレーション教授内・τt
[".・Jlt.内池上

900 ゲージノノ重力対応とその物期的帰結の研究教授i芋風tIIJ

600 粘 i笥の網11胞集 I吋の確率的遺伝子発現と 1~~11!( ダイナミクスの解析教授まI~J%7金子

700 11本訴を中心とした研究自然言語におけるスケール性と程度修飾教授茂坂原

1， 100 速足中性子星の合体に対する一般相対論的シミュレーション准教授大柴111

400 愛1"1主義教育と少数民族 中IJiIの[Iq家統1t1、に於ける少数民族社会教授中!(itf並木

600 繁栄の後一フリーターと新中産階級の|限界准教授材i人矢u

600 1930年代後半におけるイギリス外交への11本の対応教授本州11

400 1.1際秩序の併編における"“内モンゴル"“地域の形成 20tll:紀前?を中心に教授I;Jt-:日11村111

研究種目

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究n
奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励焚

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

焚励n
特別倒究11
奨励費

370 

371 

372 

373 

374 

375 

376 

377 

378 

379 

ヰ
劉
醐
誰
N

899.360 ノ、三ま1.
1__1111 

※配分額は、平成20年度交付決定額
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2008 (平成20)年科学研究費補助金

0平成19年度終了研究課題 (平成20年1月1日~平成20年3月31日)

件 千円

総件数 130 224.800 

内訳

特定領域研究 7 20.900 

学術創成研究費 27.500 

基盤研究(A) 5 29.700 

基盤研究(B) 18 50.300 

基盤研究(C) 19 17.400 

萌芽研究 3 3.300 

若手研究(A) 2 14.500 

若手研究(B) 16 14.3∞ 
特別研究員奨励費 59 46.900 

(教員のみ) 71 177.900 

0平成20年度新規・継続研究課題 (平成20年4月1日~平成20年12月31l1)

件 千円

総件数 379 899.360 

内訳

特別推進研究 63.700 

特定領域研究 27 142.000 

基盤研究(S) 4 89.ωo 

基盤研究(A) 14 120.400 

基盤研究(B) 45 182.200 

基盤研究(C) 60 65.000 

萌芽研究 9 9.200 

若手研究(A) 8 36.900 

若手研究(B) 29 31.4∞ 
若手研究(スタートアップ) 6 7.4臥)

研究成果公開促進費 4 9.ωo 

新学術領域研究 2 24.200 

特別研究員奨励費 170 117.700 

(教員のみ) 209 781.660 



研究拠点形成費補助金2008 (平成20)年

ドJ>:成20年1JJ1 11-'Y.，&:20{F3J]31lJ) 

配分額(千円)

100.000 

100.000 

プログラム名称

心とことばー進化認知科学的展開

.21世紀COEプログラム

拠点リーダー

長谷川寿一

合計

※配分額は、平成19年度交付決定額:平成19年度終 fプログラム

(平成20{nJJ111-平成20{n2)J3111) 

配分額(千円)

74.800 

74.800 

プログラム名称

共生のためのl時際析学教ff研究センター

.グローパルCOEプログラム

拠点リーダー 職名

小林康夫 教授

ヰ
軍
荷
主
i
H

A 手i
11111 

※配分額は、平成20年度交付決定審l



2008 (平成20)年厚生労働科学研究費補助金

主任研究者 職名

(?と成20年l月111-竹丸20年12JJ31日)

配分額(千円)

23，000 

14，000 

18，900 

合計 37，000 

1
1

一つれ】一
q
J

松IH 良ー 准教段

イii荷章一 教綬

久保m 俊一郎教授

研究課題名

新規リードスルー芯起物質によるナンセンス変処刑筋疾忠治療のためのl清|臨床試験

スプライシングを利川した筋強11'(性ジストロフイーの治療

磁界の生体への影響p.とその機構の解!日j

※ 2及び3は、平成20年4J]111より開始

※ 配分額は、すべて、F成20"fl交交付決定額



寄附金2008 (平成20)年

(平成20"1'-1 } J 111 -千成20ij'-12}j31") 

タイトル

アルツハイマー病における小胞輸送の研究

細胞骨格による|刻11放出モード制御機備の解明

Development of analytical system for investigating the intracellular protein-

networks using visualization techniques and semi-intact cell chip 

海外発表促進助成

「ことばと丈化・教育」研究助成

司
一
み

且
頁
一
ふ

J'V-井

川l納

腕
一
蹴
誠
一
蹴

金額

2，000，000 

2，000，000 

500.000 

寄附者

財団法人上原記念生命科学財l羽

財団法人光科学技術研究振興財1.11

財[>1:1法人武川科学振興財凶

2 

光による神経ネyトワークのパターンIf51&

山内昌之

本畑洋一

架栖 i原嗣 純物が持つ機能的還元力分配システムとその分f狭間の構造研究

久保fH 俊一郎Ijl皮脈予防・治療法開発講座(ニチアス株式会村)

J.(IH 邦史 ADLibシステムをIIJl'たよLf抗M't'l:物質に対するモノクローナル抗体作製法の開

づき

「細胞・ 25官制御議時(和l光純薬 1:業株式会社)J従付議照

「教養教育への|川恭の活用」寄付研究部門

「教主主教育への1J~1l\'の活 IIJJ 寄付研究部門

IKI際ジャーナリズム(読売新聞tl:)寄付講座

助教 がは?聡子

特任研究員宇野良子

教授 尾中篤

教授 7ii甫章一

教授 106中篤

特任講師大沼 i青

技術専I"J 小悶嶋設
職員

教授

センター長

准教授

教授

教授

182，000 

647.207 

200.000 

1.000，000 

500.000 

700.000 

1，000.000 

i古里f 時伝子(lliI.jj法人"本科学協会)

宇野 良子(財I.tl法人博報兇i宣教育振興会)

}i 産化学E業株式会社物質科学研究所

川辺と三菱製薬株式会社

第一三共株式会II プロセス技術研究所

lI-JI.J-!法人光科学校術研究振興財1.)1

株式会社タチバナ

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

100，000.000 

10，221. 875 

2.000，000 

40，000，000 

1，000，000 

株式会社読売新聞東京本社

ドイツ学術交流会 東京事務所

H4同法人tJIl藤記念バイオサイエンス研究振興財I.JI

ニチアス株式会社

l材I.tl法人ノバルテイス科学-1M興U11.tl

ハ
リl
 

12 

13 

-J l
 

11 

;，{j'i.j研究部門「教主主教育社会述批(ベネッセコーポレーション)ii}f究fflll"JJ

人11日らしい動きの科小的解lりJ:文楽人形の解析を過して

特任教授浅烏誠

学部長 小島憲道

学部長 小島態道

センター長本州洋一

学部長 小島憲道

准教授 ft!(lil 一博

委員長 ピアノ委員会

准教授 Hi 非

40，000，000 

9，500，000 

8，500，000 

19，835，000 

55，000，000 

7，300.000 

105，860 

500，000 

平日光純薬工業株式会社

財団法人日本棋院

株式会社11能研

ドイツ学術交流会 東京事務所

株式会社ベネッセコーポレーション

h1(川 一博(l吋I.JI法人東レ科学-tIA興会)

木畑洋一

鍾 ~f， (1片付|法人日本経済研究奨励財団)

15 

ρ
りー

17 

18 

n
H
J
V
 
l
 
20 

21 

22 

4
4
E
諸
君
N

以恕評価は人々の尖|祭の行動様式を判断するのに役なつか:アンケート調査と

実験

乳幼児におけるテレビ映像j1i!Wrの党述に関する似「先

シリカ起微粉 f を 'i=.J&~体とする i弘による l't令同微*":r火山iのii}l:究
/阿川1誌の'u，¥J1tiiJI究

特任研究員 LL ，r([-

教授 J(.jlfi 俊夫

助教 Ii'i野総f

教授 川戸佳

189，550 

1，300，000 

1，000，000 

2，000，000 

斗 直子 (U，jl什法人党達科学研究教育センター)

l吋I.tl法人"本板iii'if材料工乍助成会

i青野 l除r(fl:!.JI法人中部経済連介会)
株式会社九件

23 

24 

27 

25 

26 



寄鮒者 金額 職名 受入教員 タイトル

28 マイクロソフト株式会社 2.000.000 准教授 増原英彦 文書検索技術を応用したプログラミング開発支援

29 砂防広報センター 1. 140.000 助教 i青聖f I!.'，:;f' 

30 財トH法人ソルト・サイエンス研究財凶 950.000 准教授 和1U元 表在性タンパク質の脂質修飾による光合成の安定化と耐塩性の改良

31 荒井 良雄(財団法人鹿島学術振興財凶) 2.500.000 教授 荒対 良雄 地方中級者li，liにおける伊Ht空1111の再編成 ライフコースアプローチによる分析
32 清水 同Ij(財1.)-1法人二十一世紀文化学術財l.tI) 1.450.000 被教授 清水 |聞IJ 株式会社の組織理論 J'I[論分析と計量分析によるアプローチー

33 第一三共株式会社 2.000.000 教授 黒1+1玲子 DNAと薬物との相互作用の分子レベルでの研究

34 財I.Jlit人東芝凶際交流MIナ| 750.000 iffi教授 SAALER. Sven Publication of Pan-Asianism-A Documentary History 

35 駒場友の会 235.000 学部長 小島憲道 教養学部iE門門扉復元賀川の一部にあてるため

36 第一三共除式会社 プロセス技術研究所 500.000 教授 尾中篤

37 特定Ji"P;利活動法人 砂防広報センター 560.000 助教 清野聡f

38 社1.)1法人11本鉄鋼協会 300.000 特任，講師山本光夫 製鋼スラグから溶出するこ官Ili$'失と腐植物質の銘体形成に関する研究

39 一尚j，iJ窓会 8lO.000 研究科長小島慾道 教養学部 iE門門扉復元'l~川の一部にあてるため

-学郎長

40 一商品l窓会 464.000 研究科長小島憲道
-学部長

41 i古里f 聡子(財凶法人M川環境管理財団) 1.000.000 助教 i青野聡子 漁業者の経験知をi即日したinJI 1干潟の総合土砂管理の指標の研究

42 株式会社サトウスポーツプラザ 5.000.000 教授 石井直方

43 Human Frontier Science Program Organization 13.325.000 准教授 i宰井哲

44 日産科学振興財団 6.660.000 准教授 村上郁也 人と機械のJ'I然な共生を日指す認知科学研究:楽しく安全なクルマ生活のため

45 財I.tl法人イi本記念デサントスポーツ科学振興財同 1.∞0.000 助教 禰屋光男 閲欠的人工fH:酸素環境l曝銘を伴う筋力トレーニング処方の開発

46 豪日交iJfUま金 2.507.523 センター長古矢旬

47 The Centre dEtudes Francais sur la Chine 963.390 教授 小林康夫 ワークショップ「中国伝統文化在当代中IKJ角色」の企画・準備・運営のため

Contemporaine (CEFC) 

48 昭和泡r:株式会社 1. 000. 000 教綬 尾中篤

49 ドイツ学術交流会 lO.144.375 センター長木畑 洋一

50 株式会本l:SRA先端技術研究所 1. 000. 000 教授 玉井哲雄

51 株式会社山Hl養蜂場本社 1.500.000 助教 木本哲也 脳i毎民の記憶学習に及ぼすローヤルゼリーとプロポリスの効果

52 財I.tj法人武川科学振興財トI1 2.000.000 准教授 佐藤守俊 疾患細胞を早期診断・ 'r'.WJ治療する分子プローブの創製

53 伊藤 元己(自然科学博物館) 14.907 委H長 伊藤冗己

54 株式会社~r}j 日出版社 248.600 准教授 斎藤文子

55 柴川節f 3.000.000 研究科長小島憲道 総合文化研究料・教養学部における学生奨学金

-学部長

56 小島憲道 1. 800. 000 Rt受 小島憲道

57 財I.tlit人微生物化学研究会 2.250.000 准教授 松田良一

58 フリードリヒ・エーベルト財団 (FES) 404.5lO 特任准教授川喜lH 敦子

59 伊藤 元己((J然科学博物館) 11.743 委H長 伊藤元己

60 財l付法人三豊学術振興協会 2.000.000 特任研究員梶原優介 シアフォース型AFMによるテラヘルツ近接場顕微鏡の開発



職名 受入教員

助教 青木貴稔

教授 fii甫章一

助教 新井秀明

助教 的野聡子

助教 111111 賀市

特任研究H梶原 {憂介

助教 近藤隆祐

教授 八岡秀雄

学部長 小島憲道

助教 比隆英

教授 深代千之

センター長，'i矢 旬

准教授 坪井貴司

准教授 I衿原 英彦

研究科長小島憲道

.学部長

研究科長

.学部長

教授

委員長

教授

准教授

タイトル

強儀場中での検低i杭ルピジウム!以rとストロンチウム以子混合体の研究

ウコン111米クルクミンは本、'iに'1体内で抗際化作)1]をもつのか

日本川流域の深町立の変遷および地成十l会との|則わりに|則する研究

同CS内l特異(I<]DNA車内{tt'f転写|刈子はしの、にして広範な染色体現象を制御するか?

THz近接場フォトン検出へ向けたnしよ検知別AFMの開発
有機超伝導体w*古川を丹j¥，、た超伝導接合作成技術の|別発

インスリン分泌を制御するマイクロRNAの可視化解析

静的解析と動自~検作を組み合わせたアスペクト桁 lílJ プログラミング言語

金額

4.500.000 

11.724.750 

1.100.000 

1. 700. 000 

1.300.000 

1. 500. 000 

700.000 

250.000 

2.799.763 

11.481. 600 

720.000 

2.476.073 

3.000.000 

900.000 

1.000.000 

寄附者

青木貴稔 (財1.)1法人松尾学術振興財団)

HlIman Frontier Science Program Organization 

財団法人浦 1'，食品・食文化振興1MトH

l刷、H法人リバーフロント整備センター

l11'，.11法人H)xJM卜け
iMトJii去人住友1M卜11

1吋凶法人住友l付l什

ピューラック・ジャパン株式会社

イタリア文化会館

HlIman Frontier Science Program Organization 

株式会社ナックイメージテクノロジー

lけトH法人アメリカ研究振興会

PI'1t 貴言] (財I.tl法人内藤記念科学振興財凶)

財団法人打i~止的隊科学振興I甘い|

!'t下巧('，':Iil'iJ窓会)

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

73 

74 

71 

72 

75 

ffA道

茂
一
尚
一
的
一
削

小Jゐ

畑
一
畑
一
昨
一
村

ハ
リハU

凸
リ
.，
 
ハ
りl
 

250.000 

4.425 

300.00。
1.400.000 

423.787. 151 

総治( '，'::jH窓会)

株式会社東大総;仰f

i也ITl 信雄(美術博物館)

株式会社MTG

111'1司法人光科学校術研究振興財I.tl

Wi川76 

78 

79 

77 

4
4
E
4
B
4
き
M

細胞'li-絡による日fJll放11¥モードiUIH向l機構の解IljJ

、̂雪l
11111 

80 
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2008 (平成20)年 寄附金(数理科学研究科)

(平成20年1月1EJ-平成20年12H31H)

2 

-
庖
一
一士又一
一古小一
-東一
-
一
回

一
券
一
財

一
誠
一
友

一
バ
一
住

一
リ
一
人

f
-
f
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4
雫
・
，
F

一K
L
μ

附
一
一
げ
一
団

寄
一
回
一
財

金額 職 受入教員

30.000.000 教授 楠|尚成雄

200.000 特任研究員境圭一

タイトル

ファイナンス数理(BNPパリパ証券)寄付講座

配置空間積分及びオペラッドの作用を用いた、埋め込みの空間

のトポロジーの研究

合計 30.200.000 



受託研究2008 (平成20)年

平成20年12JJ2611現イf'(受人決定分)

名
一
授

職
一
教

タイトJ!-

ナノ空孔反応場と分子触媒の|制動作川技術の開発および、ナノ笠イLI凶ぶ場と分子触
媒の協働作用技術への協奏的反応場の適III

I4際協力における海外ボランテイアi円到Jの有効性の検f，tl

カオス科学の新展開と線維系校術の構築

トポロジカルな世子秩序とそのht:r計算への応川
人文社会科学における大学院教育のI，q際化のための H独共1，;1教育体制の幣怖i

光合成の調節機構とゲノミソクス

ひらめき:ときめきサイエンス「光を使って細胞の'1'の分fを見る」

利乍技術インタープリター去を成プログラム

ヒト PS細胞等をけJ¥;、た次111:代遺伝[-・細胞治療法の開発

ネッタイツメガエルの収集・保イf.・提供

小1]包輸送を制御するタンパクi'i惚介体の構造機能解析

情報発信体制の整備とプロジェクトの総介的推進

in 1'1 t'i単粒子解析ITJ液体・分fビーム中!広装I("の|井m
!悩機能計il!1J'双生児研究による言li!?後件メカニズムの解IVJ

テラヘルツ検nll(.~ と顕微鋭の IJH折i

!以[-ポーズ凝縮体と光1比例i[-ポテンシャルを使ったJf，{[-:，:[-1"1 M~の IJH1t

蛍1'1質工学的手法による細胞内環境の.ihl!1J

セミインタクト細胞を用いた蛍1'1質の一生の1fT視化解析

脳スライス中で可視化した和l'申告シナプスの 1'11'1川併析

NEDO新環境エネルギー科学例成特別部川

サラブレッドの乳織代品l及び手u唆輸送11111'に閲する研究
制l換えIJ仙台冊子ー素Spol1による際的相|可制l-l典えi8'1"1化法の併j:ι
I)NAエンコード技術による'1'.休刊j械分析法

タンパク質の高速分子育干，nを}，~盤技術とする先端バイオ産業のおIJ/I'，

1fTl竹異常収縮関連閃子に対するモノクローナル抗体{午製

文学・芸術の社会的媒介機能

社会的影科iの制，'，¥からL比Lた+制州11中|ドl晴車粁官利.. 午、Y刊y

山一 l民己と{初研d珂f究二荷何符.が I~協t必L仰働Jする!点↓お以t シナ ìf，海j似サ吋行治}刊川l日伴;ド2 における j淘旬片伴会 i沿涼:京如~H流庇ゴミ P報1実iた:験

日総品1行目i什j川l呼4生のf研i担珂)庁f究

金額委託団体

マイクロ化学プロセス校術研究組合 (NEDO再委託)

教授 10.000.000 

教授 2.500.000 

助教 1， 000. 000 

教授 16.500.000 

准教授 2.500.000 

准教授 624.000 

教授 72.布3.482

特任講師 22.230.000 

特任教J受 4.028.121 

准教授 9.100.000 

教授 19.000.000 

准教授 5.830.000 

准教授 39.650.000 

教授 76.661.000 

教綬 6.279.000 

准教授 11.310.000 

助教 22.100，000 

主主主受 13，000，000 

教授 34，623，050 

准教授 3，000，000 

教授 11，600，000 

教授 36，400.000 

教授 19.400，000 

教授 4，100.000 

教授 8，047，000 

教授 11，312，600 

助教 16，497，000 

特任教授 100，000，000

3，600.450 

遠藤買

高塚利|夫

j丹野和11:

大1't 1年

手11111 元

佐藤守俊

!日川玲 f

大m 青
i 主 J:f~ it成

佐!除他

伊藤 J己己

呉市} 文降

i向井手1I嘉

小山111 進

久;fli: 1在日l、
，ri杉本E柄Ii
1111キI'i ふみ

川戸伎

111本泰

八111 秀雄

太川 fli'と

陶111 1りj

太川 111'と

太川 f.11 '1! 

111111 広IIfj

1i¥ JJ;( 幸 ~l、

il'i"'l'i' J総f

浅山 1減

+1:1州法人青年海外協力協会

独良行政法人11本予術振興会

独立行政法人11本学術振興会

独、主行政法人u本学術似興会
独立行政法人H本学術振興会

独立行政法人II本学術振興会

文部科学'ti

文部科学1'i

文部科学1'i

文部科学省

文部科学省

文部科学省

独立行政法人科学技術振興機椛

独夜行政法人利学技術振興機梢

独立行政i去人科学技術振興機術

独立行政法人科学技術振興機構

独立行政法人科学技術振興機構

独立行政法人科学技術振興機構

独立行政法人新エネルギー・産業技術総介開発機構

||本'1'央競馬会 競;l:.I.!&総合研究所

独立行政法人民業・食品!l(業技術J総合研究機械

独立行政法人科学技術:itJJ~ ~，~機椛

l吋同法人埼玉県中小{iで業振興公十l

独立行政法人科学技術似興機構

|1 +"lと術振興会

独立行政法人科学技術似興機構

愛媛大学(環境'ti)

独立行政法人科学技術振興機構

ワ
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委託団体 受託担当者 職名 金額 タイト)j，

30 独立行政法人情報通信研究機構 小宮山進 教授 2.310.000 ICTによる安全・安心を実現するためのテラヘルツ波技術の研究開発

31 同立精神・神経センター
石i甫章一 教授 2.000.000 効率の良いエキソンスキッピングを用いた筋強，n性ジストロフィー症状改善法の開発
松山良一 准教授 2.500.000 ネガマイシン及びその類似化合物によるリードスルー機構の解明

32 独立行政法人医薬基盤研究所 佐藤守俊 准教授 18.600.000 脂質メッセンジャーの革新的可視化計測を実現する分子プローブの創製と展開

33 株式会社富士通研究所 玉井哲雄 教授 1， 000. 000 ソフトウェアの高信頼化に関する研究

34 キリンホールデイングス株式会社 渡漫雄一郎教授 3.900.000 「食」を考えるキリン・東大パートナーシッププログラム

35 日野市 石井商方 教授 574.990 11野人間大運動事業効果iJ!U定

36 独立行政法人科学技術振興機構 陶山明 教授 3.900.000 DNAセルフアセンブリによるナノシステムの創製

37 独立行政法人科学技術振興機構 石原秀至 助教 11.700.000 形態形成を引き起こす力学過程の解明:分子・細胞・組織をつなぐ

38 独立行政法人科学技術振興機構 前III 京剛 教授 10.530.000 鉄ニクタイド系超伝導体の薄膜を用いた高周波スペクトロスコピーとその応用

dロhヲロキl 640.360.693 



受託研究(数理科学研究科)2008 (平成20)年

平成20年12JJ26日現在(受入決定分)

委託団体

独立行政法人科学技術振興機構

独立行政法人科学技術振興機構

タイトJレ

ウェーブレットフレームを用いた視覚の数:fI1!モテrル

確率過校の統計推iJlIJilの基礎現論およびその実装

金額

6，537，700 

13，325，000 

19，862，700 
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2008 (平成20)年共同研究

平成20年12月26日現在(受入決定分)

委託団体 受託担当者 職名 金額 タイトJレ

日本電信電話株式会社 NTTコミュニケーション科広瀬 友紀 准教授 O IJ本語発話構造の特異牲に関する言語心践的研究

学基礎研究所

2 独立行政法人王理化学研究所 坪井賞白j 准教授 495，000 新規ホルモン分泌反応可視化プロープによるホルモン頼粒産生制御機構の解明

3 梅野義製薬株式会社 村田昌之 教授 4，000，000 おIj薬支援を 11的とした汎用性の高いキナーゼネットワーク可視化解析システムの構
築

4 t~野義製薬株式会社 佐藤守俊 准教授 5，000，000 t長白質リン酸化のinvivo分子イメージング法の開発

5 株式会社ProbeX 佐藤守俊 准教授 2，526，135 新規分子プロープの開発

6 十年式会社ドコモ 須藤利IJと 教授 3，500，000 分fモーターを利川した分子伝送に関する研究

7 協和発醇キリン株式会社 i支島誠 特任教授 1，000，000 腎発生期に発現する創薬標的候補遺伝子の探索

8 独立行政法人科学技術振興機構 黒田玲f 教授 19，652，000 カイロモルフォロジ一基盤技術開発研究

9 福井コンピュータ株式会社 石井前}j 教授 2，200，000 屯子制御式フィットネスマシンおよび筋}JiWJ定器を用いた新しし、体力づくり支援シ
ステムの開発

10 協和メデックス株式会社 太田 J:I¥'と 教授 330，000 抗SPC(スフインゴシルホスホリルコ，)ン)抗体

11 株式会社デンソー システム開発部 i宋i幸 11f 准教授 1，000，000 Si系導波路型光エミッタの研究

12 株式会社コンポン研究所 真船文降 准教授 3，150，000 レーザ照射下での金クラスターの局所高温高圧場を反応場とする科学反応の解明お
よびマルチエレメントクラスターへの展開

13 独立行政法人科学技術振興機構 金子邦彦 教授 3，820，000 生命システムのロJ塑性の理論

14 12川'j'央研究所・独立行政法人JII!化学研究所 山田貸別 助教 130，000 大規絞ゲノム再編システムによる酵母育純の附発

15 独立行政法人.fI1!化学研究所 本瀬宏燦 助教 O serrateサプレッサ一変異体の単離

16 株式会社豊田中央研究所 豊島陽子 教授 1，000，000 生体分子モーターの再構築によるアクチュエータ機能の検証

17 株式会社博報堂 植田一博 准教授 2，200，000 イノベーターの「知識のフラット化」についての研究
清水附IJ 准教授

18 PMIコンサルテイング株式会社
横田一博 准教授 2，200，000 組織の創造性を高める人材ポートフォリオについての研究
i青水附IJ 准教授

19 独立行政法人産業校術総合研究所 近藤降付1 助教 。強相|羽有機エレクトロニクスに関する研究
20 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 久保田俊一郎教授 O 精化タンパク質およびS100ファミリータンパク質の機能解明

21 株式会社エコ・グリーン 山本光夫 特任講srli 1，000，000 i染場再生に向けた森と川と海をつなぐ生態調資とC021目]定量評価

22 独立行政法人字情航空研究開発機構 石井波方 教授 3，311，286 宇宙飛行士の加圧トレーニングプログラムの有効性検証地上実験

23 大正製薬株式会社 浅島誠 特任教授 5，000，000 未分化維持因子導入細胞の多機能性誘導能の検討
(2年分)
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-一14 2008 (平成20)年 共同研究(数理科学研究科)

平成20年12JJ26日現在(受入決定分)

社合式候不餓

体
一
製

団
-
本

託
一
日

委
一
新

受託担当者 職名 金額 タイトル

l11本 l i宏 司t教授 15.000.000 数学者との1Jillrr，'i連携による逆111]姐解析技術の進化

合計 15.000.000 



2008 (平成20)年度の役職者

研究科長・学部長および専攻・系長・学科長

研究科長・学部長

副研究科長・副学部長(評議員)

副研究科長・副学部長

副研究科長・副学部長(事務部長)

研究科長特任補佐

総長補佐

研究科長・学部長補佐

言語情報科学専攻長

超域文化科学専攻長

地域文化研究専攻長

国際社会科学専攻長

広域科学専攻長

生命環境科学系長

相関基礎科学系長

広域システム科学系長

超域文化科学科長

地域文化研究学科長

総合社会科学科長

基礎科学科長

広域科学科長

生命・認知科学科長

小島憲道

平成21年2月lう日まで

山影 進
平成21年2]j16日から

長谷川書一

木村秀郎

佐藤紀志雄

力11藤道夫

小寺 彰

高田康成

永田 敬

古城佳子

栗栖 i原!IO，J
原干IJ之

平成20年9月30日まで

加藤恒日行
平成20年10月l日から

丹治 愛

三角洋一

遠藤泰生

丸山真人

石浦章一

池内昌彦

遠藤泰樹

伊藤元己

高橋宗五

石田勇治

中西 徹

小宮山進

山口 泰

村田昌之

総合文化研究科・教養学部内の各種委員長・議長・代表など

総務委員会

前期運営委員会

前期教務電算委員会

後期運営委員会

総合文化研究科教育会議

教務委員会

財務委員会

教育研究経費委員会

入試委員会

広報委員会

176 

小島憲道

平成21年2月lラ日まで

山影 進

平成21年2月16日から

小島憲道

平成21年2月lう日まで

山影 進

平成21年2月16日から

鈴木啓二

石田勇治

三角洋一

鈴木啓二

長谷川書一

田尻三千夫

豊島陽子

山脇瓜司

情報基盤委員会

ネットワーク専門委員会

情報セキュリティ委員会

教育研究評価委員会

図書委員会

学生委員会

三鷹国際学生宿舎運営委員会

建設委員会

教養学部報委員会

社会連携委員会

環境委員会

知的財産室

共用スペース運用委員会

研究棟管理運営委員会

国際連携委員会

国際交流・留学生委員会

山口 泰

佐藤俊樹

木村秀雄

遠藤泰樹

鍛治哲郎

佐藤安信

平成20年9月まで

高塚和夫

平成20年10月から

鈴木英夫

平成20年9月まで

山田 茂

平成20年10月から

長谷川書一

村田 滋

下井 守

下井 守

小宮山進

小島憲道

平成21年2月lう日まで

山影 進

平成21年2月16日から

村田雄二郎

木村秀雄

刈間文俊

駒場インターナショナルオフィス運営委員会 高田 康成

防災委員会 小島憲道

平成21年2月lう日まで

山影 進
平成21年2月16日から

奨学委員会 相浮隆

初年次活動プログラム運営員会 長谷川護一

学生相談協議会 佐藤安信

進学情報センター運営委員会

学生相談所運営委員会

ハラスメントに関する相談員

平成20年9月まで

高塚和夫

平成20年10月から

安岡治子

平成20年9月まで

真船文隆

平成20年10月から

丹野義彦

小島憲道

平成21年z月1う日まで

山影 進

平成21年2月16日から

教養教育開発室運営委員会 永田 敬

放射線安全委員会 渡漫雄一郎

放射線施設運営委員会 若杉桂輔

核燃料物質調査委員会 石浦章一

ヒトを対象とした実験研究に関する倫理審査委員会

大築立志



遺伝子組換え生物等実験安全委員会 久保Hl俊一郎 文化人類学 山下晋司

実験動物委員会 松山良一 哲学・科学史 高橋哲哉

研究用微生物委員会 村岡昌之 心理・教育学 丹野義彦

化学物質安全管理委員会 Js中 篤 人文地理学 荒井良雄

石綿問題委員会 長D-川護ー 物理 加藤光裕

学友会評議員 山内昌之 化学 下井 守

文化施設運営委員会 加藤道夫 生物 太田邦史

美術博物館委員会 il!!.l1I 信雄 情報・図形 山口和紀

自然科学博物館委員会 伊藤元己 宇宙地球 江里口良治

学際交流ホール運営委員会 岩佐鉄男 相関自然 小宮山進

オルガン委員会 Tfl尚大二郎 スポーツ・身体運動 久保田俊一郎

ピアノ委員会 木知l洋一 外国語委員会委員長 岩佐鉄男

TA委員会 長谷川喜一 人文科学委員会委員長 三角洋一

スペース・コラボレーションシステム運営委員会 社会科学委員会委員長 酒井哲哉

鈴木英夫 前期課程数学委員会委員長 斎藤 毅

アメリカ太平洋地域研究センター運営委員会 古矢 旬

共通技術室運営委員会 小宵山進

情報倫理審査会 小島憲道 センタ など
平成21年2JJIう日まで

LL1影 進 アメリカ太平洋地域研究センター

平成21年2}]16日から センター長 古矢 句

駒場ファカルテイハウス運営委員会 小島憲道 教養教育開発機構

平成21均21J1引iまで 機構長(学部長) 小島憲道

1L1影 進 平成21年2月lう日まで

平成21年21J16日から 山島原ノ 進

男女共同参画支援委員会 蜂巣 泉 平成21年2月16日から

駒場地区衛生委員会 小島憲道 生命科学構造化センター

平成21年2HIう日まで センター長 石浦章一

111影 進 ドイツ・ヨーロッパ研究センター

平成21年2月16日から センタ一長 木畑洋一

駒場地区苦情処理委員会 小島憲道 複雑系生命システム研究センター

平成21年2月lう日まで センター長 菅原 正

IU影 進 保健センター駒場支所

平成21年2月16日から 支所長 石川 隆

共通技術室

室長 長谷川書ー

部会主任およびその他の前期教育担当グループ責任者 学生相談所

所長 小島憲道

英語 菅原克也 平成21年2月lう日まで

ドイツ語 相i宰 隆 山影 進

フランス言昔・イタリア百苦 篤 平成21年2月16日から

中国語・朝鮮語 若林正丈

ロシア語 凶中村浩

スペイン誇 高橋 均 事務部

古典語・地中海諸言語 杉田英明

法・政治 早川真一郎 事務部長 佐藤紀志雄

経済・統計 中西 徹 総務課長 木村 久

社会・社会思想史 山脇直司 経理課長 武井和夫

国際関係 酒井智哉 教務課長 山岸 正

歴史学 岩本通弥 学生支援課長 関根 目ム

国文・漢文学 神野志隆光 図書課長 市村楼子
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